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概要

				本ガイドでは、ロングライフバージョン間のインプレースアップグレードのフレームワークについて説明します。このフレームワークには、OpenStack Platform 環境をあるロングライフバージョンから次のロングライフバージョンにアップグレードするためのツールが含まれます。今回、本書では Red Hat OpenStack Platform 13 (Queens) から 16.1 (Train) へのアップグレードに重点を置いています。
			






多様性を受け入れるオープンソースの強化




			Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリスト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、Red Hat CTO である Chris Wright のメッセージ を参照してください。
		

Red Hat ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)




			Red Hat ドキュメントに対するご意見をお聞かせください。ドキュメントの改善点があればお知らせください。
		
ドキュメントへのダイレクトフィードバック (DDF) 機能の使用 (英語版のみ)

				特定の文章、段落、またはコードブロックに対して直接コメントを送付するには、DDF の Add Feedback 機能を使用してください。なお、この機能は英語版のドキュメントでのみご利用いただけます。
			
	
					Multi-page HTML 形式でドキュメントを表示します。
				
	
					ドキュメントの右上隅に Feedback ボタンが表示されていることを確認してください。
				
	
					コメントするテキスト部分をハイライト表示します。
				
	
					Add Feedback をクリックします。
				
	
					Add Feedback フィールドにコメントを入力します。
				
	
					オプション: ドキュメントチームが問題の詳細を確認する際に使用できるメールアドレスを記入してください。
				
	
					Submit をクリックします。
				



第1章 Red Hat OpenStack Platform のアップグレードフレームワークについて




			Red Hat OpenStack Platform のアップグレードフレームワークは、Red Hat OpenStack Platform 環境をあるロングライフバージョンから次のロングライフバージョンにアップグレードするためのワークフローです。このワークフローはインプレースのソリューションで、アップグレードは既存の環境内で実行されます。
		
ロングライフバージョンのアップグレードフレームワーク




				Red Hat OpenStack Platform の アップグレードフレームワーク を使用して、複数のオーバークラウドバージョンを経由するインプレースアップグレードパスを実施することができます。この機能は、ロングライフバージョン とされている特定の OpenStack のバージョンの使用を継続し、次のロングライフバージョンが提供された際にアップグレードする機会を提供することを目的としています。
			
重要

					Red Hat OpenStack Platform 13 は、Red Hat OpenStack Platform 16.1 にアップグレードすることができます。ただし、完全な製品サポートを受ける場合には、Red Hat OpenStack Platform 13 から Red Hat OpenStack Platform 16.2 アップグレードパスのみがサポートされます。13 から 16.1 にアップグレードする場合は、サポート例外を取得する必要があります。
				


				Red Hat OpenStack Platform 16.2 へのアップグレードについての詳しい情報は、13 から 16.2 へのアップグレードフレームワーク を参照してください。
			

				本ガイドは、以下のバージョン間のアップグレードフレームワークを提供します。
			
	現在のバージョン	目的のバージョン
	 
								Red Hat OpenStack Platform 13
							

							 	 
								Red Hat OpenStack Platform 16.1
							

							 



ロングライフバージョンのライフサイクルサポート




				Red Hat OpenStack Platform のライフサイクルサポートに関する正確な日付けおよび詳細な情報は、Red Hat OpenStack Platform のライフサイクル を参照してください。
			

ロングライフリリースのアップグレードパス




				Red Hat では、お使いの環境を次のロングライフリリースにアップグレードするためのオプションを 2 つ提供しています。
			
	インプレースアップグレード
	
							既存の環境でサービスのアップグレードを実施します。本ガイドでは、主にこのオプションを中心に説明します。
						
	並列移行
	
							新しい Red Hat OpenStack Platform 16.1 環境を作成し、ワークロードを現在の環境から新しい環境に移行します。Red Hat OpenStack Platform の並列移行についての詳しい情報は、Red Hat Global Professional Services にお問い合わせください。
						


重要

					以下の表に示す時間は内部テストに基づく最短の推定値であり、すべての実稼働環境には適用されない可能性があります。たとえば、ハードウェアのスペックが低い場合やブート時間が長い場合は、これらの時間に余裕を持たせてください。各タスクのアップグレード時間を正確に測定するには、実稼働環境と類似したハードウェアを持つテスト環境でこれらの手順を実施してください。
				

表1.1 アップグレードパスの影響と時間
	 	インプレースアップグレード	並列移行
	 
								アンダークラウドのアップグレード時間
							

							 	 
								それぞれの主要な操作の推定時間は以下のとおりです。
							

							 	
										Leapp アップグレードコマンド: 30 分間
									
	
										Leapp リブート: 30 分間
									
	
										director のアップグレード: 40 分間
									



							 	 
								なし。既存のアンダークラウドに加えて、新しいアンダークラウドを作成します。
							

							 
	 
								オーバークラウドコントロールプレーンのアップグレード時間
							

							 	 
								コントローラーノードごとの推定時間は以下のとおりです。
							

							 	
										Leapp アップグレードおよびリブート: 60 分間
									
	
										サービスのアップグレード: 60 分間
									



							 	 
								なし。既存のコントロールプレーンに加えて、新しいコントロールプレーンを作成します。
							

							 
	 
								コントロールプレーンの機能停止時間
							

							 	 
								ブートストラップコントローラーノードのサービスアップグレード時間: 約 60 分間
							

							 	 
								なし。ワークロードの移行中、両方のオーバークラウドは稼動状態にあります。
							

							 
	 
								コントロールプレーンの機能停止による影響
							

							 	 
								機能停止時間中 OpenStack の操作を行うことはできません。
							

							 	 
								機能停止時間はありません。
							

							 
	 
								オーバークラウドデータプレーンのアップグレード時間
							

							 	 
								コンピュートノードおよび Ceph Storage ノードごとの推定時間は以下のとおりです。
							

							 	
										Leapp アップグレードおよびリブート: 60 分間
									
	
										サービスのアップグレード: 30 分間
									



							 	 
								なし。既存のデータプレーンに加えて、新しいデータプレーンを作成します。
							

							 
	 
								データプレーンの機能停止時間
							

							 	 
								ノード間のワークロードの移行により、機能停止時間は最小限に抑えられます。
							

							 	 
								オーバークラウド間のワークロードの移行により、機能停止時間は最小限に抑えられます。
							

							 
	 
								追加ハードウェアに関する要件
							

							 	 
								追加のハードウェアは必要ありません。
							

							 	 
								新しいアンダークラウドおよびオーバークラウドを作成するために、追加のハードウェアが必要です。
							

							 





第2章 インプレースアップグレードの計画および準備




			OpenStack Platform 環境のインプレースアップグレードを実施する前に、アップグレードのプランを作成し、正常なアップグレードを妨げる可能性のある障害に対処してください。
		
Red Hat OpenStack Platform 16.1 の理解




				アップグレードを実施する前に Red Hat OpenStack Platform 16.1 をよく理解しておくことで、結果として生じる環境や、アップグレードに影響を与える可能性のあるバージョン間の変更点を理解することができます。Red Hat OpenStack Platform 16.1 の理解を深めるには、以下の推奨事項に従ってください。
			
	
						アップグレードパスにわたるすべてのバージョンのリリースノートを確認し、計画が必要になる可能性のある要素を識別します。
					
	
								新しい機能が含まれるコンポーネント
							
	
								既知の問題
							



						以下のリンクから、各バージョンのリリースノートを確認してください。
					
	
								Red Hat OpenStack Platform 13 (現在のバージョン)
							
	
								Red Hat OpenStack Platform 14
							
	
								Red Hat OpenStack Platform 15
							
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.0
							
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 (目的のバージョン)
							



	
						バージョン 16.1 の director のインストールと使用方法 を参照し、新たな要件および本ガイドのプロセスについて十分に理解してください。
					
	
						概念実証用の Red Hat OpenStack Platform 16.1 アンダークラウドおよびオーバークラウドをインストールします。対象のバージョンの OpenStack Platform を実際に操作して経験を積み、対象のバージョンと現在のバージョンの違いを調査します。
					



Red Hat OpenStack Platform 16.1 における変更点の概要




				Red Hat OpenStack Platform 16.1 へのアップグレード時に、以下に概要を示す変更が行われます。
			
	
						OpenStack Platform director 16.1 では、config-download と呼ばれる Ansible による手法を使用してオーバークラウドを設定します。これは、標準の heat ベースの設定手法に代わるものです。director は引き続き heat を使用してプロビジョニング操作のオーケストレーションを行います。
					
	
						director のインストールには、オーバークラウドのデプロイメントと同じ手法が使用されます。したがって、アンダークラウドでの各サービスのインストールおよび設定にも、ブループリントとして openstack-tripleo-heat-templates が使用されます。
					
	
						アンダークラウドでは、OpenStack サービスはコンテナー内で実行されます。
					
	
						アンダークラウドは、新たな方法でコンテナーイメージをプルして保管します。オーバークラウドのデプロイ前にコンテナーイメージをプルする代わりに、アンダークラウドはデプロイメントプロセス中に関連するすべてのコンテナーイメージをプルします。
					
	
						オーバークラウドのデプロイメントプロセスには、ノードを登録するための Advanced Subscription Management 手法が含まれます。この手法には、OpenStack Platform ノードを登録するための Ansible ロールが組み込まれています。さらに、新しい手法では、必要に応じて異なるノードロールに異なるサブスクリプションを適用します。
					
	
						オーバークラウドは、デフォルトの ML2 メカニズムドライバーとして Open Virtual Network (OVN) を使用するようになりました。Open vSwitch (OVS) サービスを OVN に移行することができます。この移行は、アップグレードが正常に完了した後に実施します。
					
	
						アンダークラウドおよびオーバークラウドは、共に Red Hat Enterprise Linux 8 上で動作します。
					
	
						openstack-tripleo-heat-templates には、deployment ディレクトリーに統一されたコンポーザブルサービステンプレートコレクションが含まれています。このディレクトリーに含まれるテンプレートのコンテンツは、コンテナー化されたサービスと Puppet ベースのコンポーザブルサービスの両テンプレートからのコンテンツをマージしたものです。
					
	
						OpenStack Data Processing サービス (sahara) はサポートされなくなりました。
					
重要

							お使いの Red Hat OpenStack Platform 13 環境で sahara を有効にしている場合には、このアップグレードを続行せず、Red Hat Global Support Services にお問い合わせください。
						


	
						Service Telemetry Framework (STF) を優先し、OpenStack Telemetry のコンポーネントは非推奨になりました。
					



Red Hat Enterprise Linux 8 の変更点




				アンダークラウドおよびオーバークラウドは、共に Red Hat Enterprise Linux 8 上で動作します。これには、アンダークラウドおよびオーバークラウドに関連する新しいツールおよび機能が含まれます。
			
	
						アンダークラウドおよびオーバークラウドは Red Hat Container Toolkit を使用します。コンテナーライフサイクルをビルドおよび制御する docker に代わって、Red Hat Enterprise Linux 8 には、新しいコンテナーイメージをビルドするための buildah およびコンテナー管理用の podman が含まれます。
					
	
						Red Hat Enterprise Linux 8 には docker-distribution パッケージが含まれていません。アンダークラウドには、オーバークラウドノードにコンテナーイメージを提供するためのプライベート HTTP レジストリーが追加されました。
					
	
						Red Hat Enterprise Linux 7 から 8 へのアップグレードプロセスには、leapp ツールが使用されます。
					
	
						Red Hat Enterprise Linux 8 は、ntp サービスを使用しません。その代わりに、Red Hat Enterprise Linux 8 では chronyd が使用されます。
					
	
						Red Hat Enterprise Linux 8 には、新しいバージョンの高可用性ツールが含まれています。
					



				Red Hat OpenStack Platform 16.1 は、ベースオペレーティングシステムとして Red Hat Enterprise Linux 8.2 を使用します。アップグレードプロセスの一環として、ノードのベースオペレーティングシステムを Red Hat Enterprise Linux 8.2 にアップグレードします。
			

				Red Hat Enterprise Linux 7 と 8 の主な相違点は、RHEL 8 の導入における検討事項 を参照してください。Red Hat Enterprise Linux 8 に関する一般的な情報は、Product Documentation for Red Hat Enterprise Linux 8 を参照してください。
			

Red Hat OpenStack Platform での Leapp アップグレードの使用




				ロングライフバージョンの Red Hat OpenStack Platform をアップグレードするには、ベースオペレーティングシステムを Red Hat Enterprise Linux 7 から Red Hat Enterprise Linux 8 にアップグレードする必要があります。Red Hat Enterprise Linux 7 では、Leapp ユーティリティーを使用して Red Hat Enterprise Linux 8 へのアップグレードを実施します。Leapp およびその依存関係を利用できるようにするには、以下の Red Hat Enterprise Linux 7 リポジトリーが有効であることを確認します。
			
	
						Red Hat Enterprise Linux 7 Server RPMs x86_64 7Server または Red Hat Enterprise Linux 7 Server RPMs x86_64 7.9
					
rhel-7-server-rpms
x86_64 7Server
or:
rhel-7-server-rpms
x86_64 7.9

	
						Red Hat Enterprise Linux 7 Server - Extras RPMs x86_64
					
rhel-7-server-extras-rpms
x86_64




				詳細は、アップグレードに向けて RHEL 7 システムの準備 を参照してください。
			

				オペレーティングシステムのアップグレードを実施する際、アンダークラウドとオーバークラウドでは別個のプロセスが使用されます。
			
アンダークラウドのプロセス

					openstack undercloud upgrade コマンドを実行する前に、手動で leapp によるアップグレードを行います。アンダークラウドのアップグレードには、leapp によるアップグレードを実施する手順が含まれます。
				
オーバークラウドのプロセス

					オーバークラウドのアップグレードフレームワークでは、leapp によるアップグレードが自動的に実施されます。
				
制限

					アップグレードに影響を及ぼす可能性のある制限の詳細は、RHEL 7 から RHEL 8 へのアップグレードの以下のセクションを参照してください。
				
	
						アップグレードの計画
					
	
						既知の問題
					



				特に、ディスク全体またはパーティションで暗号化が使用される (LUKS 暗号化、ファイルシステムの暗号化など) ノードで Leapp によるアップグレードを行うことはできません。この制限は、dmcrypt: true パラメーターで設定した CephOSD ノードに影響します。
			

				既知の制限がお使いの環境に影響を及ぼす場合は、Red Hat Technical Support Team にアドバイスを求めてください。
			
トラブルシューティング

					Leapp が原因と考えられる問題のトラブルシューティングに関する詳細は、RHEL 7 から RHEL 8 へのアップグレードの トラブルシューティング を参照してください。
				

サポート対象のアップグレードシナリオ




				アップグレードを進める前に、ご自分のオーバークラウドがサポート対象であることを確認してください。
			
注記

					以下のリストに記載されていない特定のシナリオがサポート対象かどうか不明な場合は、Red Hat Technical Support Team にアドバイスを求めてください。
				

サポート対象のシナリオ

					以下のインプレースアップグレードシナリオは、テスト済みでサポートの対象です。
				
	
						デフォルトのロール種別を使用する標準環境: Controller、Compute、および Ceph Storage OSD
					
	
						分割 Controller コンポーザブルロール
					
	
						CephConfigOverrides や CephAnsibleExtraConfigなどの Ceph Storage カスタム設定を含む Ceph Storage コンポーザブルロール
					
	
						ハイパーコンバージドインフラストラクチャー: 同一ノード上の Compute サービスおよび Ceph Storage OSD サービス
					
	
						ネットワーク機能仮想化 (NFV) 技術を使用する環境: Single-root Input/Output Virtualization (SR-IOV) および Data Plane Development Kit (DPDK)
					
	
						インスタンス HA が有効な環境
					
注記

							アップグレードの際には、nova ライブマイグレーションがサポートされます。ただし、インスタンス HA が開始する避難はサポートされません。コンピュートノードをアップグレードする場合、ノードはクリーンにシャットダウンされ、ノード上で実行されているワークロードはインスタンス HA によって自動的に退避されません。その代わり、手動でライブマイグレーションを行う必要があります。
						




テクノロジープレビューのシナリオ

					アップグレードフレームワークを以下の機能と併用した場合は、テクノロジープレビューとみなされます。したがって、Red Hat では全面的にはサポートしていません。以下のシナリオは概念実証の環境でのみテストし、実稼働環境へのアップグレードは行わないでください。テクノロジープレビュー機能についての詳細は、対象範囲の詳細 を参照してください。
				
	
						エッジおよび分散コンピュートノード (DCN) のシナリオ
					



外部の Ceph デプロイメントと組み合わせたアップグレードに関する考慮事項




				別途 Red Hat Ceph Storage システムをデプロイしていて、director を使用して OpenStack をデプロイおよび設定している場合は、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードフレームワークを使用して、外部の Ceph デプロイメントと共にインプレースアップグレードを行うことができます。このシナリオは、director を使用してデプロイされた Ceph クラスターのアップグレードとは異なります。
			

				外部の Ceph デプロイメントと組み合わせたインプレースアップグレードのプランニングおよび準備を行う際に考慮すべき違いは以下のとおりです。
			
	
						Red Hat OpenStack Platform デプロイメントをバージョン 13 からバージョン 16.1 にアップグレードする前に、Red Hat Ceph Storage クラスターをバージョン 3 からバージョン 4 にアップグレードする必要があります。詳細は、Red Hat Ceph Storage 4 インストールガイドの Red Hat Ceph Storage クラスターのアップグレード を参照してください。
					
	
						Red Hat Ceph Storage クラスターをバージョン 3 からバージョン 4 にアップグレードした後も、Red Hat OpenStack Platform 13 では引き続き RHCSv3 クライアントコンポーネントが実行されている可能性がありますが、これらは RHCSv4 クラスターに対して互換性があります。
					
	
						13 から 16.1 へのアップグレードフレームワークに記載のアップグレードパスに従うことができます。該当する場合は、この特定のシナリオをサポートする条件ステップを実行する必要があります。条件ステップは、外部の Ceph デプロイメントと共にアップグレードする場合はで始まる箇所です。
					
	
						外部の Ceph デプロイメントと共にアップグレードする場合は、オーバークラウドのアップグレードプロセスの一部として RHCSv4 ceph-ansible をインストールします。director を使用してデプロイされた Ceph クラスターをアップグレードする場合は、オーバークラウドのアップグレードプロセスの完了後に RHCSv4 ceph-ansible をインストールします。
					


重要

					Red Hat Ceph Storage クラスターを、以前のサポート対象バージョンからバージョン 4.2z2 にアップグレードする場合、モニターがセキュアでない global_id 再要求を許可する ことを示す警告メッセージと共に、ストレージクラスターが HEALTH_WARN の状態でアップグレードが完了します。これは、パッチが適用された CVE (CVE-2021-20288) が原因です。Ceph HEALTH_WARN with 'mons are allowing insecure global_id reclaim' after install/upgrade to RHCS 4.2z2 (or newer) を参照してください。
				

					CVE により HEALTH_WARN の状態が表示されるため、一時的に健全性についての警告をミュートすることができます。ただし、警告をミュートすると、古いクライアントおよびパッチが適用されていないクライアントがクラスターに接続されても表示されないリスクがあります。健全性についての警告のミュートについての詳細は、Red Hat Ceph Storage のドキュメントの Upgrading a Red Hat Ceph Storage cluster を参照してください。
				

重要

					すべてのクライアントがアップグレードしてパッチを当てるまで global_id_reclaim は、無効にしないでください。そうでないと、接続できません。root ユーザーで以下のコマンドを実行して、クラスターに接続されているクライアントでパッチが当てられていないものをリストで表示できます。
				
# ceph health detail


アップグレードを妨げる可能性のある既知の問題




				アップグレードの正常な完了に影響を及ぼす可能性のある、以下の既知の問題を確認してください。
			
	BZ#1997351 -(13→16.1)ブートストラップコントローラーのアップグレード後にインスタンスにアクセスできない
	
							ML2-OVN でデプロイされた Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 13 環境をアップグレードすると、コントローラーノードのアップグレードプロセスに失敗する可能性があります。Leapp のリブート後に、SELinux パーミッションが拒否されることが原因で ovn-dbs コンテナーが起動しないことがあります。BZ#1997351 のバグを回避する方法は、Red Hat ナレッジベースのソリューション OVN fails to configure after reboot during OSP-13 → OSP-16.1 FFU を参照してください。
						
	BZ#1902849 - 以前に osp8、osp10 からアップグレードしたクラスターで osp13-osp16.1 ffu が失敗する
	
							以前にバージョン RHOSP 10 からアップグレードした Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 環境には、BZ#1902849 を避けるために python-docker パッケージが必要です。詳細は、Red Hat ナレッジベースのソリューション osp13-osp16.1 ffu fails on older environments missing python-docker package を参照してください。
						
	BZ#1925078 - RHOSP13-16.1 FFU: 間違った ceph イメージを参照して失敗した後、オーバークラウドのアップグレードがコントローラーで停止する
	
							OSP13 で UEFI ブートおよび UEFI ブートローダーを使用するシステムは、UEFI の問題が発生し以下のような状況に陥る可能性があります。
						
	
									/etc/fstab が更新されない
								
	
									EFI システムで grub-install が誤って使用される
								



							詳細は、Red Hat ナレッジベースのソリューション FFU 13 to 16.1: Leapp fails to update the kernel on UEFI based systems and /etc/fstab does not contain the EFI partition を参照してください。
						

							システムで UEFI が使用されている場合は、Red Hat Technical Support にお問い合わせください。
						

	BZ#1895887 - [FFWD] ovs+dpdk fail to attach device OvsDpdkHCI
	
							Leapp ユーティリティーを使用してアップグレードした後、OVS-DPDK 負荷を持つコンピュートノードが正しく機能しません。この問題を解決するには、次のいずれかの操作を行います。
						

							コンピュートノードをアップグレードする前に、/etc/modules-load.d/vfio-pci.conf ファイルを削除します。
						

							または
						

							コンピュートノードのアップグレード後に、コンピュートノードで ovs-vswitchd サービスを再起動します。
						

							この問題は RHOSP 16.1.3 に影響を及ぼします。詳細については、Red Hat ナレッジベースのソリューション OVS-DPDK errors after Framework Upgrade from OSP 13 to 16.1 on HCI compute node を参照してください。
						

	BZ#1936419 - FFU 13-16.1 アップグレード: ceph ノードでの Leapp アップグレードは、leap パラメーターが Fast datapath リポジトリーを有効にしようとして失敗する
	
							Ceph のサブスクリプションを使用し、Ceph ストレージノード用に overcloud-minimal イメージを使用するように director を設定している場合、Leapp の制限により Ceph ストレージノードのオペレーティングシステムのアップグレードに失敗する可能性があります。この問題を回避するには、system_upgrade の実行ステップの後に、Ceph ノードにログインして RHEL のマイナーリリースバージョンの設定を解除し、利用可能な最新の RHEL マイナーリリースバージョンに更新し、ノードをリブートする必要があります。
						

							Leapp アップグレード用の RPM コンテンツをホストするのに Red Hat Satellite Server を使用している場合、使用するコンテンツビューに以下の 8.2 リポジトリーを追加する必要があります。
						
	
									Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - AppStream (RPMs)
								
rhel-8-for-x86_64-appstream-rpms
x86_64 8.2

	
									Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - BaseOS (RPMs)
								
rhel-8-for-x86_64-baseos-rpms
x86_64 8.2

									本ガイドには、この問題を避けるための回避策が含まれています。
								




	BZ#2016144 - FFU 13-16.1: Leapp アップグレードの再起動時に openvswitch が Starting ovsdb-server ovsdb-server: /var/run/openvswitch/ovsdb-server.pid.tmp: create failed (Permission denied) とのエラーで起動に失敗する
	
							以前のバージョンからアップグレードされた Red Hat Open Stack Platform (RHOSP) 環境には、/etc/systemd/system/ovs*に不要なファイルが含まれている可能性があります。RHOSP 13 から RHOSP 16.1 へのオーバークラウドのアップグレードプロセスを開始する前に、これらのファイルを削除する必要があります。
						
	BZ#2008976 - Leapp の依存関係で失敗した Leapp アップグレード後の Python2 パッケージがクリーンアップする
	
							Leapp バージョン 5.0.8-100.202109241452Z.1332835 では、Leapp パッケージを保持する DNF のexcludeオプションのため、python2Leapp パッケージの自動削除は失敗します。
						

							UpgradeInitCommandパラメーターを環境ファイルに追加し、DNF の exclude ステートメントを削除します。
						
parameter defaults:
  UpgradeInitCommand: "sudo dnf config-manager --save --setopt exclude=''"

							詳しくは、アップグレード環境ファイルの作成をご覧ください。
						

	BZ#1978228 - OSP13→16.2 Leapp アップグレードが TLSEverywhere で失敗する
	
							お使いの環境で TLS-Everywhere を使用していて、authconfigからauthselectに移行したい場合は、authselect_check.confirmパラメーターをTrueに設定してください。それ以外の場合は、この値をFalseに設定します。詳しくは、アップグレード環境ファイルの作成をご覧ください。
						
	BZ#2021525 - openstack オーバークラウドアップグレード実行がタイムアウトする / HAProxy コンテナーが起動しない
	
							Red Hat Open Stack Platform (RHOSP) 13 から RHOSP 16.1 へのアップグレードは、無効な SELinux ラベルが原因でデプロイメントステップ中に失敗することがあります。解決策や詳細については、Red Hat ナレッジベースのソリューションPacemaker managed services might not restart during an OSP13 - OSP16.x FFUを参照してください。
						
	BZ#2015325 - FFU: upgrade failed during "Upgrade Mysql database from a temporary container" step
	
							Red Hat Enterprise Linux にはmariadb-server 用のアップグレード可能な RPM が含まれていますが、これが Red Hat Open Stack Platform (RHOSP) のコンテナー化された mariadb のアップグレードを妨害します。RHOSP のアップグレードを行う前に、コントローラーホストからmariadb-serverパッケージを削除します。詳しくは、アップグレード環境ファイルの作成をご覧ください。
						
	BZ#2024447 - FFU RHOSP 13 から 16 の FFU 実行中に、配置ユーザーの ID サービス (keystone) パスワードが NovaPassword によって上書きされていた
	
							Red Hat OpenStack Platform 13 から 16.1 へのアップグレード中に、NovaPassword パラメーターの値を定義し、PlacementPassword パラメーターの値を定義しない場合、NovaPassword パラメーターは配置ユーザーの OpenStack Identity サービス (keystone) パスワードをオーバーライドします。Identity サービスのパスワードを保存するには、parameter_defaults セクションに NovaPassword または PlacementPassword を設定しないでください。
						

							parameter_defaults セクションで両方のパスワードを設定すると、コンピュートノードはアップグレードされるまでコントロールプレーンと通信できなくなる可能性があります。コンピュートノードのアップグレードの詳細は、コンピュートノードのアップグレード を参照してください。
						

							また、NovaPassword、PlacementPassword のいずれか、またはその両方を使用してオーバークラウドを RHOSP 13 にデプロイしている場合、これらのパスワードをテンプレートから削除し、RHOSP 16.1 にアップグレードする前に RHOSP 13 で openstack overcloud deploy コマンドを実行する必要があります。
						

	BZ#2164396 - FFU: FFU に対して有効にする Redhat Satellite ツールリポジトリー(13 から 16.2)
	
							Satellite バージョン 6.7 を使用している場合は、Red Hat Satellite Tools for RHEL 8 Server RPMs x86_64 リポジトリーを有効にするとアップグレードに失敗します。適切なパッケージをインストールできないため、エラーが発生します。Red Hat エンジニアリングチームは現在、この問題を調査しています。
						
	BZ#2245602 - アップグレード(OSP16.2 →OSP17.1) controller-0 は、パッケージがない ovn2.15 openvswitch2.15 により leapp のアップグレードを実行しません
	
							Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 13 から 16.1 または 16.2 にアップグレードする場合、または RHOSP 16.2 から 17.1 にアップグレードする場合、--answers-file answer-upgrade.yaml ファイルに system_upgrade.yaml ファイルを含めないでください。system_upgrade.yaml ファイルがこのファイルに含まれている場合、environments/lifecycle/upgrade-prepare.yaml ファイルは system_upgrade.yaml ファイル内のパラメーターを上書きします。この問題を回避するには、system_upgrade.yaml ファイルを openstack overcloud upgrade prepare コマンドに追加します。以下に例を示します。
						
$ openstack overcloud upgrade prepare --answers-file answer-upgrade.yaml /
-r roles-data.yaml /
-n networking-data.yaml /
-e system_upgrade.yaml /
-e upgrade_environment.yaml /

							この回避策により、system_upgrade.yaml ファイルで設定されるパラメーターは、environments/lifecycle/upgrade-prepare.yaml ファイルのデフォルトのパラメーターを上書きします。
						



Red Hat Ceph Storage の問題
	BZ#1855813 - Ceph ツールのリポジトリーは外部アップグレードを実行する前かつコンバージ後のみに RHCS3 から RHCS4 に切り替える必要がある
	
							アンダークラウド上の ceph-ansible Playbook コレクションにより、オーバークラウド上に Red Hat Ceph Storage コンテナーがデプロイされます。環境をアップグレードするには、アップグレードプロセス中 Ceph Storage 3 コンテナーを維持するために、Red Hat Ceph Storage 3 バージョンの ceph-ansible が必要です。本ガイドには、Ceph Storage 4 へのアップグレード準備が整うまで、アップグレードプロセス中 ceph-ansible バージョン 3 を維持する手順が含まれています。13 から 16.1 へのアップグレードを実施する前に、Red Hat OpenStack Platform 13 環境のマイナーバージョン更新を実施し、ceph-ansible のバージョンが 3.2.46 以降になるようにしてください。
						



バックアップと復元




				Red Hat OpenStack Platform 13 環境をアップグレードする前に、アンダークラウドおよびオーバークラウドのコントロールプレーンをバックアップします。Relax-and-recover (ReaR) ユーティリティーを使用したノードのバックアップに関する詳細は、アンダークラウドとコントロールプレーンのバックアップおよびリストアを参照してください。
			
	
						アップグレードを実施する前にノードをバックアップします。アップグレード前のノードバックアップの詳細については、Red Hat OpenStack Platform 13 Undercloud and Control Plane Back Up and Restore を参照してください。
					
	
						アップグレードした後に各ノードをバックアップすることができます。アップグレードされたノードのバックアップの詳細については、Red Hat OpenStack Platform 16.1 アンダークラウドとコントロールプレーンのバックアップおよび復元 を参照してください。
					
	
						アンダークラウドのアップグレードを実施してからオーバークラウドのアップグレードを実施する前に、アンダークラウドノードで実行されるデータベースをバックアップすることができます。アンダークラウドデータベースのバックアップの詳細については、Red Hat OpenStack Platform 16.1 アンダークラウドとコントロールプレーンのバックアップおよび復元 のアンダークラウドノードのデータベースバックアップ作成 を参照してください。
					



マイナーバージョンの更新




				Red Hat OpenStack Platform 環境をアップグレードする前に、環境を現在のリリースの最新マイナーバージョンに更新します。たとえば、Red Hat OpenStack Platform 16.1 へのアップグレードを実施する前に、お使いの Red Hat OpenStack Platform 13 環境を最新の 13 に更新します。
			

				Red Hat OpenStack Platform 13 のマイナーバージョンの更新を実施する手順は、Red Hat OpenStack Platform の最新状態の維持 を参照してください。
			

プロキシー設定




				Red Hat OpenStack Platform 13 環境でプロキシーを使用している場合、/etc/environment ファイルのプロキシー設定は、オペレーティングシステムのアップグレードおよび Red Hat OpenStack Platform 16.1 へのアップグレード後も維持されます。
			
	
						Red Hat OpenStack Platform 13 のプロキシー設定についての詳しい情報は、プロキシーを使用してアンダークラウドを実行する際の考慮事項 を参照してください。
					
	
						Red Hat OpenStack Platform 16.1 のプロキシー設定についての詳しい情報は、プロキシーを使用してアンダークラウドを実行する際の考慮事項 を参照してください。
					



アップグレード前の Red Hat OpenStack Platform 13 の検証




				Red Hat OpenStack Platform 16.1 にアップグレードする前に、tripleo-validations Playbook を使用してアンダークラウドおよびオーバークラウドを検証します。Red Hat OpenStack Platform 13 において、これらの Playbook を OpenStack Workflow サービス (mistral) を使用して実行します。
			
注記

					CDN または Satellite をリポジトリーソースとして使用すると、検証に失敗します。この問題を解決するには、Red Hat ナレッジベースのソリューション Repository validation fails because of SSL certificate error を参照してください。
				

手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						以下の内容で、pre-upgrade-validations.sh という名前の bash スクリプトを作成します。
					
#!/bin/bash
for VALIDATION in $(openstack action execution run tripleo.validations.list_validations '{"groups": ["pre-upgrade"]}' | jq ".result[] | .id")
do
  echo "=== Running validation: $VALIDATION ==="
  STACK_NAME=$(openstack stack list -f value -c 'Stack Name')
  ID=$(openstack workflow execution create -f value -c ID tripleo.validations.v1.run_validation "{\"validation_name\": $VALIDATION, \"plan\": \"$STACK_NAME\"}")
  while [ $(openstack workflow execution show $ID -f value -c State) == "RUNNING" ]
  do
    sleep 1
  done
  echo ""
  openstack workflow execution output show $ID | jq -r ".stdout"
  echo ""
done

	
						スクリプトを実行する権限を追加します。
					
$ chmod +x pre-upgrade-validations.sh

	
						スクリプトを実行します。
					
$ ./pre-upgrade-validations.sh

						スクリプトの出力を確認し、成功した検証と失敗した検証を確認します。
					
=== Running validation: "check-ftype" ===

Success! The validation passed for all hosts:
* undercloud





第3章 リポジトリー




			本項では、アンダークラウドおよびオーバークラウドのリポジトリーについて説明します。特定の状況において、リポジトリーを有効にする必要がある場合は、本項を参照してください。
		
	
					Red Hat カスタマーポータルに登録する際にリポジトリーを有効にする。
				
	
					リポジトリーを有効にして Red Hat Satellite Server に同期させる。
				
	
					Red Hat Satellite Server に登録する際にリポジトリーを有効にする。
				


アンダークラウドのリポジトリー




				Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 16.1 は、Red Hat Enterprise Linux 8.2 上で動作します。したがって、これらのリポジトリーからのコンテンツを該当する Red Hat Enterprise Linux バージョンにロックする必要があります。
			
注記

					リポジトリーを Red Hat Satellite と同期する場合は、特定バージョンの Red Hat Enterprise Linux リポジトリーを有効にすることができます。ただし、選択したバージョンに関係なく、リポジトリーラベルは同じままです。たとえば、BaseOS リポジトリーの 8.4 バージョンを有効にした場合、リポジトリー名には有効にした特定のバージョンが含まれますが、リポジトリーラベルは依然として rhel-8-for-x86_64-baseos-eus-rpms です。
				

警告

					ここで指定する以外のリポジトリーは、サポートされません。別途推奨されない限り、以下の表に記載されている以外の製品またはリポジトリーを有効にしないでください。有効にすると、パッケージの依存関係の問題が発生する可能性があります。Extra Packages for Enterprise Linux (EPEL) を有効にしないでください。
				

コアリポジトリー

					以下の表には、アンダークラウドをインストールするためのコアリポジトリーをまとめています。
				
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
								Red Hat Enterprise Linux 8.4 for x86_64 - BaseOS (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
							

							 	 
								rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms
							

							 	 
								x86_64 システム用ベースオペレーティングシステムのリポジトリー
							

							 
	 
								Red Hat Enterprise Linux 9 for x86_64 - AppStream (RPMs)
							

							 	 
								rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms
							

							 	 
								Red Hat OpenStack Platform の依存関係が含まれます。
							

							 
	 
								Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - High Availability (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
							

							 	 
								rhel-8-for-x86_64-highavailability-tus-rpms
							

							 	 
								Red Hat Enterprise Linux の高可用性ツール。コントローラーノードの高可用性に使用します。
							

							 
	 
								Red Hat Ansible Engine 2.9 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
							

							 	 
								ansible-2.9-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								Red Hat Enterprise Linux 用 Ansible エンジン。最新バージョンの Ansible を提供するために使用されます。
							

							 
	 
								Advanced Virtualization for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
							

							 	 
								advanced-virt-for-rhel-8-x86_64-eus-rpms
							

							 	 
								OpenStack Platform 用仮想化パッケージを提供します。
							

							 
	 
								Red Hat Satellite Tools for RHEL 8 Server RPMs x86_64
							

							 	 
								satellite-tools-6.5-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								Red Hat Satellite 6 でのホスト管理ツール
							

							 
	 
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 for RHEL 8 (RPMs)
							

							 	 
								openstack-16.1-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								Red Hat OpenStack Platform のコアリポジトリー。Red Hat OpenStack Platform director のパッケージが含まれます。
							

							 
	 
								Red Hat Fast Datapath for RHEL 8 (RPMS)
							

							 	 
								fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								OpenStack Platform 用 Open vSwitch (OVS) パッケージを提供します。
							

							 


Ceph リポジトリー

					以下の表には、アンダークラウド用の Ceph Storage 関連のリポジトリーをまとめています。
				
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
								Red Hat Ceph Storage Tools 4 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
							

							 	 
								rhceph-4-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								Ceph Storage クラスターと通信するためのノード用のツールを提供します。オーバークラウドで Ceph Storage を使用する場合、または既存の Ceph Storage クラスターと統合する場合、アンダークラウドにはこのリポジトリーからの ceph-ansible パッケージが必要です。
							

							 


IBM POWER 用リポジトリー

					次の表には、POWER PC アーキテクチャー上の RHOSP のリポジトリーのリストが含まれています。コアリポジトリーの該当リポジトリーの代わりに、これらのリポジトリーを使用してください。
				
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
								Red Hat Enterprise Linux for IBM Power, little endian - BaseOS (RPMs)
							

							 	 
								rhel-8-for-ppc64le-baseos-rpms
							

							 	 
								ppc64le システム用ベースオペレーティングシステムのリポジトリー
							

							 
	 
								Red Hat Enterprise Linux 8 for IBM Power, little endian - AppStream (RPMs)
							

							 	 
								rhel-8-for-ppc64le-appstream-rpms
							

							 	 
								Red Hat OpenStack Platform の依存関係が含まれます。
							

							 
	 
								Red Hat Enterprise Linux 8 for IBM Power, little endian - High Availability (RPMs)
							

							 	 
								rhel-8-for-ppc64le-highavailability-rpms
							

							 	 
								Red Hat Enterprise Linux の高可用性ツール。コントローラーノードの高可用性に使用します。
							

							 
	 
								Red Hat Fast Datapath for RHEL 8 IBM Power, little endian (RPMS)
							

							 	 
								fast-datapath-for-rhel-8-ppc64le-rpms
							

							 	 
								OpenStack Platform 用 Open vSwitch (OVS) パッケージを提供します。
							

							 
	 
								Red Hat Ansible Engine 2.8 for RHEL 8 IBM Power, little endian (RPMs)
							

							 	 
								ansible-2.8-for-rhel-8-ppc64le-rpms
							

							 	 
								Red Hat Enterprise Linux 用 Ansible エンジン。最新バージョンの Ansible を提供します。
							

							 
	 
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 for RHEL 8 (RPMs)
							

							 	 
								openstack-16.1-for-rhel-8-ppc64le-rpms
							

							 	 
								ppc64le システム用 Red Hat OpenStack Platform のコアリポジトリー
							

							 



オーバークラウドのリポジトリー




				Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 16.1 は、Red Hat Enterprise Linux 8.2 上で動作します。したがって、これらのリポジトリーからのコンテンツを該当する Red Hat Enterprise Linux バージョンにロックする必要があります。
			
注記

					リポジトリーを Red Hat Satellite と同期する場合は、特定バージョンの Red Hat Enterprise Linux リポジトリーを有効にすることができます。ただし、選択したバージョンに関係なく、リポジトリーラベルは同じままです。たとえば、BaseOS リポジトリーの 8.4 バージョンを有効にした場合、リポジトリー名には有効にした特定のバージョンが含まれますが、リポジトリーラベルは依然として rhel-8-for-x86_64-baseos-eus-rpms です。
				

警告

					ここで指定する以外のリポジトリーは、サポートされません。別途推奨されない限り、以下の表に記載されている以外の製品またはリポジトリーを有効にしないでください。有効にすると、パッケージの依存関係の問題が発生する可能性があります。Extra Packages for Enterprise Linux (EPEL) を有効にしないでください。
				

コントローラーノード用リポジトリー

					以下の表には、オーバークラウドのコントローラーノード用コアリポジトリーをまとめています。
				
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
								Red Hat Enterprise Linux 8.4 for x86_64 - BaseOS (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
							

							 	 
								rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms
							

							 	 
								x86_64 システム用ベースオペレーティングシステムのリポジトリー
							

							 
	 
								Red Hat Enterprise Linux 9 for x86_64 - AppStream (RPMs)
							

							 	 
								rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms
							

							 	 
								Red Hat OpenStack Platform の依存関係が含まれます。
							

							 
	 
								Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - High Availability (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
							

							 	 
								rhel-8-for-x86_64-highavailability-tus-rpms
							

							 	 
								Red Hat Enterprise Linux の高可用性ツール。
							

							 
	 
								Red Hat Ansible Engine 2.9 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
							

							 	 
								ansible-2.9-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								Red Hat Enterprise Linux 用 Ansible エンジン。最新バージョンの Ansible を提供するために使用されます。
							

							 
	 
								Advanced Virtualization for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
							

							 	 
								advanced-virt-for-rhel-8-x86_64-eus-rpms
							

							 	 
								OpenStack Platform 用仮想化パッケージを提供します。
							

							 
	 
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 for RHEL 8 (RPMs)
							

							 	 
								openstack-16.1-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								Red Hat OpenStack Platform のコアリポジトリー
							

							 
	 
								Red Hat Fast Datapath for RHEL 8 (RPMS)
							

							 	 
								fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								OpenStack Platform 用 Open vSwitch (OVS) パッケージを提供します。
							

							 
	 
								Red Hat Ceph Storage Tools 4 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
							

							 	 
								rhceph-4-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								Red Hat Enterprise Linux 8 での Red Hat Ceph Storage 4 用ツール
							

							 
	 
								Red Hat Satellite Tools for RHEL 8 Server RPMs x86_64
							

							 	 
								satellite-tools-6.5-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								Red Hat Satellite 6 でのホスト管理ツール
							

							 


Compute ノードおよび ComputeHCI ノードのリポジトリー

					以下の表に、オーバークラウド内の Compute ノードおよび ComputeHCI ノードのコアリポジトリーを示します。
				
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
								Red Hat Enterprise Linux 8.4 for x86_64 - BaseOS (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
							

							 	 
								rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms
							

							 	 
								x86_64 システム用ベースオペレーティングシステムのリポジトリー
							

							 
	 
								Red Hat Enterprise Linux 9 for x86_64 - AppStream (RPMs)
							

							 	 
								rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms
							

							 	 
								Red Hat OpenStack Platform の依存関係が含まれます。
							

							 
	 
								Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - High Availability (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
							

							 	 
								rhel-8-for-x86_64-highavailability-tus-rpms
							

							 	 
								Red Hat Enterprise Linux の高可用性ツール。
							

							 
	 
								Red Hat Ansible Engine 2.9 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
							

							 	 
								ansible-2.9-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								Red Hat Enterprise Linux 用 Ansible エンジン。最新バージョンの Ansible を提供するために使用されます。
							

							 
	 
								Advanced Virtualization for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
							

							 	 
								advanced-virt-for-rhel-8-x86_64-eus-rpms
							

							 	 
								OpenStack Platform 用仮想化パッケージを提供します。
							

							 
	 
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 for RHEL 8 (RPMs)
							

							 	 
								openstack-16.1-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								Red Hat OpenStack Platform のコアリポジトリー
							

							 
	 
								Red Hat Fast Datapath for RHEL 8 (RPMS)
							

							 	 
								fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								OpenStack Platform 用 Open vSwitch (OVS) パッケージを提供します。
							

							 
	 
								Red Hat Ceph Storage Tools 4 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
							

							 	 
								rhceph-4-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								Red Hat Enterprise Linux 8 での Red Hat Ceph Storage 4 用ツール
							

							 
	 
								Red Hat Satellite Tools for RHEL 8 Server RPMs x86_64
							

							 	 
								satellite-tools-6.5-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								Red Hat Satellite 6 でのホスト管理ツール
							

							 


リアルタイムコンピュート用リポジトリー

					以下の表には、リアルタイムコンピュート (RTC) 機能用リポジトリーをまとめています。
				
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
								Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - Real Time (RPMs)
							

							 	 
								rhel-8-for-x86_64-rt-rpms
							

							 	 
								リアルタイム KVM (RT-KVM) のリポジトリー。リアルタイムカーネルを有効化するためのパッケージが含まれています。RT-KVM 対象の全コンピュートノードで、このリポジトリーを有効にします。注記: このリポジトリーにアクセスするには、別途 Red Hat OpenStack Platform for Real Time SKU のサブスクリプションが必要です。
							

							 
	 
								Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - Real Time for NFV (RPMs)
							

							 	 
								rhel-8-for-x86_64-nfv-rpms
							

							 	 
								NFV 向けのリアルタイム KVM (RT-KVM) のリポジトリー。リアルタイムカーネルを有効化するためのパッケージが含まれています。RT-KVM 対象の全 NFV コンピュートノードで、このリポジトリーを有効にします。注記: このリポジトリーにアクセスするには、別途 Red Hat OpenStack Platform for Real Time SKU のサブスクリプションが必要です。
							

							 


Ceph Storage ノード用リポジトリー

					以下の表には、オーバークラウド用の Ceph Storage 関連のリポジトリーをまとめています。
				
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
								Red Hat Enterprise Linux 8.4 for x86_64 - BaseOS (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
							

							 	 
								rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms
							

							 	 
								x86_64 システム用ベースオペレーティングシステムのリポジトリー
							

							 
	 
								Red Hat Enterprise Linux 9 for x86_64 - AppStream (RPMs)
							

							 	 
								rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms
							

							 	 
								Red Hat OpenStack Platform の依存関係が含まれます。
							

							 
	 
								Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - High Availability (RPMs) Telecommunications Update Service (TUS)
							

							 	 
								rhel-8-for-x86_64-highavailability-tus-rpms
							

							 	 
								Red Hat Enterprise Linux の高可用性ツール。注記: Ceph Storage ロールに overcloud-full イメージを使用した場合は、このリポジトリーを有効にする必要があります。Ceph Storage ロールは、このリポジトリーを必要としない overcloud-minimal イメージを使用する必要があります。
							

							 
	 
								Red Hat Ansible Engine 2.9 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
							

							 	 
								ansible-2.9-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								Red Hat Enterprise Linux 用 Ansible エンジン。最新バージョンの Ansible を提供するために使用されます。
							

							 
	 
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 Director Deployment Tools for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
							

							 	 
								openstack-16.1-deployment-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								director が Ceph Storage ノードを設定するのに役立つパッケージ。このリポジトリーは、スタンドアロンの Ceph Storage サブスクリプションに含まれています。OpenStack Platform と Ceph Storage を組み合わせたサブスクリプションを使用する場合は、openstack-16.1-for-rhel-8-x86_64-rpms リポジトリーを使用します。
							

							 
	 
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 for RHEL 8 (RPMs)
							

							 	 
								openstack-16.1-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								director が Ceph Storage ノードを設定するのに役立つパッケージ。このリポジトリーは、OpenStack Platform と Ceph Storage を組み合わせたサブスクリプションに含まれています。スタンドアロンの Ceph Storage サブスクリプションを使用する場合は、openstack-16.1-deployment-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms リポジトリーを使用します。
							

							 
	 
								Red Hat Ceph Storage Tools 4 for RHEL 8 x86_64 (RPMs)
							

							 	 
								rhceph-4-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								Ceph Storage クラスターと通信するためのノード用のツールを提供します。
							

							 
	 
								Red Hat Fast Datapath for RHEL 8 (RPMS)
							

							 	 
								fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms
							

							 	 
								OpenStack Platform 用 Open vSwitch (OVS) パッケージを提供します。Ceph Storage ノードで OVS を使用している場合は、このリポジトリーをネットワークインターフェイス設定 (NIC) テンプレートに追加します。
							

							 


IBM POWER 用リポジトリー

					次の表に、POWER PC アーキテクチャー上の RHOSP のリポジトリーをまとめています。コアリポジトリーの該当リポジトリーの代わりに、これらのリポジトリーを使用してください。
				
	名前	リポジトリー	要件の説明
	 
								Red Hat Enterprise Linux for IBM Power, little endian - BaseOS (RPMs)
							

							 	 
								rhel-8-for-ppc64le-baseos-rpms
							

							 	 
								ppc64le システム用ベースオペレーティングシステムのリポジトリー
							

							 
	 
								Red Hat Enterprise Linux 8 for IBM Power, little endian - AppStream (RPMs)
							

							 	 
								rhel-8-for-ppc64le-appstream-rpms
							

							 	 
								Red Hat OpenStack Platform の依存関係が含まれます。
							

							 
	 
								Red Hat Enterprise Linux 8 for IBM Power, little endian - High Availability (RPMs)
							

							 	 
								rhel-8-for-ppc64le-highavailability-rpms
							

							 	 
								Red Hat Enterprise Linux の高可用性ツール。コントローラーノードの高可用性に使用します。
							

							 
	 
								Red Hat Fast Datapath for RHEL 8 IBM Power, little endian (RPMS)
							

							 	 
								fast-datapath-for-rhel-8-ppc64le-rpms
							

							 	 
								OpenStack Platform 用 Open vSwitch (OVS) パッケージを提供します。
							

							 
	 
								Red Hat Ansible Engine 2.8 for RHEL 8 IBM Power, little endian (RPMs)
							

							 	 
								ansible-2.8-for-rhel-8-ppc64le-rpms
							

							 	 
								Red Hat Enterprise Linux 用 Ansible エンジン。最新バージョンの Ansible を提供するために使用されます。
							

							 
	 
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 for RHEL 8 (RPMs)
							

							 	 
								openstack-16.1-for-rhel-8-ppc64le-rpms
							

							 	 
								ppc64le システム用 Red Hat OpenStack Platform のコアリポジトリー
							

							 



Red Hat Satellite Server 6 に関する考慮事項




				Red Hat Satellite Server 6 を使用して Red Hat OpenStack Platform 環境用の RPM およびコンテナーイメージをホストする場合、Red Hat OpenStack Platform 16.1 のアップグレード中に Satellite Server 6 を使用してコンテンツを提供する際には、特定の考慮事項があります。
			
現在の環境についての仮定
	
						Satellite Server がすでに Red Hat OpenStack Platform 13 の RPM およびコンテナーイメージをホストしている。
					
	
						Red Hat OpenStack Platform 13 環境内の全ノードを、ご自分の Satellite Server サーバーにすでに登録している。たとえば、以前に Red Hat OpenStack Platform 13 のコンテンツビューにリンクされたアクティベーションキーを使用して、ノードを OpenStack Platform 13 のコンテンツに登録した。
					


Red Hat OpenStack Platform のアップグレードに関する推奨事項
	
						Red Hat OpenStack Platform 13 のアンダークラウドおよびオーバークラウドの両方に必要な RPM リポジトリーを有効にして同期します。これには、必要な Red Hat Enterprise Linux 8.2 リポジトリーが含まれます。
					
	
						ご自分の Satellite Server にカスタム製品を作成し、以下の Red Hat OpenStack Platform バージョン用のコンテナーイメージをホストします。
					
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1
							
	
								Red Hat OpenStack Platform 15
							



	
						Red Hat OpenStack Platform 16.1 アップグレード用のコンテンツビューを作成してプロモートし、以下のコンテンツをコンテンツビューに含めます。
					
	
								以下の Red Hat Enterprise Linux 7 リポジトリー
							
	
										Red Hat Enterprise Linux 7 Server RPMs x86_64 7Server または Red Hat Enterprise Linux 7 Server RPMs x86_64 7.9
									
rhel-7-server-rpms
x86_64 7Server
or:
rhel-7-server-rpms
x86_64 7.9

	
										Red Hat Enterprise Linux 7 Server - Extras RPMs x86_64
									
rhel-7-server-extras-rpms
x86_64




	
								Red Hat Enterprise Linux 8.2 リポジトリーを含む、アンダークラウドおよびオーバークラウドの全 RPM リポジトリーRed Hat Enterprise Linux リポジトリーの正しいバージョン (8.2) が含まれていることを確認してください。正しいバージョンが含まれていないと、RHEL 8 のリポジトリーを有効にする際に問題が発生する可能性があります。詳細については、Red Hat ナレッジベースのソリューションRHEL 7 to RHEL 8 LEAPP Upgrade Failing When Using Red Hat Satelliteを参照してください。
							
	
								Red Hat OpenStack Platform 16.1 コンテナーイメージ
							
	
								Red Hat OpenStack Platform 15 コンテナーイメージ
							



	
						アクティベーションキーを、Red Hat OpenStack Platform 16.1 のアップグレード用に作成した Red Hat OpenStack Platform 16.1 のコンテンツビューに関連付けます。
					
	
						どのノードにも katello-host-tools-fact-plugin パッケージがインストールされていないことを確認します。Leapp によるアップグレードではこのパッケージがアップグレードされず、パッケージが Red Hat Enterprise Linux 8.2 システムに残されるので、subscription-manager がエラーを報告します。
					
	
						Red Hat OpenStack Platform 16.1 コンテナーイメージをホストするように Satellite Server を設定することができます。詳細は、director のインストールと使用方法の コンテナーイメージ管理用 Satellite サーバーの準備 を参照してください。
					


	
						taCeph のサブスクリプションを使用し、Ceph ストレージノード用に overcloud-minimal イメージを使用するように director を設定している場合、Satellite Server でコンテンツビューを作成し、以下の Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 8.2 リポジトリーを追加する必要があります。
					
	
								Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - AppStream (RPMs)
							
rhel-8-for-x86_64-appstream-rpms
x86_64 8.2

	
								Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - BaseOS (RPMs)
							
rhel-8-for-x86_64-baseos-rpms
x86_64 8.2

								詳細は、Red Hat Satellite コンテンツ管理ガイドの Red Hat コンテンツのインポート および コンテンツビューの管理 を参照してください。
							








第4章 アンダークラウドアップグレードの準備




			アンダークラウドのアップグレードを実施する前に、アンダークラウドのアップグレードが正常に実行されるように準備の手順を完了する必要があります。
		
外部の Ceph と組み合わせたアップグレードの前提条件




				外部の Ceph デプロイメントと共にアップグレードする場合、Red Hat OpenStack Platform デプロイメントをアップグレードする前に、Red Hat Ceph Storage クラスターをバージョン 3 からバージョン 4 にアップグレードする必要があります。詳細は、Red Hat Ceph Storage 4 インストールガイドの Red Hat Ceph Storage クラスターのアップグレード を参照してください。
			

新たなメモリー要件




				Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、アンダークラウドに新たなメモリー要件が適用されます。
			
	Red Hat OpenStack Platform 13	Red Hat OpenStack Platform 16.1
	 
								16 GB RAM
							

							 	 
								24 GB RAM
							

							 



				アップグレードを続行する前に、アンダークラウドがこれらの新たな要件を満たすことを確認してください。
			

予測可能なアンダークラウドノード NIC 名の使用




				アンダークラウドノードで Leapp によるアップグレードを実施する前に、カーネルベースの NIC 名が使用されているかどうかを確認する必要があります。この NIC 名には、通常 eth の接頭辞が含まれます。NIC の割り当てに関して、通常これらの NIC 名は予測可能ではありません。
			

				playbook-nics.yaml Playbook を実行して NIC の名前を変更し、インターフェイスの NIC 接頭辞を使用することができます。また、Playbook の実行時に prefix 変数を変更することで、別の NIC 接頭辞を設定することもできます。ただし、NIC の変更は、Leapp によるアップグレードプロセスが完了し、ノードがリブートされた後にのみ適用されます。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						playbook-nics.yaml という名前の Ansible Playbook を作成し、以下のコンテンツを Playbook にコピーします。
					
---
- name: Rename eth devices
  hosts: all
  become: yes
  vars:
    prefix: "em"
    undercloud_conf: "/home/stack/undercloud.conf"
    osnet_conf: "/etc/os-net-config/config.json"
  tasks:
    - set_fact:
        eth_interfaces: "{{ ansible_interfaces | select('match','eth.*') | list }}"
    - debug:
        msg: "{{ eth_interfaces }}"
    - name: Update udev rules
      lineinfile:
        line: "SUBSYSTEM==\"net\", ACTION==\"add\", DRIVERS==\"?*\", ATTR{address}==\"{{ ansible_facts[item]['perm_macaddress'] | default(ansible_facts[item]['macaddress']) }}\", NAME=\"{{ item|replace('eth',prefix) }}\""
        path: /etc/udev/rules.d/70-rhosp-persistent-net.rules
        create: True
      with_items: "{{ eth_interfaces }}"
    - name: Rename eth files
      block:
        - name: Check that eth files exists
          stat:
            path: /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-{{ item }}
          register: nic_result
          with_items: "{{ eth_interfaces }}"
        - name: Copy nic files using the new prefix
          copy:
            remote_src: True
            src: "{{ item.stat.path }}"
            dest: "{{ item.stat.path|replace('eth',prefix) }}"
          with_items: "{{ nic_result.results }}"
          when: item.stat.exists
        - name: Edit NAME in new network-script files
          lineinfile:
            regexp: "^NAME=.*"
            line: "NAME={{ item.item|replace('eth',prefix) }}"
            path: "{{ item.stat.path|replace('eth',prefix) }}"
          with_items: "{{ nic_result.results }}"
          when: item.stat.exists
        - name: Edit DEVICE in new network-script files
          lineinfile:
            regexp: "^DEVICE=.*"
            line: "DEVICE={{ item.item|replace('eth',prefix) }}"
            path: "{{ item.stat.path|replace('eth',prefix) }}"
          with_items: "{{ nic_result.results }}"
          when: item.stat.exists
        - name: Backup old eth network-script files
          copy:
            remote_src: True
            src: "{{ item.stat.path }}"
            dest: "{{ item.stat.path }}.bak"
          with_items: "{{ nic_result.results }}"
          when: item.stat.exists
        - name: Remove old eth network-script files
          file:
            path: "{{ item.stat.path }}"
            state: absent
          with_items: "{{ nic_result.results }}"
          when: item.stat.exists
    - name: Rename route files
      block:
        - name: Check that route files exists
          stat:
            path: /etc/sysconfig/network-scripts/route-{{ item }}
          register: route_result
          with_items: "{{ eth_interfaces }}"
        - name: Copy route files using the new prefix
          copy:
            remote_src: True
            src: "{{ item.stat.path }}"
            dest: "{{ item.stat.path|replace('eth',prefix) }}"
          with_items: "{{ route_result.results }}"
          when: item.stat.exists
        - name: Update prefix in route files that use IP command arguments format
          replace:
            regexp: "eth"
            replace: "{{ prefix }}"
            path: "{{ item.stat.path|replace('eth',prefix) }}"
          with_items: "{{ route_result.results }}"
          when: item.stat.exists
        - name: Backup old route files
          copy:
            remote_src: True
            src: "{{ item.stat.path }}"
            dest: "{{ item.stat.path }}.bak"
          with_items: "{{ route_result.results }}"
          when: item.stat.exists
        - name: Remove old route files
          file:
            path: "{{ item.stat.path }}"
            state: absent
          with_items: "{{ route_result.results }}"
          when: item.stat.exists
    - name: Perform a final regex for any remaining eth prefixes in ifcfg files
      block:
        - name: Get a list of all ifcfg files
          find:
            paths: /etc/sysconfig/network-scripts/
            patterns: 'ifcfg-*'
            excludes: '*.bak'
          register: ifcfg_files
        - name: Perform final regex on ifcfg files
          replace:
            path: "{{ item[0].path }}"
            regexp: "{{ item[1] }}"
            replace: "{{ item[1]|replace('eth',prefix) }}"
          with_nested:
            - "{{ ifcfg_files.files }}"
            - "{{ eth_interfaces }}"
    - name: Replace interface name in files referencing old eth interface
      block:
        - name: Check if undercloud.conf exists
          stat:
            path: "{{ undercloud_conf }}"
          register: undercloud_conf_stat
        - name: Replace interface name in undercloud.conf
          replace:
            path: "{{ undercloud_conf }}"
            regexp: 'eth(\d+)'
            replace: "{{ prefix }}\\1"
          when: undercloud_conf_stat.stat.exists
        - name: Check if os-net-config's config.json exists
          stat:
            path: "{{ osnet_conf }}"
          register: osnet_conf_stat
        - name: Replace interface name in config.json
          replace:
            path: "{{ osnet_conf }}"
            regexp: 'eth(\d+)'
            replace: "{{ prefix }}\\1"
          when: osnet_conf_stat.stat.exists
    - name: Patch vlan devices
      block:
        - name: Check that vlan files exists
          stat:
            path: /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-{{ item }}
          register: nic_result
          when: item.startswith("vlan")
          with_items: "{{ ansible_interfaces }}"
        - name: Backup old vlan network-script files
          copy:
            remote_src: True
            src: "{{ item.stat.path }}"
            dest: "{{ item.stat.path }}.bak"
          when: item.item.startswith("vlan") and item.stat.exists
          with_items: "{{ nic_result.results }}"
        - name: Edit PHYSDEV in new network-script files
          replace:
            path: "{{ item.stat.path }}"
            regexp: "^PHYSDEV=eth"
            replace: "PHYSDEV={{ prefix }}"
          when: item.item.startswith("vlan") and item.stat.exists
          with_items: "{{ nic_result.results }}"
注記

							この Playbook を使用して、アップグレードプロセスの後半でオーバークラウドの NIC の名前を変更します。
						


	
						アンダークラウドで playbook-nics.yaml Playbook を実行します。
					
$ ansible-playbook -c local -i localhost, playbook-nics.yaml

						この Playbook により、新しい NIC の接頭辞が em に設定されます。別の NIC 接頭辞を設定するには、Playbook の実行時に prefix 変数を設定します。
					
$ ansible-playbook -c local -i localhost, -e prefix="mynic" ~/playbook-nics.yaml

						NIC の変更は、Leapp によるアップグレードプロセスが完了し、ノードがリブートされた後にのみ適用されます。
					



関連情報
	
						RHEL 7 でカーネルの NIC 名を使用している場合に RHEL 8 へのインプレースアップグレードを実行する方法
					
	
						ネットワークデバイス命名における一貫性
					
	
						予想可能なネットワークインターフェイスデバイスの命名について
					



アンダークラウドでの SSH root パーミッションパラメーターの設定




				Leapp によるアップグレードでは、PermitRootLogin パラメーターが /etc/ssh/sshd_config ファイルに存在するかどうかを確認します。このパラメーターを、明示的に yes または no のいずれかに設定する必要があります。
			

				セキュリティー上の理由から、アンダークラウドで root ユーザーへの SSH アクセスを無効にするには、このパラメーターを no に設定します。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						/etc/ssh/sshd_config ファイルに PermitRootLogin パラメーターがあるかどうかを確認します。
					
$ sudo grep PermitRootLogin /etc/ssh/sshd_config

	
						/etc/ssh/sshd_config ファイルにパラメーターがない場合は、ファイルを編集して PermitRootLogin パラメーターを設定します。
					
PermitRootLogin no

	
						ファイルを保存します。
					



次世代電源管理ドライバーへの移行




				Red Hat OpenStack Platform では ハードウェアタイプ とも呼ばれる次世代ドライバーが使用され、従来のドライバーがこれに置き換えられています。
			

				従来のドライバーとそれと等価な次世代ハードウェアタイプの対比を、以下の表に示します。
			
	従来のドライバー	新しいハードウェアタイプ
	 
								pxe_ipmitool
							

							 	 
								ipmi
							

							 
	 
								pxe_drac
							

							 	 
								idrac
							

							 
	 
								pxe_ilo
							

							 	 
								ilo
							

							 
	 
								pxe_irmc
							

							 	 
								irmc
							

							 
	 
								VBMC (pxe_ipmitool)
							

							 	 
								ipmi
							

							 
	 
								fake_pxe
							

							 	 
								fake-hardware
							

							 



				OpenStack Platform 15 では、これらの従来ドライバーは削除され、使用できなくなっています。OpenStack Platform 15 に アップグレードする前に ハードウェアタイプに変更する必要があります。
			
手順
	
						有効なハードウェアタイプの最新のリストを確認します。
					
$ source ~/stackrc
$ openstack baremetal driver list --type dynamic

	
						有効ではないハードウェアタイプのドライバーを使用する場合には、undercloud.conf ファイルの enabled_hardware_types パラメーターを使用してそのドライバーを有効にします。
					
enabled_hardware_types = ipmi,redfish,idrac

	
						ファイルを保存し、アンダークラウドをリフレッシュします。
					
$ openstack undercloud install

	
						以下のコマンドを実行します。OLDDRIVER および NEWDRIVER 変数を、実際の電源管理タイプに置き換えてください。
					
$ source ~/stackrc
$ OLDDRIVER="pxe_ipmitool"
$ NEWDRIVER="ipmi"
$ for NODE in $(openstack baremetal node list --driver $OLDDRIVER -c UUID -f value) ; do openstack baremetal node set $NODE --driver $NEWDRIVER; done





第5章 アンダークラウドのオペレーティングシステムのアップグレード




			director をアップグレードする前に、アンダークラウドのオペレーティングシステムを Red Hat Enterprise Linux 7 から Red Hat Enterprise Linux 8 にアップグレードする必要があります。このオペレーティングシステムのアップグレードの一環として、Red Hat OpenStack Platform 13 のパッケージを削除し、続いて Leapp ユーティリティーを実行してシステムパッケージをアップグレードする必要があります。このパッケージの削除およびオペレーティングシステムのアップグレードは、アンダークラウドのデータベースには影響を及ぼしません。オペレーティングシステムのアップグレードが完了したら、Red Hat OpenStack Platform 16.1 バージョンの director パッケージを再インストールします。
		
Red Hat OpenStack Platform director パッケージの削除




				Leapp ユーティリティーを実行する前に、Red Hat Enterprise Linux 7 に関連付けられた Red Hat OpenStack Platform 13 パッケージを削除します。これらのパッケージ名には、リリースに関する接尾辞 el7ost が使用されます。一部の el7ost は、subscription-manager および Leapp ユーティリティーの依存関係としてシステム上に残ります。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						アンダークラウド上の主要 OpenStack サービスを無効にします。
					
$ sudo systemctl stop 'openstack-*' httpd haproxy mariadb 'rabbitmq*' docker xinetd

	
						OpenvSwitch およびアップグレードに必要な特定の Python 2 パッケージは除き、アンダークラウドから主要 OpenStack サービスを削除します。
					
$ sudo yum -y remove '*el7ost*' 'galera*' 'haproxy*' \
    httpd 'mysql*' 'pacemaker*' xinetd python-jsonpointer \
    qemu-kvm-common-rhev qemu-img-rhev 'rabbit*' \
    'redis*' \
    -- \
    -'*openvswitch*' -python-docker -python-PyMySQL \
    -python-pysocks -python2-asn1crypto -python2-babel \
    -python2-cffi -python2-cryptography -python2-dateutil \
    -python2-idna -python2-ipaddress -python2-jinja2 \
    -python2-jsonpatch -python2-markupsafe -python2-pyOpenSSL \
    -python2-requests -python2-six -python2-urllib3 \
    -python-httplib2 -python-passlib -python2-netaddr -ceph-ansible

	
						/etc/httpd および /var/lib/docker ディレクトリーからコンテンツを削除します。
					
$ sudo rm -rf /etc/httpd /var/lib/docker




アンダークラウドでの Leapp アップグレードの実施




				Leapp ユーティリティーをインストールして実行し、オペレーティングシステムを Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 8 にアップグレードします。
			
前提条件
	
						「Red Hat OpenStack Platform での Leapp アップグレードの使用」 セクションを十分に理解してから Leapp をインストールして実行する。
					
	
						「予測可能なアンダークラウドノード NIC 名の使用」 セクションを完了してから Leapp によるアップグレードを実施する。Leapp によるアップグレードプロセスを実行する前にネットワークインターフェイス名を変更しない場合、RHEL 8.2 へのアップグレードの完了後にインターフェイス名が変わる可能性があります。
					


手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						Leapp ユーティリティーと jq をインストールします。
					
$ sudo yum install leapp
$ sudo yum install jq

	
						ナレッジベースのアーティクル RHEL 7 から RHEL 8 へのインプレースアップグレード時に Leapp ユーティリティーで必要なデータ に添付されている追加の必須データファイル (RPM パッケージの変更および RPM リポジトリーマッピング) をダウンロードし、それらのファイルを /etc/leapp/files/ ディレクトリーに置きます。
					
	
						Red Hat サブスクリプションを更新します。
					
	
								アンダークラウドの登録に Red Hat カスタマーポータルを使用している場合、現在のサブスクリプションをリフレッシュし、Red Hat Enterprise Linux 8.2 コンテンツへのアクセス権限を取得します。
							
$ sudo subscription-manager refresh

	
								アンダークラウドの登録に Red Hat Satellite Server を使用している場合は、アンダークラウドを Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 16.1 のアクティベーションキーに関連付けられたコンテンツビューに再登録します。
							
$ sudo subscription-manager register --force --org ORG --activationkey ACTIVATION_KEY
注記

									Red Hat OpenStack Platform 16.1 用に作成するコンテンツビューには、Red Hat Enterprise Linux 8.2 のコンテンツが含まれている必要があります。
								





	
						Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、新しいバージョンの Open vSwitch が使用されます。to_remove および to_install トランザクションファイルにより、Open vSwitch のバージョンを置き換えます。
					
$ echo 'openvswitch2.11' | sudo tee -a /etc/leapp/transaction/to_remove
$ echo 'openvswitch2.13' | sudo tee -a /etc/leapp/transaction/to_install

	
						to_keep トランザクションファイルを使用して、アップグレードプロセス中に Red Hat Ceph Storage 3 バージョンの ceph-ansible を維持します。
					
$ echo 'ceph-ansible' | sudo tee -a /etc/leapp/transaction/to_keep

	
						RHEL 8 ではサポートされなくなったカーネルモジュールを調整します。
					
$ if [ -f /usr/share/leapp-repository/repositories/system_upgrade/el7toel8/actors/kernel/checkkerneldrivers/files/removed_drivers.txt ]; then
    for module in pata_acpi floppy; do
        sudo sed -i "/^${module}$/d" /usr/share/leapp-repository/repositories/system_upgrade/el7toel8/actors/kernel/checkkerneldrivers/files/removed_drivers.txt
    done
else
    for module in pata_acpi floppy; do
        jq ". | del(.data[] | select(.driver_name == \"${module}\"))" /etc/leapp/files/device_driver_deprecation_data.json | sudo tee /etc/leapp/files/device_driver_deprecation_data.json_modified
        mv /etc/leapp/files/device_driver_deprecation_data.json_modified /etc/leapp/files/device_driver_deprecation_data.json
    done
fi

	
						leapp answer コマンドを実行し、pam_pkcs11 モジュールを削除する Leapp の回答を指定します。
					
$ sudo leapp answer --add --section remove_pam_pkcs11_module_check.confirm=True

	
						(オプション) TLS-Everywhere アーキテクチャーで環境がデプロイされ、システムでの認証を設定するのに非推奨の authconfig ユーティリティーが使用される場合は、authselect ユーティリティーを使用して RHEL 8 システムを設定します。
					
$ sudo leapp answer --add --section authselect_check.confirm=True

						Leapp によるアップグレードプロセス時の認証設定の詳細は、Upgrading from RHEL 7 to RHEL 8の Known issues を参照してください。
					

	
						LEAPP_DEVEL_TARGET_RELEASE および LEAPP_UNSUPPORTED 環境変数を設定して、アップグレードする RHEL 8 マイナーバージョンを指定します。RHOSP 16.1 では、RHEL 8 マイナーバージョンを 8.2 に設定する必要があります。
					
$ export LEAPP_UNSUPPORTED=1
$ export LEAPP_DEVEL_TARGET_RELEASE=8.2

						LEAPP_DEVEL 接頭辞を付けて環境変数を使用する場合は、LEAPP_UNSUPPORTED 環境変数を使用する必要があります。
					

	
						Leapp プロセスから、永続的なネットワーク名のアクターを削除します。
					
注記

							Leapp によるアップグレードプロセスを実行する前にネットワークインターフェイス名を変更しない場合、RHEL 8.2 へのアップグレードの完了後にインターフェイス名が変わる可能性があります。ネットワークインターフェイス名の名前変更の詳細については、「予測可能なアンダークラウドノード NIC 名の使用」 を参照してください。
						

$ sudo rm -f /usr/share/leapp-repository/repositories/system_upgrade/el7toel8/actors/persistentnetnamesdisable/actor.py

	
						Leapp によるアップグレードプロセスを開始します。
					
$ sudo -E leapp upgrade --debug --enablerepo rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms --enablerepo rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms --enablerepo fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms --enablerepo ansible-2.9-for-rhel-8-x86_64-rpms

						--enablerepo オプションを使用して、Leapp によるアップグレードプロセス中に有効にするリポジトリーを設定します。特に新しいバージョンの Open vSwitch を使用する場合は、Red Hat OpenStack Platform 16.1 への移行を円滑に行うために、これらのリポジトリーを追加する必要があります。
					

	
						leapp upgrade コマンドが正常に完了するのを待ちます。
					
	
						ルートディレクトリーに空の .autorelabel ファイルを作成します。
					
$ sudo touch /.autorelabel

						リブート後、SELinux はこのファイルを検出し、自動的にファイルシステムのラベルを変更します。
					

	
						アンダークラウドをリブートします。
					
$ sudo reboot

	
						DNF の設定で定義されているトランザクションの除外対象から、Leapp のパッケージを削除します。
					
$ sudo dnf config-manager --save --setopt exclude=''



関連情報
	
						RHEL 7 から RHEL 8 へのインプレースアップグレード時に Leapp ユーティリティーで必要なデータ
					
	
						RHEL 7 でカーネルの NIC 名を使用している場合に RHEL 8 へのインプレースアップグレードを実行する方法
					
	
						RHEL 7 から RHEL 8 へのアップグレードの実行
					




第6章 director のアップグレード




			アンダークラウドのオペレーティングシステムのアップグレードが完了したら、director をアップグレードします。以前の Red Hat OpenStack Platform 13 のアンダークラウドのデータベースは、オペレーティングシステムのアップグレード後にホスト上に残ります。openstack undercloud upgrade コマンドを実行する前に、新しい Red Hat OpenStack Platform 16.1 パッケージをインストールし、Red Hat OpenStack Platform 16.1 コンテナーイメージの新しいソースを設定します。
		
環境の Red Hat Enterprise Linux リリースへのロック




				Red Hat OpenStack Platform 16.1 は Red Hat Enterprise Linux 8.2 でサポートされています。更新を実施する前に、オペレーティングシステムをより新しいマイナーリリースにアップグレードしないように、アンダークラウドのリポジトリーを Red Hat Enterprise Linux 8.2 リリースにロックする必要があります。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						subscription-manager release コマンドを使用して、アンダークラウドを特定のバージョンにロックします。
					
$ sudo subscription-manager release --set=8.2




アンダークラウド用リポジトリーの有効化




				アンダークラウドに必要なリポジトリーを有効にし、システムパッケージを最新バージョンに更新します。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						デフォルトのリポジトリーをすべて無効にしてから、必要な Red Hat Enterprise Linux リポジトリーを有効にします。
					
[stack@director ~]$ sudo subscription-manager repos --disable=*
[stack@director ~]$ sudo subscription-manager repos --enable=rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms --enable=rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms --enable=rhel-8-for-x86_64-highavailability-tus-rpms --enable=ansible-2.9-for-rhel-8-x86_64-rpms --enable=openstack-16.1-for-rhel-8-x86_64-rpms --enable=fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms --enable=advanced-virt-for-rhel-8-x86_64-eus-rpms

						これらのリポジトリーには、director のインストールに必要なパッケージが含まれます。
					

	
						container-tools リポジトリーモジュールをバージョン 2.0 に設定します。
					
[stack@director ~]$ sudo dnf module reset container-tools
[stack@director ~]$ sudo dnf module enable -y container-tools:2.0

	
						オペレーティングシステムを同期し、システムパッケージがオペレーティングシステムのバージョンと一致するようにします。
					
[stack@director ~]$ sudo dnf distro-sync -y
[stack@director ~]$ sudo reboot




director パッケージのインストール




				Red Hat OpenStack Platform director に関連するパッケージをインストールします。
			
手順
	
						director のインストールと設定を行うためのコマンドラインツールをインストールします。
					
[stack@director ~]$ sudo dnf install -y python3-tripleoclient




コンテナーイメージの準備




				アンダークラウドのインストールには、コンテナーイメージの取得先およびその保存方法を定義するための環境ファイルが必要です。この環境ファイルを生成してカスタマイズし、コンテナーイメージの準備に使用します。
			
注記

					アンダークラウド用に特定のコンテナーイメージバージョンを設定する必要がある場合は、イメージを特定のバージョンに固定する必要があります。詳しい情報は、Pinning container images for the undercloud を参照してください。
				

手順
	
						アンダークラウドホストに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						デフォルトのコンテナーイメージ準備ファイルを生成します。
					
$ sudo openstack tripleo container image prepare default \
  --local-push-destination \
  --output-env-file containers-prepare-parameter.yaml

						上記のコマンドでは、以下の追加オプションを使用しています。
					
	
								--local-push-destination: コンテナーイメージの保管場所として、アンダークラウド上のレジストリーを設定します。つまり、director は必要なイメージを Red Hat Container Catalog からプルし、それをアンダークラウド上のレジストリーにプッシュします。director はこのレジストリーをコンテナーイメージのソースとして使用します。Red Hat Container Catalog から直接プルする場合には、このオプションを省略します。
							
	
								--output-env-file: 環境ファイルの名前です。このファイルには、コンテナーイメージを準備するためのパラメーターが含まれます。ここでは、ファイル名は containers-prepare-parameter.yaml です。
							
注記

									アンダークラウドとオーバークラウド両方のコンテナーイメージのソースを定義するのに、同じ containers-prepare-parameter.yaml ファイルを使用することができます。
								





	
						要件に合わせて containers-prepare-parameter.yaml を変更します。
					



コンテナーイメージ準備のパラメーター




				コンテナー準備用のデフォルトファイル (containers-prepare-parameter.yaml) には、ContainerImagePrepare heat パラメーターが含まれます。このパラメーターで、イメージのセットを準備するためのさまざまな設定を定義します。
			
parameter_defaults:
  ContainerImagePrepare:
  - (strategy one)
  - (strategy two)
  - (strategy three)
  ...

				それぞれの設定では、サブパラメーターのセットにより使用するイメージやイメージの使用方法を定義することができます。以下の表には、ContainerImagePrepare ストラテジーの各設定で使用することのできるサブパラメーターの情報をまとめています。
			
	パラメーター	説明
	 
								excludes
							

							 	 
								設定からイメージ名を除外する正規表現のリスト
							

							 
	 
								includes
							

							 	 
								設定に含める正規表現のリスト。少なくとも 1 つのイメージ名が既存のイメージと一致している必要があります。includes パラメーターを指定すると、excludes の設定はすべて無視されます。
							

							 
	 
								modify_append_tag
							

							 	 
								対象となるイメージのタグに追加する文字列。たとえば、16.1.3-5.161 のタグが付けられたイメージをプルし、modify_append_tag を -hotfix に設定すると、director は最終イメージを 16.1.3-5.161-hotfix とタグ付けします。
							

							 
	 
								modify_only_with_labels
							

							 	 
								変更するイメージを絞り込むイメージラベルのディクショナリー。イメージが定義したラベルと一致する場合には、director はそのイメージを変更プロセスに含めます。
							

							 
	 
								modify_role
							

							 	 
								イメージのアップロード中 (ただし目的のレジストリーにプッシュする前) に実行する Ansible ロール名の文字列
							

							 
	 
								modify_vars
							

							 	 
								modify_role に渡す変数のディクショナリー
							

							 
	 
								push_destination
							

							 	 
								アップロードプロセス中にイメージをプッシュするレジストリーの名前空間を定義します。
							

							 	
										true に設定すると、push_destination はホスト名を使用してアンダークラウドレジストリーの名前空間に設定されます。これが推奨される方法です。
									
	
										false に設定すると、ローカルレジストリーへのプッシュは実行されず、ノードはソースから直接イメージをプルします。
									
	
										カスタムの値に設定すると、director はイメージを外部のローカルレジストリーにプッシュします。
									



							 
								実稼働環境でこのパラメーターを false に設定した場合、イメージを Red Hat Container Catalog から直接プルする際に、すべてのオーバークラウドノードが同時に外部接続を通じて Red Hat Container Catalog からイメージをプルするため、帯域幅の問題が発生する可能性があります。コンテナーイメージをホストする Red Hat Satellite Server から直接プルする場合にのみ、false を使用します。
							

							 
								push_destination パラメーターが false に設定されているか、定義されておらずリモートレジストリーで認証が必要な場合は、ContainerImageRegistryLogin パラメーターを true に設定し、ContainerImageRegistryCredentials パラメーターで認証情報を追加します。
							

							 
	 
								pull_source
							

							 	 
								元のコンテナーイメージをプルするソースレジストリー
							

							 
	 
								set
							

							 	 
								初期イメージの取得場所を定義する、キー: 値 定義のディクショナリー
							

							 
	 
								tag_from_label
							

							 	 
								指定したコンテナーイメージのメタデータラベルの値を使用して、すべてのイメージのタグを作成し、そのタグが付けられたイメージをプルします。たとえば、tag_from_label: {version}-{release} を設定すると、director は version および release ラベルを使用して新しいタグを作成します。あるコンテナーについて、version を 16.1.3 に設定し、release を 5.161 に設定した場合、タグは 16.1.3-5.161 となります。set ディクショナリーで tag を定義していない場合に限り、director はこのパラメーターを使用します。
							

							 


重要

					イメージをアンダークラウドにプッシュする場合は、push_destination: UNDERCLOUD_IP:PORT の代わりに push_destination: true を使用します。push_destination: true 手法を使用することで、IPv4 アドレスおよび IPv6 アドレスの両方で一貫性が確保されます。
				


				set パラメーターには、複数の キー: 値 定義を設定することができます。
			
	キー	説明
	 
								ceph_image
							

							 	 
								Ceph Storage コンテナーイメージの名前
							

							 
	 
								ceph_namespace
							

							 	 
								Ceph Storage コンテナーイメージの名前空間
							

							 
	 
								ceph_tag
							

							 	 
								Ceph Storage コンテナーイメージのタグ
							

							 
	 
								ceph_alertmanager_image
							

							 
								ceph_alertmanager_namespace
							

							 
								ceph_alertmanager_tag
							

							 	 
								Ceph Storage Alert Manager コンテナーイメージの名前、namespace、およびタグ。
							

							 
	 
								ceph_grafana_image
							

							 
								ceph_grafana_namespace
							

							 
								ceph_grafana_tag
							

							 	 
								Ceph Storage Grafana コンテナーイメージの名前、namespace、およびタグ。
							

							 
	 
								ceph_node_exporter_image
							

							 
								ceph_node_exporter_namespace
							

							 
								ceph_node_exporter_tag
							

							 	 
								Ceph Storage Node Exporter コンテナーイメージの名前、namespace、およびタグ。
							

							 
	 
								ceph_prometheus_image
							

							 
								ceph_prometheus_namespace
							

							 
								ceph_prometheus_tag
							

							 	 
								Ceph Storage Prometheus コンテナーイメージの名前、namespace、およびタグ。
							

							 
	 
								name_prefix
							

							 	 
								各 OpenStack サービスイメージの接頭辞
							

							 
	 
								name_suffix
							

							 	 
								各 OpenStack サービスイメージの接尾辞
							

							 
	 
								namespace
							

							 	 
								各 OpenStack サービスイメージの名前空間
							

							 
	 
								neutron_driver
							

							 	 
								使用する OpenStack Networking (neutron) コンテナーを定義するのに使用するドライバー。標準の neutron-server コンテナーに設定するには、null 値を使用します。OVN ベースのコンテナーを使用するには、ovn に設定します。
							

							 
	 
								tag
							

							 	 
								ソースからの全イメージに特定のタグを設定します。定義されていない場合は、director は Red Hat OpenStack Platform のバージョン番号をデフォルト値として使用します。このパラメーターは、tag_from_label の値よりも優先されます。
							

							 


注記

					コンテナーイメージでは、Red Hat OpenStack Platform のバージョンに基づいたマルチストリームタグが使用されます。したがって、今後 latest タグは使用されません。
				


コンテナーイメージタグ付けのガイドライン




				Red Hat コンテナーレジストリーでは、すべての Red Hat OpenStack Platform コンテナーイメージをタグ付けするのに、特定のバージョン形式が使用されます。この形式は、version-release のように各コンテナーのラベルのメタデータに従います。
			
	version
	
							Red Hat OpenStack Platform のメジャーおよびマイナーバージョンに対応します。これらのバージョンは、1 つまたは複数のリリースが含まれるストリームとして機能します。
						
	release
	
							バージョンストリーム内の、特定コンテナーイメージバージョンのリリースに対応します。
						



				たとえば、Red Hat OpenStack Platform の最新バージョンが 16.1.3 で、コンテナーイメージのリリースが 5.161 の場合、コンテナーイメージのタグは 16.1.3-5.161 となります。
			

				Red Hat コンテナーレジストリーでは、コンテナーイメージバージョンの最新リリースとリンクするメジャーおよびマイナー version タグのセットも使用されます。たとえば、16.1 と 16.1.3 の両方が、16.1.3 コンテナーストリームの最新 release とリンクします。16.1 の新規マイナーリリースが公開されると、16.1 タグは新規マイナーリリースストリームの最新 release とリンクします。一方、16.1.3 タグは、引き続き 16.1.3 ストリーム内の最新 release とリンクします。
			

				ContainerImagePrepare パラメーターには 2 つのサブパラメーターが含まれ、これを使用してダウンロードするコンテナーイメージを定義することができます。これらのサブパラメーターは、set ディクショナリー内の tag パラメーターおよび tag_from_label パラメーターです。以下のガイドラインを使用して、tag または tag_from_label のどちらを使用するかを判断してください。
			
	
						tag のデフォルト値は、お使いの OpenStack Platform のメジャーバージョンです。本バージョンでは、16.1 です。これは常に最新のマイナーバージョンおよびリリースに対応します。
					
parameter_defaults:
  ContainerImagePrepare:
  - set:
      ...
      tag: 16.1
      ...

	
						OpenStack Platform コンテナーイメージの特定マイナーバージョンに変更するには、タグをマイナーバージョンに設定します。たとえば、16.1.2 に変更するには、tag を 16.1.2 に設定します。
					
parameter_defaults:
  ContainerImagePrepare:
  - set:
      ...
      tag: 16.1.2
      ...

	
						tag を設定すると、インストールおよび更新時に、director は必ず tag で設定したバージョンの最新のコンテナーイメージ release をダウンロードします。
					
	
						tag を設定しないと、director は最新のメジャーバージョンと共に tag_from_label の値を使用します。
					
parameter_defaults:
  ContainerImagePrepare:
  - set:
      ...
      # tag: 16.1
      ...
    tag_from_label: '{version}-{release}'

	
						tag_from_label パラメーターは、Red Hat コンテナーレジストリーから検査する最新コンテナーイメージリリースのラベルメタデータからタグを生成します。たとえば、特定のコンテナーのラベルは、以下の version および release メタデータを使用します。
					
  "Labels": {
    "release": "5.161",
    "version": "16.1.3",
    ...
  }

	
						tag_from_label のデフォルト値は {version}-{release} です。これは、各コンテナーイメージのバージョンおよびリリースのメタデータラベルに対応します。たとえば、コンテナーイメージの version に 16.1.3 が、release に 5.161 が、それぞれ設定されている場合、コンテナーイメージのタグは 16.1.3-5.161 となります。
					
	
						tag パラメーターは、常に tag_from_label パラメーターよりも優先されます。tag_from_label を使用するには、コンテナー準備の設定で tag パラメーターを省略します。
					
	
						tag および tag_from_label の主な相違点は、次のとおりです。director が tag を使用してイメージをプルする場合は、Red Hat コンテナーレジストリーがバージョンストリーム内の最新イメージリリースとリンクするメジャーまたはマイナーバージョンのタグだけに基づきます。一方、tag_from_label を使用する場合は、director がタグを生成して対応するイメージをプルできるように、各コンテナーイメージのメタデータの検査を行います。
					



プライベートレジストリーからのコンテナーイメージの取得




				registry.redhat.io レジストリーにアクセスしてイメージをプルするには、認証が必要です。registry.redhat.io およびその他のプライベートレジストリーで認証するには、containers-prepare-parameter.yaml ファイルに ContainerImageRegistryCredentials および ContainerImageRegistryLogin パラメーターを含めます。
			
ContainerImageRegistryCredentials

					一部のコンテナーイメージレジストリーでは、イメージにアクセスするのに認証が必要です。そのような場合には、containers-prepare-parameter.yaml 環境ファイルの ContainerImageRegistryCredentials パラメーターを使用します。ContainerImageRegistryCredentials パラメーターは、プライベートレジストリーの URL に基づくキーのセットを使用します。それぞれのプライベートレジストリーの URL は、独自のキーと値のペアを使用して、ユーザー名 (キー) およびパスワード (値) を定義します。これにより、複数のプライベートレジストリーに対して認証情報を指定することができます。
				
parameter_defaults:
  ContainerImagePrepare:
  - push_destination: true
    set:
      namespace: registry.redhat.io/...
      ...
  ContainerImageRegistryCredentials:
    registry.redhat.io:
      my_username: my_password

				上記の例の my_username および my_password を、実際の認証情報に置き換えてください。Red Hat では、個人のユーザー認証情報を使用する代わりに、レジストリーサービスアカウントを作成し、それらの認証情報を使用して registry.redhat.io コンテンツにアクセスすることを推奨します。
			

				複数のレジストリーの認証情報を指定するには、ContainerImageRegistryCredentials でレジストリーごとに複数のキー/ペアの値を設定します。
			
parameter_defaults:
  ContainerImagePrepare:
  - push_destination: true
    set:
      namespace: registry.redhat.io/...
      ...
  - push_destination: true
    set:
      namespace: registry.internalsite.com/...
      ...
  ...
  ContainerImageRegistryCredentials:
    registry.redhat.io:
      myuser: 'p@55w0rd!'
    registry.internalsite.com:
      myuser2: '0th3rp@55w0rd!'
    '192.0.2.1:8787':
      myuser3: '@n0th3rp@55w0rd!'
重要

					デフォルトの ContainerImagePrepare パラメーターは、認証が必要な registry.redhat.io からコンテナーイメージをプルします。
				


				詳細は、Red Hat コンテナーレジストリーの認証 を参照してください。
			
ContainerImageRegistryLogin

					ContainerImageRegistryLogin パラメーターを使用して、コンテナーイメージを取得するために、オーバークラウドノードシステムがリモートレジストリーにログインする必要があるかどうかを制御します。このような状況は、アンダークラウドを使用してイメージをホストする代わりに、オーバークラウドノードがイメージを直接プルする場合に発生します。
				

				特定の設定について、push_destination が false に設定されている、または使用されていない場合は、ContainerImageRegistryLogin を true に設定する必要があります。
			
parameter_defaults:
  ContainerImagePrepare:
  - push_destination: false
    set:
      namespace: registry.redhat.io/...
      ...
  ...
  ContainerImageRegistryCredentials:
    registry.redhat.io:
      myuser: 'p@55w0rd!'
  ContainerImageRegistryLogin: true

				ただし、オーバークラウドノードに ContainerImageRegistryCredentials で定義されたレジストリーホストへのネットワーク接続がなく、ContainerImageRegistryLogin を true に設定すると、ログインを試みる際にデプロイメントが失敗する可能性があります。オーバークラウドノードに ContainerImageRegistryCredentials で定義されたレジストリーホストへのネットワーク接続がない場合、push_destination を true に、ContainerImageRegistryLogin を false に設定して、オーバークラウドノードがアンダークラウドからイメージをプルできるようにします。
			
parameter_defaults:
  ContainerImagePrepare:
  - push_destination: true
    set:
      namespace: registry.redhat.io/...
      ...
  ...
  ContainerImageRegistryCredentials:
    registry.redhat.io:
      myuser: 'p@55w0rd!'
  ContainerImageRegistryLogin: false

アップグレード用の移行コンテナーの取得




				アップグレードには、以前のバージョンの Red Hat OpenStack Platform および Red Hat Ceph Storage のコンテナーが必要です。これらのコンテナーは、Red Hat OpenStack Platform 16.1 への移行に役立ちます。
			
手順
	
						アンダークラウドホストに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						containers-prepare-parameter.yaml ファイルを編集します。
					
	
						遷移コンテナーパラメーターを ContainerImagePrepare パラメーターに 設定します。デプロイメントの種別に応じて、以下のいずれかの方法でパラメーターを設定します。
					
	
								director を使用してデプロイされた Red Hat Ceph Storage クラスターがデプロイメントで使用される場合は、以下のパラメーターを追加します。
							
parameter_defaults:
  ContainerImagePrepare:
  - push_destination: true
    set:
      ...
      name_prefix_stein: openstack-
      name_suffix_stein: ''
      namespace_stein: registry.redhat.io/rhosp15-rhel8
      tag_stein: 15.0
      ceph3_namespace: registry.redhat.io/rhceph
      ceph3_tag: latest
      ceph3_image: rhceph-3-rhel7
      ...
	
										*_stein パラメーターで定義する Red Hat OpenStack Platform 15 用のコンテナーイメージが、アップグレードプロセスでデータベースの移行に使用されます。
									
	
										ceph3_* パラメーターは、オーバークラウドが使用する現在の Red Hat Ceph Storage コンテナーイメージを定義します。Red Hat Ceph Storage 3 から 4 への移行には、オーバークラウドに ceph3_* および ceph_* 両方のパラメーターが必要です。
									
	
										コンテナーイメージのストレージに Red Hat Satellite Server を使用している場合は、名前空間をご自分の Red Hat Satellite Server 上のイメージの場所に設定します。
									



	
								外部の Ceph Storage クラスターがデプロイメントで使用される場合は、以下のパラメーターを追加します。
							
parameter_defaults:
  ContainerImagePrepare:
  - push_destination: true
    set:
      ...
      name_prefix_stein: openstack-
      name_suffix_stein: ''
      namespace_stein: registry.redhat.io/rhosp15-rhel8
      tag_stein: 15.0
      ceph_namespace: registry.redhat.io/rhceph
      ceph_tag: latest
      ceph_image: rhceph-4-rhel8
      ...
	
										*_stein パラメーターで定義する Red Hat OpenStack Platform 15 用のコンテナーイメージが、アップグレードプロセスでデータベースの移行に使用されます。
									
	
										ceph_* パラメーターは、オーバークラウドが使用する現在の Red Hat Ceph Storage 4 コンテナーイメージを定義します。
									
	
										コンテナーイメージのストレージに Red Hat Satellite Server を使用している場合は、名前空間をご自分の Red Hat Satellite Server 上のイメージの場所に設定します。
									






	
						neutron_driver パラメーターを openvswitch に変更します。
					
parameter_defaults:
  ContainerImagePrepare:
  - push_destination: true
    set:
      ...
      neutron_driver: openvswitch
      ...

						アップグレードプロセスの全期間中、Open vSwitch との互換性が維持されます。Red Hat OpenStack Platform 16.1 へのアップグレードが完了したら、オーバークラウドを Open vSwitch から Open Virtual Network (OVN) に移行します。
					

	
						containers-prepare-parameter.yaml ファイルを保存します。
					



undercloud.conf ファイルの更新




				引き続き Red Hat OpenStack Platform 13 環境からの元の undercloud.conf ファイルを使用できますが、Red Hat OpenStack Platform 16.1 との互換性を維持するために、ファイルを変更する必要があります。
			
手順
	
						アンダークラウドホストに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						undercloud.conf ファイルを編集します。
					
	
						ファイル内の DEFAULT セクションに、以下のパラメーターを追加します。
					
container_images_file = /home/stack/containers-prepare-parameter.yaml

						director が正しい場所からアンダークラウドのコンテナーイメージをプルできるように、このパラメーターで containers-prepare-parameter.yaml 環境ファイルの場所を定義します。
					

	
						generate_service_certificate パラメーターを確認します。このパラメーターのデフォルト設定は、false から true に変更されます。これにより、アップグレード中にアンダークラウドで SSL/TLS が有効になります。
					
	
						予測可能な NIC 命名規則に移行している場合は、local_interface パラメーターを確認してください。
					
	
						Red Hat OpenStack Platform 13 で masquerade_network パラメーターを設定した場合には、このパラメーターを削除して、サブネットごとに masquerade = true を設定します。
					
	
						ファイル内の他のすべてのパラメーターが変更されていないか確認します。
					
	
						ファイルを保存します。
					



director の設定パラメーター




				以下のリストで、undercloud.conf ファイルを設定するパラメーターについて説明します。エラーを避けるために、パラメーターは決して該当するセクションから削除しないでください。
			
重要

					少なくとも、コンテナーイメージの設定が含まれる環境ファイルに container_images_file パラメーターを設定する必要があります。このパラメーターに適切なファイルを正しく設定しないと、director は ContainerImagePrepare パラメーターからコンテナーイメージのルールセットを取得することや、ContainerImageRegistryCredentials パラメーターからコンテナーレジストリーの認証情報を取得することができなくなります。
				

デフォルト

					undercloud.conf ファイルの [DEFAULT] セクションで定義されているパラメーターを以下に示します。
				
	additional_architectures
	
							オーバークラウドがサポートする追加の (カーネル) アーキテクチャーのリスト。現在、オーバークラウドは、デフォルトの x86_64 アーキテクチャーに加えて ppc64le アーキテクチャーをサポートしています。
						
	certificate_generation_ca
	
							要求した証明書に署名する CA の certmonger のニックネーム。generate_service_certificate パラメーターを設定した場合に限り、このオプションを使用します。local CA を選択する場合は、certmonger はローカルの CA 証明書を /etc/pki/ca-trust/source/anchors/cm-local-ca.pem に抽出し、証明書をトラストチェーンに追加します。
						
	clean_nodes
	
							デプロイメントを再実行する前とイントロスペクションの後にハードドライブを消去するかどうかを定義します。
						
	cleanup
	
							一時的なファイルを削除します。デプロイメント中に使用される一時ファイルを保持するには、これを False に設定します。一時ファイルは、エラーが発生した場合にデプロイメントのデバッグに役立ちます。
						
	container_cli
	
							コンテナー管理用の CLI ツール。このパラメーターは、podman に設定したままにしてください。Red Hat Enterprise Linux 8.2 がサポートするのは podman だけです。
						
	container_healthcheck_disabled
	
							コンテナー化されたサービスのヘルスチェックを無効にします。Red Hat は、ヘルスチェックを有効にし、このオプションを false に設定したままにすることを推奨します。
						
	container_images_file
	
							コンテナーイメージ情報が含まれる heat 環境ファイル。このファイルには、以下のエントリーを含めることができます。
						
	
									必要なすべてのコンテナーイメージのパラメーター
								
	
									必要なイメージの準備を実施する ContainerImagePrepare パラメーター。このパラメーターが含まれるファイルの名前は、通常 containers-prepare-parameter.yaml です。
								



	container_insecure_registries
	
							podman が使用するセキュアではないレジストリーのリスト。プライベートコンテナーレジストリー等の別のソースからイメージをプルする場合には、このパラメーターを使用します。多くの場合、podman は Red Hat Container Catalog または Satellite サーバー (アンダークラウドが Satellite に登録されている場合) のいずれかからコンテナーイメージをプルするための証明書を持ちます。
						
	container_registry_mirror
	
							設定により podman が使用するオプションの registry-mirror
						
	custom_env_files
	
							アンダークラウドのインストールに追加する新たな環境ファイル
						
	deployment_user
	
							アンダークラウドをインストールするユーザー。現在のデフォルトユーザー stack を使用する場合には、このパラメーターを未設定のままにします。
						
	discovery_default_driver
	
							自動的に登録されたノードのデフォルトドライバーを設定します。enable_node_discovery パラメーターを有効にし、enabled_hardware_types のリストにドライバーを含める必要があります。
						
	enable_ironic、enable_ironic_inspector、enable_mistral、enable_nova、enable_tempest、enable_validations、enable_zaqar
	
							director で有効にするコアサービスを定義します。これらのパラメーターは true に設定されたままにします。
						
	enable_node_discovery
	
							introspection ramdisk を PXE ブートする不明なノードを自動的に登録します。新規ノードは、fake ドライバーをデフォルトとして使用しますが、discovery_default_driver を設定して上書きすることもできます。また、イントロスペクションルールを使用して、新しく登録したノードにドライバーの情報を指定することもできます。
						
	enable_novajoin
	
							アンダークラウドに novajoin メタデータサービスをインストールするかどうかを定義します。
						
	enable_routed_networks
	
							ルーティングされたコントロールプレーンネットワークのサポートを有効にするかどうかを定義します。
						
	enable_swift_encryption
	
							保存データの Swift 暗号化を有効にするかどうかを定義します。
						
	enable_telemetry
	
							アンダークラウドに OpenStack Telemetry サービス (gnocchi、aodh、panko) をインストールするかどうかを定義します。Telemetry サービスを自動的にインストール/設定するには、enable_telemetry パラメーターを true に設定します。デフォルト値は false で、アンダークラウド上の telemetry が無効になります。このパラメーターは、メトリックデータを消費する Red Hat CloudForms などの他の製品を使用する場合に必要です。
						


警告

					RBAC はすべてのコンポーネントでサポートされているわけではありません。Alarming サービス (aodh) と Gnocchi は、安全な RBAC ルールを考慮していません。
				

	enabled_hardware_types
	
							アンダークラウドで有効にするハードウェアタイプのリスト
						
	generate_service_certificate
	
							アンダークラウドのインストール時に SSL/TLS 証明書を生成するかどうかを定義します。これは undercloud_service_certificate パラメーターに使用します。アンダークラウドのインストールで、作成された証明書 /etc/pki/tls/certs/undercloud-[undercloud_public_vip].pem を保存します。certificate_generation_ca パラメーターで定義される CA はこの証明書に署名します。
						
	heat_container_image
	
							使用する heat コンテナーイメージの URL。未設定のままにします。
						
	heat_native
	
							heat-all を使用してホストベースのアンダークラウド設定を実行します。true のままにします。
						
	hieradata_override
	
							director に Puppet hieradata を設定するための hieradata オーバーライドファイルへのパス。これにより、サービスに対して undercloud.conf パラメーター以外のカスタム設定を行うことができます。設定すると、アンダークラウドのインストールでこのファイルが /etc/puppet/hieradata ディレクトリーにコピーされ、階層の最初のファイルに設定されます。この機能の使用についての詳細は、Director Installation and Usage の Configuring hieradata on the undercloud を参照してください。
						
	inspection_extras
	
							イントロスペクション時に追加のハードウェアコレクションを有効化するかどうかを定義します。このパラメーターを使用するには、イントロスペクションイメージに python-hardware または python-hardware-detect パッケージが必要です。
						
	inspection_interface
	
							ノードのイントロスペクションに director が使用するブリッジ。これは、director の設定により作成されるカスタムのブリッジです。LOCAL_INTERFACE でこのブリッジをアタッチします。これは、デフォルトの br-ctlplane のままにします。
						
	inspection_runbench
	
							ノードイントロスペクション時に一連のベンチマークを実行します。ベンチマークを有効にするには、このパラメーターを true に設定します。このオプションは、登録ノードのハードウェアを検査する際にベンチマーク分析を実行する場合に必要です。
						
	ipa_otp
	
							IPA サーバーにアンダークラウドノードを登録するためのワンタイムパスワードを定義します。これは、enable_novajoin が有効な場合に必要です。
						
	ipv6_address_mode
	
							アンダークラウドのプロビジョニングネットワーク用の IPv6 アドレス設定モード。このパラメーターに設定できる値のリストを以下に示します。
						
	
									dhcpv6-stateless: ルーター広告 (RA) を使用するアドレス設定と DHCPv6 を使用するオプションの情報
								
	
									dhcpv6-stateful: DHCPv6 を使用するアドレス設定とオプションの情報
								



	ipxe_enabled
	
							iPXE か標準の PXE のいずれを使用するか定義します。デフォルトは true で iPXE を有効化します。標準の PXE を使用するには、このパラメーターを false に設定します。
						
	local_interface
	
							director のプロビジョニング NIC 用に選択するインターフェイス。director は、DHCP および PXE ブートサービスにもこのデバイスを使用します。この値を選択したデバイスに変更します。接続されているデバイスを確認するには、ip addr コマンドを使用します。ip addr コマンドの出力結果の例を、以下に示します。
						
2: em0: <BROADCAST,MULTICAST,UP,LOWER_UP> mtu 1500 qdisc pfifo_fast state UP qlen 1000
    link/ether 52:54:00:75:24:09 brd ff:ff:ff:ff:ff:ff
    inet 192.168.122.178/24 brd 192.168.122.255 scope global dynamic em0
       valid_lft 3462sec preferred_lft 3462sec
    inet6 fe80::5054:ff:fe75:2409/64 scope link
       valid_lft forever preferred_lft forever
3: em1: <BROADCAST,MULTICAST,UP,LOWER_UP> mtu 1500 qdisc noop state DOWN
    link/ether 42:0b:c2:a5:c1:26 brd ff:ff:ff:ff:ff:ff

							この例では、外部 NIC は em0 を使用し、プロビジョニング NIC は、現在設定されていない em1 を使用します。この場合は、local_interface を em1 に設定します。この設定スクリプトにより、このインターフェイスが inspection_interface パラメーターで定義したカスタムのブリッジにアタッチされます。
						

	local_ip
	
							director のプロビジョニング NIC 用に定義する IP アドレス。director は、DHCP および PXE ブートサービスにもこの IP アドレスを使用します。この IP アドレスが環境内の既存の IP アドレスまたはサブネットと競合するなどの理由により、プロビジョニングネットワークに別のサブネットを使用する場合以外は、この値をデフォルトの 192.168.24.1/24 のままにします。
						

							IPv6 の場合、ステートフル接続とステートレス接続の両方をサポートするには、ローカル IP アドレス接頭辞接頭辞の長さを /64 にする必要があります。
						

	local_mtu
	
							local_interface に使用する最大伝送単位 (MTU)。アンダークラウドでは 1500 以下にします。
						
	local_subnet
	
							PXE ブートと DHCP インターフェイスに使用するローカルサブネット。local_ip アドレスがこのサブネットに含まれている必要があります。デフォルトは ctlplane-subnet です。
						
	net_config_override
	
							ネットワーク設定のオーバーライドテンプレートへのパス。このパラメーターを設定すると、アンダークラウドは JSON または YAML 形式のテンプレートを使用して、os-net-config でネットワークを設定し、undercloud.conf で設定されたネットワークパラメーターを無視します。ボンディングを設定する場合、またはインターフェイスにオプションを追加する場合に、このパラメーターを使用します。アンダークラウドネットワークインターフェイスのカスタマイズの詳細については、Configuring undercloud network interfaces を参照してください。
						
	networks_file
	
							heat をオーバーライドするネットワークファイル
						
	output_dir
	
							状態、処理された heat テンプレート、および Ansible デプロイメントファイルを出力するディレクトリー
						
	overcloud_domain_name
	
							オーバークラウドをデプロイする際に使用する DNS ドメイン名
						
注記

								オーバークラウドを設定する際に、CloudDomain にこのパラメーターと同じ値を設定する必要があります。オーバークラウドを設定する際に、環境ファイルでこのパラメーターを設定します。
							


	roles_file
	
							アンダークラウドのインストールで、デフォルトロールファイルを上書きするのに使用するロールファイル。director のインストールにデフォルトのロールファイルが使用されるように、このパラメーターは未設定のままにすることを強く推奨します。
						
	scheduler_max_attempts
	
							スケジューラーがインスタンスのデプロイを試行する最大回数。スケジューリング時に競合状態にならないように、この値を 1 度にデプロイする予定のベアメタルノードの数以上に指定する必要があります。
						
	service_principal
	
							この証明書を使用するサービスの Kerberos プリンシパル。FreeIPA など CA で Kerberos プリンシパルが必要な場合に限り、このパラメーターを使用します。
						
	subnets
	
							プロビジョニングおよびイントロスペクション用のルーティングネットワークのサブネットのリスト。デフォルト値に含まれるのは、ctlplane-subnet サブネットのみです。詳細は、サブネット を参照してください。
						
	templates
	
							上書きする heat テンプレートファイル
						
	undercloud_admin_host
	
							SSL/TLS 経由の director の管理 API エンドポイントに定義する IP アドレスまたはホスト名。director の設定により、IP アドレスは /32 ネットマスクを使用するルーティングされた IP アドレスとして director のソフトウェアブリッジに接続されます。
						

							undercloud_admin_host が local_ip と同じ IP ネットワークにない場合は、Undercloud の管理 API がリッスンするインターフェイスに ControlVirtualInterface パラメーターを設定する必要があります。デフォルトでは、管理 API は br-ctlplane インターフェイスでリッスンします。ControlVirtualInterface パラメーターをカスタム環境ファイルに設定し、custom_env_files パラメーターを設定して、undercloud.conf ファイルにカスタム環境ファイルを含めます。
						

							アンダークラウドネットワークインターフェイスのカスタマイズについての詳細は、Configuring undercloud network interfaces を参照してください。
						

	undercloud_debug
	
							アンダークラウドサービスのログレベルを DEBUG に設定します。DEBUG ログレベルを有効にするには、この値を true に設定します。
						
	undercloud_enable_selinux
	
							デプロイメント時に、SELinux を有効または無効にします。問題をデバッグする場合以外は、この値を true に設定したままにすることを強く推奨します。
						
	undercloud_hostname
	
							アンダークラウドの完全修飾ホスト名を定義します。本パラメーターを指定すると、アンダークラウドのインストールでホスト名すべてに設定されます。指定しないと、アンダークラウドは現在のホスト名を使用しますが、システムのホスト名すべてを適切に設定しておく必要があります。
						
	undercloud_log_file
	
							アンダークラウドのインストールログおよびアップグレードログを保管するログファイルへのパス。デフォルトでは、ログファイルはホームディレクトリー内の install-undercloud.log です。たとえば、/home/stack/install-undercloud.log のようになります。
						
	undercloud_nameservers
	
							アンダークラウドのホスト名解決に使用する DNS ネームサーバーのリスト
						
	undercloud_ntp_servers
	
							アンダークラウドの日付と時刻を同期できるようにする Network Time Protocol サーバーのリスト
						
	undercloud_public_host
	
							SSL/TLS 経由の director のパブリック API エンドポイントに定義する IP アドレスまたはホスト名。director の設定により、IP アドレスは /32 ネットマスクを使用するルーティングされた IP アドレスとして director のソフトウェアブリッジに接続されます。
						

							undercloud_public_host が local_ip と同じ IP ネットワークにない場合は、PublicVirtualInterface パラメーターを、アンダークラウド上のパブリック API がリッスンする公開インターフェイスに設定する必要があります。デフォルトでは、パブリック API は br-ctlplane インターフェイスでリッスンします。カスタム環境ファイルに PublicVirtualInterface パラメーターを設定し、custom_env_files パラメーターを設定して、undercloud.conf ファイルにカスタム環境ファイルを含めます。
						

							アンダークラウドネットワークインターフェイスのカスタマイズについての詳細は、Configuring undercloud network interfaces を参照してください。
						

	undercloud_service_certificate
	
							OpenStack SSL/TLS 通信の証明書の場所とファイル名。理想的には、信頼できる認証局から、この証明書を取得します。それ以外の場合は、独自の自己署名の証明書を生成します。
						
	undercloud_timezone
	
							アンダークラウド用ホストのタイムゾーン。タイムゾーンを指定しなければ、director は既存のタイムゾーン設定を使用します。
						
	undercloud_update_packages
	
							アンダークラウドのインストール時にパッケージを更新するかどうかを定義します。
						



サブネット

					undercloud.conf ファイルには、各プロビジョニングサブネットの名前が付いたセクションがあります。たとえば、ctlplane-subnet という名前のサブネットを作成するには、undercloud.conf ファイルで以下のような設定を使用します。
				
[ctlplane-subnet]
cidr = 192.168.24.0/24
dhcp_start = 192.168.24.5
dhcp_end = 192.168.24.24
inspection_iprange = 192.168.24.100,192.168.24.120
gateway = 192.168.24.1
masquerade = true

				プロビジョニングネットワークは、環境に応じて、必要なだけ指定することができます。
			
重要

					director がサブネットを作成した後、director はサブネットの IP アドレスを変更することはできません。
				

	cidr
	
							オーバークラウドインスタンスの管理に director が使用するネットワーク。これは、アンダークラウドの neutron サービスが管理するプロビジョニングネットワークです。プロビジョニングネットワークに別のサブネットを使用しない限り、この値はデフォルト (192.168.24.0/24) のままにします。
						
	masquerade
	
							外部アクセスのために、cidr で定義したネットワークをマスカレードするかどうかを定義します。このパラメーターにより、director 経由で外部アクセスすることができるように、プロビジョニングネットワークにネットワークアドレス変換 (NAT) のメカニズムが提供されます。
						
注記

								director 設定は、適切な sysctl カーネルパラメーターを使用して IP フォワーディングも自動的に有効化します。
							


	dhcp_start、dhcp_end
	
							オーバークラウドノードの DHCP 割り当て範囲 (開始アドレスと終了アドレス)。ノードを割り当てるのに十分な IP アドレスがこの範囲に含まれるようにします。
						
	dhcp_exclude
	
							DHCP 割り当て範囲で除外する IP アドレス
						
	dns_nameservers
	
							サブネットに固有の DNS ネームサーバー。サブネットにネームサーバーが定義されていない場合には、サブネットは undercloud_nameservers パラメーターで定義されるネームサーバーを使用します。
						
	gateway
	
							オーバークラウドインスタンスのゲートウェイ。External ネットワークにトラフィックを転送するアンダークラウドのホストです。director に別の IP アドレスを使用する場合または直接外部ゲートウェイを使用する場合以外は、この値はデフォルト (192.168.24.1) のままにします。
						
	host_routes
	
							このネットワーク上のオーバークラウドインスタンス用の neutron が管理するサブネットのホストルート。このパラメーターにより、アンダークラウド上の local_subnet のホストルートも設定されます。
						
	inspection_iprange
	
							検査プロセス中に使用するこのネットワーク上のノードの一時的な IP 範囲。この範囲は、dhcp_start と dhcp_end で定義された範囲と重複することはできませんが、同じ IP サブネット内になければなりません。
						



director のアップグレードの実施




				director をアップグレードするには、以下の手順を実施します。
			
手順
	
						以下のコマンドを実行して、アンダークラウド上の director をアップグレードします。
					
$ openstack undercloud upgrade

						このコマンドにより、director の設定スクリプトが起動します。director によりパッケージがアップグレードされ、undercloud.conf の設定に合わせてサービスが設定されます。このスクリプトは、完了までに数分かかります。
					
注記

							director の設定スクリプトでは、次の設定に進む前に確認が求められます。この確認を省略するには、-y オプションを使用します。
						
$ openstack undercloud upgrade -y


	
						このスクリプトにより、アンダークラウド上の OpenStack Platform サービスのコンテナーも、すべて自動的に起動されます。systemd リソースでそれぞれのサービスを管理します。systemd リソースを確認します。
					
$ sudo systemctl list-units "tripleo_*"

						各 systemd サービスでコンテナーを制御します。以下のコマンドを使用して、有効化されたコンテナーを確認してください。
					
$ sudo podman ps

	
						スクリプトにより stack ユーザーが docker グループに追加され、stack ユーザーがコンテナー管理コマンドを使用できるようになります。以下のコマンドで stack ユーザーのアクセス権限をリフレッシュします。
					
$ exec su -l stack

						このコマンドを実行すると、再度ログインが求められます。stack ユーザーのパスワードを入力します。
					

	
						stack ユーザーを初期化してコマンドラインツールを使用するには、以下のコマンドを実行します。
					
$ source ~/stackrc

						プロンプトには、OpenStack コマンドがアンダークラウドに対して認証および実行されることが表示されるようになります。
					
(undercloud) $




				director のアップグレードが完了しました。
			


第7章 オーバークラウド準備の初期手順




			オーバークラウドのアップグレードに向けた準備を行うには、いくつかの初期手順を完了する必要があります。
		
オーバークラウドサービスのダウンタイムの準備




				オーバークラウドのアップグレードプロセスでは、主要なポイントでメインのコントロールプレーンサービスを無効します。これらの主要なポイントに達すると、オーバークラウドサービスを使用して新規リソースを作成することはできません。オーバークラウドで実行されているワークロードは、アップグレードプロセス中もアクティブなままであるため、インスタンスはコントロールプレーンのアップグレード中も引き続き実行されます。コンピュートノードのアップグレード中に、これらのワークロードは、すでにアップグレードされているコンピュートノードにライブマイグレーションできます。
			

				アップグレード中にはユーザーがオーバークラウドのサービスにアクセスできないように、メンテナンスの時間帯を計画することが重要となります。
			
オーバークラウドのアップグレードによる影響を受ける項目
	
						OpenStack Platform サービス
					


オーバークラウドのアップグレードによる影響を受けない項目
	
						アップグレード中に実行するインスタンス
					
	
						Ceph Storage OSD (インスタンス向けのバックエンドストレージ)
					
	
						Linux ネットワーク
					
	
						Open vSwitch ネットワーク
					
	
						アンダークラウド
					



アップグレードテスト用のコンピュートノードの選択




				オーバークラウドのアップグレードプロセスでは、次のいずれかを行うことができます。
			
	
						1 つのロールのノードをすべてアップグレードする
					
	
						個別のノードを別々にアップグレードする
					



				オーバークラウドのアップグレードプロセスを円滑にするには、全コンピュートノードをアップグレードする前に、環境内にある個々のコンピュートノードのいくつかでアップグレードをテストすると役立ちます。これにより、アップグレード中に大きな問題が発生しなくなり、ワークロードのダウンタイムを最小限に抑えることができます。
			

				アップグレードをテストするノードを選択するにあたっては、以下の推奨事項を参考にしてください。
			
	
						アップグレードのテストには、2 台または 3 台のコンピュートノードを選択します。
					
	
						クリティカルなインスタンスが実行されていないノードを選択します。
					
	
						必要な場合には、選択したテスト用のコンピュートノードから他のコンピュートノードにクリティカルなインスタンスを移行します。
					



オーバークラウドインベントリーファイルの作成




				tripleo-ansible-inventory コマンドを使用して、環境内の全ノードの Ansible インベントリー ファイルを生成します。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						source コマンドで stackrc ファイルを読み込みます。
					
$ source ~/stackrc

	
						全ノードの静的なインベントリーファイルを作成します。
					
$ tripleo-ansible-inventory --static-yaml-inventory ~/inventory.yaml --stack STACK_NAME

						デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
					

	
						お使いの環境で Ansible のPlaybookを実行するには、ansible-playbook コマンドを実行し、-i オプションを使用して動的インベントリーツールの完全パスを追加します。以下に例を示します。
					
(undercloud) $ ansible-playbook -i ~/inventory.yaml PLAYBOOK




アップグレード前の要件の検証




				pre-upgrade 検証グループを実行して、アップグレード前の要件を確認します。
			

				Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 検証フレームワークの詳細は、director のインストールと使用方法 の 検証フレームワークの使用 を参照してください。
			
手順
	
						source コマンドで stackrc ファイルを読み込みます。
					
$ source ~/stackrc

	
						--group pre-upgrade オプションを指定して openstack tripleo validator run コマンドを実行し、/usr/libexec/platform-python python ランタイム環境を追加します。
					
$ openstack tripleo validator run --group pre-upgrade --python-interpreter /usr/libexec/platform-python -i inventory.yaml

	
						検証レポートの結果を確認します。特定の検証からの詳細出力を表示するには、レポートからの特定検証の UUID を指定して openstack tripleo validator show run --full コマンドを実行します。
					
$ openstack tripleo validator show run  --full <UUID>



重要

					検証結果が FAILED であっても、RHOSP のデプロイや実行が妨げられることはありません。ただし、FAILED の検証結果は、実稼働環境で問題が発生する可能性があることを意味します。
				


オーバークラウドでのフェンシングの無効化




				オーバークラウドをアップグレードする前に、フェンシングが無効になっていることを確認します。
			

				オーバークラウドをアップグレードする場合、高可用性機能を維持するために、各コントローラーノードを個別にアップグレードします。フェンシングが環境にデプロイされると、オーバークラウドは特定ノードが無効であることを検出し、フェンシング操作を試みる場合があります。これにより、意図しない結果が生じる可能性があります。
			

				オーバークラウドでフェンシングを有効にしている場合には、意図しない結果を防ぐために、アップグレード期間中フェンシングを一時的に無効にする必要があります。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						source コマンドで stackrc ファイルを読み込みます。
					
$ source ~/stackrc

	
						コントローラーノードにログインし、Pacemaker コマンドを実行してフェンシングを無効にします。
					
$ ssh heat-admin@CONTROLLER_IP "sudo pcs property set stonith-enabled=false"

	
						fencing.yaml環境ファイルで、EnableFencingパラメーターをfalseに設定し、アップグレードプロセス中にフェンシングが無効のままとなるようにします。
					


関連情報
	
						STONITH を使用したコントローラーノードのフェンシング
					



カスタムの Puppet パラメーターの確認




				Puppet パラメーターのカスタマイズに ExtraConfig インターフェイスを使用する場合には、アップグレード中に、Puppet が重複した宣言のエラーを報告する可能性があります。これは、Puppet モジュール自体によって提供されるインターフェイスの変更が原因です。
			

				この手順では、環境ファイル内のカスタムの ExtraConfig hieradata パラメーターを確認する方法を説明します。
			
手順
	
						環境ファイルを選択して、ExtraConfig パラメーターが設定されているかどうかを確認します。
					
$ grep ExtraConfig ~/templates/custom-config.yaml

	
						このコマンドの結果に、選択したファイル内のいずれかのロールの ExtraConfig パラメーター (例: ControllerExtraConfig) が表示される場合には、そのファイルの完全なパラメーター構造を確認してください。
					
	
						SECTION/parameter 構文で value が続くいずれかの Puppet hieradata がパラメーターに含まれている場合には、実際の Puppet クラスのパラメーターに置き換えられている可能性があります。以下に例を示します。
					
parameter_defaults:
  ExtraConfig:
    neutron::config::dhcp_agent_config:
      'DEFAULT/dnsmasq_local_resolv':
        value: 'true'

	
						director の Puppet モジュールを確認して、パラメーターが Puppet クラス内に存在しているかどうかを確認します。以下に例を示します。
					
$ grep dnsmasq_local_resolv

						その場合には、新規インターフェイスに変更します。
					

	
						構文の変更の実例を以下に示します。
					
	
								例 1:
							
parameter_defaults:
  ExtraConfig:
    neutron::config::dhcp_agent_config:
      'DEFAULT/dnsmasq_local_resolv':
        value: 'true'

								変更後
							
parameter_defaults:
  ExtraConfig:
    neutron::agents::dhcp::dnsmasq_local_resolv: true

	
								例 2:
							
parameter_defaults:
  ExtraConfig:
    ceilometer::config::ceilometer_config:
      'oslo_messaging_rabbit/rabbit_qos_prefetch_count':
        value: '32'

								変更後
							
parameter_defaults:
  ExtraConfig:
    oslo::messaging::rabbit::rabbit_qos_prefetch_count: '32'







アンダークラウドノードデータベースのバックアップ




				backup-and-restore Ansible ロールを使用して、アンダークラウドノードで実行するデータベースのバックアップを作成し、そのバックアップを使用して、破損が発生した場合にデータベースの状態を復元することができます。アンダークラウドデータベースのバックアップの詳細については、Red Hat OpenStack Platform 16.1 アンダークラウドとコントロールプレーンのバックアップおよび復元 のアンダークラウドノードのデータベースバックアップ作成 を参照してください。
			


第8章 Leapp アップグレードのためのオーバークラウド設定




			ロングライフバージョンの Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) をアップグレードするには、ベースオペレーティングシステムを Red Hat Enterprise Linux 7 から Red Hat Enterprise Linux 8 にアップグレードする必要があります。Red Hat Enterprise Linux 7 では、Leapp ユーティリティーを使用して Red Hat Enterprise Linux 8 へのアップグレードを実施します。Leapp およびその依存関係についての詳細は、アップグレードに向けて RHEL 7 システムの準備 を参照してください。
		

			オーバークラウドのアップグレードフレームワークでは、leapp によるアップグレードが自動的に実施されます。RHOSP が正常にアップグレードされるようにするには、アップグレード前のレポート生成を手動で実行して、発生する可能性のある問題を特定および解決することを推奨します。Compute、Controller、および Ceph Storage ロールのそれぞれについて、少なくとも 1 つのホストでアップグレード前のレポート生成を実行します。Leapp のアップグレード前のレポートの詳細は、アップグレード前のレポートの確認 を参照してください。
		
アップグレード環境ファイルの作成




				アップグレードプロセスでは、環境ファイルを使用して、アップグレードプロセスを有効にして特定のアップグレードパラメーターを設定します。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						templates ディレクトリーに upgrades-environment.yaml という名前の環境ファイルを作成します。
					
$ touch templates/upgrades-environment.yaml

	
						ファイルを編集し、以下の必須コンテンツを追加します。
					
parameter_defaults:
  UpgradeLeappDevelSkip: "LEAPP_UNSUPPORTED=1 LEAPP_DEVEL_TARGET_RELEASE=8.2"
  LeappInitCommand: |
    for module in pata_acpi floppy; do sudo sed -i "/^${module}$/d" /usr/share/leapp-repository/repositories/system_upgrade/el7toel8/actors/kernel/checkkerneldrivers/files/removed_drivers.txt; done
    sudo rm -f /usr/share/leapp-repository/repositories/system_upgrade/el7toel8/actors/persistentnetnamesdisable/actor.py
    sudo yum -y remove mariadb-server* || true
  UpgradeInitCommand: "sudo dnf config-manager --save --setopt exclude=''"
	
								UpgradeLeappDevelSkip: Leapp によるチェックを省略し、Leapp の実行時に環境変数を設定します。
							
	
								LeappInitCommand は、各オーバークラウドノードで実行されるコマンドまたはスクリプトのスニペットを渡し、Leapp によるアップグレードに向けてノードを準備します。
							
	
								UpgradeInitCommand は、各オーバークラウドノードで実行されるコマンドまたはスクリプトのスニペットを渡します。python2パッケージの自動削除が正常に行われるように、dnf config-manager --save --setopt exclude=''コマンドで、Leapp パッケージを DNF の除外対象から外します。
							



	
						(オプション) お使いの環境で TLS-Everywhere を使用していて、authconfig から authselect に移行したい場合は、バグBZ#1978228 - OSP13→16.2 Leapp upgrade failed with TLSEverywhereを回避するために、authselect_check.confirm パラメーターを True に設定してください。
					
parameter_defaults:
  LeappInitCommand: |
    sudo leapp answer --section authselect_check.confirm=True --add

						それ以外の場合は、値をFalseに設定します。
					
注記

							LeappInitCommandパラメーターに複数のコマンドを渡すには、|構文を使います。
						
parameter-defaults:
  LeappInitCommand: |
    <command_1>
    <command_2>


	
						upgrades-environment.yaml ファイルを保存します。
					



アップグレードのパラメーター



	パラメーター	説明
	 
								UpgradeInitCommand
							

							 	 
								アップグレードプロセスを初期化するためにすべてのオーバークラウドノード上で実行するコマンドまたはスクリプトのスニペット。たとえば、リポジトリーの切り替えなど。
							

							 
	 
								UpgradeInitCommonCommand
							

							 	 
								アップグレードプロセスに必要な共通のコマンド。操作者は通常このパラメーターを変更する必要はなく、major-upgrade-composable-steps.yaml および major-upgrade-converge.yaml 環境ファイルで設定および設定解除されます。
							

							 
	 
								UpgradeLeappCommandOptions
							

							 	 
								Leapp コマンドに追加するその他のコマンドラインオプション
							

							 
	 
								UpgradeLeappDebug
							

							 	 
								Leapp の実行中にデバッグのアウトプットを出力します。デフォルト値は True です。
							

							 
	 
								UpgradeLeappDevelSkip
							

							 	 
								開発/テスト環境で Leapp を実行する場合は、環境変数を設定して Leapp の確認を省略します。たとえば、LEAPP_DEVEL_SKIP_RHSM=1 と設定します。
							

							 
	 
								UpgradeLeappEnabled
							

							 	 
								オペレーティングシステムのアップグレードに Leapp を使用します。デフォルト値は False です。
							

							 
	 
								UpgradeLeappPostRebootDelay
							

							 	 
								マシンがリブートしてテストコマンドに応答するのを待つ最大の時間 (秒)。デフォルト値は 120 です。
							

							 
	 
								UpgradeLeappRebootTimeout
							

							 	 
								Leapp による OS アップグレードフェーズのタイムアウト時間 (秒単位)。デフォルト値は 3600 です。
							

							 
	 
								UpgradeLeappToInstall
							

							 	 
								Leapp によるアップグレード後にインストールするパッケージのリスト
							

							 
	 
								UpgradeLeappToRemove
							

							 	 
								Leapp によるアップグレード時に削除するパッケージのリスト
							

							 



オーバークラウドノードでの Leapp データのコピー




				それぞれのオーバークラウドノードには、Leapp データファイルが必要です。アンダークラウドの /etc/leapp/files ディレクトリーにあるデータファイルを、各オーバークラウドノードの同じ場所にコピーします。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						source コマンドで stackrc ファイルを読み込みます。
					
$ source ~/stackrc

	
						環境内の全ノードの静的なインベントリーファイルを作成します。
					
$ tripleo-ansible-inventory --static-yaml-inventory ~/inventory.yaml --stack STACK_NAME

						デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
					

	
						leapp データをオーバークラウドノードにコピーするには、以下の synchronize Ansible コマンドを実行します。
					
$ ansible -i ~/inventory.yaml --become -m synchronize -a "src=/etc/leapp/files dest=/etc/leapp/" overcloud




オーバークラウドノードでの予測可能な NIC 名の使用




				オーバークラウドノードで Leapp によるアップグレードを実施する前に、カーネルベースの NIC 名が使用されているかどうかを確認する必要があります。この NIC 名には、通常 eth の接頭辞が含まれます。NIC の割り当てに関して、通常これらの NIC 名は予測可能ではありません。
			

				playbook-nics.yaml Playbook を実行して NIC の名前を変更し、インターフェイスの NIC 接頭辞を使用することができます。また、Playbook の実行時に prefix 変数を変更することで、別の NIC 接頭辞を設定することもできます。ただし、NIC の変更は、Leapp によるアップグレードプロセスが完了し、ノードがリブートされた後にのみ適用されます。
			
前提条件
	
						アンダークラウドの準備プロセス中に作成された playbook-nics.yaml Playbookplaybook-nics.yaml Playbook は、イーサネットデバイス、ブリッジ、および Linux ボンディングを使用するほとんどのオーバークラウドネットワーク設定のシナリオに対応します。お使いの環境でこれらのデバイス種別以外の追加設定が必要な場合は、手順を進める前に以下の推奨事項に従ってください。
					
	
								実際のオーバークラウドノードと類似したネットワーク設定の別システムで Playbook をテストする。
							
	
								Playbook を変更し、他のデバイス種別の設定内の eth 接頭辞の名称変更に対応する。
							
	
								以下の手順を完了したら、オーバークラウドノードのネットワーク設定を確認する。
							





手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						すべてのオーバークラウドノードで playbook-nics.yaml Playbook を実行します。
					
$ ansible-playbook -i ~/inventory.yaml playbook-nics.yaml

						この Playbook により、新しい NIC の接頭辞が em に設定されます。別の NIC 接頭辞を設定するには、Playbook の実行時に prefix 変数を設定します。
					
$ ansible-playbook -i ~/inventory.yaml -e prefix="mynic" playbook-nics.yaml

						NIC の変更は、Leapp によるアップグレードプロセスが完了し、ノードがリブートされた後にのみ適用されます。
					



関連情報
	
						RHEL 7 でカーネルの NIC 名を使用している場合に RHEL 8 へのインプレースアップグレードを実行する方法
					
	
						ネットワークデバイス命名における一貫性
					
	
						予想可能なネットワークインターフェイスデバイスの命名について
					




第9章 コンポーザブルサービスおよびパラメーターの更新




			オーバークラウドのアップグレードに向けた準備を行うには、いくつかのコンポーザブルサービス設定を完了する必要があります。
		
カスタム roles_data ファイルのコンポーザブルサービスの更新




				本項では、新しいコンポーザブルサービスおよび非推奨のコンポーザブルサービスについて説明します。
			
	
						デフォルトの roles_data ファイルを使用する場合は、これらのサービスが自動的に含まれます。
					
	
						カスタムの roles_data ファイルを使用する場合は、該当するロールごとに新しいサービスを追加し非推奨のサービスを削除します。
					


重要

					デプロイメント内のオーバークラウドノードが Object Storage (swift) 専用ノードの場合は、デフォルトの roles_data.yaml ファイルをコピーし、ObjectStorage を編集して、deprecated_server_resource_name:'SwiftStorage' の行を削除する必要があります。
				

コントローラーノード

					コントローラーノードでは、以下のサービスが非推奨になっています。Controller ロールからこれらのサービスを削除します。
				
	サービス	理由
	 
								OS::TripleO::Services::AodhApi
							

							 
								OS::TripleO::Services::AodhEvaluator
							

							 
								OS::TripleO::Services::AodhListener
							

							 
								OS::TripleO::Services::AodhNotifier
							

							 	 
								メトリックおよびモニタリングには Service Telemetry Framework (STF) が優先されるため、OpenStack Telemetry サービスは非推奨になりました。従来のテレメトリーサービスは、STF への移行を促進するために RHOSP 16.1 でのみ利用可能で、RHOSP の将来のバージョンでは削除される予定です。
							

							 注記

									自動スケーリングを使用する場合は、これらのサービスをコントローラーノードから削除しないでください。
								


							 
	 
								OS::TripleO::Services::PankoApi
							

							 	 
								メトリックおよびモニタリングには Service Telemetry Framework (STF) が優先されるため、OpenStack Telemetry サービスは非推奨になりました。従来のテレメトリーサービスは、STF への移行を促進するために RHOSP 16.1 でのみ利用可能で、RHOSP の将来のバージョンでは削除される予定です。
							

							 注記

									CloudForms を使用する場合は、これらのサービスをコントローラーノードから削除しないでください。
								


							 
	 
								OS::TripleO::Services::CeilometerApi
							

							 
								OS::TripleO::Services::CeilometerCollector
							

							 
								OS::TripleO::Services::CeilometerExpirer
							

							 
								OS::TripleO::Services::MongoDb
							

							 	 
								これらのサービスはサポートされなくなりました。これらのサービスをコントローラーノードから削除します。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::Congress
							

							 	 
								Congress はサポートされなくなったため。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::GlanceRegistry
							

							 	 
								OpenStack Platform Image サービス (glance) API v2 により、このサービスはサポートされなくなったため。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::NeutronCorePluginPlumgrid
							

							 
								OS::TripleO::Services::NeutronCorePluginMidonet
							

							 	 
								これらの OpenStack Networking (neutron) 用プラグインは非推奨になったため。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::NeutronLbaasv2Agent
							

							 
								OS::TripleO::Services::NeutronLbaasv2Api
							

							 	 
								Octavia を優先し、OpenStack Networking (neutron) Load Balancing as a Service は非推奨になったため。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::NovaConsoleauth
							

							 	 
								このサービスは削除されています。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::NovaPlacement
							

							 	 
								OS::TripleO::Services::PlacementApi を優先し、非推奨になったため。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::OpenDaylightApi
							

							 
								OS::TripleO::Services::OpenDaylightOvs
							

							 	 
								OpenDaylight はサポートされなくなったため。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::RabbitMQ
							

							 	 
								このサービスは、2 つの新規サービスに置き換えられています。
							

							 
								OS::TripleO::Services::OsloMessagingRpc
							

							 
								OS::TripleO::Services::OsloMessagingNotify
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::SkydiveAgent
							

							 
								OS::TripleO::Services::SkydiveAnalyzer
							

							 	 
								Skydive はサポートされなくなったため。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::Tacker
							

							 	 
								Tacker はサポートされなくなったため。
							

							 



				コントローラーノードの新規サービスは以下のとおりです。Controller ロールにこれらのサービスを追加します。
			
	サービス	理由
	 
								OS::TripleO::Services::CephGrafana
							

							 	 
								Ceph Dashboard サービスを有効にするタスク
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::CinderBackendDellEMCPowermax
							

							 
								OS::TripleO::Services::CinderBackendDellEMCSc
							

							 
								OS::TripleO::Services::CinderBackendNVMeOF
							

							 	 
								Block Storage (cinder) の新規バックエンド
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::ContainerImagePrepare
							

							 	 
								コマンドを実行して、オーバークラウドのサービスに関連するコンテナーイメージを自動的にプルして準備します。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::DesignateApi
							

							 
								OS::TripleO::Services::DesignateCentral
							

							 
								OS::TripleO::Services::DesignateProducer
							

							 
								OS::TripleO::Services::DesignateWorker
							

							 
								OS::TripleO::Services::DesignateMDNS
							

							 
								OS::TripleO::Services::DesignateSink
							

							 	 
								DNS-as-a-Service 用サービス (designate)
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::IronicInspector
							

							 	 
								オーバークラウドのベアメタルイントロスペクション用サービス
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::IronicNeutronAgent
							

							 	 
								OpenStack Bare Metal (ironic) 用ネットワークエージェント
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::NeutronAgentsIBConfig
							

							 	 
								Mellanox InfiniBand OpenStack Networking (neutron) エージェント用サービス
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::OpenStackClients
							

							 	 
								Red Hat OpenStack Platform コマンドラインツールをインストールするためのサービス
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::OsloMessagingRpc
							

							 
								OS::TripleO::Services::OsloMessagingNotify
							

							 	 
								OS::TripleO::Services::RabbitMQ の代替サービス
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::PlacementApi
							

							 	 
								Placement API 用サービス
							

							 


コンピュートノード

					コンピュートノードでは、以下のサービスが非推奨になっています。Compute ロールからこれらのサービスを削除します。
				
	サービス	理由
	 
								OS::TripleO::Services::OpenDaylightOvs
							

							 	 
								OpenDaylight はサポートされなくなったため。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::SkydiveAgent
							

							 	 
								Skydive はサポートされなくなったため。
							

							 



				コンピュートノードの新規サービスは以下のとおりです。Compute ロールにこれらのサービスを追加します。
			
	サービス	理由
	 
								OS::TripleO::Services::NovaAZConfig
							

							 	 
								OpenStack Compute (nova) でホストアグリゲートおよびアベイラビリティーゾーンを設定するためのサービス
							

							 


全ノード

					すべてのノードで、以下のサービスが非推奨になっています。すべてのロールからこれらのサービスを削除します。
				
	サービス	理由
	 
								OS::TripleO::Services::Docker
							

							 	 
								Podman に置き換わったため。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::Fluentd
							

							 	 
								OS::TripleO::Services::Rsyslog を優先し、非推奨になったため。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::Ntp
							

							 	 
								OS::TripleO::Services::Timesync を優先し、非推奨になったため。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::SensuClient
							

							 	 
								このサービスは非推奨になったため。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::Ptp
							

							 	 
								OS::TripleO::Services::Timesync を優先し、非推奨になったため。
							

							 



				全ノードでの新規サービスは以下のとおりです。すべてのロールにこれらのサービスを追加します。
			
	サービス	理由
	 
								OS::TripleO::Services::BootParams
							

							 	 
								カーネル引数、Tuned プロファイル、および CPU 分離を設定するためのサービス
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::Collectd
							

							 	 
								Collectd を設定するためのサービス
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::Multipathd
							

							 	 
								デフォルトで無効化されている Multipathd サービスを提供します。
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::Podman
							

							 	 
								Podman をインストールし有効にするためのサービス
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::Rear
							

							 	 
								Relax-and-Recover (ReaR) バックアップおよびリストアツールをインストールおよび有効にするためのサービス
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::Rsyslog
							

							 	 
								集中ログコレクションを設定するためのサービス
							

							 
	 
								OS::TripleO::Services::Timesync
							

							 	 
								時刻同期方法 (デフォルトでは Chronyd) を有効にするためのサービス
							

							 



カスタム環境ファイルのコンポーザブルサービスの更新




				resource_registry セクションのあるカスタム環境ファイルを使用している場合は、resource_registry セクションでコンポーザブルサービステンプレートのマッピングに変更がないか確認してください。Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、コンポーザブルサービスのファイルは /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/ 内の新しい場所にあります。
			
	Red Hat OpenStack Platform 13	Red Hat OpenStack Platform 16.1
	 
								docker/services/
							

							 	 
								deployment
							

							 



				deployment ディレクトリーには、コンポーザブルサービスをグループ化するためのサブディレクトリーセットが含まれます。たとえば、keystone サブディレクトリーには、OpenStack Identity (keystone) のコンポーザブルサービステンプレートが含まれます。
			

				カスタム環境ファイルのコンポーザブルサービスを再マッピングするには、現在のサービスマッピングのテンプレートの場所を確認し、マッピングを新しい場所に編集します。以下の手順では、例として ceph-mgr.yaml を使用しています。
			
重要

					以下の手順は、コンポーザブルサービスを再マッピングする際のガイドとしてのみ提供されます。いずれかのマッピングが不明であれば、Red Hat に連絡して正しいマッピングについてアドバイスを求めてください。
				

手順
	
						コンポーザブルサービスを使用するカスタム環境ファイルを検索します。通常、カスタム環境ファイルは /home/stack/templates ディレクトリーに保存されます。
					
$ cd ~/templates/
$ grep "OS::TripleO::Services" *

						このシナリオでは、ファイルの 1 つに古くなったマッピングがあるとします。
					
  OS::TripleO::Services::CephMgr: /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/docker/services/ceph-ansible/ceph-mgr.yaml

	
						/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/ の新しい ceph-mgr.yaml の場所を特定します。このファイルは、`deployment/ceph-ansible' ディレクトリーに置かれています。
					
$ find /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/ -name ceph-mgr.yaml
/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/deployment/ceph-ansible/ceph-mgr.yaml

	
						カスタム環境ファイルでサービスを編集します。
					
resource_registry:
  OS::TripleO::Services::CephMgr: /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/deployment/ceph-ansible/ceph-mgr.yaml

						ファイルを保存します。
					




アンダークラウドレジストリーへのアクセスの設定




				アンダークラウドレジストリーへのアクセスを設定するには、アンダークラウドのコントロールプレーンのホスト名およびプロビジョニングネットワーク上のアンダークラウドの IP アドレスを DockerInsecureRegistryAddress パラメーターに追加します。このパラメーターを containers-prepare-parameter.yaml ファイルに置き、パラメーターがこれ以降のオーバークラウドデプロイメントに含まれるようにします。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						アンダークラウドのコントロールプレーンのホスト名を取得します。
					
$ sudo hiera container_image_prepare_node_names
["undercloud.ctlplane.localdomain"]

	
						containers-prepare-parameter.yaml ファイルを編集し、DockerInsecureRegistryAddress パラメーターを追加して、アンダークラウドのコントロールプレーンのホスト名およびプロビジョニングネットワーク上のアンダークラウドの IP アドレスが含まれる YAML のリストを指定します。
					
parameter_defaults:
  DockerInsecureRegistryAddress:
  - undercloud.ctlplane.localdomain:8787
  - 192.168.24.1:8787
  ...

						ホスト名および IP アドレスの値に、オーバークラウドレジストリーのポート番号も追加する必要があります。ポート番号は 8787 です。
					




非推奨化および廃止された NovaSchedulerDefaultFilters パラメーターのフィルター




				お使いの環境でカスタムの NovaSchedulerDefaultFilters パラメーターが使用されている場合は、パラメーターを編集して以下に示す非推奨および廃止されたフィルターを削除します。
			
	Filter	ステータス
	 
								AggregateCoreFilter
							

							 	 
								非推奨
							

							 
	 
								AggregateRamFilter
							

							 	 
								非推奨
							

							 
	 
								AggregateDiskFilter
							

							 	 
								非推奨
							

							 
	 
								ExactCoreFilter
							

							 	 
								削除
							

							 
	 
								ExactRamFilter
							

							 	 
								削除
							

							 
	 
								ExactDiskFilter
							

							 	 
								削除
							

							 
	 
								CoreFilter
							

							 	 
								削除
							

							 
	 
								RamFilter
							

							 	 
								削除
							

							 
	 
								DiskFilter
							

							 	 
								削除
							

							 
	 
								RetryFilter
							

							 	 
								非推奨
							

							 


重要

					非推奨 と識別されたフィルターを使用しないでください。Red Hat OpenStack Platform 16.1 には引き続き非推奨のフィルターが含まれていますが、Red Hat OpenStack Platform の今後のバージョンにはこれらのフィルターは含まれません。
				


Compute 名の形式の設定




				Red Hat OpenStack Platform 13 では 、%stackname%-compute-%index% がコンピュートノードのデフォルトの命名形式として使用されます。Red Hat OpenStack Platform 16.1 は %stackname%-novacompute-%index% をコンピュートノードのデフォルトの命名形式として使用します。デフォルトの命名形式を変更して、元の Red Hat OpenStack Platform 13 の命名形式を維持します。元の命名形式を使用しない場合には、director は新しい命名形式の新たな OpenStack Compute (nova) エージェントを設定し、古い命名形式の既存の OpenStack Compute (nova) エージェントを孤立サービスとして維持します。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						Compute の命名形式を設定します。
					
	
								カスタムの roles_data ファイルを使用する場合には、カスタムの roles_data ファイルを編集し、Compute ロールの HostnameFormatDefault パラメーターを設定します。
							
- name: Compute
  …​
  HostnameFormatDefault: '%stackname%-compute-%index%'
  …​

								カスタム roles_data ファイルを編集します。
							

	
								openstack-tripleo-heat-templates でデフォルトの roles_data ファイルを使用する場合には、環境ファイルで命名形式を設定します。実際のノード数およびフレーバーに合わせて環境ファイルを編集します。このファイルは、通常 node-info.yaml という名前です。parameter_defaults セクションに ComputeHostnameFormat パラメーターを追加します。
							
parameter_defaults:
  …​
  ComputeHostnameFormat: '%stackname%-compute-%index%'
  …​

								node-info.yaml ファイルを保存します。
							







インスタンスのシリアル番号の設定




				Red Hat OpenStack Platform 13 では、ホストマシンの仮想 BIOS に保存されるインスタンスのシリアル番号は、ホストのシリアル番号に基づいています。
			

				Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、ホストマシンの仮想 BIOS に格納されるインスタンスのシリアル番号は、デフォルトでインスタンスの UUID に基づいています。
			

				Red Hat OpenStack Platform 16.1 にアップグレードするときに、Red Hat OpenStack Platform 13 デプロイメントの動作を維持したい場合は、[libvirt]sysinfo_serial を設定する必要があります。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
[stack@director ~]$ source ~/stackrc

	
						環境ファイルを開きます。
					
	
						次の設定を環境ファイルに追加して、インスタンスのシリアル番号がホストのシリアル番号に基づくように指定します。
					
parameter_defaults:
  <Role>ExtraConfig:
    nova::config::nova_config:
      libvirt/sysinfo_serial:
        value: auto

	
						更新を環境ファイルに保存し、そのファイルをオーバークラウドのアップグレードおよびデプロイメントコマンドに追加します。
					



SSL/TLS 設定の更新




				resource_registry から NodeTLSData リソースを削除して、SSL/TLS 設定を更新します。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						カスタムのオーバークラウド SSL/TLS パブリックエンドポイントファイルを編集します。通常、このファイルの名前は ~/templates/enable-tls.yaml です。
					
	
						'resource_registry から NodeTLSData リソースを削除します。
					
resource_registry:
  OS::TripleO::NodeTLSData: /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/puppet/extraconfig/tls/tls-cert-inject.yaml
  …​

						オーバークラウドデプロイメントは、HAProxy の新しいサービスを使用して SSL/TLS が有効かどうかを判断します。
					
注記

							enable-tls.yaml ファイルの resource_registry セクションにある唯一のリソースである場合は、resource_registry セクションをすべて削除します。
						


	
						SSL/TLS パブリックエンドポイントファイルを保存します。
					



設定後テンプレートの更新




				OS::TripleO::NodeExtraConfigPost リソースを使用して設定後テンプレートを登録して実行する場合は、テンプレートに EndpointMap パラメーターを追加する必要があります。
			
手順
	
						設定後テンプレートを編集します。
					
	
						parameters セクションに、EndpointMap パラメーターとそのサブパラメーターを追加します。
					
parameters:
  servers:
    type: json
  nameserver_ip:
    type: string
  DeployIdentifier:
    type: string
  EndpointMap:
    default: {}
    type: json

	
						テンプレートを保存します。
					



従来のテレメトリーサービスを維持する場合の考慮事項




				Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 16.1 では、Service Telemetry Framework (STF) を優先し、OpenStack Telemetry のコンポーネントは非推奨になりました。したがって、アップグレード後は従来のテレメトリーコンポーネントは有効ではありません。
			

				自動スケーリングまたは CloudForms サービスを使用する場合は、従来のテレメトリーサービスを維持する必要があります。
			

				従来の RHOSP 13 Telemetry サービスをそのまま使用するには、openstack overcloud upgrade prepare および openstack overcloud upgrade converge コマンドを実行する時に、/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/enable-legacy-telemetry.yaml 環境ファイルを追加します。
			

				アップグレード後にオーバークラウドを更新するたびに、enable-legacy-telemetry.yaml 環境ファイルも追加する必要があります。
			

				従来のテレメトリーサービスは、STF への移行を促進するためにのみ利用可能で、RHOSP の将来のバージョンでは削除される予定です。
			


第10章 Red Hat カスタマーポータルへのオーバークラウド登録の更新




			Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、Ansible ベースの手法を使用してオーバークラウドノードを Red Hat カスタマーポータルに登録します。
		
Red Hat Subscription Manager (RHSM) コンポーザブルサービス




				rhsm コンポーザブルサービスを使用して、Ansible を介してオーバークラウドノードを登録することができます。デフォルトの roles_data ファイルの各ロールには、OS::TripleO::Services::Rhsm リソースが含まれており、これはデフォルトで無効になっています。サービスを有効にするには、このリソースを rhsm コンポーザブルサービスのファイルに登録します。
			
resource_registry:
  OS::TripleO::Services::Rhsm: /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/deployment/rhsm/rhsm-baremetal-ansible.yaml

				rhsm コンポーザブルサービスは RhsmVars パラメーターを受け入れます。これを使用して、登録に必要な複数のサブパラメーターを定義することができます。
			
parameter_defaults:
  RhsmVars:
    rhsm_repos:
      - rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms
      - rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms
      - rhel-8-for-x86_64-highavailability-tus-rpms
      …​
    rhsm_username: "myusername"
    rhsm_password: "p@55w0rd!"
    rhsm_org_id: "1234567"
    rhsm_release: 8.2

				RhsmVars パラメーターをロール固有のパラメーター (例: ControllerParameters) と共に使用することにより、異なるノードタイプ用の特定のリポジトリーを有効化する場合に柔軟性を提供することもできます。
			

RhsmVars サブパラメーター




				rhsm コンポーザブルサービスを設定する際に、以下のサブパラメーターを RhsmVars パラメーターの一部として使用します。利用可能な Ansible パラメーターについての詳細は、ロールに関するドキュメント を参照してください。
			
	rhsm	説明
	 
								rhsm_method
							

							 	 
								登録の方法を選択します。portal、satellite、または disable のいずれかです。
							

							 
	 
								rhsm_org_id
							

							 	 
								登録に使用する組織。この ID を特定するには、アンダークラウドノードから sudo subscription-manager orgs を実行します。プロンプトが表示されたら Red Hat の認証情報を入力して、出力される Key の値を使用します。組織の ID についての詳細は、Red Hat Subscription Management における組織 ID について理解する を参照してください。
							

							 
	 
								rhsm_pool_ids
							

							 	 
								使用するサブスクリプションプール ID。サブスクリプションを自動でアタッチしない場合は、このパラメーターを使用します。この ID を特定するには、アンダークラウドノードから sudo subscription-manager list --available --all --matches="Red Hat OpenStack" を実行して、出力される Pool ID 値を使用します。
							

							 
	 
								rhsm_activation_key
							

							 	 
								登録に使用するアクティベーションキー
							

							 
	 
								rhsm_autosubscribe
							

							 	 
								このパラメーターを使用して、互換性のあるサブスクリプションを自動的にこのシステムにアタッチします。この機能を有効にするには、値を true に設定します。
							

							 
	 
								rhsm_baseurl
							

							 	 
								コンテンツを取得するためのベース URL。デフォルトの URL は Red Hat コンテンツ配信ネットワークです。Satellite サーバーを使用している場合は、この値を Satellite サーバーコンテンツリポジトリーのベース URL に変更します。
							

							 
	 
								rhsm_server_hostname
							

							 	 
								登録用のサブスクリプション管理サービスのホスト名。デフォルトは Red Hat Subscription Management のホスト名です。Satellite サーバーを使用している場合は、この値を Satellite サーバーのホスト名に変更します。
							

							 
	 
								rhsm_repos
							

							 	 
								有効にするリポジトリーのリスト
							

							 
	 
								rhsm_username
							

							 	 
								登録用のユーザー名。可能な場合には、登録にアクティベーションキーを使用します。
							

							 
	 
								rhsm_password
							

							 	 
								登録用のパスワード。可能な場合には、登録にアクティベーションキーを使用します。
							

							 
	 
								rhsm_release
							

							 	 
								リポジトリー固定用の Red Hat Enterprise Linux リリース。Red Hat OpenStack Platform の場合、このパラメーターは 8.2 に設定されます。
							

							 
	 
								rhsm_rhsm_proxy_hostname
							

							 	 
								HTTP プロキシーのホスト名。たとえば、proxy.example.com。
							

							 
	 
								rhsm_rhsm_proxy_port
							

							 	 
								HTTP プロキシー通信用のポート。たとえば、8080。
							

							 
	 
								rhsm_rhsm_proxy_user
							

							 	 
								HTTP プロキシーにアクセスするためのユーザー名
							

							 
	 
								rhsm_rhsm_proxy_password
							

							 	 
								HTTP プロキシーにアクセスするためのパスワード
							

							 


重要

					rhsm_method が portal に設定されている場合に限り、rhsm_activation_key と rhsm_repos を使用できます。rhsm_method を satellite に設定すると、rhsm_activation_key または rhsm_repos のいずれかを使用できます。
				


rhsm コンポーザブルサービスへの切り替え




				従来の rhel-registration メソッドは、bash スクリプトを実行してオーバークラウドの登録を処理します。このメソッド用のスクリプトと環境ファイルは、/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/extraconfig/pre_deploy/rhel-registration/ のコア Heat テンプレートコレクションにあります。
			

				rhel-registration メソッドを rhsm コンポーザブルサービスに切り替えるには、以下の手順を実施します。
			
手順
	
						rhel-registration 環境ファイルは、今後のデプロイメント操作から除外します。通常は、以下のファイルを除外します。
					
	
								rhel-registration/environment-rhel-registration.yaml
							
	
								rhel-registration/rhel-registration-resource-registry.yaml
							



	
						カスタムの roles_data ファイルを使用する場合には、roles_data ファイルの各ロールに必ず OS::TripleO::Services::Rhsm コンポーザブルサービスを含めてください。以下に例を示します。
					
- name: Controller
  description: |
    Controller role that has all the controller services loaded and handles
    Database, Messaging and Network functions.
  CountDefault: 1
  ...
  ServicesDefault:
    ...
    - OS::TripleO::Services::Rhsm
    ...

	
						rhsm コンポーザブルサービスのパラメーター用の環境ファイルを今後のデプロイメント操作に追加します。
					



				このメソッドは、rhel-registration パラメーターを rhsm サービスのパラメーターに置き換えて、サービスを有効化する Heat リソースを変更します。
			
resource_registry:
  OS::TripleO::NodeExtraConfig: rhel-registration.yaml

				必要に応じて、以下を行ってください。
			
resource_registry:
  OS::TripleO::Services::Rhsm: /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/deployment/rhsm/rhsm-baremetal-ansible.yaml

				デプロイメントに /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/rhsm.yaml 環境ファイルを追加して、サービスを有効にすることもできます。
			

rhel-registration から rhsm へのマッピング




				rhel-registration メソッドから rhsm メソッドへの情報の移行を容易に行うには、以下の表を使用してパラメーターとその値をマッピングします。
			
	rhel-registration	rhsm / RhsmVars
	 
								rhel_reg_method
							

							 	 
								rhsm_method
							

							 
	 
								rhel_reg_org
							

							 	 
								rhsm_org_id
							

							 
	 
								rhel_reg_pool_id
							

							 	 
								rhsm_pool_ids
							

							 
	 
								rhel_reg_activation_key
							

							 	 
								rhsm_activation_key
							

							 
	 
								rhel_reg_auto_attach
							

							 	 
								rhsm_autosubscribe
							

							 
	 
								rhel_reg_sat_url
							

							 	 
								rhsm_satellite_url
							

							 
	 
								rhel_reg_repos
							

							 	 
								rhsm_repos
							

							 
	 
								rhel_reg_user
							

							 	 
								rhsm_username
							

							 
	 
								rhel_reg_password
							

							 	 
								rhsm_password
							

							 
	 
								rhel_reg_release
							

							 	 
								rhsm_release
							

							 
	 
								rhel_reg_http_proxy_host
							

							 	 
								rhsm_rhsm_proxy_hostname
							

							 
	 
								rhel_reg_http_proxy_port
							

							 	 
								rhsm_rhsm_proxy_port
							

							 
	 
								rhel_reg_http_proxy_username
							

							 	 
								rhsm_rhsm_proxy_user
							

							 
	 
								rhel_reg_http_proxy_password
							

							 	 
								rhsm_rhsm_proxy_password
							

							 



rhsm コンポーザブルサービスを使用したオーバークラウドの登録




				rhsm コンポーザブルサービスを有効にして設定する環境ファイルを作成します。director はこの環境ファイルを使用して、ノードを登録し、サブスクライブします。
			
手順
	
						設定を保存するための環境ファイル (templates/rhsm.yml) を作成します。
					
	
						環境ファイルに設定を追加します。以下に例を示します。
					
resource_registry:
  OS::TripleO::Services::Rhsm: /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/deployment/rhsm/rhsm-baremetal-ansible.yaml
parameter_defaults:
  RhsmVars:
    rhsm_repos:
      - rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms
      - rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms
      - rhel-8-for-x86_64-highavailability-tus-rpms
      …​
    rhsm_username: "myusername"
    rhsm_password: "p@55w0rd!"
    rhsm_org_id: "1234567"
    rhsm_pool_ids: "1a85f9223e3d5e43013e3d6e8ff506fd"
    rhsm_method: "portal"
    rhsm_release: 8.2
	
								resource_registry セクションは、各ロールで利用可能な OS::TripleO::Services::Rhsm リソースに rhsm コンポーザブルサービスを関連付けます。
							
	
								RhsmVars の変数は、Red Hat の登録を設定するためにパラメーターを Ansible に渡します。
							



	
						環境ファイルを保存します。
					



異なるロールに対する rhsm コンポーザブルサービスの適用




				rhsm コンポーザブルサービスをロールごとに適用することができます。たとえば、コントローラーノード、コンピュートノード、および Ceph Storage ノードに、異なる設定セットを適用することができます。
			
手順
	
						設定を保存するための環境ファイル (templates/rhsm.yml) を作成します。
					
	
						環境ファイルに設定を追加します。以下に例を示します。
					
resource_registry:
  OS::TripleO::Services::Rhsm: /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/deployment/rhsm/rhsm-baremetal-ansible.yaml
parameter_defaults:
  ControllerParameters:
    RhsmVars:
      rhsm_repos:
        - rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms
        - rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms
        - rhel-8-for-x86_64-highavailability-tus-rpms
        - ansible-2.9-for-rhel-8-x86_64-rpms
        - advanced-virt-for-rhel-8-x86_64-eus-rpms
        - openstack-16.1-for-rhel-8-x86_64-rpms
        - fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms
      rhsm_username: "myusername"
      rhsm_password: "p@55w0rd!"
      rhsm_org_id: "1234567"
      rhsm_pool_ids: "55d251f1490556f3e75aa37e89e10ce5"
      rhsm_method: "portal"
      rhsm_release: 8.2
  ComputeParameters:
    RhsmVars:
      rhsm_repos:
        - rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms
        - rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms
        - rhel-8-for-x86_64-highavailability-tus-rpms
        - ansible-2.9-for-rhel-8-x86_64-rpms
        - advanced-virt-for-rhel-8-x86_64-eus-rpms
        - openstack-16.1-for-rhel-8-x86_64-rpms
        - fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms
      rhsm_username: "myusername"
      rhsm_password: "p@55w0rd!"
      rhsm_org_id: "1234567"
      rhsm_pool_ids: "55d251f1490556f3e75aa37e89e10ce5"
      rhsm_method: "portal"
      rhsm_release: 8.2
  CephStorageParameters:
    RhsmVars:
      rhsm_repos:
        - rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms
        - rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms
        - rhel-8-for-x86_64-highavailability-tus-rpms
        - ansible-2.9-for-rhel-8-x86_64-rpms
        - openstack-16.1-deployment-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms
      rhsm_username: "myusername"
      rhsm_password: "p@55w0rd!"
      rhsm_org_id: "1234567"
      rhsm_pool_ids: "68790a7aa2dc9dc50a9bc39fabc55e0d"
      rhsm_method: "portal"
      rhsm_release: 8.2

						resource_registry は、各ロールで利用可能な OS::TripleO::Services::Rhsm リソースに rhsm コンポーザブルサービスを関連付けます。
					

						ControllerParameters、ComputeParameters、および CephStorageParameters パラメーターはいずれも、個別の RhsmVars パラメーターを使用してサブスクリプションの情報をそれぞれのロールに渡します。
					
注記

							Red Hat Ceph Storage のサブスクリプションおよび Ceph Storage 固有のリポジトリーを使用するように、CephStorageParameters パラメーター内の RhsmVars パラメーターを設定します。rhsm_repos パラメーターに、コントローラーノードおよびコンピュートノードに必要な Extended Update Support (EUS) リポジトリーではなく、標準の Red Hat Enterprise Linux リポジトリーが含まれるようにします。
						


	
						環境ファイルを保存します。
					




第11章 Red Hat Satellite Server へのオーバークラウド登録の更新




			Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、Ansible ベースの手法を使用してオーバークラウドノードを Red Hat Satellite Server 6 に登録します。
		
Red Hat Subscription Manager (RHSM) コンポーザブルサービス




				rhsm コンポーザブルサービスを使用して、Ansible を介してオーバークラウドノードを登録することができます。デフォルトの roles_data ファイルの各ロールには、OS::TripleO::Services::Rhsm リソースが含まれており、これはデフォルトで無効になっています。サービスを有効にするには、このリソースを rhsm コンポーザブルサービスのファイルに登録します。
			
resource_registry:
  OS::TripleO::Services::Rhsm: /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/deployment/rhsm/rhsm-baremetal-ansible.yaml

				rhsm コンポーザブルサービスは RhsmVars パラメーターを受け入れます。これを使用して、登録に必要な複数のサブパラメーターを定義することができます。
			
parameter_defaults:
  RhsmVars:
    rhsm_repos:
      - rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms
      - rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms
      - rhel-8-for-x86_64-highavailability-tus-rpms
      …​
    rhsm_username: "myusername"
    rhsm_password: "p@55w0rd!"
    rhsm_org_id: "1234567"
    rhsm_release: 8.2

				RhsmVars パラメーターをロール固有のパラメーター (例: ControllerParameters) と共に使用することにより、異なるノードタイプ用の特定のリポジトリーを有効化する場合に柔軟性を提供することもできます。
			

RhsmVars サブパラメーター




				rhsm コンポーザブルサービスを設定する際に、以下のサブパラメーターを RhsmVars パラメーターの一部として使用します。利用可能な Ansible パラメーターについての詳細は、ロールに関するドキュメント を参照してください。
			
	rhsm	説明
	 
								rhsm_method
							

							 	 
								登録の方法を選択します。portal、satellite、または disable のいずれかです。
							

							 
	 
								rhsm_org_id
							

							 	 
								登録に使用する組織。この ID を特定するには、アンダークラウドノードから sudo subscription-manager orgs を実行します。プロンプトが表示されたら Red Hat の認証情報を入力して、出力される Key の値を使用します。組織の ID についての詳細は、Red Hat Subscription Management における組織 ID について理解する を参照してください。
							

							 
	 
								rhsm_pool_ids
							

							 	 
								使用するサブスクリプションプール ID。サブスクリプションを自動でアタッチしない場合は、このパラメーターを使用します。この ID を特定するには、アンダークラウドノードから sudo subscription-manager list --available --all --matches="Red Hat OpenStack" を実行して、出力される Pool ID 値を使用します。
							

							 
	 
								rhsm_activation_key
							

							 	 
								登録に使用するアクティベーションキー
							

							 
	 
								rhsm_autosubscribe
							

							 	 
								このパラメーターを使用して、互換性のあるサブスクリプションを自動的にこのシステムにアタッチします。この機能を有効にするには、値を true に設定します。
							

							 
	 
								rhsm_baseurl
							

							 	 
								コンテンツを取得するためのベース URL。デフォルトの URL は Red Hat コンテンツ配信ネットワークです。Satellite サーバーを使用している場合は、この値を Satellite サーバーコンテンツリポジトリーのベース URL に変更します。
							

							 
	 
								rhsm_server_hostname
							

							 	 
								登録用のサブスクリプション管理サービスのホスト名。デフォルトは Red Hat Subscription Management のホスト名です。Satellite サーバーを使用している場合は、この値を Satellite サーバーのホスト名に変更します。
							

							 
	 
								rhsm_repos
							

							 	 
								有効にするリポジトリーのリスト
							

							 
	 
								rhsm_username
							

							 	 
								登録用のユーザー名。可能な場合には、登録にアクティベーションキーを使用します。
							

							 
	 
								rhsm_password
							

							 	 
								登録用のパスワード。可能な場合には、登録にアクティベーションキーを使用します。
							

							 
	 
								rhsm_release
							

							 	 
								リポジトリー固定用の Red Hat Enterprise Linux リリース。Red Hat OpenStack Platform の場合、このパラメーターは 8.2 に設定されます。
							

							 
	 
								rhsm_rhsm_proxy_hostname
							

							 	 
								HTTP プロキシーのホスト名。たとえば、proxy.example.com。
							

							 
	 
								rhsm_rhsm_proxy_port
							

							 	 
								HTTP プロキシー通信用のポート。たとえば、8080。
							

							 
	 
								rhsm_rhsm_proxy_user
							

							 	 
								HTTP プロキシーにアクセスするためのユーザー名
							

							 
	 
								rhsm_rhsm_proxy_password
							

							 	 
								HTTP プロキシーにアクセスするためのパスワード
							

							 


重要

					rhsm_method が portal に設定されている場合に限り、rhsm_activation_key と rhsm_repos を使用できます。rhsm_method を satellite に設定すると、rhsm_activation_key または rhsm_repos のいずれかを使用できます。
				


rhsm コンポーザブルサービスへの切り替え




				従来の rhel-registration メソッドは、bash スクリプトを実行してオーバークラウドの登録を処理します。このメソッド用のスクリプトと環境ファイルは、/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/extraconfig/pre_deploy/rhel-registration/ のコア Heat テンプレートコレクションにあります。
			

				rhel-registration メソッドを rhsm コンポーザブルサービスに切り替えるには、以下の手順を実施します。
			
手順
	
						rhel-registration 環境ファイルは、今後のデプロイメント操作から除外します。通常は、以下のファイルを除外します。
					
	
								rhel-registration/environment-rhel-registration.yaml
							
	
								rhel-registration/rhel-registration-resource-registry.yaml
							



	
						カスタムの roles_data ファイルを使用する場合には、roles_data ファイルの各ロールに必ず OS::TripleO::Services::Rhsm コンポーザブルサービスを含めてください。以下に例を示します。
					
- name: Controller
  description: |
    Controller role that has all the controller services loaded and handles
    Database, Messaging and Network functions.
  CountDefault: 1
  ...
  ServicesDefault:
    ...
    - OS::TripleO::Services::Rhsm
    ...

	
						rhsm コンポーザブルサービスのパラメーター用の環境ファイルを今後のデプロイメント操作に追加します。
					



				このメソッドは、rhel-registration パラメーターを rhsm サービスのパラメーターに置き換えて、サービスを有効化する Heat リソースを変更します。
			
resource_registry:
  OS::TripleO::NodeExtraConfig: rhel-registration.yaml

				必要に応じて、以下を行ってください。
			
resource_registry:
  OS::TripleO::Services::Rhsm: /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/deployment/rhsm/rhsm-baremetal-ansible.yaml

				デプロイメントに /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/rhsm.yaml 環境ファイルを追加して、サービスを有効にすることもできます。
			

rhel-registration から rhsm へのマッピング




				rhel-registration メソッドから rhsm メソッドへの情報の移行を容易に行うには、以下の表を使用してパラメーターとその値をマッピングします。
			
	rhel-registration	rhsm / RhsmVars
	 
								rhel_reg_method
							

							 	 
								rhsm_method
							

							 
	 
								rhel_reg_org
							

							 	 
								rhsm_org_id
							

							 
	 
								rhel_reg_pool_id
							

							 	 
								rhsm_pool_ids
							

							 
	 
								rhel_reg_activation_key
							

							 	 
								rhsm_activation_key
							

							 
	 
								rhel_reg_auto_attach
							

							 	 
								rhsm_autosubscribe
							

							 
	 
								rhel_reg_sat_url
							

							 	 
								rhsm_satellite_url
							

							 
	 
								rhel_reg_repos
							

							 	 
								rhsm_repos
							

							 
	 
								rhel_reg_user
							

							 	 
								rhsm_username
							

							 
	 
								rhel_reg_password
							

							 	 
								rhsm_password
							

							 
	 
								rhel_reg_release
							

							 	 
								rhsm_release
							

							 
	 
								rhel_reg_http_proxy_host
							

							 	 
								rhsm_rhsm_proxy_hostname
							

							 
	 
								rhel_reg_http_proxy_port
							

							 	 
								rhsm_rhsm_proxy_port
							

							 
	 
								rhel_reg_http_proxy_username
							

							 	 
								rhsm_rhsm_proxy_user
							

							 
	 
								rhel_reg_http_proxy_password
							

							 	 
								rhsm_rhsm_proxy_password
							

							 



Red Hat Satellite Server へのオーバークラウドの登録




				ノードを Red Hat カスタマーポータルではなく Red Hat Satellite に登録するには、rhsm コンポーザブルサービスを有効にして設定する環境ファイルを作成します。
			
手順
	
						設定を保存するための環境ファイル (templates/rhsm.yml) を作成します。
					
	
						環境ファイルに設定を追加します。以下に例を示します。
					
resource_registry:
  OS::TripleO::Services::Rhsm: /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/deployment/rhsm/rhsm-baremetal-ansible.yaml
parameter_defaults:
  RhsmVars:
    rhsm_activation_key: "myactivationkey"
    rhsm_method: "satellite"
    rhsm_org_id: "ACME"
    rhsm_server_hostname: "satellite.example.com"
    rhsm_baseurl: "https://satellite.example.com/pulp/repos"
    rhsm_release: 8.2

						resource_registry は、各ロールで利用可能な OS::TripleO::Services::Rhsm リソースに rhsm コンポーザブルサービスを関連付けます。
					

						RhsmVars の変数は、Red Hat の登録を設定するためにパラメーターを Ansible に渡します。
					

	
						環境ファイルを保存します。
					



Satellite Server を使用するための Leapp の準備




				Satellite Server 6 を使用して RPM コンテンツをホストする場合は、以下の準備手順を実施して、Satellite を使用して Leapp によるアップグレードが正常に完了するようにします。
			
前提条件
	
						Red Hat OpenStack Platform 16.1 および Red Hat Enterprise Linux 8.2 のリポジトリーにリンクされた Satellite Server のアクティベーションキーを作成している。
					
	
						オーバークラウドノードの Ansible インベントリーファイルを生成している。
					
	
						Satellite Server で Red Hat OpenStack Platform 16.1 アップグレード用のコンテンツビューを作成してプロモートし、アップグレードに必要なリポジトリーを追加している。詳細は、Red Hat Satellite Server 6 に関する考慮事項 を参照してください。
					


	
						taCeph のサブスクリプションを使用し、Ceph ストレージノード用に overcloud-minimal イメージを使用するように director を設定している場合、Satellite Server でコンテンツビューを作成し、以下の Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 8.2 リポジトリーを追加する必要があります。
					
	
								Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - AppStream (RPMs)
							
rhel-8-for-x86_64-appstream-rpms
x86_64 8.2

	
								Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - BaseOS (RPMs)
							
rhel-8-for-x86_64-baseos-rpms
x86_64 8.2

								詳細は、Red Hat Satellite コンテンツ管理ガイドの Red Hat コンテンツのインポート および コンテンツビューの管理 を参照してください。
							






手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						playbook-satellite.yaml という名前のファイルを作成し、以下のコンテンツをファイルに貼り付けます。
					
- name: Pre-install leapp
  hosts: overcloud
  become: yes
  tasks:
    - name: Pre-install leapp
      yum:
        name:
          - leapp
          - leapp-repository
        state: installed
    - name: Remove katello-host-tools-fact-plugin
      yum:
        name:
          - katello-host-tools-fact-plugin
        state: removed
    - name: Register system
      redhat_subscription:
        activationkey: "osp16-key"
        org_id: "ACME"
        server_hostname: "satellite.example.com"
        rhsm_baseurl: "https://satellite.example.com/pulp/repos"
        force_register: True

						お使いの Satellite Server に合わせて redhat_subscription 変数を変更します。
					

	
						Playbook を実行します。
					
$ ansible-playbook -i ~/inventory.yaml playbook-satellite.yaml





第12章 director でデプロイされた Ceph Storage のアップグレードの準備




			director のデプロイした Red Hat Ceph Storage クラスターがデプロイメントで使用される場合は、本項に記載する手順を完了する必要があります。
		
重要

				RHOSP 16.1 は RHEL 8.2 でサポートされています。ただし、Ceph Storage ロールにマップされているホストは、最新のメジャー RHEL リリースに更新されます。詳細は、Red Hat Ceph Storage: サポートされる設定 を参照してください。
			

注記

				外部の Ceph デプロイメントと共にアップグレードする場合は、本項に記載する手順を省略し、13章外部の Ceph デプロイメントと組み合わせたアップグレードの準備に進む必要があります。
			


			Red Hat OpenStack Platform 16.1 へのアップグレード中、プロセスでは Red Hat Ceph Storage 3 のコンテナー化されたサービスを継続して使用します。Red Hat OpenStack Platform 16.1 へのアップグレードが完了したら、Ceph Storage サービスを Red Hat Ceph Storage 4 にアップグレードします。
		

			Red Hat OpenStack Platform 16.1 のアップグレードと Ceph Storage サービスの Red Hat Ceph Storage 4 へのアップグレードの両方が完了するまで、Shared File Systems サービス (manila) で新しいファイル共有をプロビジョニングすることはできません。
		
Ceph Storage ノードのアップグレードプロセスの概要




				オーバークラウドのアップグレードプロセス中、director でデプロイされた Ceph Storage ノードは Red Hat Ceph Storage 3 コンテナーを継続して使用します。アップグレードプロセス中に Ceph Storage ノードおよびサービスがどのように影響を受けるかについて理解するには、Ceph Storage アップグレードプロセスの各要素ごとに以下の概要を参照してください。
			
ceph-ansible

					ceph-ansible は、ロールおよび Playbook のコレクションです。director はこれを使用して Ceph Storage サービスのインストール、維持、およびアップグレードを行います。アンダークラウドをアップグレードする際に実行した特定のコマンドにより、Red Hat Enterprise Linux 8.2 への移行後に ceph-ansible は最新のバージョン 3 コレクションの状態を維持します。バージョン 3 の ceph-ansible は、オーバークラウドのアップグレード期間中、バージョン 3 のコンテナー化された Ceph Storage サービスを維持します。アップグレードが完了したら、Red Hat Ceph Storage Tools 4 for RHEL 8 リポジトリーを有効にし、ceph-ansible をバージョン 4 に更新します。
				
Podman への移行

					オーバークラウドのアップグレード時には、openstack overcloud external-upgrade run --tags ceph_systemd コマンドを実行し、Ceph Storage のコンテナー化されたサービスを制御する systemd サービスが Docker ではなく Podman を使用するように変更する必要があります。Ceph Storage のコンテナー化されたサービスが含まれるいずれかのノードでオペレーティングシステムをアップグレードする前に、このコマンドを実行します。
				

				systemd サービスがノード上で Podman を使用するように変更したら、オペレーティングシステムのアップグレードおよび OpenStack Platform サービスのアップグレードを実施します。そのノード上の Ceph Storage コンテナーは、OpenStack Platform サービスのアップグレード後に再度実行されます。
			
Ceph Storage のオペレーティングシステムのアップグレード

					概略としては、Ceph Storage ノードで、オーバークラウドノードで実施するのと同じワークフローに従います。Ceph Storage ノードに対して openstack overcloud upgrade run --tags system_upgrade コマンドを実行すると、director は Ceph Storage ノードで Leapp を実行し、オペレーティングシステムを Red Hat Enterprise Linux 8.2 にアップグレードします。続いて、Ceph Storage ノードに対してタグ付けされていない openstack overcloud upgrade run コマンドを実行します。これにより、以下のコンテナーが実行されます。
				
	
						Red Hat Ceph Storage 3 のコンテナー化されたサービス
					
	
						Red Hat OpenStack Platform 16.1 のコンテナー化されたサービス
					


Red Hat Ceph Storage 4 へのアップグレード

					Leapp によるアップグレードおよび Red Hat OpenStack Platform のアップグレードを完了した後も、Ceph Storage のコンテナー化されたサービスは引き続きバージョン 3 のコンテナーを使用します。この時点で ceph-ansible をバージョン 4 にアップグレードする必要があります。続いて openstack overcloud external-upgrade run --tags ceph コマンドを実行し、すべてのノード上の Red Hat Ceph Storage サービスをすべてバージョン 4 にアップグレードします。
				
Ceph Storage ワークフローの概要

					Red Hat Ceph Storage をアップグレードするワークフローの概要を以下に示します。このワークフローは Red Hat OpenStack Platform の全体的なワークフローに統合されていて、アンダークラウド上でアップグレードフレームワークのコマンドを実行すると、このワークフローの操作が実施されます。
				
	
						アンダークラウドをアップグレードしますが、バージョン 3 の ceph-ansible を維持します。
					
	
						オーバークラウドのアップグレードを開始します。
					
	
						Ceph Storage のコンテナー化されたサービスをホストするノードごとに、以下のタスクを実行します。
					
	
								Ceph Storage のコンテナー化されたサービスを Podman に移行する。
							
	
								オペレーティングシステムをアップグレードする。
							
	
								OpenStack Platform サービスをアップグレードする。これにより、Ceph Storage バージョン 3 のコンテナー化されたサービスが再起動されます。
							



	
						オーバークラウドのアップグレードを完了します。
					
	
						アンダークラウドの ceph-ansible をバージョン 4 にアップグレードします。
					
	
						オーバークラウドで Red Hat Ceph Storage 4 にアップグレードします。
					


注記

					このリストは Red Hat OpenStack Platform 16.1 アップグレードプロセス全体の全ステップを網羅している訳ではありません。アップグレードプロセス中 Ceph Storage サービスに何が起こるかを説明するために、Red Hat Ceph Storage に該当する要素にのみ焦点を当てています。
				


ceph-ansible バージョンの確認




				アンダークラウドのアップグレード中、Ceph Storage 3 バージョンの ceph-ansible パッケージを維持します。これは、Ceph Storage ノード上の Ceph Storage 3 コンテナーの互換性を維持するのに役立ちます。このパッケージがアンダークラウドに残っていることを確認します。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						dnf コマンドを実行して、ceph-ansible パッケージのバージョンを確認します。
					
$ sudo dnf info ceph-ansible

						コマンド出力には、ceph-ansible パッケージのバージョン 3 が表示されます。
					
Installed Packages
Name         : ceph-ansible
Version      : 3.xx.xx.xx
...



重要

					ceph-ansible パッケージが見つからない、またはバージョン 3 のパッケージではない場合は、Red Hat Package Browser から最新のバージョン 3 パッケージをダウンロードし、アンダークラウドにパッケージを手動でインストールします。ceph-ansible バージョン 3 パッケージは Red Hat Enterprise Linux 7 リポジトリーからのみ利用可能で、Red Hat Enterprise Linux 8 リポジトリーでは利用できない点に注意してください。ceph-ansible バージョン 3 は、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードフレームワークでの使用を除き、Red Hat Enterprise Linux 8 ではサポートされていません。
				


ceph-ansible リポジトリーの設定




				director がオーバークラウドを Red Hat Ceph Storage 4 にアップグレードする前に、Red Hat OpenStack Platform 16.1 の検証フレームワークで ceph-ansible が適切にインストールされていることを確認します。フレームワークは、CephAnsibleRepo パラメーターを使用して、ceph-ansible が正しいリポジトリーからインストールされていることを確認します。openstack overcloud upgrade prepare コマンドの実行後に director はこのテストを無効にし、テストは Red Hat OpenStack Platform 16.1 オーバークラウドのアップグレード期間中は無効なままとなります。openstack overcloud upgrade converge コマンドの実行後に、director はこのテストを再度有効にします。ただし、この検証を準備するために、CephAnsibleRepo パラメーターを Red Hat Ceph Storage Tools 4 for RHEL 8 リポジトリーに設定する必要があります。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						オーバークラウドの Ceph Storage 設定が含まれる環境ファイルを編集します。このファイルは、通常 ceph-config.yaml という名前で、templates ディレクトリーにあります。
					
$ vi /home/stack/templates/ceph-config.yaml

	
						parameter_defaults セクションに CephAnsibleRepo パラメーターを追加します。
					
parameter_defaults:
  ...
  CephAnsibleRepo: rhceph-4-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms
  ...

						CephAnsibleRepo は、ceph-ansible が含まれるリポジトリーを設定します。検証フレームワークでは、このパラメーターを使用して、アンダークラウドに ceph-ansible がインストールされていることを確認します。
					

	
						ceph-config.yaml ファイルを保存します。
					



アップグレード前の Ceph クラスターステータスの確認




				オーバークラウドのアップグレードを進める前に、Ceph クラスターが想定どおりに機能していることを確認する必要があります。
			
手順
	
						ceph-mon サービスを実行しているノードにログインします。このノードは、通常コントローラーノードまたはスタンドアロンの Ceph Monitor ノードです。
					
	
						以下のコマンドを入力して、Ceph クラスターのステータスを表示します。
					
$ docker exec ceph-mon-$HOSTNAME ceph -s

	
						クラスターの健全性ステータスが HEALTH_OK であること、およびすべての OSD が up の状態にあることを確認します。
					




第13章 外部の Ceph デプロイメントと組み合わせたアップグレードの準備




			外部の Ceph デプロイメントと共にアップグレードする場合は、本項に記載する手順を完了する必要があります。
		
注記

				デプロイメントで外部の Ceph Storage クラスターが使用されない場合は、本項に記載する手順を省略し、次のセクションに進む必要があります。
			

ceph-ansible のインストール




				外部の Ceph デプロイメントと共にアップグレードする場合は、以下の手順を完了する必要があります。
			

				Red Hat OpenStack Platform で Ceph Storage を使用する場合、ceph-ansible パッケージが必要です。
			
手順
	
						Ceph Tools リポジトリーを有効にします。
					
[stack@director ~]$ sudo subscription-manager repos --enable=rhceph-4-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms

	
						ceph-ansible パッケージをインストールします。
					
[stack@director ~]$ sudo dnf install -y ceph-ansible




ceph-ansible リポジトリーの設定




				director がオーバークラウドを Red Hat Ceph Storage 4 にアップグレードする前に、Red Hat OpenStack Platform 16.1 の検証フレームワークで ceph-ansible が適切にインストールされていることを確認します。フレームワークは、CephAnsibleRepo パラメーターを使用して、ceph-ansible が正しいリポジトリーからインストールされていることを確認します。openstack overcloud upgrade prepare コマンドの実行後に director はこのテストを無効にし、テストは Red Hat OpenStack Platform 16.1 オーバークラウドのアップグレード期間中は無効なままとなります。openstack overcloud upgrade converge コマンドの実行後に、director はこのテストを再度有効にします。ただし、この検証を準備するために、CephAnsibleRepo パラメーターを Red Hat Ceph Storage Tools 4 for RHEL 8 リポジトリーに設定する必要があります。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						オーバークラウドの Ceph Storage 設定が含まれる環境ファイルを編集します。このファイルは、通常 ceph-config.yaml という名前で、templates ディレクトリーにあります。
					
$ vi /home/stack/templates/ceph-config.yaml

	
						parameter_defaults セクションに CephAnsibleRepo パラメーターを追加します。
					
parameter_defaults:
  ...
  CephAnsibleRepo: rhceph-4-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms
  ...

						CephAnsibleRepo は、ceph-ansible が含まれるリポジトリーを設定します。検証フレームワークでは、このパラメーターを使用して、アンダークラウドに ceph-ansible がインストールされていることを確認します。
					

	
						ceph-config.yaml ファイルを保存します。
					




第14章 ネットワーク設定の更新




			オーバークラウドのアップグレードに向けた準備を行うには、いくつかのネットワーク設定を完了する必要があります。
		
ネットワークインターフェイステンプレートの更新




				Red Hat OpenStack Platform には、不足しているパラメーターを NIC テンプレートファイルに自動的に追加するスクリプトが用意されています。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						source コマンドで stackrc ファイルを読み込みます。
					
$ source ~/stackrc

	
						アンダークラウドにおいて、update-nic-templates.sh という名前のファイルを作成し、以下の内容を追加します。
					
#!/bin/bash
STACK_NAME="overcloud"
ROLES_DATA="/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/roles_data.yaml"
NETWORK_DATA="/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/network_data.yaml"
NIC_CONFIG_LINES=$(openstack stack environment show $STACK_NAME | grep "::Net::SoftwareConfig" | sed -E 's/ *OS::TripleO::// ; s/::Net::SoftwareConfig:// ; s/ http.*user-files/ /')
echo "$NIC_CONFIG_LINES" | while read LINE; do
    ROLE=$(echo "$LINE" | awk '{print $1;}')
    NIC_CONFIG=$(echo "$LINE" | awk '{print $2;}')

    if [ -f "$NIC_CONFIG" ]; then
        echo "Updating template for $ROLE role."
        python3 /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/tools/merge-new-params-nic-config-script.py \
            --tht-dir /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates \
            --roles-data $ROLES_DATA \
            --network-data $NETWORK_DATA \
            --role-name "$ROLE" \
            --discard-comments yes \
            --template "$NIC_CONFIG"
    else
        echo "No NIC template detected for $ROLE role. Skipping $ROLE role."
    fi
done
	
								カスタムのオーバークラウド名を使用している場合には、STACK_NAME 変数をそのオーバークラウドの名前に設定します。オーバークラウドスタックのデフォルト名は overcloud です。
							
	
								カスタムの roles_data ファイルを使用する場合は、ROLES_DATA 変数をカスタムファイルの場所に設定します。デフォルトの roles_data ファイルを使用する場合には、変数を /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/roles_data.yaml のままにします。
							
	
								カスタムの network_data ファイルを使用する場合は、NETWORK_DATA 変数をカスタムファイルの場所に設定します。デフォルトの network_data ファイルを使用する場合には、変数を /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/network_data.yaml のままにします。
							
	
								/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/tools/merge-new-params-nic-config-script.py -h を実行して、スクリプトに追加するオプションのリストを確認します。
							



	
						スクリプトに実行権限を追加します。
					
$ chmod +x update-nic-templates.sh

	
						(オプション) RHOSP 環境にスパイン/リーフ型ネットワークトポロジーを使用する場合には、roles_data.yaml ファイルをチェックして、デプロイメントの NIC テンプレートに正しいロール名が使用されていることを確認します。このスクリプトは、roles_data.yaml ファイルの deprecated_nic_config_name パラメーターの値を使用します。
					
	
						スクリプトを実行します。
					
$ ./update-nic-templates.sh

						スクリプトにより各カスタム NIC テンプレートのコピーが保存され、不足しているパラメーターで各テンプレートが更新されます。このスクリプトは、カスタムテンプレートを持たないロールもスキップします。
					
No NIC template detected for BlockStorage role. Skipping BlockStorage role.
Updating template for CephStorage role.
The original template was saved as: /home/stack/templates/custom-nics/ceph-storage.yaml.20200903144835
The update template was saved as: /home/stack/templates/custom-nics/ceph-storage.yaml
Updating template for Compute role.
The original template was saved as: /home/stack/templates/custom-nics/compute.yaml.20200903144838
The update template was saved as: /home/stack/templates/custom-nics/compute.yaml
Updating template for Controller role.
The original template was saved as: /home/stack/templates/custom-nics/controller.yaml.20200903144841
The update template was saved as: /home/stack/templates/custom-nics/controller.yaml
No NIC template detected for ObjectStorage role. Skipping ObjectStorage role.




アップグレード中の Open vSwitch との互換性の維持




				Red Hat OpenStack Platform 13 では、OpenStack Networking (neutron) のデフォルト ML2 バックエンドとして Open vSwitch (OVS) が使用されます。新しいバージョンの Red Hat OpenStack Platform では、OVS 機能を拡張した Open Virtual Network (OVN) が使用されます。ただし、安定したアップグレードを確保するには、アップグレードの期間中 OVS 機能を維持し、アップグレードの完了後に OVN に移行する必要があります。
			

				アップグレード中に OVS との互換性を維持するには、環境ファイルコレクションの一部として以下の環境ファイルを追加します。
			
	
						/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs.yaml
					
	注記
	
									neutron-ovs.yaml 環境ファイルを追加する場合は、neutron-ovs-dvr.yaml 環境ファイルが環境ファイルコレクションに含まれているかどうかを確認します。アップグレード中にエラーが発生するのを防ぐためには、neutron-ovs-dvr.yaml ファイルの前に neutron-ovs.yaml 環境ファイルを追加する必要があります。
								






				OVN への移行が完了するまで、このファイルをデプロイメントの一部として扱います。すべてのオーバークラウドアップグレードコマンドおよびデプロイメントコマンドに、このファイルを追加します。
			
	
						openstack overcloud upgrade prepare
					
	
						openstack overcloud upgrade converge
					
	
						openstack overcloud deploy
					
	
						openstack overcloud update prepare
					
	
						openstack overcloud update converge
					
	
						環境ファイルを使用するその他すべてのコマンド
					


OVS の互換性に関するトラブルシューティング

					neutron-ovs.yaml ファイルで定義されたパラメーターが neutron-ovs-dvr.yaml で定義されたパラメーターを上書きするためにアップグレードプロセスが失敗する場合は、これらのファイルを追加する順序を変更し、影響を受けるノードで再度 openstack overcloud upgrade prepare および openstack overcloud upgrade run を実行します。影響を受けるノードの 1 つがコンピュートノードである場合は、そのノードから openstack-neutron* パッケージを削除します。
				

アップグレード中のコンポーザブルネットワーク互換性の維持




				Red Hat OpenStack Platform 16.1 の network_data ファイル形式には、ネットワークの追加サブネットおよびルートを定義するのに使用できる新しいセクションが含まれています。ただし、カスタムの network_data ファイルを使用する場合には、引き続き Red Hat OpenStack Platform 13 の network_data ファイル形式を使用できます。
			
	
						Red Hat OpenStack Platform 13 から 16.1 にアップグレードする場合は、アップグレード中およびアップグレード後に Red Hat OpenStack Platform 13 の network_data ファイル形式を使用します。Red Hat OpenStack Platform 13 コンポーザブルネットワークの構文についての詳しい情報は、Custom composable networks を参照してください。
					
	
						Red Hat OpenStack Platform 16.1 に新しいオーバークラウドを作成する場合には、Red Hat OpenStack Platform 16.1 の network_data ファイル形式を使用します。Red Hat OpenStack Platform 16.1 コンポーザブルネットワークの構文についての詳しい情報は、カスタムコンポーザブルネットワーク を参照してください。
					




第15章 ネットワーク機能仮想化 (NFV) の準備




			ネットワーク機能仮想化 (NFV) を使用する場合は、オーバークラウドのアップグレードに向けて準備タスクを完了する必要があります。
		
ネットワーク機能仮想化 (NFV) 用環境ファイル




				典型的な NFV ベースの環境では、以下のようなサービスを有効にすることができます。
			
	
						Single-root input/output virtualization (SR-IOV)
					
	
						Data Plane Development Kit (DPDK)
					



				Red Hat OpenStack Platform 16.1 へのアップグレードに対応するために、これらのサービスに対して特定の再設定を行う必要はありません。ただし、NFV 機能を有効にする環境ファイルは、以下の要件を満たすようにしてください。
			
	
						NFV 機能を有効にするデフォルトの環境ファイルは、Red Hat OpenStack Platform 16.1 openstack-tripleo-heat-templates コレクションの environments/services ディレクトリーにあります。Red Hat OpenStack Platform 13 デプロイメントに openstack-tripleo-heat-templates からのデフォルト NFV 環境ファイルを追加している場合は、Red Hat OpenStack Platform 16.1 での該当機能の正しい環境ファイルの場所を確認してください。
					
	
								Open vSwitch (OVS) ネットワークおよび SR-IOV: /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-sriov.yaml
							
	
								Open vSwitch (OVS) ネットワークおよび DPDK: /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs-dpdk.yaml
							



	
						Red Hat OpenStack Platform 13 から Red Hat OpenStack Platform 16.1 へのアップグレード中に OVS との互換性を維持するには、/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs.yaml 環境ファイルを追加する必要があります。環境ファイルを指定してデプロイメントおよびアップグレードのコマンドを実行する際には、neutron-ovs.yaml ファイルの後に NFV 関連の環境ファイルをすべて追加する必要があります。たとえば、OVS および NFV 環境ファイルを指定して openstack overcloud upgrade prepare を実行する場合は、以下の順序でファイルを追加します。
					
	
						OVS 用環境ファイル
					
	
						SR-IOV 用環境ファイル
					
	
						DPDK 用環境ファイル
					
$ openstack overcloud upgrade prepare \
    ...
    -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs.yaml \
    -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-sriov.yaml \
    -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs-dpdk.yaml \
    ...



注記

					RHOSP 13 のコンピュートノードが hybrid の状態にある場合に限り、アップグレード中に RHOSP 13 と RHOSP 16.1.x のコンピュートノード間でインスタンスを移行することができます。詳細については、Configuring the Compute Service for Instance CreationのMigration constraintsを参照してください。
				

					NFV ワークロードには、移行に関する追加の制約があります。アップグレード中に、OVS-DPDK コンピュートノードからのインスタンスのライブマイグレーションを行うことはできません。代替の手段として、アップグレード中に、OVS-DPDK コンピュートノードからのインスタンスのコールドマイグレーションを行うことができます。
				



第16章 アップグレード前の最終確認




			アップグレードを開始する前に、すべての準備手順の最終確認を行います。
		
デプロイメントに含めるカスタムファイル




				デプロイメント内のオーバークラウドノードが Object Storage (swift) 専用ノードの場合は、デフォルトの roles_data.yaml ファイルをコピーし、ObjectStorage を編集して deprecated_server_resource_name: 'SwiftStorage'の行を削除する必要があります。その後、--roles-fileオプションを使用して、openstack overcloud upgrade prepareまたはopenstack overcloud upgrade convergeコマンドにそのファイルを渡します。
			

デプロイメントに追加する新たな環境ファイル




				通常のオーバークラウドの環境ファイルに加えて、Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 16.1 へのアップグレードを円滑に行うために、新しい環境ファイルを追加する必要があります。
			
	ファイル	備考
	 
								/home/stack/templates/upgrades-environment.yaml
							

							 	 
								このファイルには、アップグレードに固有のパラメーターが含まれます。このファイルは、アップグレード期間中にのみ必要です。openstack overcloud upgrade converge を実行した後は、このファイルを破棄します。
							

							 
	 
								/home/stack/templates/rhsm.yaml
							

							 	 
								このファイルには、オーバークラウドの登録およびサブスクリプション情報が含まれます。このファイルにより、お使いのシステムを Red Hat カスタマーポータルまたは Red Hat Satellite Server のいずれかに登録します。
							

							 
	 
								/home/stack/containers-prepare-parameter.yaml
							

							 	 
								ソースおよび準備の手順が含まれるファイルです。これは、アンダークラウドのアップグレードに使用するファイルと同じです。
							

							 
	 
								/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs.yaml
							

							 	 
								OpenStack Platform 16.1 では、デフォルトのネットワークバックエンドとして Open Virtual Network (OVN) が使用されます。しかし、OpenStack Platform 13 では Open vSwitch (OVS) が使用されていました。アップグレード中に OVS との互換性を維持するために、このファイルを追加します。OpenStack Platform 16.1 のドキュメントには、アップグレード後に OVS から OVN に移行するための手順が記載されています。
							

							 



				以下のコマンドを実行する際に、環境ファイルリストの最後にこれらのファイルを追加します。
			
	
						openstack overcloud upgrade prepare
					
	
						openstack overcloud upgrade converge
					
	
						openstack overcloud deploy
					



デプロイメントから削除する環境ファイル




				OpenStack Platform Red Hat OpenStack Platform 13 に固有の環境ファイルをすべて削除します。
			
	
						Red Hat OpenStack Platform 13 のコンテナーイメージリスト
					
	
						Red Hat OpenStack Platform 13 のカスタマーポータルまたは Satellite 用 rhel-registration スクリプト
					



				以下のコマンドを実行する際に指定する環境ファイルのリストから、これらのファイルを削除します。
			
	
						openstack overcloud upgrade prepare
					
	
						openstack overcloud upgrade converge
					
	
						openstack overcloud deploy
					



アップグレードのチェックリスト




				以下のチェックリストを使用して、オーバークラウドをアップグレードする準備ができているかどうかを判断します。
			
	確認項目	実施状況
	 
								動作中のオーバークラウドを検証済みである。
							

							 	 
								はい / いいえ
							

							 
	 
								オーバークラウドコントロールプレーンの Relax-and-Recover (ReaR) バックアップを実施した。詳しくは、Red Hat OpenStack Platform 13 Undercloud and Control Plane Back Up and Restore を参照してください。
							

							 	 
								はい / いいえ
							

							 
	 
								アンダークラウドノードで実行されるデータベースのバックアップを作成済みである。詳細は、Red Hat OpenStack Platform 16.1 アンダークラウドとコントロールプレーンのバックアップおよび復元 のアンダークラウドノードのデータベースバックアップの作成 を参照してください。
							

							 	 
								はい / いいえ
							

							 
	 
								以下の項目を含め、Leapp に関するすべての準備を実施した。
							

							 	
										Leapp 環境ファイル
									
	
										オーバークラウドノードに Leapp データをコピーした。
									
	
										すべてのオーバークラウドノードで予測可能な NIC 名が使用されている。
									
	
										すべてのオーバークラウドノードに PermitRootLogin が設定されている。
									



							 	 
								はい / いいえ
							

							 
	 
								登録情報を Red Hat OpenStack Platform 16.1 リポジトリーに更新し、Ansible ベースの手法を使用するように環境ファイルを変更した。
							

							 	 
								はい / いいえ
							

							 
	 
								ネットワーク設定テンプレートを更新した。
							

							 	 
								はい / いいえ
							

							 
	 
								環境ファイルのリストを Red Hat OpenStack Platform 16.1 用の新しい環境ファイルで更新した。
							

							 	 
								はい / いいえ
							

							 
	 
								オプション: デプロイメントに専用の Object Storage (swift) ノードが含まれる場合: roles_data.yaml ファイルをコピーし、deprecated_server_resource_name: 'SwiftStorage' を削除し、そのファイルを openstack overcloud upgrade prepare または openstack overcloud upgrade converge コマンドに渡します。
							

							 	 
								はい / いいえ
							

							 
	 
								古い Red Hat 登録やコンテナーイメージの場所に関するファイルなど、Red Hat OpenStack Platform 13 にしか該当しない古い環境ファイルを削除した。
							

							 	 
								はい / いいえ
							

							 




第17章 アップグレードコマンドの概要




			アップグレードプロセスでは、プロセスの特定の段階で異なるコマンドを実行します。
		
重要

				本セクションでは、それぞれのコマンドについてのみ説明します。これらのコマンドは特定の順序で実行し、オーバークラウドに固有のオプションを指定する必要があります。適切なステップでこれらのコマンドを実行するよう指示されるまで待ちます。
			

openstack overcloud upgrade prepare




				このコマンドにより、オーバークラウドのアップグレードの初期準備のステップが実行されます。これには、アンダークラウド上の現在のオーバークラウドプランを新しい OpenStack Platform 16.1 オーバークラウドプランおよび更新された環境ファイルに置き換えることが含まれます。このコマンドは、openstack overcloud deploy コマンドと同じように機能し、多くの同一オプションが使用されます。
			

openstack overcloud upgrade run




				このコマンドにより、アップグレードプロセスが実施されます。director は、新しい OpenStack Platform 16.1 オーバークラウドプランに基づいて Ansible Playbook のセットを作成し、オーバークラウド全体で Fast Forward タスクを実行します。これには、OpenStack Platform の 13 から 16.1 までの各バージョンでアップグレードプロセスを実行することが含まれます。
			

				標準のアップグレードプロセスに加えて、このコマンドによりオーバークラウドノード上のオペレーティングシステムの Leapp アップグレードを実施することができます。--tags オプションを使用して、これらのタスクを実行します。
			
Leapp のアップグレードタスクタグ
	system_upgrade
	
							system_upgrade_prepare、system_upgrade_run、および system_upgrade_reboot のタスクを組み合わせるタスク
						
	system_upgrade_prepare
	
							Leapp を使用したオペレーティングシステムのアップグレードに向けた準備を行うタスク
						
	system_upgrade_run
	
							Leapp を実行し、オペレーティングシステムをアップグレードするタスク
						
	system_upgrade_reboot
	
							システムをリブートし、オペレーティングシステムのアップグレードを完了するタスク
						


ワークロード移行のアップグレードタスクタグ
	nova_hybrid_state
	
							アップグレード中のワークロードの移行を円滑に行うために、コンピュートノード上に一時的な OpenStack Platform 16.1 コンテナーをセットアップするタスク
						



openstack overcloud external-upgrade run




				このコマンドにより、標準のアップグレードプロセス以外のアップグレードタスクが実行されます。director は新しい OpenStack Platform 16.1 オーバークラウドプランに基づいて Ansible Playbook のセットを作成するので、--tags オプションを使用して特定のタスクを実行します。
			
コンテナー管理の外部タスクタグ
	container_image_prepare
	
							アンダークラウドレジストリーにコンテナーイメージをプルし、オーバークラウドが使用するようにイメージを準備するタスク
						


Ceph Storage アップグレードの外部タスクタグ
	
						director を使用してデプロイされた Red Hat Ceph Storage クラスターがデプロイメントで使用される場合は、以下のタグを使用することができます。
					
	ceph
	
									ceph-ansible Playbook を使用して Red Hat Ceph Storage をインストールするタスク
								
	ceph_systemd
	
									podman 管理を使用するために、Red Hat Ceph Storage の systemd ユニットファイルを変換するタスク
								



	
						外部の Ceph デプロイメントと共にアップグレードする場合は、ceph および ceph_systemd タグを使用するタスクを省略することができます。
					


データベース移行の外部タスクタグ
	system_upgrade_cleanup
	
							system_upgrade_transfer_data タスクに関連するストレージディレクトリーを消去するタスク
						
	system_upgrade_stop_services
	
							すべてのサービスをシャットダウンするタスク
						
	system_upgrade_transfer_data
	
							すべてのサービスをシャットダウンし、ブートストラップノードへのデータベース移行を実施するタスク
						



openstack overcloud upgrade converge




				このコマンドにより、オーバークラウドのアップグレードの最終ステップが実施されます。この最終ステップでは、オーバークラウドの heat スタックを OpenStack Platform 16.1 のオーバークラウドプランおよび更新された環境ファイルと同期します。このプロセスにより、作成されるオーバークラウドが新しい OpenStack Platform 16.1 オーバークラウドの設定と一致するようになります。このコマンドは openstack overcloud deploy コマンドと類似していて、多くの同一オプションが使用されます。
			

オーバークラウドノードのアップグレードワークフロー




				各オーバークラウドノードでアップグレードを実施する場合、以下の要素を考慮して、アップグレードの各段階で実行する正しいコマンドを判断する必要があります。
			
コントローラーサービス
	
						ノードに Pacemaker サービスが含まれているか ? データベースの移行を開始し、Red Hat OpenStack 13 から 16.1 へのアップグレード時の移行を円滑に行うために一時コンテナーを起動するためには、まずブートストラップノードをアップグレードする必要があります。ブートストラップコントローラーノードのアップグレードプロセス中、新しい Pacemaker クラスターが作成され、新しい Red Hat OpenStack 16.1 コンテナーがノードで起動します。一方、残りのコントローラーノードは Red Hat OpenStack 13 で稼働を続けます。ブートストラップノードをアップグレードしたら、Pacemaker サービスが含まれるその他のノードをアップグレードし、ブートストラップノードで起動した新しい Pacemaker クラスターに各ノードが参加するようにしなければなりません。Pacemaker が含まれない split-service コントローラーノードをアップグレードするプロセスでは、これらの追加手順は必要ありません。
					


Compute サービス
	
						ノードがコンピュートノードか ?ノードに Compute サービスが含まれる場合、そのノードから仮想マシンを移行して最大限の可用性を確保する必要があります。ここで言うコンピュートノードには、仮想マシンをホストするためのあらゆるノードが含まれます。この定義には、以下のコンピュートノード種別が含まれます。
					
	
								通常のコンピュートノード
							
	
								ハイパーコンバージドインフラストラクチャー (HCI) を持つコンピュートノード
							
	
								Data Plane Development Kit (DPDK) または Single Root Input/Output Virtualization (SR-IOV) 等のネットワーク機能仮想化技術を使用するコンピュートノード
							
	
								リアルタイムコンピュートノード
							





Ceph Storage サービス
	
						ノードに Ceph Storage サービスが含まれているか ?docker ではなく podman を使用するために、ノード上のコンテナー化された Ceph Storage サービスの systemd ユニットファイルを変換する必要があります。以下のノード種別がこれに該当します。
					
	
								Ceph Storage OSD ノード
							
	
								Ceph MON サービスが含まれるコントローラーノード
							
	
								Split-Controller Ceph MON ノード
							
	
								ハイパーコンバージドインフラストラクチャー (HCI) を持つコンピュートノード
							





ワークフロー

					以下のワークフロー図を使用して、特定ノードの正しい更新パスを特定します。
				

				[image: Overcloud node upgrade workflow]

			


第18章 標準的なオーバークラウドのアップグレード




			このシナリオでは、標準的なオーバークラウド環境のアップグレードプロセスの例を説明します。この環境には、以下のノード種別が含まれます。
		
	
					コントローラーノード 3 台
				
	
					Ceph Storage ノード 3 台
				
	
					複数のコンピュートノード
				


オーバークラウドアップグレード準備タスクの実行




				アップグレードを行うには、openstack overcloud upgrade prepare コマンドを実行する必要があります。このコマンドにより、以下のタスクが実行されます。
			
	
						オーバークラウドのプランを OpenStack Platform 16.1 に更新する
					
	
						アップグレードに向けてノードを準備する
					


注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						upgrade prepare コマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade prepare \
    --stack STACK NAME \
    --templates \
    -e ENVIRONMENT FILE
    …​
    -e /home/stack/templates/upgrades-environment.yaml \
    -e /home/stack/templates/rhsm.yaml \
    -e /home/stack/containers-prepare-parameter.yaml \
    -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs.yaml \
    …​

						以下のオプションの中で、お使いの環境に適切なオプションを追加します。
					
	
								アップグレード固有のパラメーターが含まれる環境ファイル (upgrades-environment.yaml) (-e)
							
	
								登録およびサブスクリプションに関するパラメーターが含まれる環境ファイル (rhsm.yaml) (-e)
							
	
								新しいコンテナーイメージの場所を定義した環境ファイル (containers-prepare-parameter.yaml) (-e)。多くの場合、アンダークラウドが使用する環境ファイルと同じファイルです。
							
	
								OVS との互換性を維持するための環境ファイル (neutron-ovs.yaml)
							
	
								デプロイメントに関連するカスタム設定環境ファイル (-e)
							
	
								該当する場合は、--roles-file でカスタムロール (roles_data) ファイルを指定します。
							
	
								該当する場合は、--networks-file でコンポーザブルネットワーク (network_data) ファイルを指定します。
							
	
								カスタムのスタック名を使用する場合は、--stack オプションでその名前を渡します。
							



	
						アップグレードの準備が完了するまで待ちます。
					
	
						コンテナーイメージをダウンロードします。
					
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags container_image_prepare




director でデプロイされた Ceph Storage と組み合わせたコントローラーノードのアップグレード




				director を使用してデプロイされた Red Hat Ceph Storage クラスターがデプロイメントで使用される場合は、以下の手順を完了する必要があります。
			

				すべてのコントローラーノードを OpenStack Platform 16.1 にアップグレードする場合は、ブートストラップコントローラーノードからアップグレードを始める必要があります。
			

				ブートストラップコントローラーノードのアップグレードプロセス中、新しい Pacemaker クラスターが作成され、新しい Red Hat OpenStack 16.1 コンテナーがノードで起動します。一方、残りのコントローラーノードは Red Hat OpenStack 13 で稼働を続けます。
			

				ブートストラップノードをアップグレードしたら、Pacemaker サービスが含まれるその他のノードをアップグレードし、ブートストラップノードで起動した新しい Pacemaker クラスターに各ノードが参加するようにしなければなりません。詳細は、オーバークラウドノードのアップグレードワークフロー を参照してください。
			

				以下の例では、コントローラーノードの名前はデフォルトの overcloud-controller-NODEID 命名規則を使用して名前を付けています。これには、以下の 3 つのコントローラーノードが含まれます。
			
	
						overcloud-controller-0
					
	
						overcloud-controller-1
					
	
						overcloud-controller-2
					



				これらの値は、該当する実際のノード名に置き換てください。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						アンダークラウドノードで以下のコマンドを実行し、ブートストラップコントローラーノードを特定します。
					
$ tripleo-ansible-inventory --list --stack overcloud |jq .overcloud_Controller.hosts[0]

	
						ブートストラップ Controller ノードをアップグレードします。
					
	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack <stack_name> --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-controller-0

								<stack_name> は、実際のスタック名に置き換えます。
							

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したコントローラーノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-controller-0

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									
重要

											次のコマンドにより、コントロールプレーンで機能停止が生じます。これ以降の数ステップを実施している間は、標準的なオーバークラウド操作を行うことはできません。
										





	
								system_upgrade_transfer_data タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade_transfer_data

								このコマンドにより、最新バージョンのデータベースが既存のノードからブートストラップノードにコピーされます。
							

	
								nova_hybrid_state タグを指定してアップグレードコマンドを実行し、upgrade_steps_playbook.yaml Playbook だけを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --playbook upgrade_steps_playbook.yaml --tags nova_hybrid_state --limit all

								このコマンドにより、コンピュートノード上の一時的な 16.1 コンテナーが起動します。これにより、後のステップでコンピュートノードをアップグレードする際に、ワークロードの移行が円滑に行われます。
							

	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-controller-0

								このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。
							
重要

									このコマンドの処理が完了すると、コントロールプレーンがアクティブになります。再び標準的なオーバークラウド操作を実施することができます。
								


	
								アップグレード後に新しい Pacemaker クラスターが起動していること、および galera、rabbit、haproxy、redis 等のコントロールプレーンサービスが実行中であることを確認します。
							
$ sudo pcs status




	
						次のコントローラーノードをアップグレードします。
					
	
								古いクラスターが実行されなくなったことを確認します。
							
$ sudo pcs status

								クラスターが実行されていない場合、以下のようなエラーが表示されます。
							
Error: cluster is not currently running on this node

	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-controller-1

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したコントローラーノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								次のコントローラーノードで、system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-controller-1

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-controller-0,overcloud-controller-1

								このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。このノードに加えて、前のステップでアップグレードしたブートストラップノードを --limit オプションに含めます。
							




	
						最後のコントローラーノードをアップグレードします。
					
	
								古いクラスターが実行されなくなったことを確認します。
							
$ sudo pcs status

								クラスターが実行されていない場合、以下のようなエラーが表示されます。
							
Error: cluster is not currently running on this node

	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-controller-2

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したコントローラーノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-controller-2

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-controller-0,overcloud-controller-1,overcloud-controller-2

								このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。--limit オプションにすべてのコントローラーノードを含めます。
							







Ceph Storage ノードのオペレーティングシステムのアップグレード




				director を使用してデプロイされた Red Hat Ceph Storage クラスターがデプロイメントで使用される場合は、各 Ceph Storage ノードのオペレーティングシステムをアップグレードする必要があります。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						Ceph Storage ノードを選択し、オペレーティングシステムをアップグレードします。
					
	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-cephstorage-0

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-cephstorage-0

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								(オプション) Ceph のサブスクリプションを使用し、Ceph ストレージノード用に overcloud-minimal イメージを使用するように director を設定している場合は、以下の手順を完了する必要があります。
							
	
										ノードにログインし、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) のマイナーリリースバージョンの設定を解除します。
									
$ sudo subscription-manager release --unset

	
										ノードでシステムの更新を実行します。
									
$ sudo dnf -y update

	
										ノードをリブートします。
									
$ sudo reboot




	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-cephstorage-0

								このコマンドにより config-download Playbook が実行され、Ceph Storage ノードでコンポーザブルサービスが設定されます。このステップでは、Ceph Storage ノードは Red Hat Ceph Storage 4 にアップグレードされません。Red Hat Ceph Storage 4 へのアップグレードは、後の手順で実施されます。
							




	
						次の Ceph Storage ノードを選択し、オペレーティングシステムをアップグレードします。
					
	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-cephstorage-1

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-cephstorage-1

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-cephstorage-1

								このコマンドにより config-download Playbook が実行され、Ceph Storage ノードでコンポーザブルサービスが設定されます。このステップでは、Ceph Storage ノードは Red Hat Ceph Storage 4 にアップグレードされません。Red Hat Ceph Storage 4 へのアップグレードは、後の手順で実施されます。
							




	
						最後の Ceph Storage ノードを選択し、オペレーティングシステムをアップグレードします。
					
	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-cephstorage-2

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-cephstorage-2

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-cephstorage-2

								このコマンドにより config-download Playbook が実行され、Ceph Storage ノードでコンポーザブルサービスが設定されます。このステップでは、Ceph Storage ノードは Red Hat Ceph Storage 4 にアップグレードされません。Red Hat Ceph Storage 4 へのアップグレードは、後の手順で実施されます。
							







コンピュートノードのアップグレード




				すべてのコンピュートノードを OpenStackPlatform 16.1 にアップグレードします。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						インスタンスを移行します。移行計画の詳細は、コンピュートノード間の仮想マシンインスタンスの移行 を参照してください。
					
	
						system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-compute-0

						このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
					
	
								Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
							
	
								Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
							



	
						タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-compute-0

						このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。
					

	
						複数のコンピュートノードを並行してアップグレードするには、--limit オプションをアップグレードするノードのコンマ区切りリストに設定します。まず system_upgrade タスクを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-compute-0,overcloud-compute-1,overcloud-compute-2

						続いて、標準の OpenStack サービスのアップグレードを実施します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME  --limit overcloud-compute-0,overcloud-compute-1,overcloud-compute-2




オーバークラウドスタックの同期




				アップグレードにおいては、スタックのリソース構造およびパラメーターが OpenStack Platform 16.1 の新規デプロイメントと整合するように、オーバークラウドスタックを更新する必要があります。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						containers-prepare-parameter.yaml ファイルを編集し、以下のパラメーターおよびその値を削除します。
					
	
								ceph3_namespace
							
	
								ceph3_tag
							
	
								ceph3_image
							
	
								name_prefix_stein
							
	
								name_suffix_stein
							
	
								namespace_stein
							
	
								tag_stein
							



	
						オーバークラウドでフェンシングを再度有効にするには、fencing.yaml 環境ファイルで EnableFencing パラメーターを true に設定します。
					
	
						アップグレードの最終処理コマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade converge \
    --stack STACK NAME \
    --templates \
    -e ENVIRONMENT FILE
    …​
    -e /home/stack/templates/upgrades-environment.yaml \
    -e /home/stack/templates/rhsm.yaml \
    -e /home/stack/containers-prepare-parameter.yaml \
    -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs.yaml \
    …​

						以下のオプションの中で、お使いの環境に適切なオプションを追加します。
					
	
								アップグレード固有のパラメーターを持つ環境ファイル (upgrades-environment.yaml) (-e)
							
	
								EnableFencing パラメーターが true に設定された環境ファイル (fencing.yaml)。
							
	
								登録およびサブスクリプションに関するパラメーターが含まれる環境ファイル (rhsm.yaml) (-e)
							
	
								新しいコンテナーイメージの場所を定義した環境ファイル (containers-prepare-parameter.yaml) (-e)。多くの場合、アンダークラウドが使用する環境ファイルと同じファイルです。
							
	
								OVS との互換性を維持するための環境ファイル (neutron-ovs.yaml)
							
	
								デプロイメントに関連するカスタム設定環境ファイル (-e)
							
	
								該当する場合は、--roles-file でカスタムロール (roles_data) ファイルを指定します。
							
	
								該当する場合は、--networks-file でコンポーザブルネットワーク (network_data) ファイルを指定します。
							
	
								カスタムのスタック名を使用する場合は、--stack オプションでその名前を渡します。
							



	
						スタックの同期が完了するまで待ちます。
					


重要

					これ以降のデプロイメント操作には、upgrades-environment.yaml ファイルは必要ありません。
				



第19章 外部の Ceph デプロイメントと組み合わせたオーバークラウドのアップグレード




			このシナリオでは、外部の Ceph デプロイメントと組み合わせたオーバークラウド環境のアップグレードプロセスの例を説明します。この環境には、以下のノード種別が含まれます。
		
	
					コントローラーノード 3 台
				
	
					外部の Ceph Storage クラスター
				
	
					複数のコンピュートノード
				


オーバークラウドアップグレード準備タスクの実行




				アップグレードを行うには、openstack overcloud upgrade prepare コマンドを実行する必要があります。このコマンドにより、以下のタスクが実行されます。
			
	
						オーバークラウドのプランを OpenStack Platform 16.1 に更新する
					
	
						アップグレードに向けてノードを準備する
					


注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						upgrade prepare コマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade prepare \
    --stack STACK NAME \
    --templates \
    -e ENVIRONMENT FILE
    …​
    -e /home/stack/templates/upgrades-environment.yaml \
    -e /home/stack/templates/rhsm.yaml \
    -e /home/stack/containers-prepare-parameter.yaml \
    -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs.yaml \
    …​

						以下のオプションの中で、お使いの環境に適切なオプションを追加します。
					
	
								アップグレード固有のパラメーターが含まれる環境ファイル (upgrades-environment.yaml) (-e)
							
	
								登録およびサブスクリプションに関するパラメーターが含まれる環境ファイル (rhsm.yaml) (-e)
							
	
								新しいコンテナーイメージの場所を定義した環境ファイル (containers-prepare-parameter.yaml) (-e)。多くの場合、アンダークラウドが使用する環境ファイルと同じファイルです。
							
	
								OVS との互換性を維持するための環境ファイル (neutron-ovs.yaml)
							
	
								デプロイメントに関連するカスタム設定環境ファイル (-e)
							
	
								該当する場合は、--roles-file でカスタムロール (roles_data) ファイルを指定します。
							
	
								該当する場合は、--networks-file でコンポーザブルネットワーク (network_data) ファイルを指定します。
							
	
								カスタムのスタック名を使用する場合は、--stack オプションでその名前を渡します。
							



	
						アップグレードの準備が完了するまで待ちます。
					
	
						コンテナーイメージをダウンロードします。
					
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags container_image_prepare




外部の Ceph デプロイメントと組み合わせたコントローラーノードのアップグレード




				外部の Ceph デプロイメントと共にアップグレードする場合は、以下の手順を完了する必要があります。
			

				すべてのコントローラーノードを OpenStack Platform 16.1 にアップグレードする場合は、ブートストラップコントローラーノードからアップグレードを始める必要があります。
			

				ブートストラップコントローラーノードのアップグレードプロセス中、新しい Pacemaker クラスターが作成され、新しい Red Hat OpenStack 16.1 コンテナーがノードで起動します。一方、残りのコントローラーノードは Red Hat OpenStack 13 で稼働を続けます。
			

				ブートストラップノードをアップグレードしたら、Pacemaker サービスが含まれるその他のノードをアップグレードし、ブートストラップノードで起動した新しい Pacemaker クラスターに各ノードが参加するようにしなければなりません。詳細は、オーバークラウドノードのアップグレードワークフロー を参照してください。
			

				以下の例では、コントローラーノードの名前はデフォルトの overcloud-controller-NODEID 命名規則を使用して名前を付けています。これには、以下の 3 つのコントローラーノードが含まれます。
			
	
						overcloud-controller-0
					
	
						overcloud-controller-1
					
	
						overcloud-controller-2
					



				これらの値は、該当する実際のノード名に置き換てください。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						アンダークラウドノードで以下のコマンドを実行し、ブートストラップコントローラーノードを特定します。
					
$ tripleo-ansible-inventory --list --stack overcloud |jq .overcloud_Controller.hosts[0]

	
						ブートストラップ Controller ノードをアップグレードします。
					
	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-controller-0

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									
重要

											次のコマンドにより、コントロールプレーンで機能停止が生じます。これ以降の数ステップを実施している間は、標準的なオーバークラウド操作を行うことはできません。
										





	
								system_upgrade_transfer_data タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade_transfer_data

								このコマンドにより、最新バージョンのデータベースが既存のノードからブートストラップノードにコピーされます。
							

	
								nova_hybrid_state タグを指定してアップグレードコマンドを実行し、upgrade_steps_playbook.yaml Playbook だけを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --playbook upgrade_steps_playbook.yaml --tags nova_hybrid_state --limit all

								このコマンドにより、コンピュートノード上の一時的な 16.1 コンテナーが起動します。これにより、後のステップでコンピュートノードをアップグレードする際に、ワークロードの移行が円滑に行われます。
							

	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-controller-0

								このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。
							
重要

									このコマンドの処理が完了すると、コントロールプレーンがアクティブになります。再び標準的なオーバークラウド操作を実施することができます。
								


	
								アップグレード後に新しい Pacemaker クラスターが起動していること、および galera、rabbit、haproxy、redis 等のコントロールプレーンサービスが実行中であることを確認します。
							
$ sudo pcs status




	
						次のコントローラーノードをアップグレードします。
					
	
								古いクラスターが実行されなくなったことを確認します。
							
$ sudo pcs status

								クラスターが実行されていない場合、以下のようなエラーが表示されます。
							
Error: cluster is not currently running on this node

	
								次のコントローラーノードで、system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-controller-1

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-controller-0,overcloud-controller-1

								このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。このノードに加えて、前のステップでアップグレードしたブートストラップノードを --limit オプションに含めます。
							




	
						最後のコントローラーノードをアップグレードします。
					
	
								古いクラスターが実行されなくなったことを確認します。
							
$ sudo pcs status

								クラスターが実行されていない場合、以下のようなエラーが表示されます。
							
Error: cluster is not currently running on this node

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-controller-2

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-controller-0,overcloud-controller-1,overcloud-controller-2

								このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。--limit オプションにすべてのコントローラーノードを含めます。
							







コンピュートノードのアップグレード




				すべてのコンピュートノードを OpenStackPlatform 16.1 にアップグレードします。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						インスタンスを移行します。移行計画の詳細は、コンピュートノード間の仮想マシンインスタンスの移行 を参照してください。
					
	
						system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-compute-0

						このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
					
	
								Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
							
	
								Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
							



	
						タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-compute-0

						このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。
					

	
						複数のコンピュートノードを並行してアップグレードするには、--limit オプションをアップグレードするノードのコンマ区切りリストに設定します。まず system_upgrade タスクを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-compute-0,overcloud-compute-1,overcloud-compute-2

						続いて、標準の OpenStack サービスのアップグレードを実施します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME  --limit overcloud-compute-0,overcloud-compute-1,overcloud-compute-2




オーバークラウドスタックの同期




				アップグレードにおいては、スタックのリソース構造およびパラメーターが OpenStack Platform 16.1 の新規デプロイメントと整合するように、オーバークラウドスタックを更新する必要があります。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						containers-prepare-parameter.yaml ファイルを編集し、以下のパラメーターおよびその値を削除します。
					
	
								ceph3_namespace
							
	
								ceph3_tag
							
	
								ceph3_image
							
	
								name_prefix_stein
							
	
								name_suffix_stein
							
	
								namespace_stein
							
	
								tag_stein
							



	
						オーバークラウドでフェンシングを再度有効にするには、fencing.yaml 環境ファイルで EnableFencing パラメーターを true に設定します。
					
	
						アップグレードの最終処理コマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade converge \
    --stack STACK NAME \
    --templates \
    -e ENVIRONMENT FILE
    …​
    -e /home/stack/templates/upgrades-environment.yaml \
    -e /home/stack/templates/rhsm.yaml \
    -e /home/stack/containers-prepare-parameter.yaml \
    -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs.yaml \
    …​

						以下のオプションの中で、お使いの環境に適切なオプションを追加します。
					
	
								アップグレード固有のパラメーターを持つ環境ファイル (upgrades-environment.yaml) (-e)
							
	
								EnableFencing パラメーターが true に設定された環境ファイル (fencing.yaml)。
							
	
								登録およびサブスクリプションに関するパラメーターが含まれる環境ファイル (rhsm.yaml) (-e)
							
	
								新しいコンテナーイメージの場所を定義した環境ファイル (containers-prepare-parameter.yaml) (-e)。多くの場合、アンダークラウドが使用する環境ファイルと同じファイルです。
							
	
								OVS との互換性を維持するための環境ファイル (neutron-ovs.yaml)
							
	
								デプロイメントに関連するカスタム設定環境ファイル (-e)
							
	
								該当する場合は、--roles-file でカスタムロール (roles_data) ファイルを指定します。
							
	
								該当する場合は、--networks-file でコンポーザブルネットワーク (network_data) ファイルを指定します。
							
	
								カスタムのスタック名を使用する場合は、--stack オプションでその名前を渡します。
							



	
						スタックの同期が完了するまで待ちます。
					


重要

					これ以降のデプロイメント操作には、upgrades-environment.yaml ファイルは必要ありません。
				



第20章 オーバークラウドアップグレードのスピードアップ




			オーバークラウドのアップグレードプロセスを迅速化するために、ブートストラップノードから始めてコントロールプレーンの 1/3 を一度にアップグレードできます。
		

			コントロールプレーンの最初の 1/3 のアップグレードが完了したら、コントロールプレーン API が実行され、クラウドが機能している混在モードに環境を移動できます。高可用性の操作パフォーマンスは、コントロールプレーン全体がアップグレードされた後にのみ再開できます。
		

			多数のコンピュートノードをアップグレードする場合は、パフォーマンスを向上させるために、--limit Compute オプションを指定して openstack overcloud upgrade run コマンドを実行し、20 ノードのグループを並行して処理することができます。バックグラウンドで複数のアップグレードタスクを実行できます。この場合、各タスクは 20 ノードの個別のグループをアップグレードします。
		

			このシナリオは、コンポーザブルロールによる以下のノード種別が含まれるオーバークラウド環境のアップグレードプロセスの例です。
		
	
					コントローラーノード 3 台
				
	
					データベースノード 3 台
				
	
					ネットワークノード 3 台
				
	
					Ceph Storage ノード 3 台
				
	
					複数のコンピュートノード
				


オーバークラウドアップグレード準備タスクの実行




				アップグレードを行うには、openstack overcloud upgrade prepare コマンドを実行する必要があります。このコマンドにより、以下のタスクが実行されます。
			
	
						オーバークラウドのプランを OpenStack Platform 16.1 に更新する
					
	
						アップグレードに向けてノードを準備する
					


注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						upgrade prepare コマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade prepare \
    --stack STACK NAME \
    --templates \
    -e ENVIRONMENT FILE
    …​
    -e /home/stack/templates/upgrades-environment.yaml \
    -e /home/stack/templates/rhsm.yaml \
    -e /home/stack/containers-prepare-parameter.yaml \
    -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs.yaml \
    …​

						以下のオプションの中で、お使いの環境に適切なオプションを追加します。
					
	
								アップグレード固有のパラメーターが含まれる環境ファイル (upgrades-environment.yaml) (-e)
							
	
								登録およびサブスクリプションに関するパラメーターが含まれる環境ファイル (rhsm.yaml) (-e)
							
	
								新しいコンテナーイメージの場所を定義した環境ファイル (containers-prepare-parameter.yaml) (-e)。多くの場合、アンダークラウドが使用する環境ファイルと同じファイルです。
							
	
								OVS との互換性を維持するための環境ファイル (neutron-ovs.yaml)
							
	
								デプロイメントに関連するカスタム設定環境ファイル (-e)
							
	
								該当する場合は、--roles-file でカスタムロール (roles_data) ファイルを指定します。
							
	
								該当する場合は、--networks-file でコンポーザブルネットワーク (network_data) ファイルを指定します。
							
	
								カスタムのスタック名を使用する場合は、--stack オプションでその名前を渡します。
							



	
						アップグレードの準備が完了するまで待ちます。
					
	
						コンテナーイメージをダウンロードします。
					
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags container_image_prepare




コントロールプレーンノードのアップグレード




				環境内のコントロールプレーンノードを OpenStack Platform 16.1 にアップグレードするには、ブートストラップノードから始めてコントロールプレーンノードの 1/3 を一度にアップグレードする必要があります。
			

				ブートストラップコントローラーノードのアップグレードプロセス中、新しい Pacemaker クラスターが作成され、新しい Red Hat OpenStack 16.1 コンテナーがノードで起動します。一方、残りのコントローラーノードは Red Hat OpenStack 13 で稼働を続けます。
			

				以下の例では、コントロールプレーンノードの名前はデフォルトの overcloud-ROLE-NODEID の命名規則を使用して名前を付けています。これには、コンポーザブルロールによる以下のノード種別が含まれます。
			
	
						overcloud-controller-0
					
	
						overcloud-controller-1
					
	
						overcloud-controller-2
					
	
						overcloud-database-0
					
	
						overcloud-database-1
					
	
						overcloud-database-2
					
	
						overcloud-networker-0
					
	
						overcloud-networker-1
					
	
						overcloud-networker-2
					
	
						overcloud-ceph-0
					
	
						overcloud-ceph-1
					
	
						overcloud-ceph-2
					



				これらの値は、該当する実際のノード名に置き換てください。
			

				コントロールプレーンノードの最初の 1/3 を設定する overcloud-controller-0、overcloud-database-0、overcloud-networker-0 および overcloud-ceph-0 ブートストラップノードをアップグレードした後に、Pacemaker サービスが含まれる追加の各 1/3 のノードのアップグレードを行い、各ノードがブートストラップノードで起動した新規 Pacemaker クラスターに参加するようにする必要があります。したがって、overcloud-controller-2、overcloud-database-2、overcloud-networker-2 および overcloud-ceph-2 の前に、overcloud-controller-1、overcloud-database-1、overcloud-networker-1 および overcloud-ceph-1 をアップグレードする必要があります。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						アンダークラウドホストに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						アンダークラウドノードで以下のコマンドを実行し、ブートストラップコントローラーノードを特定します。
					
$ tripleo-ansible-inventory --list --stack overcloud |jq .overcloud_Controller.hosts[0]

	
						overcloud-controller-0、overcloud-database-0、overcloud-networker-0、および overcloud-ceph-0 コントロールプレーンノードをアップグレードします。
					
	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack <stack_name> --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-controller-0,overcloud-database-0,overcloud-networker-0,overcloud-ceph-0

								<stack_name> は、実際のスタック名に置き換えます。
							

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-controller-0 &
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-database-0 &
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-networker-0 &
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-ceph-0 &

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									
重要

											次のコマンドにより、コントロールプレーンで機能停止が生じます。これ以降の数ステップを実施している間は、標準的なオーバークラウド操作を行うことはできません。
										





	
								system_upgrade_transfer_data タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade_transfer_data

								このコマンドにより、最新バージョンのデータベースが既存のノードからブートストラップノードにコピーされます。
							

	
								nova_hybrid_state タグを指定してアップグレードコマンドを実行し、upgrade_steps_playbook.yaml Playbook だけを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --playbook upgrade_steps_playbook.yaml --tags nova_hybrid_state --limit all

								このコマンドにより、コンピュートノード上の一時的な 16.1 コンテナーが起動します。これにより、後のステップでコンピュートノードをアップグレードする際に、ワークロードの移行が円滑に行われます。
							

	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-controller-0,overcloud-database-0,overcloud-networker-0,overcloud-ceph-0 --playbook all

								このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。
							
重要

									このコマンドの処理が完了すると、コントロールプレーンがアクティブになります。再び標準的なオーバークラウド操作を実施することができます。
								


	
								(オプション) ブートストラップコントローラーノードにおいて、アップグレード後に新しい Pacemaker クラスターが起動していること、および galera、rabbit、haproxy、redis 等のコントロールプレーンサービスが実行中であることを確認します。
							
$ sudo pcs status




	
						overcloud-controller-1、overcloud-database-1、overcloud-networker-1、および overcloud-ceph-1 コントロールプレーンノードをアップグレードします。
					
	
								overcloud-controller-1 ノードにログインし、古いクラスターが実行されなくなったことを確認します。
							
$ sudo pcs status

								クラスターが実行されていない場合、以下のようなエラーが表示されます。
							
Error: cluster is not currently running on this node

	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-controller-1,overcloud-database-1,overcloud-networker-1,overcloud-ceph-1

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-controller-1,overcloud-database-1,overcloud-networker-1,overcloud-ceph-1

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-controller-0,overcloud-controller-1,overcloud-database-0,overcloud-database-1,overcloud-networker-0,overcloud-networker-1,overcloud-ceph-0,overcloud-ceph-1

								このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。このノードに加えて、前のステップでアップグレードしたブートストラップノードを --limit オプションに含めます。
							




	
						overcloud-controller-2、overcloud-database-2、overcloud-networker-2、および overcloud-ceph-2 コントロールプレーンノードをアップグレードします。
					
	
								overcloud-controller-2 ノードにログインし、古いクラスターが実行されなくなったことを確認します。
							
$ sudo pcs status

								クラスターが実行されていない場合、以下のようなエラーが表示されます。
							
Error: cluster is not currently running on this node

	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-controller-2,overcloud-database-2,overcloud-networker-2,overcloud-ceph-2

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-controller-2,overcloud-database-2,overcloud-networker-2,overcloud-ceph-2

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-controller-0,overcloud-controller-1,overcloud-controller-2,overcloud-database-0,overcloud-database-1,overcloud-database-2,overcloud-networker-0,overcloud-networker-1,overcloud-networker-2,overcloud-ceph-0,overcloud-ceph-1,overcloud-ceph-2

								このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。--limit オプションにすべてのコントロールプレーンノードを含めます。
							







コンピュートノードの並列アップグレード




				多数のコンピュートノードを OpenStack Platform 16.1 にアップグレードする場合は、--limit Compute オプションを指定して openstack overcloud upgrade run コマンドを実行し、20 ノードのグループを並行して処理することができます。
			

				バックグラウンドで複数のアップグレードタスクを実行できます。この場合、各タスクは 20 ノードの個別のグループをアップグレードします。この方法を使用してコンピュートノードを並行してアップグレードする場合は、アップグレードするノードを選択することはできません。ノードの選択は、tripleo-ansible-inventory コマンドの実行時に生成するインベントリーファイルに基づきます。たとえば、デプロイメントに 80 のコンピュートノードがある場合、次のコマンドを実行して、コンピュートノードを並行して更新できます。
			
$ openstack overcloud upgrade run -y --limit 'Compute[0:19]' > upgrade-compute-00-19.log 2>&1 &
$ openstack overcloud upgrade run -y --limit 'Compute[20:29]' > upgrade-compute-20-29.log 2>&1 &
$ openstack overcloud upgrade run -y --limit 'Compute[40:59]' > update-compute-40-59.log 2>&1 &
$ openstack overcloud upgrade run -y --limit 'Compute[60:79]' > update-compute-60-79.log 2>&1 &

				特定のコンピュートノードをアップグレードするには、ノードのコンマ区切りリストを使用します。
			
$ openstack overcloud upgrade run --limit <Compute0>,<Compute1>,<Compute2>,<Compute3>
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションを使用します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						アンダークラウドホストに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						インスタンスを移行します。移行計画の詳細は、コンピュートノード間の仮想マシンインスタンスの移行 を参照してください。
					
	
						system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run -y --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit 'Compute[0:19]' > upgrade-compute-00-19.log 2>&1 &
$ openstack overcloud upgrade run -y --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit 'Compute[20:29]' > upgrade-compute-20-29.log 2>&1 &
$ openstack overcloud upgrade run -y --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit 'Compute[40:59]' > update-compute-40-59.log 2>&1 &
$ openstack overcloud upgrade run -y --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit 'Compute[60:79]' > update-compute-60-79.log 2>&1 &

						このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
					
	
								Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
							
	
								Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
							



	
						タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run -y --stack STACK NAME --limit 'Compute[0:19]' > upgrade-compute-00-19.log 2>&1 &
$ openstack overcloud upgrade run -y --stack STACK NAME --limit 'Compute[20:29]' > upgrade-compute-20-29.log 2>&1 &
$ openstack overcloud upgrade run -y --stack STACK NAME --limit 'Compute[40:59]' > update-compute-40-59.log 2>&1 &
$ openstack overcloud upgrade run -y --stack STACK NAME --limit 'Compute[60:79]' > update-compute-60-79.log 2>&1 &

						このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。
					

	
						(オプション) 選択したコンピュートノードをアップグレードするには、アップグレードするノードのコンマ区切りリストと共に --limit オプションを使用します。以下の例では、overcloud-compute-0、overcloud-compute-1、overcloud-compute-2 ノードを並行してアップグレードします。
					
	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-compute-0,overcloud-compute-1,overcloud-compute-2

	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME  --limit overcloud-compute-0,overcloud-compute-1,overcloud-compute-2







オーバークラウドスタックの同期




				アップグレードにおいては、スタックのリソース構造およびパラメーターが OpenStack Platform 16.1 の新規デプロイメントと整合するように、オーバークラウドスタックを更新する必要があります。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						containers-prepare-parameter.yaml ファイルを編集し、以下のパラメーターおよびその値を削除します。
					
	
								ceph3_namespace
							
	
								ceph3_tag
							
	
								ceph3_image
							
	
								name_prefix_stein
							
	
								name_suffix_stein
							
	
								namespace_stein
							
	
								tag_stein
							



	
						オーバークラウドでフェンシングを再度有効にするには、fencing.yaml 環境ファイルで EnableFencing パラメーターを true に設定します。
					
	
						アップグレードの最終処理コマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade converge \
    --stack STACK NAME \
    --templates \
    -e ENVIRONMENT FILE
    …​
    -e /home/stack/templates/upgrades-environment.yaml \
    -e /home/stack/templates/rhsm.yaml \
    -e /home/stack/containers-prepare-parameter.yaml \
    -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs.yaml \
    …​

						以下のオプションの中で、お使いの環境に適切なオプションを追加します。
					
	
								アップグレード固有のパラメーターを持つ環境ファイル (upgrades-environment.yaml) (-e)
							
	
								EnableFencing パラメーターが true に設定された環境ファイル (fencing.yaml)。
							
	
								登録およびサブスクリプションに関するパラメーターが含まれる環境ファイル (rhsm.yaml) (-e)
							
	
								新しいコンテナーイメージの場所を定義した環境ファイル (containers-prepare-parameter.yaml) (-e)。多くの場合、アンダークラウドが使用する環境ファイルと同じファイルです。
							
	
								OVS との互換性を維持するための環境ファイル (neutron-ovs.yaml)
							
	
								デプロイメントに関連するカスタム設定環境ファイル (-e)
							
	
								該当する場合は、--roles-file でカスタムロール (roles_data) ファイルを指定します。
							
	
								該当する場合は、--networks-file でコンポーザブルネットワーク (network_data) ファイルを指定します。
							
	
								カスタムのスタック名を使用する場合は、--stack オプションでその名前を渡します。
							



	
						スタックの同期が完了するまで待ちます。
					


重要

					これ以降のデプロイメント操作には、upgrades-environment.yaml ファイルは必要ありません。
				



第21章 コントローラーが分割されたオーバークラウドのアップグレード




			このシナリオでは、コントローラーノードサービスが複数のノードに分割されているオーバークラウドのアップグレードプロセスの例を説明します。この環境には、以下のノード種別が含まれます。
		
	
					Pacemaker を使用する複数に分割された高可用性サービス
				
	
					複数に分割されたコントローラーサービス
				
	
					Ceph MON ノード 3 台
				
	
					Ceph Storage ノード 3 台
				
	
					複数のコンピュートノード
				


オーバークラウドアップグレード準備タスクの実行




				アップグレードを行うには、openstack overcloud upgrade prepare コマンドを実行する必要があります。このコマンドにより、以下のタスクが実行されます。
			
	
						オーバークラウドのプランを OpenStack Platform 16.1 に更新する
					
	
						アップグレードに向けてノードを準備する
					


注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						upgrade prepare コマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade prepare \
    --stack STACK NAME \
    --templates \
    -e ENVIRONMENT FILE
    …​
    -e /home/stack/templates/upgrades-environment.yaml \
    -e /home/stack/templates/rhsm.yaml \
    -e /home/stack/containers-prepare-parameter.yaml \
    -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs.yaml \
    …​

						以下のオプションの中で、お使いの環境に適切なオプションを追加します。
					
	
								アップグレード固有のパラメーターが含まれる環境ファイル (upgrades-environment.yaml) (-e)
							
	
								登録およびサブスクリプションに関するパラメーターが含まれる環境ファイル (rhsm.yaml) (-e)
							
	
								新しいコンテナーイメージの場所を定義した環境ファイル (containers-prepare-parameter.yaml) (-e)。多くの場合、アンダークラウドが使用する環境ファイルと同じファイルです。
							
	
								OVS との互換性を維持するための環境ファイル (neutron-ovs.yaml)
							
	
								デプロイメントに関連するカスタム設定環境ファイル (-e)
							
	
								該当する場合は、--roles-file でカスタムロール (roles_data) ファイルを指定します。
							
	
								該当する場合は、--networks-file でコンポーザブルネットワーク (network_data) ファイルを指定します。
							
	
								カスタムのスタック名を使用する場合は、--stack オプションでその名前を渡します。
							



	
						アップグレードの準備が完了するまで待ちます。
					
	
						コンテナーイメージをダウンロードします。
					
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags container_image_prepare




Pacemaker ベースのノードのアップグレード




				Pacemaker サービスをホストする全ノードを OpenStack Platform 16.1 にアップグレードします。以下のロールに Pacemaker ベースのサービスが含まれます。
			
	
						Controller
					
	
						Database (MySQL、Galera)
					
	
						Messaging (RabbitMQ)
					
	
						Load Balancing (HAProxy)
					
	
						以下のサービスが含まれるその他すべてのロール
					
	
								OS::TripleO::Services::Pacemaker
							
	
								OS::TripleO::Services::PacemakerRemote
							






				このプロセスでは、ブートストラップノードから始めて各ノードをアップグレードします。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						アンダークラウドノードで以下のコマンドを実行し、ブートストラップノードを特定します。
					
$ tripleo-ansible-inventory --list --stack overcloud |jq .overcloud_Controller.hosts[0]

	
						ブートストラップノードをアップグレードします。
					
	
								ノードに Ceph Storage コンテナーが含まれていれば、ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack <stack_name> --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-controller-0

								<stack_name> は、実際のスタック名に置き換えます。
							

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-controller-0

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								system_upgrade_transfer_data タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade_transfer_data

								このコマンドにより、最新バージョンのデータベースが既存のノードからブートストラップノードにコピーされます。
							

	
								nova_hybrid_state タグを指定してアップグレードコマンドを実行し、upgrade_steps_playbook.yaml Playbook だけを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --playbook upgrade_steps_playbook.yaml --tags nova_hybrid_state --limit all

								このコマンドにより、コンピュートノード上の一時的な 16.1 コンテナーが起動します。これにより、後のステップでコンピュートノードをアップグレードする際に、ワークロードの移行が円滑に行われます。
							

	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-controller-0

								このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。
							




	
						Pacemaker ベースの各ノードをアップグレードします。
					
	
								ノードに Ceph Storage コンテナーが含まれていれば、ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-database-0

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								次のノードで、system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-database-0

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-controller-0,overcloud-database-0

								このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。このノードに加えて、前のステップでアップグレードしたすべてのノードを --limit オプションに含めます。
							




	
						各 Pacemaker ベースのノードでアップグレードプロセスを繰り返し、すべての Pacemaker ベースのノードをアップグレードします。
					



Pacemaker コントローラーノード以外のアップグレード




				Pacemaker ベースのサービスが含まれないノードをすべて OpenStack Platform 16.1 にアップグレードします。これらのノードには、通常特定の OpenStack サービスが含まれます。Pacemaker ベースのサービスが含まれないロールの例は以下のとおりです。
			
	
						Networker
					
	
						Ironic Conductor
					
	
						Object Storage
					
	
						標準のコントローラーノードから分割またはスケーリングしたサービスを持つカスタムロール
					



				このグループには、以下のノードを含めないでください。
			
	
						コンピュートノード
					
	
						Ceph Storage ノード
					



				このプロセスでは、各ノードのアップグレードを行います。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-networker-0

						このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
					
	
								Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
							
	
								Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
							



	
						タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-networker-0

						このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。
					

	
						各ノードでアップグレードプロセスを繰り返し、すべてのコントローラーベースのノードをアップグレードします。
					



Ceph MON ノードのオペレーティングシステムのアップグレード




				各 Ceph MON ノードのオペレーティングシステムをアップグレードします。ノード間のクォーラムを維持するために、それぞれの Ceph MON ノードを個別にアップグレードすることを推奨します。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						Ceph MON ノードを選択し、オペレーティングシステムをアップグレードします。
					
	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-cephmon-0

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-cephmon-0

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-cephmon-0

								このコマンドにより config-download Playbook が実行され、Ceph MON ノードでコンポーザブルサービスが設定されます。以下の手順では、Ceph MON ノードは Red Hat Ceph Storage 4 にアップグレードされません。Red Hat Ceph Storage 4 へのアップグレードは、後の手順で実施されます。
							




	
						次の Ceph MON ノードを選択し、オペレーティングシステムをアップグレードします。
					
	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-cephmon-1

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-cephmon-1

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-cephmon-1

								このコマンドにより config-download Playbook が実行され、Ceph MON ノードでコンポーザブルサービスが設定されます。以下の手順では、Ceph MON ノードは Red Hat Ceph Storage 4 にアップグレードされません。Red Hat Ceph Storage 4 へのアップグレードは、後の手順で実施されます。
							




	
						最後の Ceph MON ノードを選択し、オペレーティングシステムをアップグレードします。
					
	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-cephmon-2

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-cephmon-2

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-cephmon-2

								このコマンドにより config-download Playbook が実行され、Ceph MON ノードでコンポーザブルサービスが設定されます。以下の手順では、Ceph MON ノードは Red Hat Ceph Storage 4 にアップグレードされません。Red Hat Ceph Storage 4 へのアップグレードは、後の手順で実施されます。
							







Ceph Storage ノードのオペレーティングシステムのアップグレード




				director を使用してデプロイされた Red Hat Ceph Storage クラスターがデプロイメントで使用される場合は、各 Ceph Storage ノードのオペレーティングシステムをアップグレードする必要があります。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						Ceph Storage ノードを選択し、オペレーティングシステムをアップグレードします。
					
	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-cephstorage-0

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-cephstorage-0

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								(オプション) Ceph のサブスクリプションを使用し、Ceph ストレージノード用に overcloud-minimal イメージを使用するように director を設定している場合は、以下の手順を完了する必要があります。
							
	
										ノードにログインし、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) のマイナーリリースバージョンの設定を解除します。
									
$ sudo subscription-manager release --unset

	
										ノードでシステムの更新を実行します。
									
$ sudo dnf -y update

	
										ノードをリブートします。
									
$ sudo reboot




	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-cephstorage-0

								このコマンドにより config-download Playbook が実行され、Ceph Storage ノードでコンポーザブルサービスが設定されます。このステップでは、Ceph Storage ノードは Red Hat Ceph Storage 4 にアップグレードされません。Red Hat Ceph Storage 4 へのアップグレードは、後の手順で実施されます。
							




	
						次の Ceph Storage ノードを選択し、オペレーティングシステムをアップグレードします。
					
	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-cephstorage-1

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-cephstorage-1

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-cephstorage-1

								このコマンドにより config-download Playbook が実行され、Ceph Storage ノードでコンポーザブルサービスが設定されます。このステップでは、Ceph Storage ノードは Red Hat Ceph Storage 4 にアップグレードされません。Red Hat Ceph Storage 4 へのアップグレードは、後の手順で実施されます。
							




	
						最後の Ceph Storage ノードを選択し、オペレーティングシステムをアップグレードします。
					
	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-cephstorage-2

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-cephstorage-2

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-cephstorage-2

								このコマンドにより config-download Playbook が実行され、Ceph Storage ノードでコンポーザブルサービスが設定されます。このステップでは、Ceph Storage ノードは Red Hat Ceph Storage 4 にアップグレードされません。Red Hat Ceph Storage 4 へのアップグレードは、後の手順で実施されます。
							







コンピュートノードのアップグレード




				すべてのコンピュートノードを OpenStackPlatform 16.1 にアップグレードします。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						インスタンスを移行します。移行計画の詳細は、コンピュートノード間の仮想マシンインスタンスの移行 を参照してください。
					
	
						system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-compute-0

						このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
					
	
								Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
							
	
								Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
							



	
						タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-compute-0

						このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。
					

	
						複数のコンピュートノードを並行してアップグレードするには、--limit オプションをアップグレードするノードのコンマ区切りリストに設定します。まず system_upgrade タスクを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-compute-0,overcloud-compute-1,overcloud-compute-2

						続いて、標準の OpenStack サービスのアップグレードを実施します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME  --limit overcloud-compute-0,overcloud-compute-1,overcloud-compute-2




オーバークラウドスタックの同期




				アップグレードにおいては、スタックのリソース構造およびパラメーターが OpenStack Platform 16.1 の新規デプロイメントと整合するように、オーバークラウドスタックを更新する必要があります。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						containers-prepare-parameter.yaml ファイルを編集し、以下のパラメーターおよびその値を削除します。
					
	
								ceph3_namespace
							
	
								ceph3_tag
							
	
								ceph3_image
							
	
								name_prefix_stein
							
	
								name_suffix_stein
							
	
								namespace_stein
							
	
								tag_stein
							



	
						オーバークラウドでフェンシングを再度有効にするには、fencing.yaml 環境ファイルで EnableFencing パラメーターを true に設定します。
					
	
						アップグレードの最終処理コマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade converge \
    --stack STACK NAME \
    --templates \
    -e ENVIRONMENT FILE
    …​
    -e /home/stack/templates/upgrades-environment.yaml \
    -e /home/stack/templates/rhsm.yaml \
    -e /home/stack/containers-prepare-parameter.yaml \
    -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs.yaml \
    …​

						以下のオプションの中で、お使いの環境に適切なオプションを追加します。
					
	
								アップグレード固有のパラメーターを持つ環境ファイル (upgrades-environment.yaml) (-e)
							
	
								EnableFencing パラメーターが true に設定された環境ファイル (fencing.yaml)。
							
	
								登録およびサブスクリプションに関するパラメーターが含まれる環境ファイル (rhsm.yaml) (-e)
							
	
								新しいコンテナーイメージの場所を定義した環境ファイル (containers-prepare-parameter.yaml) (-e)。多くの場合、アンダークラウドが使用する環境ファイルと同じファイルです。
							
	
								OVS との互換性を維持するための環境ファイル (neutron-ovs.yaml)
							
	
								デプロイメントに関連するカスタム設定環境ファイル (-e)
							
	
								該当する場合は、--roles-file でカスタムロール (roles_data) ファイルを指定します。
							
	
								該当する場合は、--networks-file でコンポーザブルネットワーク (network_data) ファイルを指定します。
							
	
								カスタムのスタック名を使用する場合は、--stack オプションでその名前を渡します。
							



	
						スタックの同期が完了するまで待ちます。
					


重要

					これ以降のデプロイメント操作には、upgrades-environment.yaml ファイルは必要ありません。
				



第22章 ハイパーコンバージドインフラストラクチャーを持つオーバークラウドのアップグレード




			このシナリオでは、ハイパーコンバージドインフラストラクチャー (HCI) を持つオーバークラウドのアップグレードプロセスの例を説明します。この環境には、以下のノード種別が含まれます。
		
	
					コントローラーノード 3 台
				
	
					複数の HCI コンピュートノード (Compute サービスと Ceph OSD サービスが組み合わされてノードに含まれる)
				


オーバークラウドアップグレード準備タスクの実行




				アップグレードを行うには、openstack overcloud upgrade prepare コマンドを実行する必要があります。このコマンドにより、以下のタスクが実行されます。
			
	
						オーバークラウドのプランを OpenStack Platform 16.1 に更新する
					
	
						アップグレードに向けてノードを準備する
					


注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						upgrade prepare コマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade prepare \
    --stack STACK NAME \
    --templates \
    -e ENVIRONMENT FILE
    …​
    -e /home/stack/templates/upgrades-environment.yaml \
    -e /home/stack/templates/rhsm.yaml \
    -e /home/stack/containers-prepare-parameter.yaml \
    -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs.yaml \
    …​

						以下のオプションの中で、お使いの環境に適切なオプションを追加します。
					
	
								アップグレード固有のパラメーターが含まれる環境ファイル (upgrades-environment.yaml) (-e)
							
	
								登録およびサブスクリプションに関するパラメーターが含まれる環境ファイル (rhsm.yaml) (-e)
							
	
								新しいコンテナーイメージの場所を定義した環境ファイル (containers-prepare-parameter.yaml) (-e)。多くの場合、アンダークラウドが使用する環境ファイルと同じファイルです。
							
	
								OVS との互換性を維持するための環境ファイル (neutron-ovs.yaml)
							
	
								デプロイメントに関連するカスタム設定環境ファイル (-e)
							
	
								該当する場合は、--roles-file でカスタムロール (roles_data) ファイルを指定します。
							
	
								該当する場合は、--networks-file でコンポーザブルネットワーク (network_data) ファイルを指定します。
							
	
								カスタムのスタック名を使用する場合は、--stack オプションでその名前を渡します。
							



	
						アップグレードの準備が完了するまで待ちます。
					
	
						コンテナーイメージをダウンロードします。
					
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags container_image_prepare




director でデプロイされた Ceph Storage と組み合わせたコントローラーノードのアップグレード




				director を使用してデプロイされた Red Hat Ceph Storage クラスターがデプロイメントで使用される場合は、以下の手順を完了する必要があります。
			

				すべてのコントローラーノードを OpenStack Platform 16.1 にアップグレードする場合は、ブートストラップコントローラーノードからアップグレードを始める必要があります。
			

				ブートストラップコントローラーノードのアップグレードプロセス中、新しい Pacemaker クラスターが作成され、新しい Red Hat OpenStack 16.1 コンテナーがノードで起動します。一方、残りのコントローラーノードは Red Hat OpenStack 13 で稼働を続けます。
			

				ブートストラップノードをアップグレードしたら、Pacemaker サービスが含まれるその他のノードをアップグレードし、ブートストラップノードで起動した新しい Pacemaker クラスターに各ノードが参加するようにしなければなりません。詳細は、オーバークラウドノードのアップグレードワークフロー を参照してください。
			

				以下の例では、コントローラーノードの名前はデフォルトの overcloud-controller-NODEID 命名規則を使用して名前を付けています。これには、以下の 3 つのコントローラーノードが含まれます。
			
	
						overcloud-controller-0
					
	
						overcloud-controller-1
					
	
						overcloud-controller-2
					



				これらの値は、該当する実際のノード名に置き換てください。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						アンダークラウドノードで以下のコマンドを実行し、ブートストラップコントローラーノードを特定します。
					
$ tripleo-ansible-inventory --list --stack overcloud |jq .overcloud_Controller.hosts[0]

	
						ブートストラップ Controller ノードをアップグレードします。
					
	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack <stack_name> --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-controller-0

								<stack_name> は、実際のスタック名に置き換えます。
							

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したコントローラーノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-controller-0

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									
重要

											次のコマンドにより、コントロールプレーンで機能停止が生じます。これ以降の数ステップを実施している間は、標準的なオーバークラウド操作を行うことはできません。
										





	
								system_upgrade_transfer_data タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade_transfer_data

								このコマンドにより、最新バージョンのデータベースが既存のノードからブートストラップノードにコピーされます。
							

	
								nova_hybrid_state タグを指定してアップグレードコマンドを実行し、upgrade_steps_playbook.yaml Playbook だけを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --playbook upgrade_steps_playbook.yaml --tags nova_hybrid_state --limit all

								このコマンドにより、コンピュートノード上の一時的な 16.1 コンテナーが起動します。これにより、後のステップでコンピュートノードをアップグレードする際に、ワークロードの移行が円滑に行われます。
							

	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-controller-0

								このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。
							
重要

									このコマンドの処理が完了すると、コントロールプレーンがアクティブになります。再び標準的なオーバークラウド操作を実施することができます。
								


	
								アップグレード後に新しい Pacemaker クラスターが起動していること、および galera、rabbit、haproxy、redis 等のコントロールプレーンサービスが実行中であることを確認します。
							
$ sudo pcs status




	
						次のコントローラーノードをアップグレードします。
					
	
								古いクラスターが実行されなくなったことを確認します。
							
$ sudo pcs status

								クラスターが実行されていない場合、以下のようなエラーが表示されます。
							
Error: cluster is not currently running on this node

	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-controller-1

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したコントローラーノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								次のコントローラーノードで、system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-controller-1

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-controller-0,overcloud-controller-1

								このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。このノードに加えて、前のステップでアップグレードしたブートストラップノードを --limit オプションに含めます。
							




	
						最後のコントローラーノードをアップグレードします。
					
	
								古いクラスターが実行されなくなったことを確認します。
							
$ sudo pcs status

								クラスターが実行されていない場合、以下のようなエラーが表示されます。
							
Error: cluster is not currently running on this node

	
								ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-controller-2

								このコマンドにより、以下の操作が行われます。
							
	
										Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
									
	
										ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択したコントローラーノードに制限する。
									



								このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
							

	
								system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-controller-2

								このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
							
	
										Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
									
	
										Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
									



	
								タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
							
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-controller-0,overcloud-controller-1,overcloud-controller-2

								このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。--limit オプションにすべてのコントローラーノードを含めます。
							







ハイパーコンバージドインフラストラクチャー (HCI) を持つコンピュートノードのアップグレード




				HCI コンピュートノードを OpenStack Platform 16.1 にアップグレードします。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						インスタンスを移行します。移行計画の詳細は、コンピュートノード間の仮想マシンインスタンスの移行 を参照してください。
					
	
						Ceph MON サービスが含まれるノードからログアウトし、アンダークラウドに戻ります。
					
	
						ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-computehci-0

						このコマンドにより、以下の操作が行われます。
					
	
								Podman 管理を使用するために、Ceph Storage コンテナーを制御する systemd ユニットを変更する。
							
	
								ceph_ansible_limit 変数を使用して、アクションを選択した Ceph Storage ノードに制限する。
							



						このステップは、leapp によるアップグレードに向けて Ceph Storage サービスを準備するための予備的な処置です。
					

	
						system_upgrade タグを指定してアップグレードコマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-computehci-0

						このコマンドにより、以下のアクションが行われます。
					
	
								Leapp によるオペレーティングシステムのアップグレードを実施する。
							
	
								Leapp によるアップグレードの一部としてリブートを実施する。
							



	
						タグを指定せずにアップグレードコマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --limit overcloud-computehci-0

						このコマンドにより、Red Hat OpenStack Platform のアップグレードが実施されます。
					

	
						複数のコンピュートノードを並行してアップグレードするには、--limit オプションをアップグレードするノードのコンマ区切りリストに設定します。まず、ceph_systemd タグを指定して外部アップグレードコマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph_systemd -e ceph_ansible_limit=overcloud-computehci-0,overcloud-computehci-1,overcloud-computehci-2

						次に、system_upgrade タスクを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME --tags system_upgrade --limit overcloud-computehci-0,overcloud-computehci-1,overcloud-computehci-2

						続いて、標準の OpenStack サービスのアップグレードを実施します。
					
$ openstack overcloud upgrade run --stack STACK NAME  --limit overcloud-computehci-0,overcloud-computehci-1,overcloud-computehci-2




オーバークラウドスタックの同期




				アップグレードにおいては、スタックのリソース構造およびパラメーターが OpenStack Platform 16.1 の新規デプロイメントと整合するように、オーバークラウドスタックを更新する必要があります。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						containers-prepare-parameter.yaml ファイルを編集し、以下のパラメーターおよびその値を削除します。
					
	
								ceph3_namespace
							
	
								ceph3_tag
							
	
								ceph3_image
							
	
								name_prefix_stein
							
	
								name_suffix_stein
							
	
								namespace_stein
							
	
								tag_stein
							



	
						オーバークラウドでフェンシングを再度有効にするには、fencing.yaml 環境ファイルで EnableFencing パラメーターを true に設定します。
					
	
						アップグレードの最終処理コマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade converge \
    --stack STACK NAME \
    --templates \
    -e ENVIRONMENT FILE
    …​
    -e /home/stack/templates/upgrades-environment.yaml \
    -e /home/stack/templates/rhsm.yaml \
    -e /home/stack/containers-prepare-parameter.yaml \
    -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/services/neutron-ovs.yaml \
    …​

						以下のオプションの中で、お使いの環境に適切なオプションを追加します。
					
	
								アップグレード固有のパラメーターを持つ環境ファイル (upgrades-environment.yaml) (-e)
							
	
								EnableFencing パラメーターが true に設定された環境ファイル (fencing.yaml)。
							
	
								登録およびサブスクリプションに関するパラメーターが含まれる環境ファイル (rhsm.yaml) (-e)
							
	
								新しいコンテナーイメージの場所を定義した環境ファイル (containers-prepare-parameter.yaml) (-e)。多くの場合、アンダークラウドが使用する環境ファイルと同じファイルです。
							
	
								OVS との互換性を維持するための環境ファイル (neutron-ovs.yaml)
							
	
								デプロイメントに関連するカスタム設定環境ファイル (-e)
							
	
								該当する場合は、--roles-file でカスタムロール (roles_data) ファイルを指定します。
							
	
								該当する場合は、--networks-file でコンポーザブルネットワーク (network_data) ファイルを指定します。
							
	
								カスタムのスタック名を使用する場合は、--stack オプションでその名前を渡します。
							



	
						スタックの同期が完了するまで待ちます。
					


重要

					これ以降のデプロイメント操作には、upgrades-environment.yaml ファイルは必要ありません。
				



第23章 director でデプロイされた Ceph Storage クラスターの Red Hat Ceph Storage 4 へのアップグレード




			director を使用してデプロイされた Red Hat Ceph Storage クラスターがデプロイメントで使用される場合は、本項に記載する手順を完了する必要があります。
		
重要

				Red Hat Ceph Storage クラスターを、以前のサポート対象バージョンからバージョン 4.2z2 にアップグレードする場合、モニターがセキュアでない global_id 再要求を許可する ことを示す警告メッセージと共に、ストレージクラスターが HEALTH_WARN の状態でアップグレードが完了します。これは、パッチが適用された CVE (CVE-2021-20288) が原因です。Ceph HEALTH_WARN with 'mons are allowing insecure global_id reclaim' after install/upgrade to RHCS 4.2z2 (or newer) を参照してください。
			

				CVE により HEALTH_WARN の状態が表示されるため、一時的に健全性についての警告をミュートすることができます。ただし、警告をミュートすると、古いクライアントおよびパッチが適用されていないクライアントがクラスターに接続されても表示されないリスクがあります。健全性についての警告のミュートについての詳細は、Red Hat Ceph Storage のドキュメントの Upgrading a Red Hat Ceph Storage cluster を参照してください。
			

重要

				すべてのクライアントがアップグレードしてパッチを当てるまで global_id_reclaim は、無効にしないでください。そうでないと、接続できません。root ユーザーで以下のコマンドを実行して、クラスターに接続されているクライアントでパッチが当てられていないものをリストで表示できます。
			
# ceph health detail


			オーバークラウドをアップグレードしたら、director でデプロイされた Ceph Storage クラスターを Red Hat Ceph Storage クラスターバージョン 4 にアップグレードします。
		
ceph-ansible のインストール




				director を使用してデプロイされた Red Hat Ceph Storage クラスターがデプロイメントで使用される場合は、以下の手順を完了する必要があります。
			

				Red Hat OpenStack Platform で Ceph Storage を使用する場合、ceph-ansible パッケージが必要です。
			
手順
	
						Ceph Tools リポジトリーを有効にします。
					
[stack@director ~]$ sudo subscription-manager repos --enable=rhceph-4-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms

	
						ceph-ansible パッケージをインストールします。
					
[stack@director ~]$ sudo dnf install -y ceph-ansible




Ceph Storage 4 へのアップグレード




				Ceph Storage ノードをバージョン 3 からバージョン 4 にアップグレードします。
			
注記

					デフォルトのスタック名 (overcloud) を使用していない場合は、--stack STACK NAME オプションでスタック名を設定します。STACK NAME は実際のスタック名に置き換えます。
				

手順
	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						ceph タグを指定して、Ceph Storage の外部アップグレードプロセスを実行します。
					
$ openstack overcloud external-upgrade run --stack STACK NAME --tags ceph

	
						Ceph Storage のアップグレードが完了するまで待ちます。
					




第24章 FileStore から BlueStore への OSD の移行




			アップグレードプロセスを完了して検証を行ったら、FileStore OSD を BlueStore に移行する必要があります。1 台ずつノードの移行作業を完了していく必要があります。以下の手順では、ceph-ansible を使用して移行を完了します。以下の手順は、Ceph クラスターが director によりデプロイされている場合にのみ適用されます。
		
クラスターが FileStore を実行している (したがって移行が必要である) ことの確認



手順
	
						コントローラーノードやスタンドアロンの Ceph MON ノードなど、Ceph MON コンテナーを持つノードに heat-admin ユーザーとしてログインします。たとえば、標準のオーバークラウドデプロイメントでは、overcloud -controller-1 は Ceph MON コンテナーを使用します。
					
	
						OSD が使用しているドライバーを確認するために、Ceph クラスターに対してクエリーを行います。
					
[heat-admin@overcloud-controller-1 ~]$ sudo -i
[root@overcloud-controller-1 ~]# podman exec -it ceph-mon-overcloud-controller-1 sh -c "ceph -f json osd metadata" | jq -c 'sort_by(.hostname) | .[] | ["host", .hostname, "osd_id", .id, "objectstore", .osd_objectstore]'
[root@overcloud-controller-1 ~]#

	
						いずれかの行が "objectstore": "filestore" を返す場合、そのノードには OSD の移行が必要です。
					


警告

					移行の時間はクラスターのサイズによって異なります。非常に大きなクラスターの場合、移行時間はそのクラスター内の OSD の数および保存されるデータ量に比例します。お使いの環境が混合アーキテクチャーのシナリオにならないように、できるだけ早く移行を完了してください。混合アーキテクチャーのシナリオでは、パフォーマンスに影響が及ぶ可能性があります。
				

警告

					Red Hat Ceph Storage (RHCS) 4 バージョンの ceph-ansible で FileStore ベースの OSD を管理する設定はサポートされていないため、スタックの更新を実行する前に移行を完了してください。
				


FileStore から BlueStore への OSD の移行




				FileStore から BlueStore に移行するのに、director は Ansible を使用してノード上のすべての OSD を削除して再作成します。director は、移行プロセスの前に容量の確認を行います。最後に、director は BlueStore バックエンドを使用して OSD を再デプロイします。
			
前提条件
	
						正常な稼働中の Red Hat Ceph Storage (RHCS) 4 クラスター。コントローラーノードまたはスタンドアロンの Ceph MON ノード上の ceph MON コンテナーにおいて、以下のコマンドを入力してクラスターを確認することができます。
					
[root@overcloud-controller-1 ~]# podman exec -it ceph-mon-overcloud-controller-1 sh -c  "ceph  -s"



手順
	
						CephAnsibleDisksConfig パラメーターの osd_objectstore が filestore にデフォルト設定されないようにします。いずれかのカスタム heat 環境ファイルに osd_objectstore パラメーターが存在する場合は、bluestore の値を明示的に定義する必要があります。
					
parameter_defaults:
  CephAnsibleDisksConfig:
    devices:
      - /dev/sdb
      - /dev/sdc
      - /dev/sdd
    osd_scenario: lvm
   osd_objectstore: bluestore
注記

							ジャーナル等に対する特定の FileStore 設定がある場合は、適切に設定を更新するようにしてください。高度な設定についての詳しい情報は、コンテナー化された Red Hat Ceph を持つオーバークラウドのデプロイの Ceph Storage ノードのディスクレイアウトのマッピング を参照してください。
						


	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						ceph_fstobs タグを指定して openstack overcloud external-upgrade run コマンドを入力します。<NODE_NAME> は、アップグレードする Ceph OSD ノードの名前に置き換えてください。openstack server list コマンドを使用してノード名を探すことができます。
					
[stack@undercloud ~] $ openstack overcloud external-upgrade run --tags ceph_fstobs -e ceph_ansible_limit=<NODE_NAME> | tee oc-fstobs.log

	
						Ceph MON サービスが実行されているノードにログインし、Ceph クラスターにクエリーを行いアップグレードしたノードの OSD のステータスを確認します。次の OSD ノードの移行を開始する前に、アップグレードしたノードが正常に移行されていることを確認する必要があります。
					
[heat-admin@overcloud-controller-1 ~]$ sudo -i
[root@overcloud-controller-1 ~]# podman exec -it ceph-mon-overcloud-controller-1 sh -c "ceph -f json osd metadata" | jq -c '.[] | select(.hostname == "<NODE_NAME>") | ["host", .hostname, "osd_id", .id, "objectstore", .osd_objectstore]'
[root@overcloud-controller-1 ~]# exit

						<NODE_NAME> を移行したノードの名前に置き換えます。出力結果を確認し、OSD が BlueStore を使用することが示されていれば、移行は正常に完了しています。
					

	
						(オプション) 特定の OSD に関する追加情報を表示するには、以下のコマンドを入力します。
					
[root@overcloud-controller-1 ~]# podman exec -it ceph-mon-overcloud-controller-1 sh -c "ceph osd metadata <ID>"

						<ID> はクエリーを行う OSD の ID に置き換えてください。
					

	
						次のノードで移行プロセスを開始する前に、クラスターが同期するのを待つ必要があります。
					
[root@overcloud-controller-1 ~]# podman exec -it ceph-mon-overcloud-controller-1 sh -c  "ceph  -s"
Review the command output and ensure that the health of the cluster is `HEALTH_OK` and the PGs are in the `active+clean` state.

	
						次のノードで移行プロセスを開始する前に、クラスターのリバランスプロセスが完了するまで待つ必要があります。ステータスを確認するには、以下のコマンドを実行します。
					
[heat-admin@overcloud-controller-0 ~]$ sudo podman exec ceph-mon-<NODE_NAME> ceph -w

						<NODE_NAME> を移行したノードの名前に置き換えます。
					

	
						ストレージクラスター内の各ノードに対して移行プロセスを繰り返します。
					



				FileStore から BlueStore への移行に関する詳細は、Red Hat Ceph Storage の管理ガイドの BlueStore を参照してください。
			

FileStore から BlueStore への移行の確認




				OSD のステータスを確認して、移行が正常に完了していることを確認することができます。
			
手順
	
						いずれかのコントローラーノードがホストする ceph-mon コンテナーに heat-admin ユーザーとしてログインします。
					
	
						Ceph クラスターに対してクエリーを行います。
					
[heat-admin@overcloud-controller-1 ~]$ sudo -i
[root@overcloud-controller-1 ~]# podman exec -it ceph-mon-overcloud-controller-1 sh -c "ceph -f json osd metadata" | jq -c 'sort_by(.hostname) | .[] | ["host", .hostname, "osd_id", .id, "objectstore", .osd_objectstore]'
[root@overcloud-controller-1 ~]#




				設定を確認し、クラスター全体のすべての OSD が BlueStore を使用することが示されていれば、移行は正常に完了しています。
			
重要

					推奨されるベストプラクティスは、べき等性を持つスタック更新を実行し、設定の定義と実際の設定が一致するようにすることです。スタック更新の時間はシステムのサイズによって異なります。したがって、ダウンタイムを短縮するため、メンテナンス期間中に移行を完了するよう計画することができます。
				



第25章 アップグレード後操作の実施




			オーバークラウドのアップグレードが完了したら、アップグレード後の設定を実施して、環境が完全にサポートされ、これ以降の操作を行う準備が整っている状態にする必要があります。
		
アンダークラウドからの不要なパッケージおよびディレクトリーの削除




				Leapp によるアップグレード後に、アンダークラウドに残っている不要なパッケージおよびディレクトリーを削除します。
			
手順
	
						不要なパッケージを削除します。
					
$ sudo dnf -y remove --exclude=python-pycadf-common python2*

	
						Red Hat OpenStack 13 で使用されていた古いイメージを含む /httpboot および /tftpboot ディレクトリーからコンテンツを削除します。
					
$ sudo rm -rf /httpboot /tftpboot




アップグレード後の機能検証




				post-upgrade 検証グループを実行し、アップグレード後の機能を確認します。
			
手順
	
						source コマンドで stackrc ファイルを読み込みます。
					
$ source ~/stackrc

	
						--group post-upgrade オプションを指定して、openstack tripleo validator run コマンドを実行します。
					
$ openstack tripleo validator run --group post-upgrade

	
						検証レポートの結果を確認します。特定の検証からの詳細出力を表示するには、レポートからの特定検証の UUID を指定して openstack tripleo validator show run --full コマンドを実行します。
					
$ openstack tripleo validator show run --full <UUID>



重要

					検証結果が FAILED であっても、Red Hat OpenStack Platform のデプロイや実行が妨げられることはありません。ただし、FAILED の検証結果は、実稼働環境で問題が発生する可能性があることを意味します。
				


オーバークラウドイメージのアップグレード




				現在のオーバークラウドイメージを新しいバージョンに置き換える必要があります。新しいイメージにより、director は最新バージョンの OpenStack Platform ソフトウェアを使用してノードのイントロスペクションとプロビジョニングを行うことができるようになります。
			
前提条件
	
						アンダークラウドが最新バージョンにアップグレードされていること
					


手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						source コマンドで stackrc ファイルを読み込みます。
					
$ source ~/stackrc

	
						オーバークラウドの QCOW2 アーカイブが含まれるパッケージをインストールします。
					
$ sudo dnf install rhosp-director-images rhosp-director-images-ipa

	
						stack ユーザーのホーム下の images ディレクトリー (/home/stack/images) から既存のイメージを削除します。
					
$ rm -rf ~/images/*

	
						アーカイブをデプロイメントします。
					
$ cd ~/images
$ for i in /usr/share/rhosp-director-images/overcloud-full-latest-16.1.tar /usr/share/rhosp-director-images/ironic-python-agent-latest-16.1.tar; do tar -xvf $i; done
$ cd ~

	
						director に最新のイメージをインポートします。
					
$ openstack overcloud image upload --update-existing --image-path /home/stack/images/

	
						ノードが新しいイメージを使用するように設定します。
					
$ openstack overcloud node configure $(openstack baremetal node list -c UUID -f value)



重要

					オーバークラウドノードをデプロイする際には、オーバークラウドイメージのバージョンが該当する heat テンプレートバージョンに対応している状態にします。たとえば、OpenStack Platform 16.1 のイメージは、OpenStack Platform 16.1 の heat テンプレートだけに使用してください。
				

重要

					新しい overcloud-full イメージは、古い overcloud-full イメージを置き換えます。古いイメージに変更を加えた場合、特に今後新規ノードをデプロイする場合は、新しいイメージで変更を繰り返す必要があります。
				


CPU ピニングパラメーターの更新




				Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、CPU ピニングに新たなパラメーターが使用されます。
			
	NovaComputeCpuDedicatedSet
	
							専用の (ピニングされた) CPU を設定します。
						
	NovaComputeCpuSharedSet
	
							共有の (ピニングされていない) CPU を設定します。
						



				Red Hat OpenStack Platform 16.1 へのアップグレードが完了したら、CPU ピニングの設定を NovaVcpuPinSet パラメーターから NovaComputeCpuDedicatedSet と NovaComputeCpuSharedSet のパラメーターに移行する必要があります。
			
手順
	
						アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。
					
	
						コンピュートノードが同時マルチスレッド (SMT) をサポートするが hw:cpu_thread_policy=isolate ポリシーでインスタンスを作成している場合は、以下のオプションのいずれかを実施する必要があります。
					
	
								hw:cpu_thread_policy スレッドポリシーの設定を解除し、インスタンスのサイズを変更します。
							
	
										source コマンドでオーバークラウドの認証ファイルを読み込みます。
									
$ source ~/overcloudrc

	
										フレーバーの hw:cpu_thread_policy プロパティーの設定を解除します。
									
(overcloud) $ openstack flavor unset --property hw:cpu_thread_policy <flavor>
注記
	
													hw:cpu_thread_policy 属性の設定を解除すると、ポリシーがデフォルトの prefer ポリシーに設定されます。これにより、インスタンスは SMT 対応のコンピュートノードを使用するように設定されます (利用可能な場合)。hw:cpu_thread_policy 属性を require に設定することもできます。これにより、SMT 対応のコンピュートノードに対するハード要件が設定されます。
												
	
													コンピュートノードに SMT アーキテクチャーがない場合や、スレッドシブリングが利用可能な CPU コアが十分にない場合には、スケジューリングが失敗します。これを回避するには、hw:cpu_thread_policy を require ではなく prefer に設定します。デフォルトの prefer ポリシーでは、スレッドシブリングが利用可能な場合には、必ず使用されます。
												
	
													hw:cpu_thread_policy=isolate を使用する場合は、SMT を無効にするか、SMT をサポートしないプラットフォームを使用する必要があります。
												




	
										新しいスレッドポリシーを使用するようにインスタンスを変換します。
									
(overcloud) $ openstack server resize --flavor <flavor> <server>
(overcloud) $ openstack server resize confirm <server>

										hw:cpu_thread_policy=isolated ポリシーを使用するすべての固定インスタンスに対して、このステップを繰り返します。
									




	
								コンピュートノードからインスタンスを移行して、コンピュートノードの SMT を無効にする。
							
	
										source コマンドでオーバークラウドの認証ファイルを読み込みます。
									
$ source ~/overcloudrc

	
										コンピュートノードが新しい仮想マシンを受け入れるのを無効にします。
									
(overcloud) $ openstack compute service list
(overcloud) $ openstack compute service set <hostname> nova-compute --disable

	
										コンピュートノードからすべてのインスタンスを移行します。インスタンスの移行についての詳細は、コンピュートノード間の仮想マシンインスタンスの移行 を参照してください。
									
	
										コンピュートノードをリブートし、コンピュートノードの BIOS で SMT を無効にします。
									
	
										コンピュートノードをブートします。
									
	
										コンピュートノードを再度有効にします。
									
(overcloud) $ openstack compute service set <hostname> nova-compute --enable







	
						stackrc ファイルを取得します。
					
$ source ~/stackrc

	
						NovaVcpuPinSet パラメーターが含まれる環境ファイルを編集します。
					
	
						CPU ピニングの設定を NovaVcpuPinSet パラメーターから NovaComputeCpuDedicatedSet と NovaComputeCpuSharedSet に移行します。
					
	
								これまでピニングされたインスタンス用に使用されていたホストの場合には、NovaVcpuPinSet の値を NovaComputeCpuDedicatedSet に変更します。
							
	
								これまでピニングされていないインスタンス用に使用されていたホストの場合には、NovaVcpuPinSet の値を NovaComputeCpuSharedSet に変更します。
							
	
								NovaVcpuPinSet の値が設定されていない場合には、ノード上でホストするインスタンスの種別に応じて、すべてのコンピュートノードのコアを NovaComputeCpuDedicatedSet または NovaComputeCpuSharedSet のどちらかに割り当てる必要があります。
							



						たとえば、以前の環境ファイルに以下のピニング設定が定義されていたとします。
					
parameter_defaults:
  ...
  NovaVcpuPinSet: 1,2,3,5,6,7
  ...

						設定をピニング設定に移行するには、NovaCompute CpuDedicatedSet パラメーターを設定し、NovaVcpuPinSet パラメーターの設定を解除します。
					
parameter_defaults:
  ...
  NovaComputeCpuDedicatedSet: 1,2,3,5,6,7
  NovaVcpuPinSet: ""
  ...

						設定をピニングしない設定に移行するには、NovaComputeCpuSharedSet パラメーターを設定し、NovaVcpuPinSet パラメーターの設定を解除します。
					
parameter_defaults:
  ...
  NovaComputeCpuSharedSet: 1,2,3,5,6,7
  NovaVcpuPinSet: ""
  ...
重要

							NovaComputeCpuDedicatedSet または NovaComputeCpuSharedSet のいずれかが、NovaVcpuPinSet で定義した設定と一致するようにします。NovaComputeCpuDedicatedSet または NovaComputeCpuSharedSet のいずれかの設定を変更する、またはその両方を設定するには、設定を更新する前にピニング設定のコンピュートノードが 1 つのインスタンスも実行していないようにします。
						


	
						ファイルを保存します。
					
	
						デプロイメントコマンドを実行して、新しい CPU ピニングパラメーターでオーバークラウドを更新します。
					
(undercloud) $ openstack overcloud deploy \
    --stack _STACK NAME_ \
    --templates \
    ...
    -e /home/stack/templates/<compute_environment_file>.yaml
    ...



関連情報
	
						コンピュートノードでの CPU ピニングの設定
					



メンバーロールへのユーザーの移行




				Red Hat OpenStack Platform 13 では、デフォルトのメンバーロールは_member_と呼ばれています。
Red Hat OpenStack Platform 16.1 では、デフォルトのメンバーロールは member と呼ばれています。
			

				Red Hat OpenStack Platform 13 から Red Hat OpenStack Platform 16.1 へのアップグレードを完了しても、_member_ロールに割り当てたユーザーにはそのロールが残っています。以下の手順で、すべてのユーザーをmemberロールに移行することができます。
			
前提条件
	
						オーバークラウドが最新バージョンにアップグレードされていること
					


手順
	
						_member_ロールを持つクラウド上のすべてのユーザーをリストアップします。
					
openstack role assignment list --names --role _member_ --sort-column project

	
						各ユーザーに対して、_member_ロールを削除し、memberロールを適用します。
					
openstack role remove --user <user> --project <project>  _member_
openstack role add --user <user> --project <project>  member





第26章 アップグレードに関する問題のトラブルシューティング




			アップグレードプロセス中に問題が発生した場合は、本セクションのアドバイスを参照してください。
		
環境ファイルの修正




				カスタム環境ファイルのパラメーターを誤って設定していた場合は、環境ファイルを修正して、アップグレード中いつでも openstack overcloud upgrade prepare コマンドを実行することができます。このコマンドにより、新しいバージョンのオーバークラウドプランが director にアップロードされ、これにより config-download Playbook の新しいセットが生成されます。
			

				upgrades-environment.yaml ファイルのリポジトリー名が間違っている例を以下に示します。
			
parameter_defaults:
  UpgradeLeappEnabled: true
  UpgradeLeappCommandOptions: "--enablerepo rhel-7-for-x86_64-baseos-eus-rpms --enablerepo rhel-8-for-x86_64-appstream-eus-rpms --enablerepo fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms"
  CephAnsibleRepo: rhceph-4-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms

				この間違いにより、コントローラーノードの Leapp アップグレード時に問題が発生します。この問題を正すには、間違いを修正して openstack overcloud upgrade prepare コマンドを実行します。
			
手順
	
						ファイルの間違いを修正します。
					
parameter_defaults:
  UpgradeLeappEnabled: true
  UpgradeLeappCommandOptions: "--enablerepo rhel-8-for-x86_64-baseos-tus-rpms --enablerepo rhel-8-for-x86_64-appstream-tus-rpms --enablerepo fast-datapath-for-rhel-8-x86_64-rpms"
  CephAnsibleRepo: rhceph-4-tools-for-rhel-8-x86_64-rpms

	
						修正したファイルでアップグレードの準備コマンドを実行します。
					
$ openstack overcloud upgrade prepare \
    --stack STACK NAME \
    --templates \
    -e ENVIRONMENT FILE
    …​
    -e /home/stack/templates/upgrades-environment.yaml \
    …​

						オーバークラウドスタックの更新が完了するまで待ちます。
					

	
						失敗したアップグレードのステップから操作を続行します。
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# Highlight.js

Highlight.js — это подсветчик синтаксиса, написанный на JavaScript. Он работает
и в браузере, и на сервере. Он работает с практически любой HTML разметкой, не
зависит от каких-либо фреймворков и умеет автоматически определять язык.


## Начало работы

Минимум, что нужно сделать для использования highlight.js на веб-странице — это
подключить библиотеку, CSS-стили и вызывать [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

Библиотека найдёт и раскрасит код внутри тегов `<pre><code>`, попытавшись
автоматически определить язык. Когда автоопределение не срабатывает, можно явно
указать язык в атрибуте class:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

Список поддерживаемых классов языков доступен в [справочнике по классам][8].
Класс также можно предваоить префиксами `language-` или `lang-`.

Чтобы отключить подсветку для какого-то блока, используйте класс `nohighlight`:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Инициализация вручную

Чтобы иметь чуть больше контроля за инициализацией подсветки, вы можете
использовать функции [`highlightBlock`][2] и [`configure`][3]. Таким образом
можно управлять тем, *что* подсвечивать и *когда*.

Вот пример инициализация, эквивалентной вызову [`initHighlightingOnLoad`][1], но
с использованием jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

Вы можете использовать любые теги разметки вместо `<pre><code>`. Если
используете контейнер, не сохраняющий переводы строк, вам нужно сказать
highlight.js использовать для них тег `<br>`:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

Другие опции можно найти в документации функции [`configure`][3].


## Установка библиотеки

Highlight.js можно использовать в браузере прямо с CDN хостинга или скачать
индивидуальную сборку, а также установив модуль на сервере. На
[страница загрузки][4] подробно описаны все варианты.

Обратите внимание, что библиотека не предназначена для использования в виде
исходного кода на GitHub, а требует отдельной сборки. Если вам не подходит ни
один из готовых вариантов, читайте [документацию по сборке][5].


## Лицензия

Highlight.js распространяется под лицензией BSD. Подробнее читайте файл
[LICENSE][10].


## Ссылки

Официальный сайт билиотеки расположен по адресу <https://highlightjs.org/>.

Более подробная документация по API и другим темам расположена на
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Авторы и контрибьютора перечислена в файле [AUTHORS.ru.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.ru.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! jQuery v1.7.1 jquery.com | jquery.org/license */
(function(a,b){function cy(a){return f.isWindow(a)?a:a.nodeType===9?a.defaultView||a.parentWindow:!1}function cv(a){if(!ck[a]){var b=c.body,d=f("<"+a+">").appendTo(b),e=d.css("display");d.remove();if(e==="none"||e===""){cl||(cl=c.createElement("iframe"),cl.frameBorder=cl.width=cl.height=0),b.appendChild(cl);if(!cm||!cl.createElement)cm=(cl.contentWindow||cl.contentDocument).document,cm.write((c.compatMode==="CSS1Compat"?"<!doctype html>":"")+"<html><body>"),cm.close();d=cm.createElement(a),cm.body.appendChild(d),e=f.css(d,"display"),b.removeChild(cl)}ck[a]=e}return ck[a]}function cu(a,b){var c={};f.each(cq.concat.apply([],cq.slice(0,b)),function(){c[this]=a});return c}function ct(){cr=b}function cs(){setTimeout(ct,0);return cr=f.now()}function cj(){try{return new a.ActiveXObject("Microsoft.XMLHTTP")}catch(b){}}function ci(){try{return new a.XMLHttpRequest}catch(b){}}function cc(a,c){a.dataFilter&&(c=a.dataFilter(c,a.dataType));var d=a.dataTypes,e={},g,h,i=d.length,j,k=d[0],l,m,n,o,p;for(g=1;g<i;g++){if(g===1)for(h in a.converters)typeof h=="string"&&(e[h.toLowerCase()]=a.converters[h]);l=k,k=d[g];if(k==="*")k=l;else if(l!=="*"&&l!==k){m=l+" "+k,n=e[m]||e["* "+k];if(!n){p=b;for(o in e){j=o.split(" ");if(j[0]===l||j[0]==="*"){p=e[j[1]+" "+k];if(p){o=e[o],o===!0?n=p:p===!0&&(n=o);break}}}}!n&&!p&&f.error("No conversion from "+m.replace(" "," to ")),n!==!0&&(c=n?n(c):p(o(c)))}}return c}function cb(a,c,d){var e=a.contents,f=a.dataTypes,g=a.responseFields,h,i,j,k;for(i in g)i in d&&(c[g[i]]=d[i]);while(f[0]==="*")f.shift(),h===b&&(h=a.mimeType||c.getResponseHeader("content-type"));if(h)for(i in e)if(e[i]&&e[i].test(h)){f.unshift(i);break}if(f[0]in d)j=f[0];else{for(i in d){if(!f[0]||a.converters[i+" "+f[0]]){j=i;break}k||(k=i)}j=j||k}if(j){j!==f[0]&&f.unshift(j);return d[j]}}function ca(a,b,c,d){if(f.isArray(b))f.each(b,function(b,e){c||bE.test(a)?d(a,e):ca(a+"["+(typeof e=="object"||f.isArray(e)?b:"")+"]",e,c,d)});else if(!c&&b!=null&&typeof b=="object")for(var e in b)ca(a+"["+e+"]",b[e],c,d);else d(a,b)}function b_(a,c){var d,e,g=f.ajaxSettings.flatOptions||{};for(d in c)c[d]!==b&&((g[d]?a:e||(e={}))[d]=c[d]);e&&f.extend(!0,a,e)}function b$(a,c,d,e,f,g){f=f||c.dataTypes[0],g=g||{},g[f]=!0;var h=a[f],i=0,j=h?h.length:0,k=a===bT,l;for(;i<j&&(k||!l);i++)l=h[i](c,d,e),typeof l=="string"&&(!k||g[l]?l=b:(c.dataTypes.unshift(l),l=b$(a,c,d,e,l,g)));(k||!l)&&!g["*"]&&(l=b$(a,c,d,e,"*",g));return l}function bZ(a){return function(b,c){typeof b!="string"&&(c=b,b="*");if(f.isFunction(c)){var d=b.toLowerCase().split(bP),e=0,g=d.length,h,i,j;for(;e<g;e++)h=d[e],j=/^\+/.test(h),j&&(h=h.substr(1)||"*"),i=a[h]=a[h]||[],i[j?"unshift":"push"](c)}}}function bC(a,b,c){var d=b==="width"?a.offsetWidth:a.offsetHeight,e=b==="width"?bx:by,g=0,h=e.length;if(d>0){if(c!=="border")for(;g<h;g++)c||(d-=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0),c==="margin"?d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0:d-=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0;return d+"px"}d=bz(a,b,b);if(d<0||d==null)d=a.style[b]||0;d=parseFloat(d)||0;if(c)for(;g<h;g++)d+=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0,c!=="padding"&&(d+=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0),c==="margin"&&(d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0);return d+"px"}function bp(a,b){b.src?f.ajax({url:b.src,async:!1,dataType:"script"}):f.globalEval((b.text||b.textContent||b.innerHTML||"").replace(bf,"/*$0*/")),b.parentNode&&b.parentNode.removeChild(b)}function bo(a){var b=c.createElement("div");bh.appendChild(b),b.innerHTML=a.outerHTML;return b.firstChild}function bn(a){var b=(a.nodeName||"").toLowerCase();b==="input"?bm(a):b!=="script"&&typeof a.getElementsByTagName!="undefined"&&f.grep(a.getElementsByTagName("input"),bm)}function bm(a){if(a.type==="checkbox"||a.type==="radio")a.defaultChecked=a.checked}function bl(a){return typeof a.getElementsByTagName!="undefined"?a.getElementsByTagName("*"):typeof a.querySelectorAll!="undefined"?a.querySelectorAll("*"):[]}function bk(a,b){var c;if(b.nodeType===1){b.clearAttributes&&b.clearAttributes(),b.mergeAttributes&&b.mergeAttributes(a),c=b.nodeName.toLowerCase();if(c==="object")b.outerHTML=a.outerHTML;else if(c!=="input"||a.type!=="checkbox"&&a.type!=="radio"){if(c==="option")b.selected=a.defaultSelected;else if(c==="input"||c==="textarea")b.defaultValue=a.defaultValue}else a.checked&&(b.defaultChecked=b.checked=a.checked),b.value!==a.value&&(b.value=a.value);b.removeAttribute(f.expando)}}function bj(a,b){if(b.nodeType===1&&!!f.hasData(a)){var c,d,e,g=f._data(a),h=f._data(b,g),i=g.events;if(i){delete h.handle,h.events={};for(c in i)for(d=0,e=i[c].length;d<e;d++)f.event.add(b,c+(i[c][d].namespace?".":"")+i[c][d].namespace,i[c][d],i[c][d].data)}h.data&&(h.data=f.extend({},h.data))}}function bi(a,b){return f.nodeName(a,"table")?a.getElementsByTagName("tbody")[0]||a.appendChild(a.ownerDocument.createElement("tbody")):a}function U(a){var b=V.split("|"),c=a.createDocumentFragment();if(c.createElement)while(b.length)c.createElement(b.pop());return c}function T(a,b,c){b=b||0;if(f.isFunction(b))return f.grep(a,function(a,d){var e=!!b.call(a,d,a);return e===c});if(b.nodeType)return f.grep(a,function(a,d){return a===b===c});if(typeof b=="string"){var d=f.grep(a,function(a){return a.nodeType===1});if(O.test(b))return f.filter(b,d,!c);b=f.filter(b,d)}return f.grep(a,function(a,d){return f.inArray(a,b)>=0===c})}function S(a){return!a||!a.parentNode||a.parentNode.nodeType===11}function K(){return!0}function J(){return!1}function n(a,b,c){var d=b+"defer",e=b+"queue",g=b+"mark",h=f._data(a,d);h&&(c==="queue"||!f._data(a,e))&&(c==="mark"||!f._data(a,g))&&setTimeout(function(){!f._data(a,e)&&!f._data(a,g)&&(f.removeData(a,d,!0),h.fire())},0)}function m(a){for(var b in a){if(b==="data"&&f.isEmptyObject(a[b]))continue;if(b!=="toJSON")return!1}return!0}function l(a,c,d){if(d===b&&a.nodeType===1){var e="data-"+c.replace(k,"-$1").toLowerCase();d=a.getAttribute(e);if(typeof d=="string"){try{d=d==="true"?!0:d==="false"?!1:d==="null"?null:f.isNumeric(d)?parseFloat(d):j.test(d)?f.parseJSON(d):d}catch(g){}f.data(a,c,d)}else d=b}return d}function h(a){var b=g[a]={},c,d;a=a.split(/\s+/);for(c=0,d=a.length;c<d;c++)b[a[c]]=!0;return b}var c=a.document,d=a.navigator,e=a.location,f=function(){function J(){if(!e.isReady){try{c.documentElement.doScroll("left")}catch(a){setTimeout(J,1);return}e.ready()}}var e=function(a,b){return new e.fn.init(a,b,h)},f=a.jQuery,g=a.$,h,i=/^(?:[^#<]*(<[\w\W]+>)[^>]*$|#([\w\-]*)$)/,j=/\S/,k=/^\s+/,l=/\s+$/,m=/^<(\w+)\s*\/?>(?:<\/\1>)?$/,n=/^[\],:{}\s]*$/,o=/\\(?:["\\\/bfnrt]|u[0-9a-fA-F]{4})/g,p=/"[^"\\\n\r]*"|true|false|null|-?\d+(?:\.\d*)?(?:[eE][+\-]?\d+)?/g,q=/(?:^|:|,)(?:\s*\[)+/g,r=/(webkit)[ \/]([\w.]+)/,s=/(opera)(?:.*version)?[ \/]([\w.]+)/,t=/(msie) ([\w.]+)/,u=/(mozilla)(?:.*? rv:([\w.]+))?/,v=/-([a-z]|[0-9])/ig,w=/^-ms-/,x=function(a,b){return(b+"").toUpperCase()},y=d.userAgent,z,A,B,C=Object.prototype.toString,D=Object.prototype.hasOwnProperty,E=Array.prototype.push,F=Array.prototype.slice,G=String.prototype.trim,H=Array.prototype.indexOf,I={};e.fn=e.prototype={constructor:e,init:function(a,d,f){var g,h,j,k;if(!a)return this;if(a.nodeType){this.context=this[0]=a,this.length=1;return this}if(a==="body"&&!d&&c.body){this.context=c,this[0]=c.body,this.selector=a,this.length=1;return this}if(typeof a=="string"){a.charAt(0)!=="<"||a.charAt(a.length-1)!==">"||a.length<3?g=i.exec(a):g=[null,a,null];if(g&&(g[1]||!d)){if(g[1]){d=d instanceof e?d[0]:d,k=d?d.ownerDocument||d:c,j=m.exec(a),j?e.isPlainObject(d)?(a=[c.createElement(j[1])],e.fn.attr.call(a,d,!0)):a=[k.createElement(j[1])]:(j=e.buildFragment([g[1]],[k]),a=(j.cacheable?e.clone(j.fragment):j.fragment).childNodes);return e.merge(this,a)}h=c.getElementById(g[2]);if(h&&h.parentNode){if(h.id!==g[2])return f.find(a);this.length=1,this[0]=h}this.context=c,this.selector=a;return this}return!d||d.jquery?(d||f).find(a):this.constructor(d).find(a)}if(e.isFunction(a))return f.ready(a);a.selector!==b&&(this.selector=a.selector,this.context=a.context);return e.makeArray(a,this)},selector:"",jquery:"1.7.1",length:0,size:function(){return this.length},toArray:function(){return F.call(this,0)},get:function(a){return a==null?this.toArray():a<0?this[this.length+a]:this[a]},pushStack:function(a,b,c){var d=this.constructor();e.isArray(a)?E.apply(d,a):e.merge(d,a),d.prevObject=this,d.context=this.context,b==="find"?d.selector=this.selector+(this.selector?" ":"")+c:b&&(d.selector=this.selector+"."+b+"("+c+")");return d},each:function(a,b){return e.each(this,a,b)},ready:function(a){e.bindReady(),A.add(a);return this},eq:function(a){a=+a;return a===-1?this.slice(a):this.slice(a,a+1)},first:function(){return this.eq(0)},last:function(){return this.eq(-1)},slice:function(){return this.pushStack(F.apply(this,arguments),"slice",F.call(arguments).join(","))},map:function(a){return this.pushStack(e.map(this,function(b,c){return a.call(b,c,b)}))},end:function(){return this.prevObject||this.constructor(null)},push:E,sort:[].sort,splice:[].splice},e.fn.init.prototype=e.fn,e.extend=e.fn.extend=function(){var a,c,d,f,g,h,i=arguments[0]||{},j=1,k=arguments.length,l=!1;typeof i=="boolean"&&(l=i,i=arguments[1]||{},j=2),typeof i!="object"&&!e.isFunction(i)&&(i={}),k===j&&(i=this,--j);for(;j<k;j++)if((a=arguments[j])!=null)for(c in a){d=i[c],f=a[c];if(i===f)continue;l&&f&&(e.isPlainObject(f)||(g=e.isArray(f)))?(g?(g=!1,h=d&&e.isArray(d)?d:[]):h=d&&e.isPlainObject(d)?d:{},i[c]=e.extend(l,h,f)):f!==b&&(i[c]=f)}return i},e.extend({noConflict:function(b){a.$===e&&(a.$=g),b&&a.jQuery===e&&(a.jQuery=f);return e},isReady:!1,readyWait:1,holdReady:function(a){a?e.readyWait++:e.ready(!0)},ready:function(a){if(a===!0&&!--e.readyWait||a!==!0&&!e.isReady){if(!c.body)return setTimeout(e.ready,1);e.isReady=!0;if(a!==!0&&--e.readyWait>0)return;A.fireWith(c,[e]),e.fn.trigger&&e(c).trigger("ready").off("ready")}},bindReady:function(){if(!A){A=e.Callbacks("once memory");if(c.readyState==="complete")return setTimeout(e.ready,1);if(c.addEventListener)c.addEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),a.addEventListener("load",e.ready,!1);else if(c.attachEvent){c.attachEvent("onreadystatechange",B),a.attachEvent("onload",e.ready);var b=!1;try{b=a.frameElement==null}catch(d){}c.documentElement.doScroll&&b&&J()}}},isFunction:function(a){return e.type(a)==="function"},isArray:Array.isArray||function(a){return e.type(a)==="array"},isWindow:function(a){return a&&typeof a=="object"&&"setInterval"in a},isNumeric:function(a){return!isNaN(parseFloat(a))&&isFinite(a)},type:function(a){return a==null?String(a):I[C.call(a)]||"object"},isPlainObject:function(a){if(!a||e.type(a)!=="object"||a.nodeType||e.isWindow(a))return!1;try{if(a.constructor&&!D.call(a,"constructor")&&!D.call(a.constructor.prototype,"isPrototypeOf"))return!1}catch(c){return!1}var d;for(d in a);return d===b||D.call(a,d)},isEmptyObject:function(a){for(var b in a)return!1;return!0},error:function(a){throw new Error(a)},parseJSON:function(b){if(typeof b!="string"||!b)return null;b=e.trim(b);if(a.JSON&&a.JSON.parse)return a.JSON.parse(b);if(n.test(b.replace(o,"@").replace(p,"]").replace(q,"")))return(new Function("return "+b))();e.error("Invalid JSON: "+b)},parseXML:function(c){var d,f;try{a.DOMParser?(f=new DOMParser,d=f.parseFromString(c,"text/xml")):(d=new ActiveXObject("Microsoft.XMLDOM"),d.async="false",d.loadXML(c))}catch(g){d=b}(!d||!d.documentElement||d.getElementsByTagName("parsererror").length)&&e.error("Invalid XML: "+c);return d},noop:function(){},globalEval:function(b){b&&j.test(b)&&(a.execScript||function(b){a.eval.call(a,b)})(b)},camelCase:function(a){return a.replace(w,"ms-").replace(v,x)},nodeName:function(a,b){return a.nodeName&&a.nodeName.toUpperCase()===b.toUpperCase()},each:function(a,c,d){var f,g=0,h=a.length,i=h===b||e.isFunction(a);if(d){if(i){for(f in a)if(c.apply(a[f],d)===!1)break}else for(;g<h;)if(c.apply(a[g++],d)===!1)break}else if(i){for(f in a)if(c.call(a[f],f,a[f])===!1)break}else for(;g<h;)if(c.call(a[g],g,a[g++])===!1)break;return a},trim:G?function(a){return a==null?"":G.call(a)}:function(a){return a==null?"":(a+"").replace(k,"").replace(l,"")},makeArray:function(a,b){var c=b||[];if(a!=null){var d=e.type(a);a.length==null||d==="string"||d==="function"||d==="regexp"||e.isWindow(a)?E.call(c,a):e.merge(c,a)}return c},inArray:function(a,b,c){var d;if(b){if(H)return H.call(b,a,c);d=b.length,c=c?c<0?Math.max(0,d+c):c:0;for(;c<d;c++)if(c in b&&b[c]===a)return c}return-1},merge:function(a,c){var d=a.length,e=0;if(typeof c.length=="number")for(var f=c.length;e<f;e++)a[d++]=c[e];else while(c[e]!==b)a[d++]=c[e++];a.length=d;return a},grep:function(a,b,c){var d=[],e;c=!!c;for(var f=0,g=a.length;f<g;f++)e=!!b(a[f],f),c!==e&&d.push(a[f]);return d},map:function(a,c,d){var f,g,h=[],i=0,j=a.length,k=a instanceof e||j!==b&&typeof j=="number"&&(j>0&&a[0]&&a[j-1]||j===0||e.isArray(a));if(k)for(;i<j;i++)f=c(a[i],i,d),f!=null&&(h[h.length]=f);else for(g in a)f=c(a[g],g,d),f!=null&&(h[h.length]=f);return h.concat.apply([],h)},guid:1,proxy:function(a,c){if(typeof c=="string"){var d=a[c];c=a,a=d}if(!e.isFunction(a))return b;var f=F.call(arguments,2),g=function(){return a.apply(c,f.concat(F.call(arguments)))};g.guid=a.guid=a.guid||g.guid||e.guid++;return g},access:function(a,c,d,f,g,h){var i=a.length;if(typeof c=="object"){for(var j in c)e.access(a,j,c[j],f,g,d);return a}if(d!==b){f=!h&&f&&e.isFunction(d);for(var k=0;k<i;k++)g(a[k],c,f?d.call(a[k],k,g(a[k],c)):d,h);return a}return i?g(a[0],c):b},now:function(){return(new Date).getTime()},uaMatch:function(a){a=a.toLowerCase();var b=r.exec(a)||s.exec(a)||t.exec(a)||a.indexOf("compatible")<0&&u.exec(a)||[];return{browser:b[1]||"",version:b[2]||"0"}},sub:function(){function a(b,c){return new a.fn.init(b,c)}e.extend(!0,a,this),a.superclass=this,a.fn=a.prototype=this(),a.fn.constructor=a,a.sub=this.sub,a.fn.init=function(d,f){f&&f instanceof e&&!(f instanceof a)&&(f=a(f));return e.fn.init.call(this,d,f,b)},a.fn.init.prototype=a.fn;var b=a(c);return a},browser:{}}),e.each("Boolean Number String Function Array Date RegExp Object".split(" "),function(a,b){I["[object "+b+"]"]=b.toLowerCase()}),z=e.uaMatch(y),z.browser&&(e.browser[z.browser]=!0,e.browser.version=z.version),e.browser.webkit&&(e.browser.safari=!0),j.test(" ")&&(k=/^[\s\xA0]+/,l=/[\s\xA0]+$/),h=e(c),c.addEventListener?B=function(){c.removeEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),e.ready()}:c.attachEvent&&(B=function(){c.readyState==="complete"&&(c.detachEvent("onreadystatechange",B),e.ready())});return e}(),g={};f.Callbacks=function(a){a=a?g[a]||h(a):{};var c=[],d=[],e,i,j,k,l,m=function(b){var d,e,g,h,i;for(d=0,e=b.length;d<e;d++)g=b[d],h=f.type(g),h==="array"?m(g):h==="function"&&(!a.unique||!o.has(g))&&c.push(g)},n=function(b,f){f=f||[],e=!a.memory||[b,f],i=!0,l=j||0,j=0,k=c.length;for(;c&&l<k;l++)if(c[l].apply(b,f)===!1&&a.stopOnFalse){e=!0;break}i=!1,c&&(a.once?e===!0?o.disable():c=[]:d&&d.length&&(e=d.shift(),o.fireWith(e[0],e[1])))},o={add:function(){if(c){var a=c.length;m(arguments),i?k=c.length:e&&e!==!0&&(j=a,n(e[0],e[1]))}return this},remove:function(){if(c){var b=arguments,d=0,e=b.length;for(;d<e;d++)for(var f=0;f<c.length;f++)if(b[d]===c[f]){i&&f<=k&&(k--,f<=l&&l--),c.splice(f--,1);if(a.unique)break}}return this},has:function(a){if(c){var b=0,d=c.length;for(;b<d;b++)if(a===c[b])return!0}return!1},empty:function(){c=[];return this},disable:function(){c=d=e=b;return this},disabled:function(){return!c},lock:function(){d=b,(!e||e===!0)&&o.disable();return this},locked:function(){return!d},fireWith:function(b,c){d&&(i?a.once||d.push([b,c]):(!a.once||!e)&&n(b,c));return this},fire:function(){o.fireWith(this,arguments);return this},fired:function(){return!!e}};return o};var i=[].slice;f.extend({Deferred:function(a){var b=f.Callbacks("once memory"),c=f.Callbacks("once memory"),d=f.Callbacks("memory"),e="pending",g={resolve:b,reject:c,notify:d},h={done:b.add,fail:c.add,progress:d.add,state:function(){return e},isResolved:b.fired,isRejected:c.fired,then:function(a,b,c){i.done(a).fail(b).progress(c);return this},always:function(){i.done.apply(i,arguments).fail.apply(i,arguments);return this},pipe:function(a,b,c){return f.Deferred(function(d){f.each({done:[a,"resolve"],fail:[b,"reject"],progress:[c,"notify"]},function(a,b){var c=b[0],e=b[1],g;f.isFunction(c)?i[a](function(){g=c.apply(this,arguments),g&&f.isFunction(g.promise)?g.promise().then(d.resolve,d.reject,d.notify):d[e+"With"](this===i?d:this,[g])}):i[a](d[e])})}).promise()},promise:function(a){if(a==null)a=h;else for(var b in h)a[b]=h[b];return a}},i=h.promise({}),j;for(j in g)i[j]=g[j].fire,i[j+"With"]=g[j].fireWith;i.done(function(){e="resolved"},c.disable,d.lock).fail(function(){e="rejected"},b.disable,d.lock),a&&a.call(i,i);return i},when:function(a){function m(a){return function(b){e[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):b,j.notifyWith(k,e)}}function l(a){return function(c){b[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):c,--g||j.resolveWith(j,b)}}var b=i.call(arguments,0),c=0,d=b.length,e=Array(d),g=d,h=d,j=d<=1&&a&&f.isFunction(a.promise)?a:f.Deferred(),k=j.promise();if(d>1){for(;c<d;c++)b[c]&&b[c].promise&&f.isFunction(b[c].promise)?b[c].promise().then(l(c),j.reject,m(c)):--g;g||j.resolveWith(j,b)}else j!==a&&j.resolveWith(j,d?[a]:[]);return k}}),f.support=function(){var b,d,e,g,h,i,j,k,l,m,n,o,p,q=c.createElement("div"),r=c.documentElement;q.setAttribute("className","t"),q.innerHTML="   <link/><table></table><a href='/a' style='top:1px;float:left;opacity:.55;'>a</a><input type='checkbox'/>",d=q.getElementsByTagName("*"),e=q.getElementsByTagName("a")[0];if(!d||!d.length||!e)return{};g=c.createElement("select"),h=g.appendChild(c.createElement("option")),i=q.getElementsByTagName("input")[0],b={leadingWhitespace:q.firstChild.nodeType===3,tbody:!q.getElementsByTagName("tbody").length,htmlSerialize:!!q.getElementsByTagName("link").length,style:/top/.test(e.getAttribute("style")),hrefNormalized:e.getAttribute("href")==="/a",opacity:/^0.55/.test(e.style.opacity),cssFloat:!!e.style.cssFloat,checkOn:i.value==="on",optSelected:h.selected,getSetAttribute:q.className!=="t",enctype:!!c.createElement("form").enctype,html5Clone:c.createElement("nav").cloneNode(!0).outerHTML!=="<:nav></:nav>",submitBubbles:!0,changeBubbles:!0,focusinBubbles:!1,deleteExpando:!0,noCloneEvent:!0,inlineBlockNeedsLayout:!1,shrinkWrapBlocks:!1,reliableMarginRight:!0},i.checked=!0,b.noCloneChecked=i.cloneNode(!0).checked,g.disabled=!0,b.optDisabled=!h.disabled;try{delete q.test}catch(s){b.deleteExpando=!1}!q.addEventListener&&q.attachEvent&&q.fireEvent&&(q.attachEvent("onclick",function(){b.noCloneEvent=!1}),q.cloneNode(!0).fireEvent("onclick")),i=c.createElement("input"),i.value="t",i.setAttribute("type","radio"),b.radioValue=i.value==="t",i.setAttribute("checked","checked"),q.appendChild(i),k=c.createDocumentFragment(),k.appendChild(q.lastChild),b.checkClone=k.cloneNode(!0).cloneNode(!0).lastChild.checked,b.appendChecked=i.checked,k.removeChild(i),k.appendChild(q),q.innerHTML="",a.getComputedStyle&&(j=c.createElement("div"),j.style.width="0",j.style.marginRight="0",q.style.width="2px",q.appendChild(j),b.reliableMarginRight=(parseInt((a.getComputedStyle(j,null)||{marginRight:0}).marginRight,10)||0)===0);if(q.attachEvent)for(o in{submit:1,change:1,focusin:1})n="on"+o,p=n in q,p||(q.setAttribute(n,"return;"),p=typeof q[n]=="function"),b[o+"Bubbles"]=p;k.removeChild(q),k=g=h=j=q=i=null,f(function(){var a,d,e,g,h,i,j,k,m,n,o,r=c.getElementsByTagName("body")[0];!r||(j=1,k="position:absolute;top:0;left:0;width:1px;height:1px;margin:0;",m="visibility:hidden;border:0;",n="style='"+k+"border:5px solid #000;padding:0;'",o="<div "+n+"><div></div></div>"+"<table "+n+" cellpadding='0' cellspacing='0'>"+"<tr><td></td></tr></table>",a=c.createElement("div"),a.style.cssText=m+"width:0;height:0;position:static;top:0;margin-top:"+j+"px",r.insertBefore(a,r.firstChild),q=c.createElement("div"),a.appendChild(q),q.innerHTML="<table><tr><td style='padding:0;border:0;display:none'></td><td>t</td></tr></table>",l=q.getElementsByTagName("td"),p=l[0].offsetHeight===0,l[0].style.display="",l[1].style.display="none",b.reliableHiddenOffsets=p&&l[0].offsetHeight===0,q.innerHTML="",q.style.width=q.style.paddingLeft="1px",f.boxModel=b.boxModel=q.offsetWidth===2,typeof q.style.zoom!="undefined"&&(q.style.display="inline",q.style.zoom=1,b.inlineBlockNeedsLayout=q.offsetWidth===2,q.style.display="",q.innerHTML="<div style='width:4px;'></div>",b.shrinkWrapBlocks=q.offsetWidth!==2),q.style.cssText=k+m,q.innerHTML=o,d=q.firstChild,e=d.firstChild,h=d.nextSibling.firstChild.firstChild,i={doesNotAddBorder:e.offsetTop!==5,doesAddBorderForTableAndCells:h.offsetTop===5},e.style.position="fixed",e.style.top="20px",i.fixedPosition=e.offsetTop===20||e.offsetTop===15,e.style.position=e.style.top="",d.style.overflow="hidden",d.style.position="relative",i.subtractsBorderForOverflowNotVisible=e.offsetTop===-5,i.doesNotIncludeMarginInBodyOffset=r.offsetTop!==j,r.removeChild(a),q=a=null,f.extend(b,i))});return b}();var j=/^(?:\{.*\}|\[.*\])$/,k=/([A-Z])/g;f.extend({cache:{},uuid:0,expando:"jQuery"+(f.fn.jquery+Math.random()).replace(/\D/g,""),noData:{embed:!0,object:"clsid:D27CDB6E-AE6D-11cf-96B8-444553540000",applet:!0},hasData:function(a){a=a.nodeType?f.cache[a[f.expando]]:a[f.expando];return!!a&&!m(a)},data:function(a,c,d,e){if(!!f.acceptData(a)){var g,h,i,j=f.expando,k=typeof c=="string",l=a.nodeType,m=l?f.cache:a,n=l?a[j]:a[j]&&j,o=c==="events";if((!n||!m[n]||!o&&!e&&!m[n].data)&&k&&d===b)return;n||(l?a[j]=n=++f.uuid:n=j),m[n]||(m[n]={},l||(m[n].toJSON=f.noop));if(typeof c=="object"||typeof c=="function")e?m[n]=f.extend(m[n],c):m[n].data=f.extend(m[n].data,c);g=h=m[n],e||(h.data||(h.data={}),h=h.data),d!==b&&(h[f.camelCase(c)]=d);if(o&&!h[c])return g.events;k?(i=h[c],i==null&&(i=h[f.camelCase(c)])):i=h;return i}},removeData:function(a,b,c){if(!!f.acceptData(a)){var d,e,g,h=f.expando,i=a.nodeType,j=i?f.cache:a,k=i?a[h]:h;if(!j[k])return;if(b){d=c?j[k]:j[k].data;if(d){f.isArray(b)||(b in d?b=[b]:(b=f.camelCase(b),b in d?b=[b]:b=b.split(" ")));for(e=0,g=b.length;e<g;e++)delete d[b[e]];if(!(c?m:f.isEmptyObject)(d))return}}if(!c){delete j[k].data;if(!m(j[k]))return}f.support.deleteExpando||!j.setInterval?delete j[k]:j[k]=null,i&&(f.support.deleteExpando?delete a[h]:a.removeAttribute?a.removeAttribute(h):a[h]=null)}},_data:function(a,b,c){return f.data(a,b,c,!0)},acceptData:function(a){if(a.nodeName){var b=f.noData[a.nodeName.toLowerCase()];if(b)return b!==!0&&a.getAttribute("classid")===b}return!0}}),f.fn.extend({data:function(a,c){var d,e,g,h=null;if(typeof a=="undefined"){if(this.length){h=f.data(this[0]);if(this[0].nodeType===1&&!f._data(this[0],"parsedAttrs")){e=this[0].attributes;for(var i=0,j=e.length;i<j;i++)g=e[i].name,g.indexOf("data-")===0&&(g=f.camelCase(g.substring(5)),l(this[0],g,h[g]));f._data(this[0],"parsedAttrs",!0)}}return h}if(typeof a=="object")return this.each(function(){f.data(this,a)});d=a.split("."),d[1]=d[1]?"."+d[1]:"";if(c===b){h=this.triggerHandler("getData"+d[1]+"!",[d[0]]),h===b&&this.length&&(h=f.data(this[0],a),h=l(this[0],a,h));return h===b&&d[1]?this.data(d[0]):h}return this.each(function(){var b=f(this),e=[d[0],c];b.triggerHandler("setData"+d[1]+"!",e),f.data(this,a,c),b.triggerHandler("changeData"+d[1]+"!",e)})},removeData:function(a){return this.each(function(){f.removeData(this,a)})}}),f.extend({_mark:function(a,b){a&&(b=(b||"fx")+"mark",f._data(a,b,(f._data(a,b)||0)+1))},_unmark:function(a,b,c){a!==!0&&(c=b,b=a,a=!1);if(b){c=c||"fx";var d=c+"mark",e=a?0:(f._data(b,d)||1)-1;e?f._data(b,d,e):(f.removeData(b,d,!0),n(b,c,"mark"))}},queue:function(a,b,c){var d;if(a){b=(b||"fx")+"queue",d=f._data(a,b),c&&(!d||f.isArray(c)?d=f._data(a,b,f.makeArray(c)):d.push(c));return d||[]}},dequeue:function(a,b){b=b||"fx";var c=f.queue(a,b),d=c.shift(),e={};d==="inprogress"&&(d=c.shift()),d&&(b==="fx"&&c.unshift("inprogress"),f._data(a,b+".run",e),d.call(a,function(){f.dequeue(a,b)},e)),c.length||(f.removeData(a,b+"queue "+b+".run",!0),n(a,b,"queue"))}}),f.fn.extend({queue:function(a,c){typeof a!="string"&&(c=a,a="fx");if(c===b)return f.queue(this[0],a);return this.each(function(){var b=f.queue(this,a,c);a==="fx"&&b[0]!=="inprogress"&&f.dequeue(this,a)})},dequeue:function(a){return this.each(function(){f.dequeue(this,a)})},delay:function(a,b){a=f.fx?f.fx.speeds[a]||a:a,b=b||"fx";return this.queue(b,function(b,c){var d=setTimeout(b,a);c.stop=function(){clearTimeout(d)}})},clearQueue:function(a){return this.queue(a||"fx",[])},promise:function(a,c){function m(){--h||d.resolveWith(e,[e])}typeof a!="string"&&(c=a,a=b),a=a||"fx";var d=f.Deferred(),e=this,g=e.length,h=1,i=a+"defer",j=a+"queue",k=a+"mark",l;while(g--)if(l=f.data(e[g],i,b,!0)||(f.data(e[g],j,b,!0)||f.data(e[g],k,b,!0))&&f.data(e[g],i,f.Callbacks("once memory"),!0))h++,l.add(m);m();return d.promise()}});var o=/[\n\t\r]/g,p=/\s+/,q=/\r/g,r=/^(?:button|input)$/i,s=/^(?:button|input|object|select|textarea)$/i,t=/^a(?:rea)?$/i,u=/^(?:autofocus|autoplay|async|checked|controls|defer|disabled|hidden|loop|multiple|open|readonly|required|scoped|selected)$/i,v=f.support.getSetAttribute,w,x,y;f.fn.extend({attr:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.attr)},removeAttr:function(a){return this.each(function(){f.removeAttr(this,a)})},prop:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.prop)},removeProp:function(a){a=f.propFix[a]||a;return this.each(function(){try{this[a]=b,delete this[a]}catch(c){}})},addClass:function(a){var b,c,d,e,g,h,i;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).addClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"){b=a.split(p);for(c=0,d=this.length;c<d;c++){e=this[c];if(e.nodeType===1)if(!e.className&&b.length===1)e.className=a;else{g=" "+e.className+" ";for(h=0,i=b.length;h<i;h++)~g.indexOf(" "+b[h]+" ")||(g+=b[h]+" ");e.className=f.trim(g)}}}return this},removeClass:function(a){var c,d,e,g,h,i,j;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).removeClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"||a===b){c=(a||"").split(p);for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];if(g.nodeType===1&&g.className)if(a){h=(" "+g.className+" ").replace(o," ");for(i=0,j=c.length;i<j;i++)h=h.replace(" "+c[i]+" "," ");g.className=f.trim(h)}else g.className=""}}return this},toggleClass:function(a,b){var c=typeof a,d=typeof b=="boolean";if(f.isFunction(a))return this.each(function(c){f(this).toggleClass(a.call(this,c,this.className,b),b)});return this.each(function(){if(c==="string"){var e,g=0,h=f(this),i=b,j=a.split(p);while(e=j[g++])i=d?i:!h.hasClass(e),h[i?"addClass":"removeClass"](e)}else if(c==="undefined"||c==="boolean")this.className&&f._data(this,"__className__",this.className),this.className=this.className||a===!1?"":f._data(this,"__className__")||""})},hasClass:function(a){var b=" "+a+" ",c=0,d=this.length;for(;c<d;c++)if(this[c].nodeType===1&&(" "+this[c].className+" ").replace(o," ").indexOf(b)>-1)return!0;return!1},val:function(a){var c,d,e,g=this[0];{if(!!arguments.length){e=f.isFunction(a);return this.each(function(d){var g=f(this),h;if(this.nodeType===1){e?h=a.call(this,d,g.val()):h=a,h==null?h="":typeof h=="number"?h+="":f.isArray(h)&&(h=f.map(h,function(a){return a==null?"":a+""})),c=f.valHooks[this.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[this.type];if(!c||!("set"in c)||c.set(this,h,"value")===b)this.value=h}})}if(g){c=f.valHooks[g.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[g.type];if(c&&"get"in c&&(d=c.get(g,"value"))!==b)return d;d=g.value;return typeof d=="string"?d.replace(q,""):d==null?"":d}}}}),f.extend({valHooks:{option:{get:function(a){var b=a.attributes.value;return!b||b.specified?a.value:a.text}},select:{get:function(a){var b,c,d,e,g=a.selectedIndex,h=[],i=a.options,j=a.type==="select-one";if(g<0)return null;c=j?g:0,d=j?g+1:i.length;for(;c<d;c++){e=i[c];if(e.selected&&(f.support.optDisabled?!e.disabled:e.getAttribute("disabled")===null)&&(!e.parentNode.disabled||!f.nodeName(e.parentNode,"optgroup"))){b=f(e).val();if(j)return b;h.push(b)}}if(j&&!h.length&&i.length)return f(i[g]).val();return h},set:function(a,b){var c=f.makeArray(b);f(a).find("option").each(function(){this.selected=f.inArray(f(this).val(),c)>=0}),c.length||(a.selectedIndex=-1);return c}}},attrFn:{val:!0,css:!0,html:!0,text:!0,data:!0,width:!0,height:!0,offset:!0},attr:function(a,c,d,e){var g,h,i,j=a.nodeType;if(!!a&&j!==3&&j!==8&&j!==2){if(e&&c in f.attrFn)return f(a)[c](d);if(typeof a.getAttribute=="undefined")return f.prop(a,c,d);i=j!==1||!f.isXMLDoc(a),i&&(c=c.toLowerCase(),h=f.attrHooks[c]||(u.test(c)?x:w));if(d!==b){if(d===null){f.removeAttr(a,c);return}if(h&&"set"in h&&i&&(g=h.set(a,d,c))!==b)return g;a.setAttribute(c,""+d);return d}if(h&&"get"in h&&i&&(g=h.get(a,c))!==null)return g;g=a.getAttribute(c);return g===null?b:g}},removeAttr:function(a,b){var c,d,e,g,h=0;if(b&&a.nodeType===1){d=b.toLowerCase().split(p),g=d.length;for(;h<g;h++)e=d[h],e&&(c=f.propFix[e]||e,f.attr(a,e,""),a.removeAttribute(v?e:c),u.test(e)&&c in a&&(a[c]=!1))}},attrHooks:{type:{set:function(a,b){if(r.test(a.nodeName)&&a.parentNode)f.error("type property can't be changed");else if(!f.support.radioValue&&b==="radio"&&f.nodeName(a,"input")){var c=a.value;a.setAttribute("type",b),c&&(a.value=c);return b}}},value:{get:function(a,b){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.get(a,b);return b in a?a.value:null},set:function(a,b,c){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.set(a,b,c);a.value=b}}},propFix:{tabindex:"tabIndex",readonly:"readOnly","for":"htmlFor","class":"className",maxlength:"maxLength",cellspacing:"cellSpacing",cellpadding:"cellPadding",rowspan:"rowSpan",colspan:"colSpan",usemap:"useMap",frameborder:"frameBorder",contenteditable:"contentEditable"},prop:function(a,c,d){var e,g,h,i=a.nodeType;if(!!a&&i!==3&&i!==8&&i!==2){h=i!==1||!f.isXMLDoc(a),h&&(c=f.propFix[c]||c,g=f.propHooks[c]);return d!==b?g&&"set"in g&&(e=g.set(a,d,c))!==b?e:a[c]=d:g&&"get"in g&&(e=g.get(a,c))!==null?e:a[c]}},propHooks:{tabIndex:{get:function(a){var c=a.getAttributeNode("tabindex");return c&&c.specified?parseInt(c.value,10):s.test(a.nodeName)||t.test(a.nodeName)&&a.href?0:b}}}}),f.attrHooks.tabindex=f.propHooks.tabIndex,x={get:function(a,c){var d,e=f.prop(a,c);return e===!0||typeof e!="boolean"&&(d=a.getAttributeNode(c))&&d.nodeValue!==!1?c.toLowerCase():b},set:function(a,b,c){var d;b===!1?f.removeAttr(a,c):(d=f.propFix[c]||c,d in a&&(a[d]=!0),a.setAttribute(c,c.toLowerCase()));return c}},v||(y={name:!0,id:!0},w=f.valHooks.button={get:function(a,c){var d;d=a.getAttributeNode(c);return d&&(y[c]?d.nodeValue!=="":d.specified)?d.nodeValue:b},set:function(a,b,d){var e=a.getAttributeNode(d);e||(e=c.createAttribute(d),a.setAttributeNode(e));return e.nodeValue=b+""}},f.attrHooks.tabindex.set=w.set,f.each(["width","height"],function(a,b){f.attrHooks[b]=f.extend(f.attrHooks[b],{set:function(a,c){if(c===""){a.setAttribute(b,"auto");return c}}})}),f.attrHooks.contenteditable={get:w.get,set:function(a,b,c){b===""&&(b="false"),w.set(a,b,c)}}),f.support.hrefNormalized||f.each(["href","src","width","height"],function(a,c){f.attrHooks[c]=f.extend(f.attrHooks[c],{get:function(a){var d=a.getAttribute(c,2);return d===null?b:d}})}),f.support.style||(f.attrHooks.style={get:function(a){return a.style.cssText.toLowerCase()||b},set:function(a,b){return a.style.cssText=""+b}}),f.support.optSelected||(f.propHooks.selected=f.extend(f.propHooks.selected,{get:function(a){var b=a.parentNode;b&&(b.selectedIndex,b.parentNode&&b.parentNode.selectedIndex);return null}})),f.support.enctype||(f.propFix.enctype="encoding"),f.support.checkOn||f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]={get:function(a){return a.getAttribute("value")===null?"on":a.value}}}),f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]=f.extend(f.valHooks[this],{set:function(a,b){if(f.isArray(b))return a.checked=f.inArray(f(a).val(),b)>=0}})});var z=/^(?:textarea|input|select)$/i,A=/^([^\.]*)?(?:\.(.+))?$/,B=/\bhover(\.\S+)?\b/,C=/^key/,D=/^(?:mouse|contextmenu)|click/,E=/^(?:focusinfocus|focusoutblur)$/,F=/^(\w*)(?:#([\w\-]+))?(?:\.([\w\-]+))?$/,G=function(a){var b=F.exec(a);b&&(b[1]=(b[1]||"").toLowerCase(),b[3]=b[3]&&new RegExp("(?:^|\\s)"+b[3]+"(?:\\s|$)"));return b},H=function(a,b){var c=a.attributes||{};return(!b[1]||a.nodeName.toLowerCase()===b[1])&&(!b[2]||(c.id||{}).value===b[2])&&(!b[3]||b[3].test((c["class"]||{}).value))},I=function(a){return f.event.special.hover?a:a.replace(B,"mouseenter$1 mouseleave$1")};
f.event={add:function(a,c,d,e,g){var h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!(a.nodeType===3||a.nodeType===8||!c||!d||!(h=f._data(a)))){d.handler&&(p=d,d=p.handler),d.guid||(d.guid=f.guid++),j=h.events,j||(h.events=j={}),i=h.handle,i||(h.handle=i=function(a){return typeof f!="undefined"&&(!a||f.event.triggered!==a.type)?f.event.dispatch.apply(i.elem,arguments):b},i.elem=a),c=f.trim(I(c)).split(" ");for(k=0;k<c.length;k++){l=A.exec(c[k])||[],m=l[1],n=(l[2]||"").split(".").sort(),s=f.event.special[m]||{},m=(g?s.delegateType:s.bindType)||m,s=f.event.special[m]||{},o=f.extend({type:m,origType:l[1],data:e,handler:d,guid:d.guid,selector:g,quick:G(g),namespace:n.join(".")},p),r=j[m];if(!r){r=j[m]=[],r.delegateCount=0;if(!s.setup||s.setup.call(a,e,n,i)===!1)a.addEventListener?a.addEventListener(m,i,!1):a.attachEvent&&a.attachEvent("on"+m,i)}s.add&&(s.add.call(a,o),o.handler.guid||(o.handler.guid=d.guid)),g?r.splice(r.delegateCount++,0,o):r.push(o),f.event.global[m]=!0}a=null}},global:{},remove:function(a,b,c,d,e){var g=f.hasData(a)&&f._data(a),h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!!g&&!!(o=g.events)){b=f.trim(I(b||"")).split(" ");for(h=0;h<b.length;h++){i=A.exec(b[h])||[],j=k=i[1],l=i[2];if(!j){for(j in o)f.event.remove(a,j+b[h],c,d,!0);continue}p=f.event.special[j]||{},j=(d?p.delegateType:p.bindType)||j,r=o[j]||[],m=r.length,l=l?new RegExp("(^|\\.)"+l.split(".").sort().join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null;for(n=0;n<r.length;n++)s=r[n],(e||k===s.origType)&&(!c||c.guid===s.guid)&&(!l||l.test(s.namespace))&&(!d||d===s.selector||d==="**"&&s.selector)&&(r.splice(n--,1),s.selector&&r.delegateCount--,p.remove&&p.remove.call(a,s));r.length===0&&m!==r.length&&((!p.teardown||p.teardown.call(a,l)===!1)&&f.removeEvent(a,j,g.handle),delete o[j])}f.isEmptyObject(o)&&(q=g.handle,q&&(q.elem=null),f.removeData(a,["events","handle"],!0))}},customEvent:{getData:!0,setData:!0,changeData:!0},trigger:function(c,d,e,g){if(!e||e.nodeType!==3&&e.nodeType!==8){var h=c.type||c,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(E.test(h+f.event.triggered))return;h.indexOf("!")>=0&&(h=h.slice(0,-1),k=!0),h.indexOf(".")>=0&&(i=h.split("."),h=i.shift(),i.sort());if((!e||f.event.customEvent[h])&&!f.event.global[h])return;c=typeof c=="object"?c[f.expando]?c:new f.Event(h,c):new f.Event(h),c.type=h,c.isTrigger=!0,c.exclusive=k,c.namespace=i.join("."),c.namespace_re=c.namespace?new RegExp("(^|\\.)"+i.join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null,o=h.indexOf(":")<0?"on"+h:"";if(!e){j=f.cache;for(l in j)j[l].events&&j[l].events[h]&&f.event.trigger(c,d,j[l].handle.elem,!0);return}c.result=b,c.target||(c.target=e),d=d!=null?f.makeArray(d):[],d.unshift(c),p=f.event.special[h]||{};if(p.trigger&&p.trigger.apply(e,d)===!1)return;r=[[e,p.bindType||h]];if(!g&&!p.noBubble&&!f.isWindow(e)){s=p.delegateType||h,m=E.test(s+h)?e:e.parentNode,n=null;for(;m;m=m.parentNode)r.push([m,s]),n=m;n&&n===e.ownerDocument&&r.push([n.defaultView||n.parentWindow||a,s])}for(l=0;l<r.length&&!c.isPropagationStopped();l++)m=r[l][0],c.type=r[l][1],q=(f._data(m,"events")||{})[c.type]&&f._data(m,"handle"),q&&q.apply(m,d),q=o&&m[o],q&&f.acceptData(m)&&q.apply(m,d)===!1&&c.preventDefault();c.type=h,!g&&!c.isDefaultPrevented()&&(!p._default||p._default.apply(e.ownerDocument,d)===!1)&&(h!=="click"||!f.nodeName(e,"a"))&&f.acceptData(e)&&o&&e[h]&&(h!=="focus"&&h!=="blur"||c.target.offsetWidth!==0)&&!f.isWindow(e)&&(n=e[o],n&&(e[o]=null),f.event.triggered=h,e[h](),f.event.triggered=b,n&&(e[o]=n));return c.result}},dispatch:function(c){c=f.event.fix(c||a.event);var d=(f._data(this,"events")||{})[c.type]||[],e=d.delegateCount,g=[].slice.call(arguments,0),h=!c.exclusive&&!c.namespace,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s,t;g[0]=c,c.delegateTarget=this;if(e&&!c.target.disabled&&(!c.button||c.type!=="click")){m=f(this),m.context=this.ownerDocument||this;for(l=c.target;l!=this;l=l.parentNode||this){o={},q=[],m[0]=l;for(j=0;j<e;j++)r=d[j],s=r.selector,o[s]===b&&(o[s]=r.quick?H(l,r.quick):m.is(s)),o[s]&&q.push(r);q.length&&i.push({elem:l,matches:q})}}d.length>e&&i.push({elem:this,matches:d.slice(e)});for(j=0;j<i.length&&!c.isPropagationStopped();j++){p=i[j],c.currentTarget=p.elem;for(k=0;k<p.matches.length&&!c.isImmediatePropagationStopped();k++){r=p.matches[k];if(h||!c.namespace&&!r.namespace||c.namespace_re&&c.namespace_re.test(r.namespace))c.data=r.data,c.handleObj=r,n=((f.event.special[r.origType]||{}).handle||r.handler).apply(p.elem,g),n!==b&&(c.result=n,n===!1&&(c.preventDefault(),c.stopPropagation()))}}return c.result},props:"attrChange attrName relatedNode srcElement altKey bubbles cancelable ctrlKey currentTarget eventPhase metaKey relatedTarget shiftKey target timeStamp view which".split(" "),fixHooks:{},keyHooks:{props:"char charCode key keyCode".split(" "),filter:function(a,b){a.which==null&&(a.which=b.charCode!=null?b.charCode:b.keyCode);return a}},mouseHooks:{props:"button buttons clientX clientY fromElement offsetX offsetY pageX pageY screenX screenY toElement".split(" "),filter:function(a,d){var e,f,g,h=d.button,i=d.fromElement;a.pageX==null&&d.clientX!=null&&(e=a.target.ownerDocument||c,f=e.documentElement,g=e.body,a.pageX=d.clientX+(f&&f.scrollLeft||g&&g.scrollLeft||0)-(f&&f.clientLeft||g&&g.clientLeft||0),a.pageY=d.clientY+(f&&f.scrollTop||g&&g.scrollTop||0)-(f&&f.clientTop||g&&g.clientTop||0)),!a.relatedTarget&&i&&(a.relatedTarget=i===a.target?d.toElement:i),!a.which&&h!==b&&(a.which=h&1?1:h&2?3:h&4?2:0);return a}},fix:function(a){if(a[f.expando])return a;var d,e,g=a,h=f.event.fixHooks[a.type]||{},i=h.props?this.props.concat(h.props):this.props;a=f.Event(g);for(d=i.length;d;)e=i[--d],a[e]=g[e];a.target||(a.target=g.srcElement||c),a.target.nodeType===3&&(a.target=a.target.parentNode),a.metaKey===b&&(a.metaKey=a.ctrlKey);return h.filter?h.filter(a,g):a},special:{ready:{setup:f.bindReady},load:{noBubble:!0},focus:{delegateType:"focusin"},blur:{delegateType:"focusout"},beforeunload:{setup:function(a,b,c){f.isWindow(this)&&(this.onbeforeunload=c)},teardown:function(a,b){this.onbeforeunload===b&&(this.onbeforeunload=null)}}},simulate:function(a,b,c,d){var e=f.extend(new f.Event,c,{type:a,isSimulated:!0,originalEvent:{}});d?f.event.trigger(e,null,b):f.event.dispatch.call(b,e),e.isDefaultPrevented()&&c.preventDefault()}},f.event.handle=f.event.dispatch,f.removeEvent=c.removeEventListener?function(a,b,c){a.removeEventListener&&a.removeEventListener(b,c,!1)}:function(a,b,c){a.detachEvent&&a.detachEvent("on"+b,c)},f.Event=function(a,b){if(!(this instanceof f.Event))return new f.Event(a,b);a&&a.type?(this.originalEvent=a,this.type=a.type,this.isDefaultPrevented=a.defaultPrevented||a.returnValue===!1||a.getPreventDefault&&a.getPreventDefault()?K:J):this.type=a,b&&f.extend(this,b),this.timeStamp=a&&a.timeStamp||f.now(),this[f.expando]=!0},f.Event.prototype={preventDefault:function(){this.isDefaultPrevented=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.preventDefault?a.preventDefault():a.returnValue=!1)},stopPropagation:function(){this.isPropagationStopped=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.stopPropagation&&a.stopPropagation(),a.cancelBubble=!0)},stopImmediatePropagation:function(){this.isImmediatePropagationStopped=K,this.stopPropagation()},isDefaultPrevented:J,isPropagationStopped:J,isImmediatePropagationStopped:J},f.each({mouseenter:"mouseover",mouseleave:"mouseout"},function(a,b){f.event.special[a]={delegateType:b,bindType:b,handle:function(a){var c=this,d=a.relatedTarget,e=a.handleObj,g=e.selector,h;if(!d||d!==c&&!f.contains(c,d))a.type=e.origType,h=e.handler.apply(this,arguments),a.type=b;return h}}}),f.support.submitBubbles||(f.event.special.submit={setup:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.add(this,"click._submit keypress._submit",function(a){var c=a.target,d=f.nodeName(c,"input")||f.nodeName(c,"button")?c.form:b;d&&!d._submit_attached&&(f.event.add(d,"submit._submit",function(a){this.parentNode&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("submit",this.parentNode,a,!0)}),d._submit_attached=!0)})},teardown:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.remove(this,"._submit")}}),f.support.changeBubbles||(f.event.special.change={setup:function(){if(z.test(this.nodeName)){if(this.type==="checkbox"||this.type==="radio")f.event.add(this,"propertychange._change",function(a){a.originalEvent.propertyName==="checked"&&(this._just_changed=!0)}),f.event.add(this,"click._change",function(a){this._just_changed&&!a.isTrigger&&(this._just_changed=!1,f.event.simulate("change",this,a,!0))});return!1}f.event.add(this,"beforeactivate._change",function(a){var b=a.target;z.test(b.nodeName)&&!b._change_attached&&(f.event.add(b,"change._change",function(a){this.parentNode&&!a.isSimulated&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("change",this.parentNode,a,!0)}),b._change_attached=!0)})},handle:function(a){var b=a.target;if(this!==b||a.isSimulated||a.isTrigger||b.type!=="radio"&&b.type!=="checkbox")return a.handleObj.handler.apply(this,arguments)},teardown:function(){f.event.remove(this,"._change");return z.test(this.nodeName)}}),f.support.focusinBubbles||f.each({focus:"focusin",blur:"focusout"},function(a,b){var d=0,e=function(a){f.event.simulate(b,a.target,f.event.fix(a),!0)};f.event.special[b]={setup:function(){d++===0&&c.addEventListener(a,e,!0)},teardown:function(){--d===0&&c.removeEventListener(a,e,!0)}}}),f.fn.extend({on:function(a,c,d,e,g){var h,i;if(typeof a=="object"){typeof c!="string"&&(d=c,c=b);for(i in a)this.on(i,c,d,a[i],g);return this}d==null&&e==null?(e=c,d=c=b):e==null&&(typeof c=="string"?(e=d,d=b):(e=d,d=c,c=b));if(e===!1)e=J;else if(!e)return this;g===1&&(h=e,e=function(a){f().off(a);return h.apply(this,arguments)},e.guid=h.guid||(h.guid=f.guid++));return this.each(function(){f.event.add(this,a,e,d,c)})},one:function(a,b,c,d){return this.on.call(this,a,b,c,d,1)},off:function(a,c,d){if(a&&a.preventDefault&&a.handleObj){var e=a.handleObj;f(a.delegateTarget).off(e.namespace?e.type+"."+e.namespace:e.type,e.selector,e.handler);return this}if(typeof a=="object"){for(var g in a)this.off(g,c,a[g]);return this}if(c===!1||typeof c=="function")d=c,c=b;d===!1&&(d=J);return this.each(function(){f.event.remove(this,a,d,c)})},bind:function(a,b,c){return this.on(a,null,b,c)},unbind:function(a,b){return this.off(a,null,b)},live:function(a,b,c){f(this.context).on(a,this.selector,b,c);return this},die:function(a,b){f(this.context).off(a,this.selector||"**",b);return this},delegate:function(a,b,c,d){return this.on(b,a,c,d)},undelegate:function(a,b,c){return arguments.length==1?this.off(a,"**"):this.off(b,a,c)},trigger:function(a,b){return this.each(function(){f.event.trigger(a,b,this)})},triggerHandler:function(a,b){if(this[0])return f.event.trigger(a,b,this[0],!0)},toggle:function(a){var b=arguments,c=a.guid||f.guid++,d=0,e=function(c){var e=(f._data(this,"lastToggle"+a.guid)||0)%d;f._data(this,"lastToggle"+a.guid,e+1),c.preventDefault();return b[e].apply(this,arguments)||!1};e.guid=c;while(d<b.length)b[d++].guid=c;return this.click(e)},hover:function(a,b){return this.mouseenter(a).mouseleave(b||a)}}),f.each("blur focus focusin focusout load resize scroll unload click dblclick mousedown mouseup mousemove mouseover mouseout mouseenter mouseleave change select submit keydown keypress keyup error contextmenu".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a,c){c==null&&(c=a,a=null);return arguments.length>0?this.on(b,null,a,c):this.trigger(b)},f.attrFn&&(f.attrFn[b]=!0),C.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.keyHooks),D.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.mouseHooks)}),function(){function x(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}if(j.nodeType===1){g||(j[d]=c,j.sizset=h);if(typeof b!="string"){if(j===b){k=!0;break}}else if(m.filter(b,[j]).length>0){k=j;break}}j=j[a]}e[h]=k}}}function w(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}j.nodeType===1&&!g&&(j[d]=c,j.sizset=h);if(j.nodeName.toLowerCase()===b){k=j;break}j=j[a]}e[h]=k}}}var a=/((?:\((?:\([^()]+\)|[^()]+)+\)|\[(?:\[[^\[\]]*\]|['"][^'"]*['"]|[^\[\]'"]+)+\]|\\.|[^ >+~,(\[\\]+)+|[>+~])(\s*,\s*)?((?:.|\r|\n)*)/g,d="sizcache"+(Math.random()+"").replace(".",""),e=0,g=Object.prototype.toString,h=!1,i=!0,j=/\\/g,k=/\r\n/g,l=/\W/;[0,0].sort(function(){i=!1;return 0});var m=function(b,d,e,f){e=e||[],d=d||c;var h=d;if(d.nodeType!==1&&d.nodeType!==9)return[];if(!b||typeof b!="string")return e;var i,j,k,l,n,q,r,t,u=!0,v=m.isXML(d),w=[],x=b;do{a.exec(""),i=a.exec(x);if(i){x=i[3],w.push(i[1]);if(i[2]){l=i[3];break}}}while(i);if(w.length>1&&p.exec(b))if(w.length===2&&o.relative[w[0]])j=y(w[0]+w[1],d,f);else{j=o.relative[w[0]]?[d]:m(w.shift(),d);while(w.length)b=w.shift(),o.relative[b]&&(b+=w.shift()),j=y(b,j,f)}else{!f&&w.length>1&&d.nodeType===9&&!v&&o.match.ID.test(w[0])&&!o.match.ID.test(w[w.length-1])&&(n=m.find(w.shift(),d,v),d=n.expr?m.filter(n.expr,n.set)[0]:n.set[0]);if(d){n=f?{expr:w.pop(),set:s(f)}:m.find(w.pop(),w.length===1&&(w[0]==="~"||w[0]==="+")&&d.parentNode?d.parentNode:d,v),j=n.expr?m.filter(n.expr,n.set):n.set,w.length>0?k=s(j):u=!1;while(w.length)q=w.pop(),r=q,o.relative[q]?r=w.pop():q="",r==null&&(r=d),o.relative[q](k,r,v)}else k=w=[]}k||(k=j),k||m.error(q||b);if(g.call(k)==="[object Array]")if(!u)e.push.apply(e,k);else if(d&&d.nodeType===1)for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&(k[t]===!0||k[t].nodeType===1&&m.contains(d,k[t]))&&e.push(j[t]);else for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&k[t].nodeType===1&&e.push(j[t]);else s(k,e);l&&(m(l,h,e,f),m.uniqueSort(e));return e};m.uniqueSort=function(a){if(u){h=i,a.sort(u);if(h)for(var b=1;b<a.length;b++)a[b]===a[b-1]&&a.splice(b--,1)}return a},m.matches=function(a,b){return m(a,null,null,b)},m.matchesSelector=function(a,b){return m(b,null,null,[a]).length>0},m.find=function(a,b,c){var d,e,f,g,h,i;if(!a)return[];for(e=0,f=o.order.length;e<f;e++){h=o.order[e];if(g=o.leftMatch[h].exec(a)){i=g[1],g.splice(1,1);if(i.substr(i.length-1)!=="\\"){g[1]=(g[1]||"").replace(j,""),d=o.find[h](g,b,c);if(d!=null){a=a.replace(o.match[h],"");break}}}}d||(d=typeof b.getElementsByTagName!="undefined"?b.getElementsByTagName("*"):[]);return{set:d,expr:a}},m.filter=function(a,c,d,e){var f,g,h,i,j,k,l,n,p,q=a,r=[],s=c,t=c&&c[0]&&m.isXML(c[0]);while(a&&c.length){for(h in o.filter)if((f=o.leftMatch[h].exec(a))!=null&&f[2]){k=o.filter[h],l=f[1],g=!1,f.splice(1,1);if(l.substr(l.length-1)==="\\")continue;s===r&&(r=[]);if(o.preFilter[h]){f=o.preFilter[h](f,s,d,r,e,t);if(!f)g=i=!0;else if(f===!0)continue}if(f)for(n=0;(j=s[n])!=null;n++)j&&(i=k(j,f,n,s),p=e^i,d&&i!=null?p?g=!0:s[n]=!1:p&&(r.push(j),g=!0));if(i!==b){d||(s=r),a=a.replace(o.match[h],"");if(!g)return[];break}}if(a===q)if(g==null)m.error(a);else break;q=a}return s},m.error=function(a){throw new Error("Syntax error, unrecognized expression: "+a)};var n=m.getText=function(a){var b,c,d=a.nodeType,e="";if(d){if(d===1||d===9){if(typeof a.textContent=="string")return a.textContent;if(typeof a.innerText=="string")return a.innerText.replace(k,"");for(a=a.firstChild;a;a=a.nextSibling)e+=n(a)}else if(d===3||d===4)return a.nodeValue}else for(b=0;c=a[b];b++)c.nodeType!==8&&(e+=n(c));return e},o=m.selectors={order:["ID","NAME","TAG"],match:{ID:/#((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,CLASS:/\.((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,NAME:/\[name=['"]*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)['"]*\]/,ATTR:/\[\s*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)\s*(?:(\S?=)\s*(?:(['"])(.*?)\3|(#?(?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)*)|)|)\s*\]/,TAG:/^((?:[\w\u00c0-\uFFFF\*\-]|\\.)+)/,CHILD:/:(only|nth|last|first)-child(?:\(\s*(even|odd|(?:[+\-]?\d+|(?:[+\-]?\d*)?n\s*(?:[+\-]\s*\d+)?))\s*\))?/,POS:/:(nth|eq|gt|lt|first|last|even|odd)(?:\((\d*)\))?(?=[^\-]|$)/,PSEUDO:/:((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)(?:\((['"]?)((?:\([^\)]+\)|[^\(\)]*)+)\2\))?/},leftMatch:{},attrMap:{"class":"className","for":"htmlFor"},attrHandle:{href:function(a){return a.getAttribute("href")},type:function(a){return a.getAttribute("type")}},relative:{"+":function(a,b){var c=typeof b=="string",d=c&&!l.test(b),e=c&&!d;d&&(b=b.toLowerCase());for(var f=0,g=a.length,h;f<g;f++)if(h=a[f]){while((h=h.previousSibling)&&h.nodeType!==1);a[f]=e||h&&h.nodeName.toLowerCase()===b?h||!1:h===b}e&&m.filter(b,a,!0)},">":function(a,b){var c,d=typeof b=="string",e=0,f=a.length;if(d&&!l.test(b)){b=b.toLowerCase();for(;e<f;e++){c=a[e];if(c){var g=c.parentNode;a[e]=g.nodeName.toLowerCase()===b?g:!1}}}else{for(;e<f;e++)c=a[e],c&&(a[e]=d?c.parentNode:c.parentNode===b);d&&m.filter(b,a,!0)}},"":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("parentNode",b,f,a,d,c)},"~":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("previousSibling",b,f,a,d,c)}},find:{ID:function(a,b,c){if(typeof b.getElementById!="undefined"&&!c){var d=b.getElementById(a[1]);return d&&d.parentNode?[d]:[]}},NAME:function(a,b){if(typeof b.getElementsByName!="undefined"){var c=[],d=b.getElementsByName(a[1]);for(var e=0,f=d.length;e<f;e++)d[e].getAttribute("name")===a[1]&&c.push(d[e]);return c.length===0?null:c}},TAG:function(a,b){if(typeof b.getElementsByTagName!="undefined")return b.getElementsByTagName(a[1])}},preFilter:{CLASS:function(a,b,c,d,e,f){a=" "+a[1].replace(j,"")+" ";if(f)return a;for(var g=0,h;(h=b[g])!=null;g++)h&&(e^(h.className&&(" "+h.className+" ").replace(/[\t\n\r]/g," ").indexOf(a)>=0)?c||d.push(h):c&&(b[g]=!1));return!1},ID:function(a){return a[1].replace(j,"")},TAG:function(a,b){return a[1].replace(j,"").toLowerCase()},CHILD:function(a){if(a[1]==="nth"){a[2]||m.error(a[0]),a[2]=a[2].replace(/^\+|\s*/g,"");var b=/(-?)(\d*)(?:n([+\-]?\d*))?/.exec(a[2]==="even"&&"2n"||a[2]==="odd"&&"2n+1"||!/\D/.test(a[2])&&"0n+"+a[2]||a[2]);a[2]=b[1]+(b[2]||1)-0,a[3]=b[3]-0}else a[2]&&m.error(a[0]);a[0]=e++;return a},ATTR:function(a,b,c,d,e,f){var g=a[1]=a[1].replace(j,"");!f&&o.attrMap[g]&&(a[1]=o.attrMap[g]),a[4]=(a[4]||a[5]||"").replace(j,""),a[2]==="~="&&(a[4]=" "+a[4]+" ");return a},PSEUDO:function(b,c,d,e,f){if(b[1]==="not")if((a.exec(b[3])||"").length>1||/^\w/.test(b[3]))b[3]=m(b[3],null,null,c);else{var g=m.filter(b[3],c,d,!0^f);d||e.push.apply(e,g);return!1}else if(o.match.POS.test(b[0])||o.match.CHILD.test(b[0]))return!0;return b},POS:function(a){a.unshift(!0);return a}},filters:{enabled:function(a){return a.disabled===!1&&a.type!=="hidden"},disabled:function(a){return a.disabled===!0},checked:function(a){return a.checked===!0},selected:function(a){a.parentNode&&a.parentNode.selectedIndex;return a.selected===!0},parent:function(a){return!!a.firstChild},empty:function(a){return!a.firstChild},has:function(a,b,c){return!!m(c[3],a).length},header:function(a){return/h\d/i.test(a.nodeName)},text:function(a){var b=a.getAttribute("type"),c=a.type;return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"text"===c&&(b===c||b===null)},radio:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"radio"===a.type},checkbox:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"checkbox"===a.type},file:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"file"===a.type},password:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"password"===a.type},submit:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"submit"===a.type},image:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"image"===a.type},reset:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"reset"===a.type},button:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return b==="input"&&"button"===a.type||b==="button"},input:function(a){return/input|select|textarea|button/i.test(a.nodeName)},focus:function(a){return a===a.ownerDocument.activeElement}},setFilters:{first:function(a,b){return b===0},last:function(a,b,c,d){return b===d.length-1},even:function(a,b){return b%2===0},odd:function(a,b){return b%2===1},lt:function(a,b,c){return b<c[3]-0},gt:function(a,b,c){return b>c[3]-0},nth:function(a,b,c){return c[3]-0===b},eq:function(a,b,c){return c[3]-0===b}},filter:{PSEUDO:function(a,b,c,d){var e=b[1],f=o.filters[e];if(f)return f(a,c,b,d);if(e==="contains")return(a.textContent||a.innerText||n([a])||"").indexOf(b[3])>=0;if(e==="not"){var g=b[3];for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)if(g[h]===a)return!1;return!0}m.error(e)},CHILD:function(a,b){var c,e,f,g,h,i,j,k=b[1],l=a;switch(k){case"only":case"first":while(l=l.previousSibling)if(l.nodeType===1)return!1;if(k==="first")return!0;l=a;case"last":while(l=l.nextSibling)if(l.nodeType===1)return!1;return!0;case"nth":c=b[2],e=b[3];if(c===1&&e===0)return!0;f=b[0],g=a.parentNode;if(g&&(g[d]!==f||!a.nodeIndex)){i=0;for(l=g.firstChild;l;l=l.nextSibling)l.nodeType===1&&(l.nodeIndex=++i);g[d]=f}j=a.nodeIndex-e;return c===0?j===0:j%c===0&&j/c>=0}},ID:function(a,b){return a.nodeType===1&&a.getAttribute("id")===b},TAG:function(a,b){return b==="*"&&a.nodeType===1||!!a.nodeName&&a.nodeName.toLowerCase()===b},CLASS:function(a,b){return(" "+(a.className||a.getAttribute("class"))+" ").indexOf(b)>-1},ATTR:function(a,b){var c=b[1],d=m.attr?m.attr(a,c):o.attrHandle[c]?o.attrHandle[c](a):a[c]!=null?a[c]:a.getAttribute(c),e=d+"",f=b[2],g=b[4];return d==null?f==="!=":!f&&m.attr?d!=null:f==="="?e===g:f==="*="?e.indexOf(g)>=0:f==="~="?(" "+e+" ").indexOf(g)>=0:g?f==="!="?e!==g:f==="^="?e.indexOf(g)===0:f==="$="?e.substr(e.length-g.length)===g:f==="|="?e===g||e.substr(0,g.length+1)===g+"-":!1:e&&d!==!1},POS:function(a,b,c,d){var e=b[2],f=o.setFilters[e];if(f)return f(a,c,b,d)}}},p=o.match.POS,q=function(a,b){return"\\"+(b-0+1)};for(var r in o.match)o.match[r]=new RegExp(o.match[r].source+/(?![^\[]*\])(?![^\(]*\))/.source),o.leftMatch[r]=new RegExp(/(^(?:.|\r|\n)*?)/.source+o.match[r].source.replace(/\\(\d+)/g,q));var s=function(a,b){a=Array.prototype.slice.call(a,0);if(b){b.push.apply(b,a);return b}return a};try{Array.prototype.slice.call(c.documentElement.childNodes,0)[0].nodeType}catch(t){s=function(a,b){var c=0,d=b||[];if(g.call(a)==="[object Array]")Array.prototype.push.apply(d,a);else if(typeof a.length=="number")for(var e=a.length;c<e;c++)d.push(a[c]);else for(;a[c];c++)d.push(a[c]);return d}}var u,v;c.documentElement.compareDocumentPosition?u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(!a.compareDocumentPosition||!b.compareDocumentPosition)return a.compareDocumentPosition?-1:1;return a.compareDocumentPosition(b)&4?-1:1}:(u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(a.sourceIndex&&b.sourceIndex)return a.sourceIndex-b.sourceIndex;var c,d,e=[],f=[],g=a.parentNode,i=b.parentNode,j=g;if(g===i)return v(a,b);if(!g)return-1;if(!i)return 1;while(j)e.unshift(j),j=j.parentNode;j=i;while(j)f.unshift(j),j=j.parentNode;c=e.length,d=f.length;for(var k=0;k<c&&k<d;k++)if(e[k]!==f[k])return v(e[k],f[k]);return k===c?v(a,f[k],-1):v(e[k],b,1)},v=function(a,b,c){if(a===b)return c;var d=a.nextSibling;while(d){if(d===b)return-1;d=d.nextSibling}return 1}),function(){var a=c.createElement("div"),d="script"+(new Date).getTime(),e=c.documentElement;a.innerHTML="<a name='"+d+"'/>",e.insertBefore(a,e.firstChild),c.getElementById(d)&&(o.find.ID=function(a,c,d){if(typeof c.getElementById!="undefined"&&!d){var e=c.getElementById(a[1]);return e?e.id===a[1]||typeof e.getAttributeNode!="undefined"&&e.getAttributeNode("id").nodeValue===a[1]?[e]:b:[]}},o.filter.ID=function(a,b){var c=typeof a.getAttributeNode!="undefined"&&a.getAttributeNode("id");return a.nodeType===1&&c&&c.nodeValue===b}),e.removeChild(a),e=a=null}(),function(){var a=c.createElement("div");a.appendChild(c.createComment("")),a.getElementsByTagName("*").length>0&&(o.find.TAG=function(a,b){var c=b.getElementsByTagName(a[1]);if(a[1]==="*"){var d=[];for(var e=0;c[e];e++)c[e].nodeType===1&&d.push(c[e]);c=d}return c}),a.innerHTML="<a href='#'></a>",a.firstChild&&typeof a.firstChild.getAttribute!="undefined"&&a.firstChild.getAttribute("href")!=="#"&&(o.attrHandle.href=function(a){return a.getAttribute("href",2)}),a=null}(),c.querySelectorAll&&function(){var a=m,b=c.createElement("div"),d="__sizzle__";b.innerHTML="<p class='TEST'></p>";if(!b.querySelectorAll||b.querySelectorAll(".TEST").length!==0){m=function(b,e,f,g){e=e||c;if(!g&&!m.isXML(e)){var h=/^(\w+$)|^\.([\w\-]+$)|^#([\w\-]+$)/.exec(b);if(h&&(e.nodeType===1||e.nodeType===9)){if(h[1])return s(e.getElementsByTagName(b),f);if(h[2]&&o.find.CLASS&&e.getElementsByClassName)return s(e.getElementsByClassName(h[2]),f)}if(e.nodeType===9){if(b==="body"&&e.body)return s([e.body],f);if(h&&h[3]){var i=e.getElementById(h[3]);if(!i||!i.parentNode)return s([],f);if(i.id===h[3])return s([i],f)}try{return s(e.querySelectorAll(b),f)}catch(j){}}else if(e.nodeType===1&&e.nodeName.toLowerCase()!=="object"){var k=e,l=e.getAttribute("id"),n=l||d,p=e.parentNode,q=/^\s*[+~]/.test(b);l?n=n.replace(/'/g,"\\$&"):e.setAttribute("id",n),q&&p&&(e=e.parentNode);try{if(!q||p)return s(e.querySelectorAll("[id='"+n+"'] "+b),f)}catch(r){}finally{l||k.removeAttribute("id")}}}return a(b,e,f,g)};for(var e in a)m[e]=a[e];b=null}}(),function(){var a=c.documentElement,b=a.matchesSelector||a.mozMatchesSelector||a.webkitMatchesSelector||a.msMatchesSelector;if(b){var d=!b.call(c.createElement("div"),"div"),e=!1;try{b.call(c.documentElement,"[test!='']:sizzle")}catch(f){e=!0}m.matchesSelector=function(a,c){c=c.replace(/\=\s*([^'"\]]*)\s*\]/g,"='$1']");if(!m.isXML(a))try{if(e||!o.match.PSEUDO.test(c)&&!/!=/.test(c)){var f=b.call(a,c);if(f||!d||a.document&&a.document.nodeType!==11)return f}}catch(g){}return m(c,null,null,[a]).length>0}}}(),function(){var a=c.createElement("div");a.innerHTML="<div class='test e'></div><div class='test'></div>";if(!!a.getElementsByClassName&&a.getElementsByClassName("e").length!==0){a.lastChild.className="e";if(a.getElementsByClassName("e").length===1)return;o.order.splice(1,0,"CLASS"),o.find.CLASS=function(a,b,c){if(typeof b.getElementsByClassName!="undefined"&&!c)return b.getElementsByClassName(a[1])},a=null}}(),c.documentElement.contains?m.contains=function(a,b){return a!==b&&(a.contains?a.contains(b):!0)}:c.documentElement.compareDocumentPosition?m.contains=function(a,b){return!!(a.compareDocumentPosition(b)&16)}:m.contains=function(){return!1},m.isXML=function(a){var b=(a?a.ownerDocument||a:0).documentElement;return b?b.nodeName!=="HTML":!1};var y=function(a,b,c){var d,e=[],f="",g=b.nodeType?[b]:b;while(d=o.match.PSEUDO.exec(a))f+=d[0],a=a.replace(o.match.PSEUDO,"");a=o.relative[a]?a+"*":a;for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)m(a,g[h],e,c);return m.filter(f,e)};m.attr=f.attr,m.selectors.attrMap={},f.find=m,f.expr=m.selectors,f.expr[":"]=f.expr.filters,f.unique=m.uniqueSort,f.text=m.getText,f.isXMLDoc=m.isXML,f.contains=m.contains}();var L=/Until$/,M=/^(?:parents|prevUntil|prevAll)/,N=/,/,O=/^.[^:#\[\.,]*$/,P=Array.prototype.slice,Q=f.expr.match.POS,R={children:!0,contents:!0,next:!0,prev:!0};f.fn.extend({find:function(a){var b=this,c,d;if(typeof a!="string")return f(a).filter(function(){for(c=0,d=b.length;c<d;c++)if(f.contains(b[c],this))return!0});var e=this.pushStack("","find",a),g,h,i;for(c=0,d=this.length;c<d;c++){g=e.length,f.find(a,this[c],e);if(c>0)for(h=g;h<e.length;h++)for(i=0;i<g;i++)if(e[i]===e[h]){e.splice(h--,1);break}}return e},has:function(a){var b=f(a);return this.filter(function(){for(var a=0,c=b.length;a<c;a++)if(f.contains(this,b[a]))return!0})},not:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!1),"not",a)},filter:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!0),"filter",a)},is:function(a){return!!a&&(typeof a=="string"?Q.test(a)?f(a,this.context).index(this[0])>=0:f.filter(a,this).length>0:this.filter(a).length>0)},closest:function(a,b){var c=[],d,e,g=this[0];if(f.isArray(a)){var h=1;while(g&&g.ownerDocument&&g!==b){for(d=0;d<a.length;d++)f(g).is(a[d])&&c.push({selector:a[d],elem:g,level:h});g=g.parentNode,h++}return c}var i=Q.test(a)||typeof a!="string"?f(a,b||this.context):0;for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];while(g){if(i?i.index(g)>-1:f.find.matchesSelector(g,a)){c.push(g);break}g=g.parentNode;if(!g||!g.ownerDocument||g===b||g.nodeType===11)break}}c=c.length>1?f.unique(c):c;return this.pushStack(c,"closest",a)},index:function(a){if(!a)return this[0]&&this[0].parentNode?this.prevAll().length:-1;if(typeof a=="string")return f.inArray(this[0],f(a));return f.inArray(a.jquery?a[0]:a,this)},add:function(a,b){var c=typeof a=="string"?f(a,b):f.makeArray(a&&a.nodeType?[a]:a),d=f.merge(this.get(),c);return this.pushStack(S(c[0])||S(d[0])?d:f.unique(d))},andSelf:function(){return this.add(this.prevObject)}}),f.each({parent:function(a){var b=a.parentNode;return b&&b.nodeType!==11?b:null},parents:function(a){return f.dir(a,"parentNode")},parentsUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"parentNode",c)},next:function(a){return f.nth(a,2,"nextSibling")},prev:function(a){return f.nth(a,2,"previousSibling")},nextAll:function(a){return f.dir(a,"nextSibling")},prevAll:function(a){return f.dir(a,"previousSibling")},nextUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"nextSibling",c)},prevUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"previousSibling",c)},siblings:function(a){return f.sibling(a.parentNode.firstChild,a)},children:function(a){return f.sibling(a.firstChild)},contents:function(a){return f.nodeName(a,"iframe")?a.contentDocument||a.contentWindow.document:f.makeArray(a.childNodes)}},function(a,b){f.fn[a]=function(c,d){var e=f.map(this,b,c);L.test(a)||(d=c),d&&typeof d=="string"&&(e=f.filter(d,e)),e=this.length>1&&!R[a]?f.unique(e):e,(this.length>1||N.test(d))&&M.test(a)&&(e=e.reverse());return this.pushStack(e,a,P.call(arguments).join(","))}}),f.extend({filter:function(a,b,c){c&&(a=":not("+a+")");return b.length===1?f.find.matchesSelector(b[0],a)?[b[0]]:[]:f.find.matches(a,b)},dir:function(a,c,d){var e=[],g=a[c];while(g&&g.nodeType!==9&&(d===b||g.nodeType!==1||!f(g).is(d)))g.nodeType===1&&e.push(g),g=g[c];return e},nth:function(a,b,c,d){b=b||1;var e=0;for(;a;a=a[c])if(a.nodeType===1&&++e===b)break;return a},sibling:function(a,b){var c=[];for(;a;a=a.nextSibling)a.nodeType===1&&a!==b&&c.push(a);return c}});var V="abbr|article|aside|audio|canvas|datalist|details|figcaption|figure|footer|header|hgroup|mark|meter|nav|output|progress|section|summary|time|video",W=/ jQuery\d+="(?:\d+|null)"/g,X=/^\s+/,Y=/<(?!area|br|col|embed|hr|img|input|link|meta|param)(([\w:]+)[^>]*)\/>/ig,Z=/<([\w:]+)/,$=/<tbody/i,_=/<|&#?\w+;/,ba=/<(?:script|style)/i,bb=/<(?:script|object|embed|option|style)/i,bc=new RegExp("<(?:"+V+")","i"),bd=/checked\s*(?:[^=]|=\s*.checked.)/i,be=/\/(java|ecma)script/i,bf=/^\s*<!(?:\[CDATA\[|\-\-)/,bg={option:[1,"<select multiple='multiple'>","</select>"],legend:[1,"<fieldset>","</fieldset>"],thead:[1,"<table>","</table>"],tr:[2,"<table><tbody>","</tbody></table>"],td:[3,"<table><tbody><tr>","</tr></tbody></table>"],col:[2,"<table><tbody></tbody><colgroup>","</colgroup></table>"],area:[1,"<map>","</map>"],_default:[0,"",""]},bh=U(c);bg.optgroup=bg.option,bg.tbody=bg.tfoot=bg.colgroup=bg.caption=bg.thead,bg.th=bg.td,f.support.htmlSerialize||(bg._default=[1,"div<div>","</div>"]),f.fn.extend({text:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c.text(a.call(this,b,c.text()))});if(typeof a!="object"&&a!==b)return this.empty().append((this[0]&&this[0].ownerDocument||c).createTextNode(a));return f.text(this)},wrapAll:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapAll(a.call(this,b))});if(this[0]){var b=f(a,this[0].ownerDocument).eq(0).clone(!0);this[0].parentNode&&b.insertBefore(this[0]),b.map(function(){var a=this;while(a.firstChild&&a.firstChild.nodeType===1)a=a.firstChild;return a}).append(this)}return this},wrapInner:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapInner(a.call(this,b))});return this.each(function(){var b=f(this),c=b.contents();c.length?c.wrapAll(a):b.append(a)})},wrap:function(a){var b=f.isFunction(a);return this.each(function(c){f(this).wrapAll(b?a.call(this,c):a)})},unwrap:function(){return this.parent().each(function(){f.nodeName(this,"body")||f(this).replaceWith(this.childNodes)}).end()},append:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.appendChild(a)})},prepend:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.insertBefore(a,this.firstChild)})},before:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this)});if(arguments.length){var a=f.clean(arguments);a.push.apply(a,this.toArray());return this.pushStack(a,"before",arguments)}},after:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this.nextSibling)});if(arguments.length){var a=this.pushStack(this,"after",arguments);a.push.apply(a,f.clean(arguments));return a}},remove:function(a,b){for(var c=0,d;(d=this[c])!=null;c++)if(!a||f.filter(a,[d]).length)!b&&d.nodeType===1&&(f.cleanData(d.getElementsByTagName("*")),f.cleanData([d])),d.parentNode&&d.parentNode.removeChild(d);return this},empty:function()
{for(var a=0,b;(b=this[a])!=null;a++){b.nodeType===1&&f.cleanData(b.getElementsByTagName("*"));while(b.firstChild)b.removeChild(b.firstChild)}return this},clone:function(a,b){a=a==null?!1:a,b=b==null?a:b;return this.map(function(){return f.clone(this,a,b)})},html:function(a){if(a===b)return this[0]&&this[0].nodeType===1?this[0].innerHTML.replace(W,""):null;if(typeof a=="string"&&!ba.test(a)&&(f.support.leadingWhitespace||!X.test(a))&&!bg[(Z.exec(a)||["",""])[1].toLowerCase()]){a=a.replace(Y,"<$1></$2>");try{for(var c=0,d=this.length;c<d;c++)this[c].nodeType===1&&(f.cleanData(this[c].getElementsByTagName("*")),this[c].innerHTML=a)}catch(e){this.empty().append(a)}}else f.isFunction(a)?this.each(function(b){var c=f(this);c.html(a.call(this,b,c.html()))}):this.empty().append(a);return this},replaceWith:function(a){if(this[0]&&this[0].parentNode){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this),d=c.html();c.replaceWith(a.call(this,b,d))});typeof a!="string"&&(a=f(a).detach());return this.each(function(){var b=this.nextSibling,c=this.parentNode;f(this).remove(),b?f(b).before(a):f(c).append(a)})}return this.length?this.pushStack(f(f.isFunction(a)?a():a),"replaceWith",a):this},detach:function(a){return this.remove(a,!0)},domManip:function(a,c,d){var e,g,h,i,j=a[0],k=[];if(!f.support.checkClone&&arguments.length===3&&typeof j=="string"&&bd.test(j))return this.each(function(){f(this).domManip(a,c,d,!0)});if(f.isFunction(j))return this.each(function(e){var g=f(this);a[0]=j.call(this,e,c?g.html():b),g.domManip(a,c,d)});if(this[0]){i=j&&j.parentNode,f.support.parentNode&&i&&i.nodeType===11&&i.childNodes.length===this.length?e={fragment:i}:e=f.buildFragment(a,this,k),h=e.fragment,h.childNodes.length===1?g=h=h.firstChild:g=h.firstChild;if(g){c=c&&f.nodeName(g,"tr");for(var l=0,m=this.length,n=m-1;l<m;l++)d.call(c?bi(this[l],g):this[l],e.cacheable||m>1&&l<n?f.clone(h,!0,!0):h)}k.length&&f.each(k,bp)}return this}}),f.buildFragment=function(a,b,d){var e,g,h,i,j=a[0];b&&b[0]&&(i=b[0].ownerDocument||b[0]),i.createDocumentFragment||(i=c),a.length===1&&typeof j=="string"&&j.length<512&&i===c&&j.charAt(0)==="<"&&!bb.test(j)&&(f.support.checkClone||!bd.test(j))&&(f.support.html5Clone||!bc.test(j))&&(g=!0,h=f.fragments[j],h&&h!==1&&(e=h)),e||(e=i.createDocumentFragment(),f.clean(a,i,e,d)),g&&(f.fragments[j]=h?e:1);return{fragment:e,cacheable:g}},f.fragments={},f.each({appendTo:"append",prependTo:"prepend",insertBefore:"before",insertAfter:"after",replaceAll:"replaceWith"},function(a,b){f.fn[a]=function(c){var d=[],e=f(c),g=this.length===1&&this[0].parentNode;if(g&&g.nodeType===11&&g.childNodes.length===1&&e.length===1){e[b](this[0]);return this}for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=(h>0?this.clone(!0):this).get();f(e[h])[b](j),d=d.concat(j)}return this.pushStack(d,a,e.selector)}}),f.extend({clone:function(a,b,c){var d,e,g,h=f.support.html5Clone||!bc.test("<"+a.nodeName)?a.cloneNode(!0):bo(a);if((!f.support.noCloneEvent||!f.support.noCloneChecked)&&(a.nodeType===1||a.nodeType===11)&&!f.isXMLDoc(a)){bk(a,h),d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)e[g]&&bk(d[g],e[g])}if(b){bj(a,h);if(c){d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)bj(d[g],e[g])}}d=e=null;return h},clean:function(a,b,d,e){var g;b=b||c,typeof b.createElement=="undefined"&&(b=b.ownerDocument||b[0]&&b[0].ownerDocument||c);var h=[],i;for(var j=0,k;(k=a[j])!=null;j++){typeof k=="number"&&(k+="");if(!k)continue;if(typeof k=="string")if(!_.test(k))k=b.createTextNode(k);else{k=k.replace(Y,"<$1></$2>");var l=(Z.exec(k)||["",""])[1].toLowerCase(),m=bg[l]||bg._default,n=m[0],o=b.createElement("div");b===c?bh.appendChild(o):U(b).appendChild(o),o.innerHTML=m[1]+k+m[2];while(n--)o=o.lastChild;if(!f.support.tbody){var p=$.test(k),q=l==="table"&&!p?o.firstChild&&o.firstChild.childNodes:m[1]==="<table>"&&!p?o.childNodes:[];for(i=q.length-1;i>=0;--i)f.nodeName(q[i],"tbody")&&!q[i].childNodes.length&&q[i].parentNode.removeChild(q[i])}!f.support.leadingWhitespace&&X.test(k)&&o.insertBefore(b.createTextNode(X.exec(k)[0]),o.firstChild),k=o.childNodes}var r;if(!f.support.appendChecked)if(k[0]&&typeof (r=k.length)=="number")for(i=0;i<r;i++)bn(k[i]);else bn(k);k.nodeType?h.push(k):h=f.merge(h,k)}if(d){g=function(a){return!a.type||be.test(a.type)};for(j=0;h[j];j++)if(e&&f.nodeName(h[j],"script")&&(!h[j].type||h[j].type.toLowerCase()==="text/javascript"))e.push(h[j].parentNode?h[j].parentNode.removeChild(h[j]):h[j]);else{if(h[j].nodeType===1){var s=f.grep(h[j].getElementsByTagName("script"),g);h.splice.apply(h,[j+1,0].concat(s))}d.appendChild(h[j])}}return h},cleanData:function(a){var b,c,d=f.cache,e=f.event.special,g=f.support.deleteExpando;for(var h=0,i;(i=a[h])!=null;h++){if(i.nodeName&&f.noData[i.nodeName.toLowerCase()])continue;c=i[f.expando];if(c){b=d[c];if(b&&b.events){for(var j in b.events)e[j]?f.event.remove(i,j):f.removeEvent(i,j,b.handle);b.handle&&(b.handle.elem=null)}g?delete i[f.expando]:i.removeAttribute&&i.removeAttribute(f.expando),delete d[c]}}}});var bq=/alpha\([^)]*\)/i,br=/opacity=([^)]*)/,bs=/([A-Z]|^ms)/g,bt=/^-?\d+(?:px)?$/i,bu=/^-?\d/,bv=/^([\-+])=([\-+.\de]+)/,bw={position:"absolute",visibility:"hidden",display:"block"},bx=["Left","Right"],by=["Top","Bottom"],bz,bA,bB;f.fn.css=function(a,c){if(arguments.length===2&&c===b)return this;return f.access(this,a,c,!0,function(a,c,d){return d!==b?f.style(a,c,d):f.css(a,c)})},f.extend({cssHooks:{opacity:{get:function(a,b){if(b){var c=bz(a,"opacity","opacity");return c===""?"1":c}return a.style.opacity}}},cssNumber:{fillOpacity:!0,fontWeight:!0,lineHeight:!0,opacity:!0,orphans:!0,widows:!0,zIndex:!0,zoom:!0},cssProps:{"float":f.support.cssFloat?"cssFloat":"styleFloat"},style:function(a,c,d,e){if(!!a&&a.nodeType!==3&&a.nodeType!==8&&!!a.style){var g,h,i=f.camelCase(c),j=a.style,k=f.cssHooks[i];c=f.cssProps[i]||i;if(d===b){if(k&&"get"in k&&(g=k.get(a,!1,e))!==b)return g;return j[c]}h=typeof d,h==="string"&&(g=bv.exec(d))&&(d=+(g[1]+1)*+g[2]+parseFloat(f.css(a,c)),h="number");if(d==null||h==="number"&&isNaN(d))return;h==="number"&&!f.cssNumber[i]&&(d+="px");if(!k||!("set"in k)||(d=k.set(a,d))!==b)try{j[c]=d}catch(l){}}},css:function(a,c,d){var e,g;c=f.camelCase(c),g=f.cssHooks[c],c=f.cssProps[c]||c,c==="cssFloat"&&(c="float");if(g&&"get"in g&&(e=g.get(a,!0,d))!==b)return e;if(bz)return bz(a,c)},swap:function(a,b,c){var d={};for(var e in b)d[e]=a.style[e],a.style[e]=b[e];c.call(a);for(e in b)a.style[e]=d[e]}}),f.curCSS=f.css,f.each(["height","width"],function(a,b){f.cssHooks[b]={get:function(a,c,d){var e;if(c){if(a.offsetWidth!==0)return bC(a,b,d);f.swap(a,bw,function(){e=bC(a,b,d)});return e}},set:function(a,b){if(!bt.test(b))return b;b=parseFloat(b);if(b>=0)return b+"px"}}}),f.support.opacity||(f.cssHooks.opacity={get:function(a,b){return br.test((b&&a.currentStyle?a.currentStyle.filter:a.style.filter)||"")?parseFloat(RegExp.$1)/100+"":b?"1":""},set:function(a,b){var c=a.style,d=a.currentStyle,e=f.isNumeric(b)?"alpha(opacity="+b*100+")":"",g=d&&d.filter||c.filter||"";c.zoom=1;if(b>=1&&f.trim(g.replace(bq,""))===""){c.removeAttribute("filter");if(d&&!d.filter)return}c.filter=bq.test(g)?g.replace(bq,e):g+" "+e}}),f(function(){f.support.reliableMarginRight||(f.cssHooks.marginRight={get:function(a,b){var c;f.swap(a,{display:"inline-block"},function(){b?c=bz(a,"margin-right","marginRight"):c=a.style.marginRight});return c}})}),c.defaultView&&c.defaultView.getComputedStyle&&(bA=function(a,b){var c,d,e;b=b.replace(bs,"-$1").toLowerCase(),(d=a.ownerDocument.defaultView)&&(e=d.getComputedStyle(a,null))&&(c=e.getPropertyValue(b),c===""&&!f.contains(a.ownerDocument.documentElement,a)&&(c=f.style(a,b)));return c}),c.documentElement.currentStyle&&(bB=function(a,b){var c,d,e,f=a.currentStyle&&a.currentStyle[b],g=a.style;f===null&&g&&(e=g[b])&&(f=e),!bt.test(f)&&bu.test(f)&&(c=g.left,d=a.runtimeStyle&&a.runtimeStyle.left,d&&(a.runtimeStyle.left=a.currentStyle.left),g.left=b==="fontSize"?"1em":f||0,f=g.pixelLeft+"px",g.left=c,d&&(a.runtimeStyle.left=d));return f===""?"auto":f}),bz=bA||bB,f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.hidden=function(a){var b=a.offsetWidth,c=a.offsetHeight;return b===0&&c===0||!f.support.reliableHiddenOffsets&&(a.style&&a.style.display||f.css(a,"display"))==="none"},f.expr.filters.visible=function(a){return!f.expr.filters.hidden(a)});var bD=/%20/g,bE=/\[\]$/,bF=/\r?\n/g,bG=/#.*$/,bH=/^(.*?):[ \t]*([^\r\n]*)\r?$/mg,bI=/^(?:color|date|datetime|datetime-local|email|hidden|month|number|password|range|search|tel|text|time|url|week)$/i,bJ=/^(?:about|app|app\-storage|.+\-extension|file|res|widget):$/,bK=/^(?:GET|HEAD)$/,bL=/^\/\//,bM=/\?/,bN=/<script\b[^<]*(?:(?!<\/script>)<[^<]*)*<\/script>/gi,bO=/^(?:select|textarea)/i,bP=/\s+/,bQ=/([?&])_=[^&]*/,bR=/^([\w\+\.\-]+:)(?:\/\/([^\/?#:]*)(?::(\d+))?)?/,bS=f.fn.load,bT={},bU={},bV,bW,bX=["*/"]+["*"];try{bV=e.href}catch(bY){bV=c.createElement("a"),bV.href="",bV=bV.href}bW=bR.exec(bV.toLowerCase())||[],f.fn.extend({load:function(a,c,d){if(typeof a!="string"&&bS)return bS.apply(this,arguments);if(!this.length)return this;var e=a.indexOf(" ");if(e>=0){var g=a.slice(e,a.length);a=a.slice(0,e)}var h="GET";c&&(f.isFunction(c)?(d=c,c=b):typeof c=="object"&&(c=f.param(c,f.ajaxSettings.traditional),h="POST"));var i=this;f.ajax({url:a,type:h,dataType:"html",data:c,complete:function(a,b,c){c=a.responseText,a.isResolved()&&(a.done(function(a){c=a}),i.html(g?f("<div>").append(c.replace(bN,"")).find(g):c)),d&&i.each(d,[c,b,a])}});return this},serialize:function(){return f.param(this.serializeArray())},serializeArray:function(){return this.map(function(){return this.elements?f.makeArray(this.elements):this}).filter(function(){return this.name&&!this.disabled&&(this.checked||bO.test(this.nodeName)||bI.test(this.type))}).map(function(a,b){var c=f(this).val();return c==null?null:f.isArray(c)?f.map(c,function(a,c){return{name:b.name,value:a.replace(bF,"\r\n")}}):{name:b.name,value:c.replace(bF,"\r\n")}}).get()}}),f.each("ajaxStart ajaxStop ajaxComplete ajaxError ajaxSuccess ajaxSend".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a){return this.on(b,a)}}),f.each(["get","post"],function(a,c){f[c]=function(a,d,e,g){f.isFunction(d)&&(g=g||e,e=d,d=b);return f.ajax({type:c,url:a,data:d,success:e,dataType:g})}}),f.extend({getScript:function(a,c){return f.get(a,b,c,"script")},getJSON:function(a,b,c){return f.get(a,b,c,"json")},ajaxSetup:function(a,b){b?b_(a,f.ajaxSettings):(b=a,a=f.ajaxSettings),b_(a,b);return a},ajaxSettings:{url:bV,isLocal:bJ.test(bW[1]),global:!0,type:"GET",contentType:"application/x-www-form-urlencoded",processData:!0,async:!0,accepts:{xml:"application/xml, text/xml",html:"text/html",text:"text/plain",json:"application/json, text/javascript","*":bX},contents:{xml:/xml/,html:/html/,json:/json/},responseFields:{xml:"responseXML",text:"responseText"},converters:{"* text":a.String,"text html":!0,"text json":f.parseJSON,"text xml":f.parseXML},flatOptions:{context:!0,url:!0}},ajaxPrefilter:bZ(bT),ajaxTransport:bZ(bU),ajax:function(a,c){function w(a,c,l,m){if(s!==2){s=2,q&&clearTimeout(q),p=b,n=m||"",v.readyState=a>0?4:0;var o,r,u,w=c,x=l?cb(d,v,l):b,y,z;if(a>=200&&a<300||a===304){if(d.ifModified){if(y=v.getResponseHeader("Last-Modified"))f.lastModified[k]=y;if(z=v.getResponseHeader("Etag"))f.etag[k]=z}if(a===304)w="notmodified",o=!0;else try{r=cc(d,x),w="success",o=!0}catch(A){w="parsererror",u=A}}else{u=w;if(!w||a)w="error",a<0&&(a=0)}v.status=a,v.statusText=""+(c||w),o?h.resolveWith(e,[r,w,v]):h.rejectWith(e,[v,w,u]),v.statusCode(j),j=b,t&&g.trigger("ajax"+(o?"Success":"Error"),[v,d,o?r:u]),i.fireWith(e,[v,w]),t&&(g.trigger("ajaxComplete",[v,d]),--f.active||f.event.trigger("ajaxStop"))}}typeof a=="object"&&(c=a,a=b),c=c||{};var d=f.ajaxSetup({},c),e=d.context||d,g=e!==d&&(e.nodeType||e instanceof f)?f(e):f.event,h=f.Deferred(),i=f.Callbacks("once memory"),j=d.statusCode||{},k,l={},m={},n,o,p,q,r,s=0,t,u,v={readyState:0,setRequestHeader:function(a,b){if(!s){var c=a.toLowerCase();a=m[c]=m[c]||a,l[a]=b}return this},getAllResponseHeaders:function(){return s===2?n:null},getResponseHeader:function(a){var c;if(s===2){if(!o){o={};while(c=bH.exec(n))o[c[1].toLowerCase()]=c[2]}c=o[a.toLowerCase()]}return c===b?null:c},overrideMimeType:function(a){s||(d.mimeType=a);return this},abort:function(a){a=a||"abort",p&&p.abort(a),w(0,a);return this}};h.promise(v),v.success=v.done,v.error=v.fail,v.complete=i.add,v.statusCode=function(a){if(a){var b;if(s<2)for(b in a)j[b]=[j[b],a[b]];else b=a[v.status],v.then(b,b)}return this},d.url=((a||d.url)+"").replace(bG,"").replace(bL,bW[1]+"//"),d.dataTypes=f.trim(d.dataType||"*").toLowerCase().split(bP),d.crossDomain==null&&(r=bR.exec(d.url.toLowerCase()),d.crossDomain=!(!r||r[1]==bW[1]&&r[2]==bW[2]&&(r[3]||(r[1]==="http:"?80:443))==(bW[3]||(bW[1]==="http:"?80:443)))),d.data&&d.processData&&typeof d.data!="string"&&(d.data=f.param(d.data,d.traditional)),b$(bT,d,c,v);if(s===2)return!1;t=d.global,d.type=d.type.toUpperCase(),d.hasContent=!bK.test(d.type),t&&f.active++===0&&f.event.trigger("ajaxStart");if(!d.hasContent){d.data&&(d.url+=(bM.test(d.url)?"&":"?")+d.data,delete d.data),k=d.url;if(d.cache===!1){var x=f.now(),y=d.url.replace(bQ,"$1_="+x);d.url=y+(y===d.url?(bM.test(d.url)?"&":"?")+"_="+x:"")}}(d.data&&d.hasContent&&d.contentType!==!1||c.contentType)&&v.setRequestHeader("Content-Type",d.contentType),d.ifModified&&(k=k||d.url,f.lastModified[k]&&v.setRequestHeader("If-Modified-Since",f.lastModified[k]),f.etag[k]&&v.setRequestHeader("If-None-Match",f.etag[k])),v.setRequestHeader("Accept",d.dataTypes[0]&&d.accepts[d.dataTypes[0]]?d.accepts[d.dataTypes[0]]+(d.dataTypes[0]!=="*"?", "+bX+"; q=0.01":""):d.accepts["*"]);for(u in d.headers)v.setRequestHeader(u,d.headers[u]);if(d.beforeSend&&(d.beforeSend.call(e,v,d)===!1||s===2)){v.abort();return!1}for(u in{success:1,error:1,complete:1})v[u](d[u]);p=b$(bU,d,c,v);if(!p)w(-1,"No Transport");else{v.readyState=1,t&&g.trigger("ajaxSend",[v,d]),d.async&&d.timeout>0&&(q=setTimeout(function(){v.abort("timeout")},d.timeout));try{s=1,p.send(l,w)}catch(z){if(s<2)w(-1,z);else throw z}}return v},param:function(a,c){var d=[],e=function(a,b){b=f.isFunction(b)?b():b,d[d.length]=encodeURIComponent(a)+"="+encodeURIComponent(b)};c===b&&(c=f.ajaxSettings.traditional);if(f.isArray(a)||a.jquery&&!f.isPlainObject(a))f.each(a,function(){e(this.name,this.value)});else for(var g in a)ca(g,a[g],c,e);return d.join("&").replace(bD,"+")}}),f.extend({active:0,lastModified:{},etag:{}});var cd=f.now(),ce=/(\=)\?(&|$)|\?\?/i;f.ajaxSetup({jsonp:"callback",jsonpCallback:function(){return f.expando+"_"+cd++}}),f.ajaxPrefilter("json jsonp",function(b,c,d){var e=b.contentType==="application/x-www-form-urlencoded"&&typeof b.data=="string";if(b.dataTypes[0]==="jsonp"||b.jsonp!==!1&&(ce.test(b.url)||e&&ce.test(b.data))){var g,h=b.jsonpCallback=f.isFunction(b.jsonpCallback)?b.jsonpCallback():b.jsonpCallback,i=a[h],j=b.url,k=b.data,l="$1"+h+"$2";b.jsonp!==!1&&(j=j.replace(ce,l),b.url===j&&(e&&(k=k.replace(ce,l)),b.data===k&&(j+=(/\?/.test(j)?"&":"?")+b.jsonp+"="+h))),b.url=j,b.data=k,a[h]=function(a){g=[a]},d.always(function(){a[h]=i,g&&f.isFunction(i)&&a[h](g[0])}),b.converters["script json"]=function(){g||f.error(h+" was not called");return g[0]},b.dataTypes[0]="json";return"script"}}),f.ajaxSetup({accepts:{script:"text/javascript, application/javascript, application/ecmascript, application/x-ecmascript"},contents:{script:/javascript|ecmascript/},converters:{"text script":function(a){f.globalEval(a);return a}}}),f.ajaxPrefilter("script",function(a){a.cache===b&&(a.cache=!1),a.crossDomain&&(a.type="GET",a.global=!1)}),f.ajaxTransport("script",function(a){if(a.crossDomain){var d,e=c.head||c.getElementsByTagName("head")[0]||c.documentElement;return{send:function(f,g){d=c.createElement("script"),d.async="async",a.scriptCharset&&(d.charset=a.scriptCharset),d.src=a.url,d.onload=d.onreadystatechange=function(a,c){if(c||!d.readyState||/loaded|complete/.test(d.readyState))d.onload=d.onreadystatechange=null,e&&d.parentNode&&e.removeChild(d),d=b,c||g(200,"success")},e.insertBefore(d,e.firstChild)},abort:function(){d&&d.onload(0,1)}}}});var cf=a.ActiveXObject?function(){for(var a in ch)ch[a](0,1)}:!1,cg=0,ch;f.ajaxSettings.xhr=a.ActiveXObject?function(){return!this.isLocal&&ci()||cj()}:ci,function(a){f.extend(f.support,{ajax:!!a,cors:!!a&&"withCredentials"in a})}(f.ajaxSettings.xhr()),f.support.ajax&&f.ajaxTransport(function(c){if(!c.crossDomain||f.support.cors){var d;return{send:function(e,g){var h=c.xhr(),i,j;c.username?h.open(c.type,c.url,c.async,c.username,c.password):h.open(c.type,c.url,c.async);if(c.xhrFields)for(j in c.xhrFields)h[j]=c.xhrFields[j];c.mimeType&&h.overrideMimeType&&h.overrideMimeType(c.mimeType),!c.crossDomain&&!e["X-Requested-With"]&&(e["X-Requested-With"]="XMLHttpRequest");try{for(j in e)h.setRequestHeader(j,e[j])}catch(k){}h.send(c.hasContent&&c.data||null),d=function(a,e){var j,k,l,m,n;try{if(d&&(e||h.readyState===4)){d=b,i&&(h.onreadystatechange=f.noop,cf&&delete ch[i]);if(e)h.readyState!==4&&h.abort();else{j=h.status,l=h.getAllResponseHeaders(),m={},n=h.responseXML,n&&n.documentElement&&(m.xml=n),m.text=h.responseText;try{k=h.statusText}catch(o){k=""}!j&&c.isLocal&&!c.crossDomain?j=m.text?200:404:j===1223&&(j=204)}}}catch(p){e||g(-1,p)}m&&g(j,k,m,l)},!c.async||h.readyState===4?d():(i=++cg,cf&&(ch||(ch={},f(a).unload(cf)),ch[i]=d),h.onreadystatechange=d)},abort:function(){d&&d(0,1)}}}});var ck={},cl,cm,cn=/^(?:toggle|show|hide)$/,co=/^([+\-]=)?([\d+.\-]+)([a-z%]*)$/i,cp,cq=[["height","marginTop","marginBottom","paddingTop","paddingBottom"],["width","marginLeft","marginRight","paddingLeft","paddingRight"],["opacity"]],cr;f.fn.extend({show:function(a,b,c){var d,e;if(a||a===0)return this.animate(cu("show",3),a,b,c);for(var g=0,h=this.length;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=d.style.display,!f._data(d,"olddisplay")&&e==="none"&&(e=d.style.display=""),e===""&&f.css(d,"display")==="none"&&f._data(d,"olddisplay",cv(d.nodeName)));for(g=0;g<h;g++){d=this[g];if(d.style){e=d.style.display;if(e===""||e==="none")d.style.display=f._data(d,"olddisplay")||""}}return this},hide:function(a,b,c){if(a||a===0)return this.animate(cu("hide",3),a,b,c);var d,e,g=0,h=this.length;for(;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=f.css(d,"display"),e!=="none"&&!f._data(d,"olddisplay")&&f._data(d,"olddisplay",e));for(g=0;g<h;g++)this[g].style&&(this[g].style.display="none");return this},_toggle:f.fn.toggle,toggle:function(a,b,c){var d=typeof a=="boolean";f.isFunction(a)&&f.isFunction(b)?this._toggle.apply(this,arguments):a==null||d?this.each(function(){var b=d?a:f(this).is(":hidden");f(this)[b?"show":"hide"]()}):this.animate(cu("toggle",3),a,b,c);return this},fadeTo:function(a,b,c,d){return this.filter(":hidden").css("opacity",0).show().end().animate({opacity:b},a,c,d)},animate:function(a,b,c,d){function g(){e.queue===!1&&f._mark(this);var b=f.extend({},e),c=this.nodeType===1,d=c&&f(this).is(":hidden"),g,h,i,j,k,l,m,n,o;b.animatedProperties={};for(i in a){g=f.camelCase(i),i!==g&&(a[g]=a[i],delete a[i]),h=a[g],f.isArray(h)?(b.animatedProperties[g]=h[1],h=a[g]=h[0]):b.animatedProperties[g]=b.specialEasing&&b.specialEasing[g]||b.easing||"swing";if(h==="hide"&&d||h==="show"&&!d)return b.complete.call(this);c&&(g==="height"||g==="width")&&(b.overflow=[this.style.overflow,this.style.overflowX,this.style.overflowY],f.css(this,"display")==="inline"&&f.css(this,"float")==="none"&&(!f.support.inlineBlockNeedsLayout||cv(this.nodeName)==="inline"?this.style.display="inline-block":this.style.zoom=1))}b.overflow!=null&&(this.style.overflow="hidden");for(i in a)j=new f.fx(this,b,i),h=a[i],cn.test(h)?(o=f._data(this,"toggle"+i)||(h==="toggle"?d?"show":"hide":0),o?(f._data(this,"toggle"+i,o==="show"?"hide":"show"),j[o]()):j[h]()):(k=co.exec(h),l=j.cur(),k?(m=parseFloat(k[2]),n=k[3]||(f.cssNumber[i]?"":"px"),n!=="px"&&(f.style(this,i,(m||1)+n),l=(m||1)/j.cur()*l,f.style(this,i,l+n)),k[1]&&(m=(k[1]==="-="?-1:1)*m+l),j.custom(l,m,n)):j.custom(l,h,""));return!0}var e=f.speed(b,c,d);if(f.isEmptyObject(a))return this.each(e.complete,[!1]);a=f.extend({},a);return e.queue===!1?this.each(g):this.queue(e.queue,g)},stop:function(a,c,d){typeof a!="string"&&(d=c,c=a,a=b),c&&a!==!1&&this.queue(a||"fx",[]);return this.each(function(){function h(a,b,c){var e=b[c];f.removeData(a,c,!0),e.stop(d)}var b,c=!1,e=f.timers,g=f._data(this);d||f._unmark(!0,this);if(a==null)for(b in g)g[b]&&g[b].stop&&b.indexOf(".run")===b.length-4&&h(this,g,b);else g[b=a+".run"]&&g[b].stop&&h(this,g,b);for(b=e.length;b--;)e[b].elem===this&&(a==null||e[b].queue===a)&&(d?e[b](!0):e[b].saveState(),c=!0,e.splice(b,1));(!d||!c)&&f.dequeue(this,a)})}}),f.each({slideDown:cu("show",1),slideUp:cu("hide",1),slideToggle:cu("toggle",1),fadeIn:{opacity:"show"},fadeOut:{opacity:"hide"},fadeToggle:{opacity:"toggle"}},function(a,b){f.fn[a]=function(a,c,d){return this.animate(b,a,c,d)}}),f.extend({speed:function(a,b,c){var d=a&&typeof a=="object"?f.extend({},a):{complete:c||!c&&b||f.isFunction(a)&&a,duration:a,easing:c&&b||b&&!f.isFunction(b)&&b};d.duration=f.fx.off?0:typeof d.duration=="number"?d.duration:d.duration in f.fx.speeds?f.fx.speeds[d.duration]:f.fx.speeds._default;if(d.queue==null||d.queue===!0)d.queue="fx";d.old=d.complete,d.complete=function(a){f.isFunction(d.old)&&d.old.call(this),d.queue?f.dequeue(this,d.queue):a!==!1&&f._unmark(this)};return d},easing:{linear:function(a,b,c,d){return c+d*a},swing:function(a,b,c,d){return(-Math.cos(a*Math.PI)/2+.5)*d+c}},timers:[],fx:function(a,b,c){this.options=b,this.elem=a,this.prop=c,b.orig=b.orig||{}}}),f.fx.prototype={update:function(){this.options.step&&this.options.step.call(this.elem,this.now,this),(f.fx.step[this.prop]||f.fx.step._default)(this)},cur:function(){if(this.elem[this.prop]!=null&&(!this.elem.style||this.elem.style[this.prop]==null))return this.elem[this.prop];var a,b=f.css(this.elem,this.prop);return isNaN(a=parseFloat(b))?!b||b==="auto"?0:b:a},custom:function(a,c,d){function h(a){return e.step(a)}var e=this,g=f.fx;this.startTime=cr||cs(),this.end=c,this.now=this.start=a,this.pos=this.state=0,this.unit=d||this.unit||(f.cssNumber[this.prop]?"":"px"),h.queue=this.options.queue,h.elem=this.elem,h.saveState=function(){e.options.hide&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop)===b&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop,e.start)},h()&&f.timers.push(h)&&!cp&&(cp=setInterval(g.tick,g.interval))},show:function(){var a=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop);this.options.orig[this.prop]=a||f.style(this.elem,this.prop),this.options.show=!0,a!==b?this.custom(this.cur(),a):this.custom(this.prop==="width"||this.prop==="height"?1:0,this.cur()),f(this.elem).show()},hide:function(){this.options.orig[this.prop]=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop)||f.style(this.elem,this.prop),this.options.hide=!0,this.custom(this.cur(),0)},step:function(a){var b,c,d,e=cr||cs(),g=!0,h=this.elem,i=this.options;if(a||e>=i.duration+this.startTime){this.now=this.end,this.pos=this.state=1,this.update(),i.animatedProperties[this.prop]=!0;for(b in i.animatedProperties)i.animatedProperties[b]!==!0&&(g=!1);if(g){i.overflow!=null&&!f.support.shrinkWrapBlocks&&f.each(["","X","Y"],function(a,b){h.style["overflow"+b]=i.overflow[a]}),i.hide&&f(h).hide();if(i.hide||i.show)for(b in i.animatedProperties)f.style(h,b,i.orig[b]),f.removeData(h,"fxshow"+b,!0),f.removeData(h,"toggle"+b,!0);d=i.complete,d&&(i.complete=!1,d.call(h))}return!1}i.duration==Infinity?this.now=e:(c=e-this.startTime,this.state=c/i.duration,this.pos=f.easing[i.animatedProperties[this.prop]](this.state,c,0,1,i.duration),this.now=this.start+(this.end-this.start)*this.pos),this.update();return!0}},f.extend(f.fx,{tick:function(){var a,b=f.timers,c=0;for(;c<b.length;c++)a=b[c],!a()&&b[c]===a&&b.splice(c--,1);b.length||f.fx.stop()},interval:13,stop:function(){clearInterval(cp),cp=null},speeds:{slow:600,fast:200,_default:400},step:{opacity:function(a){f.style(a.elem,"opacity",a.now)},_default:function(a){a.elem.style&&a.elem.style[a.prop]!=null?a.elem.style[a.prop]=a.now+a.unit:a.elem[a.prop]=a.now}}}),f.each(["width","height"],function(a,b){f.fx.step[b]=function(a){f.style(a.elem,b,Math.max(0,a.now)+a.unit)}}),f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.animated=function(a){return f.grep(f.timers,function(b){return a===b.elem}).length});var cw=/^t(?:able|d|h)$/i,cx=/^(?:body|html)$/i;"getBoundingClientRect"in c.documentElement?f.fn.offset=function(a){var b=this[0],c;if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);try{c=b.getBoundingClientRect()}catch(d){}var e=b.ownerDocument,g=e.documentElement;if(!c||!f.contains(g,b))return c?{top:c.top,left:c.left}:{top:0,left:0};var h=e.body,i=cy(e),j=g.clientTop||h.clientTop||0,k=g.clientLeft||h.clientLeft||0,l=i.pageYOffset||f.support.boxModel&&g.scrollTop||h.scrollTop,m=i.pageXOffset||f.support.boxModel&&g.scrollLeft||h.scrollLeft,n=c.top+l-j,o=c.left+m-k;return{top:n,left:o}}:f.fn.offset=function(a){var b=this[0];if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);var c,d=b.offsetParent,e=b,g=b.ownerDocument,h=g.documentElement,i=g.body,j=g.defaultView,k=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l=b.offsetTop,m=b.offsetLeft;while((b=b.parentNode)&&b!==i&&b!==h){if(f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed")break;c=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l-=b.scrollTop,m-=b.scrollLeft,b===d&&(l+=b.offsetTop,m+=b.offsetLeft,f.support.doesNotAddBorder&&(!f.support.doesAddBorderForTableAndCells||!cw.test(b.nodeName))&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),e=d,d=b.offsetParent),f.support.subtractsBorderForOverflowNotVisible&&c.overflow!=="visible"&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),k=c}if(k.position==="relative"||k.position==="static")l+=i.offsetTop,m+=i.offsetLeft;f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed"&&(l+=Math.max(h.scrollTop,i.scrollTop),m+=Math.max(h.scrollLeft,i.scrollLeft));return{top:l,left:m}},f.offset={bodyOffset:function(a){var b=a.offsetTop,c=a.offsetLeft;f.support.doesNotIncludeMarginInBodyOffset&&(b+=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c+=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0);return{top:b,left:c}},setOffset:function(a,b,c){var d=f.css(a,"position");d==="static"&&(a.style.position="relative");var e=f(a),g=e.offset(),h=f.css(a,"top"),i=f.css(a,"left"),j=(d==="absolute"||d==="fixed")&&f.inArray("auto",[h,i])>-1,k={},l={},m,n;j?(l=e.position(),m=l.top,n=l.left):(m=parseFloat(h)||0,n=parseFloat(i)||0),f.isFunction(b)&&(b=b.call(a,c,g)),b.top!=null&&(k.top=b.top-g.top+m),b.left!=null&&(k.left=b.left-g.left+n),"using"in b?b.using.call(a,k):e.css(k)}},f.fn.extend({position:function(){if(!this[0])return null;var a=this[0],b=this.offsetParent(),c=this.offset(),d=cx.test(b[0].nodeName)?{top:0,left:0}:b.offset();c.top-=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c.left-=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0,d.top+=parseFloat(f.css(b[0],"borderTopWidth"))||0,d.left+=parseFloat(f.css(b[0],"borderLeftWidth"))||0;return{top:c.top-d.top,left:c.left-d.left}},offsetParent:function(){return this.map(function(){var a=this.offsetParent||c.body;while(a&&!cx.test(a.nodeName)&&f.css(a,"position")==="static")a=a.offsetParent;return a})}}),f.each(["Left","Top"],function(a,c){var d="scroll"+c;f.fn[d]=function(c){var e,g;if(c===b){e=this[0];if(!e)return null;g=cy(e);return g?"pageXOffset"in g?g[a?"pageYOffset":"pageXOffset"]:f.support.boxModel&&g.document.documentElement[d]||g.document.body[d]:e[d]}return this.each(function(){g=cy(this),g?g.scrollTo(a?f(g).scrollLeft():c,a?c:f(g).scrollTop()):this[d]=c})}}),f.each(["Height","Width"],function(a,c){var d=c.toLowerCase();f.fn["inner"+c]=function(){var a=this[0];return a?a.style?parseFloat(f.css(a,d,"padding")):this[d]():null},f.fn["outer"+c]=function(a){var b=this[0];return b?b.style?parseFloat(f.css(b,d,a?"margin":"border")):this[d]():null},f.fn[d]=function(a){var e=this[0];if(!e)return a==null?null:this;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c[d](a.call(this,b,c[d]()))});if(f.isWindow(e)){var g=e.document.documentElement["client"+c],h=e.document.body;return e.document.compatMode==="CSS1Compat"&&g||h&&h["client"+c]||g}if(e.nodeType===9)return Math.max(e.documentElement["client"+c],e.body["scroll"+c],e.documentElement["scroll"+c],e.body["offset"+c],e.documentElement["offset"+c]);if(a===b){var i=f.css(e,d),j=parseFloat(i);return f.isNumeric(j)?j:i}return this.css(d,typeof a=="string"?a:a+"px")}}),a.jQuery=a.$=f,typeof define=="function"&&define.amd&&define.amd.jQuery&&define("jquery",[],function(){return f})})(window);
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/CHANGES.md
## Version 8.4

We've got the new [demo page][]! The obvious new feature is the new look, but
apart from that it's got smarter: by presenting languages in groups it avoids
running 10000 highlighting attempts after first load which was slowing it down
and giving bad overall impression. It is now also being generated from test
code snippets so the authors of new languages don't have to update both tests
and the demo page with the same thing.

Other notable changes:

- The `template_comment` class is gone in favor of the more general `comment`.
- Number parsing unified and improved across languages.
- C++, Java and C# now use unified grammar to highlight titles in
  function/method definitions.
- The browser build is now usable as an AMD module, there's no separate build
  target for that anymore.
- OCaml has got a [comprehensive overhaul][ocaml] by [Mickaël Delahaye][].
- Clojure's data structures and literals are now highlighted outside of lists
  and we can now highlight Clojure's REPL sessions.

New languages:

- *AspectJ* by [Hakan Özler][]
- *STEP Part 21* by [Adam Joseph Cook][]
- *SML* derived by [Edwin Dalorzo][] from OCaml definition
- *Mercury* by [mucaho][]
- *Smali* by [Dennis Titze][]
- *Verilog* by [Jon Evans][]
- *Stata* by [Brian Quistorff][]

[Hakan Özler]: https://github.com/ozlerhakan
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[demo page]: https://highlightjs.org/static/demo/
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev
[Edwin Dalorzo]: https://github.com/edalorzo
[mucaho]: https://github.com/mucaho
[Dennis Titze]: https://github.com/titze
[Jon Evans]: https://github.com/craftyjon
[Brian Quistorff]: https://github.com/bquistorff
[ocaml]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/pull/608#issue-46190207
[Mickaël Delahaye]: https://github.com/polazarus


## Version 8.3

We streamlined our tool chain, it is now based entirely on node.js instead of
being a mix of node.js, Python and Java. The build script options and arguments
remained the same, and we've noted all the changes in the [documentation][b].
Apart from reducing complexity, the new build script is also faster from not
having to start Java machine repeatedly. The credits for the work go to [Jeremy
Hull][].

Some notable fixes:

- PHP and JavaScript mixed in HTML now live happily with each other.
- JavaScript regexes now understand ES6 flags "u" and "y".
- `throw` keyword is no longer detected as a method name in Java.
- Fixed parsing of numbers and symbols in Clojure thanks to [input from Ivan
  Kleshnin][ik].

New languages in this release:

- *Less* by [Max Mikhailov][]
- *Stylus* by [Bryant Williams][]
- *Tcl* by [Radek Liska][]
- *Puppet* by [Jose Molina Colmenero][]
- *Processing* by [Erik Paluka][]
- *Twig* templates by [Luke Holder][]
- *PowerShell* by [David Mohundro][], based on [the work of Nicholas
  Blumhardt][ps]
- *XL* by [Christophe de Dinechin][]
- *LiveScript* by [Taneli Vatanen][] and [Jen Evers-Corvina][]
- *ERB* (Ruby in HTML) by [Lucas Mazza][]
- *Roboconf* by [Vincent Zurczak][]

[b]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://twitter.com/IvanKleshnin/status/514041599484231680
[Max Mikhailov]: https://github.com/seven-phases-max
[Bryant Williams]: https://github.com/scien
[Radek Liska]: https://github.com/Nindaleth
[Jose Molina Colmenero]: https://github.com/Moliholy
[Erik Paluka]: https://github.com/paluka
[Luke Holder]: https://github.com/lukeholder
[David Mohundro]: https://github.com/drmohundro
[ps]: https://github.com/OctopusDeploy/Library/blob/master/app/shared/presentation/highlighting/powershell.js
[Christophe de Dinechin]: https://github.com/c3d
[Taneli Vatanen]: https://github.com/Daiz-
[Jen Evers-Corvina]: https://github.com/sevvie
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza
[Vincent Zurczak]: https://github.com/vincent-zurczak

## Version 8.2

We've finally got [real tests][test] and [continuous testing on Travis][ci]
thanks to [Jeremy Hull][] and [Chris Eidhof][]. The tests designed to cover
everything: language detection, correct parsing of individual language features
and various special cases. This is a very important change that gives us
confidence in extending language definitions and refactoring library core.

We're going to redesign the old [demo/test suite][demo] into an interactive
demo web app. If you're confident front-end developer or designer and want to
help us with it, drop a comment into [the issue][#542] on GitHub.

[test]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/tree/master/test
[demo]: https://highlightjs.org/static/test.html
[#542]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/issues/542
[ci]: https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof

As usually there's a handful of new languages in this release:

- *Groovy* by [Guillaume Laforge][]
- *Dart* by [Maxim Dikun][]
- *Dust* by [Michael Allen][]
- *Scheme* by [JP Verkamp][]
- *G-Code* by [Adam Joseph Cook][]
- *Q* from Kx Systems by [Sergey Vidyuk][]

[Guillaume Laforge]: https://github.com/glaforge
[Maxim Dikun]: https://github.com/dikmax
[Michael Allen]: https://github.com/bfui
[JP Verkamp]: https://github.com/jpverkamp
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[Sergey Vidyuk]: https://github.com/sv

Other improvements:

- [Erik Osheim][] heavily reworked Scala definitions making it richer.
- [Lucas Mazza][] fixed Ruby hashes highlighting
- Lisp variants (Lisp, Clojure and Scheme) are unified in regard to naming
  the first symbol in parentheses: it's "keyword" in general case and also
  "built_in" for built-in functions in Clojure and Scheme.

[Erik Osheim]: https://github.com/non
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza

## Version 8.1

New languages:

- *Gherkin* by [Sam Pikesley][]
- *Elixir* by [Josh Adams][]
- *NSIS* by [Jan T. Sott][]
- *VIM script* by [Jun Yang][]
- *Protocol Buffers* by [Dan Tao][]
- *Nix* by [Domen Kožar][]
- *x86asm* by [innocenat][]
- *Cap’n Proto* and *Thrift* by [Oleg Efimov][]
- *Monkey* by [Arthur Bikmullin][]
- *TypeScript* by [Panu Horsmalahti][]
- *Nimrod* by [Flaviu Tamas][]
- *Gradle* by [Damian Mee][]
- *Haxe* by [Christopher Kaster][]
- *Swift* by [Chris Eidhof][] and [Nate Cook][]

New styles:

- *Kimbie*, light and dark variants by [Jan T. Sott][]
- *Color brewer* by [Fabrício Tavares de Oliveira][]
- *Codepen.io embed* by [Justin Perry][]
- *Hybrid* by [Nic West][]

[Sam Pikesley]: https://github.com/pikesley
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Josh Adams]: https://github.com/knewter
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg
[Jun Yang]: https://github.com/harttle
[Dan Tao]: https://github.com/dtao
[Domen Kožar]: https://github.com/iElectric
[innocenat]: https://github.com/innocenat
[Oleg Efimov]: https://github.com/Sannis
[Arthur Bikmullin]: https://github.com/devolonter
[Panu Horsmalahti]: https://github.com/panuhorsmalahti
[Flaviu Tamas]: https://github.com/flaviut
[Damian Mee]: https://github.com/chester1000
[Christopher Kaster]: http://christopher.kaster.ws
[Fabrício Tavares de Oliveira]: https://github.com/fabriciotav
[Justin Perry]: https://github.com/ourmaninamsterdam
[Nic West]: https://github.com/nicwest
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof
[Nate Cook]: https://github.com/natecook1000

Other improvements:

- The README is heavily reworked and brought up to date by [Jeremy Hull][].
- Added [`listLanguages()`][ll] method in the API.
- Improved C/C++/C# detection.
- Added a bunch of new language aliases, documented the existing ones. Thanks to
  [Sindre Sorhus][] for background research.
- Added phrasal English words to boost relevance in comments.
- Many improvements to SQL definition made by [Heiko August][],
  [Nikolay Lisienko][] and [Travis Odom][].
- The shorter `lang-` prefix for language names in HTML classes supported
  alongside `language-`. Thanks to [Jeff Escalante][].
- Ruby's got support for interactive console sessions. Thanks to
  [Pascal Hurni][].
- Added built-in functions for R language. Thanks to [Artem A. Klevtsov][].
- Rust's got definition for lifetime parameters and improved string syntax.
  Thanks to [Roman Shmatov][].
- Various improvements to Objective-C definition by [Matt Diephouse][].
- Fixed highlighting of generics in Java.

[ll]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#listlanguages
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Heiko August]: https://github.com/auge8472
[Nikolay Lisienko]: https://github.com/neor-ru
[Travis Odom]: https://github.com/Burstaholic
[Jeff Escalante]: https://github.com/jenius
[Pascal Hurni]: https://github.com/phurni
[Jiyin Yiyong]: https://github.com/jiyinyiyong
[Artem A. Klevtsov]: https://github.com/unikum
[Roman Shmatov]: https://github.com/shmatov
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Matt Diephouse]: https://github.com/mdiep


## Version 8.0

This new major release is quite a big overhaul bringing both new features and
some backwards incompatible changes. However, chances are that the majority of
users won't be affected by the latter: the basic scenario described in the
README is left intact.

Here's what did change in an incompatible way:

- We're now prefixing all classes located in [CSS classes reference][cr] with
  `hljs-`, by default, because some class names would collide with other
  people's stylesheets. If you were using an older version, you might still want
  the previous behavior, but still want to upgrade. To suppress this new
  behavior, you would initialize like so:

  ```html
  <script type="text/javascript">
    hljs.configure({classPrefix: ''});
    hljs.initHighlightingOnLoad();
  </script>
  ```

- `tabReplace` and `useBR` that were used in different places are also unified
  into the global options object and are to be set using `configure(options)`.
  This function is documented in our [API docs][]. Also note that these
  parameters are gone from `highlightBlock` and `fixMarkup` which are now also
  rely on `configure`.

- We removed public-facing (though undocumented) object `hljs.LANGUAGES` which
  was used to register languages with the library in favor of two new methods:
  `registerLanguage` and `getLanguage`. Both are documented in our [API docs][].

- Result returned from `highlight` and `highlightAuto` no longer contains two
  separate attributes contributing to relevance score, `relevance` and
  `keyword_count`. They are now unified in `relevance`.

Another technically compatible change that nonetheless might need attention:

- The structure of the NPM package was refactored, so if you had installed it
  locally, you'll have to update your paths. The usual `require('highlight.js')`
  works as before. This is contributed by [Dmitry Smolin][].

New features:

- Languages now can be recognized by multiple names like "js" for JavaScript or
  "html" for, well, HTML (which earlier insisted on calling it "xml"). These
  aliases can be specified in the class attribute of the code container in your
  HTML as well as in various API calls. For now there are only a few very common
  aliases but we'll expand it in the future. All of them are listed in the
  [class reference][cr].

- Language detection can now be restricted to a subset of languages relevant in
  a given context — a web page or even a single highlighting call. This is
  especially useful for node.js build that includes all the known languages.
  Another example is a StackOverflow-style site where users specify languages
  as tags rather than in the markdown-formatted code snippets. This is
  documented in the [API reference][] (see methods `highlightAuto` and
  `configure`).

- Language definition syntax streamlined with [variants][] and
  [beginKeywords][].

New languages and styles:

- *Oxygene* by [Carlo Kok][]
- *Mathematica* by [Daniel Kvasnička][]
- *Autohotkey* by [Seongwon Lee][]
- *Atelier* family of styles in 10 variants by [Bram de Haan][]
- *Paraíso* styles by [Jan T. Sott][]

Miscellaneous improvements:

- Highlighting `=>` prompts in Clojure.
- [Jeremy Hull][] fixed a lot of styles for consistency.
- Finally, highlighting PHP and HTML [mixed in peculiar ways][php-html].
- Objective C and C# now properly highlight titles in method definition.
- Big overhaul of relevance counting for a number of languages. Please do report
  bugs about mis-detection of non-trivial code snippets!

[API reference]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html

[cr]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[api docs]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html
[variants]: https://groups.google.com/d/topic/highlightjs/VoGC9-1p5vk/discussion
[beginKeywords]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/6c7fdea002eb3949577a85b3f7930137c7c3038d
[php-html]: https://twitter.com/highlightjs/status/408890903017689088

[Carlo Kok]: https://github.com/carlokok
[Bram de Haan]: https://github.com/atelierbram
[Daniel Kvasnička]: https://github.com/dkvasnicka
[Dmitry Smolin]: https://github.com/dimsmol
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Seongwon Lee]: https://github.com/dlimpid
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg


## Version 7.5

A catch-up release dealing with some of the accumulated contributions. This one
is probably will be the last before the 8.0 which will be slightly backwards
incompatible regarding some advanced use-cases.

One outstanding change in this version is the addition of 6 languages to the
[hosted script][d]: Markdown, ObjectiveC, CoffeeScript, Apache, Nginx and
Makefile. It now weighs about 6K more but we're going to keep it under 30K.

New languages:

- OCaml by [Mehdi Dogguy][mehdid] and [Nicolas Braud-Santoni][nbraud]
- [LiveCode Server][lcs] by [Ralf Bitter][revig]
- Scilab by [Sylvestre Ledru][sylvestre]
- basic support for Makefile by [Ivan Sagalaev][isagalaev]

Improvements:

- Ruby's got support for characters like `?A`, `?1`, `?\012` etc. and `%r{..}`
  regexps.
- Clojure now allows a function call in the beginning of s-expressions
  `(($filter "myCount") (arr 1 2 3 4 5))`.
- Haskell's got new keywords and now recognizes more things like pragmas,
  preprocessors, modules, containers, FFIs etc. Thanks to [Zena Treep][treep]
  for the implementation and to [Jeremy Hull][sourrust] for guiding it.
- Miscellaneous fixes in PHP, Brainfuck, SCSS, Asciidoc, CMake, Python and F#.

[mehdid]: https://github.com/mehdid
[nbraud]: https://github.com/nbraud
[revig]: https://github.com/revig
[lcs]: http://livecode.com/developers/guides/server/
[sylvestre]: https://github.com/sylvestre
[isagalaev]: https://github.com/isagalaev
[treep]: https://github.com/treep
[sourrust]: https://github.com/sourrust
[d]: http://highlightjs.org/download/


## New core developers

The latest long period of almost complete inactivity in the project coincided
with growing interest to it led to a decision that now seems completely obvious:
we need more core developers.

So without further ado let me welcome to the core team two long-time
contributors: [Jeremy Hull][] and [Oleg
Efimov][].

Hope now we'll be able to work through stuff faster!

P.S. The historical commit is [here][1] for the record.

[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Oleg Efimov]: https://github.com/sannis
[1]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/f3056941bda56d2b72276b97bc0dd5f230f2473f


## Version 7.4

This long overdue version is a snapshot of the current source tree with all the
changes that happened during the past year. Sorry for taking so long!

Along with the changes in code highlight.js has finally got its new home at
<http://highlightjs.org/>, moving from its cradle on Software Maniacs which it
outgrew a long time ago. Be sure to report any bugs about the site to
<mailto:info@highlightjs.org>.

On to what's new…

New languages:

- Handlebars templates by [Robin Ward][]
- Oracle Rules Language by [Jason Jacobson][]
- F# by [Joans Follesø][]
- AsciiDoc and Haml by [Dan Allen][]
- Lasso by [Eric Knibbe][]
- SCSS by [Kurt Emch][]
- VB.NET by [Poren Chiang][]
- Mizar by [Kelley van Evert][]

[Robin Ward]: https://github.com/eviltrout
[Jason Jacobson]: https://github.com/jayce7
[Joans Follesø]: https://github.com/follesoe
[Dan Allen]: https://github.com/mojavelinux
[Eric Knibbe]: https://github.com/EricFromCanada
[Kurt Emch]: https://github.com/kemch
[Poren Chiang]: https://github.com/rschiang
[Kelley van Evert]: https://github.com/kelleyvanevert

New style themes:

- Monokai Sublime by [noformnocontent][]
- Railscasts by [Damien White][]
- Obsidian by [Alexander Marenin][]
- Docco by [Simon Madine][]
- Mono Blue by [Ivan Sagalaev][] (uses a single color hue for everything)
- Foundation by [Dan Allen][]

[noformnocontent]: http://nn.mit-license.org/
[Damien White]: https://github.com/visoft
[Alexander Marenin]: https://github.com/ioncreature
[Simon Madine]: https://github.com/thingsinjars
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev

Other notable changes:

- Corrected many corner cases in CSS.
- Dropped Python 2 version of the build tool.
- Implemented building for the AMD format.
- Updated Rust keywords (thanks to [Dmitry Medvinsky][]).
- Literal regexes can now be used in language definitions.
- CoffeeScript highlighting is now significantly more robust and rich due to
  input from [Cédric Néhémie][].

[Dmitry Medvinsky]: https://github.com/dmedvinsky
[Cédric Néhémie]: https://github.com/abe33


## Version 7.3

- Since this version highlight.js no longer works in IE version 8 and older.
  It's made it possible to reduce the library size and dramatically improve code
  readability and made it easier to maintain. Time to go forward!

- New languages: AppleScript (by [Nathan Grigg][ng] and [Dr. Drang][dd]) and
  Brainfuck (by [Evgeny Stepanischev][bolk]).

- Improvements to existing languages:

    - interpreter prompt in Python (`>>>` and `...`)
    - @-properties and classes in CoffeeScript
    - E4X in JavaScript (by [Oleg Efimov][oe])
    - new keywords in Perl (by [Kirk Kimmel][kk])
    - big Ruby syntax update (by [Vasily Polovnyov][vast])
    - small fixes in Bash

- Also Oleg Efimov did a great job of moving all the docs for language and style
  developers and contributors from the old wiki under the source code in the
  "docs" directory. Now these docs are nicely presented at
  <http://highlightjs.readthedocs.org/>.

[ng]: https://github.com/nathan11g
[dd]: https://github.com/drdrang
[bolk]: https://github.com/bolknote
[oe]: https://github.com/Sannis
[kk]: https://github.com/kimmel
[vast]: https://github.com/vast


## Version 7.2

A regular bug-fix release without any significant new features. Enjoy!


## Version 7.1

A Summer crop:

- [Marc Fornos][mf] made the definition for Clojure along with the matching
  style Rainbow (which, of course, works for other languages too).
- CoffeeScript support continues to improve getting support for regular
  expressions.
- Yoshihide Jimbo ported to highlight.js [five Tomorrow styles][tm] from the
  [project by Chris Kempson][tm0].
- Thanks to [Casey Duncun][cd] the library can now be built in the popular
  [AMD format][amd].
- And last but not least, we've got a fair number of correctness and consistency
  fixes, including a pretty significant refactoring of Ruby.

[mf]: https://github.com/mfornos
[tm]: http://jmblog.github.com/color-themes-for-highlightjs/
[tm0]: https://github.com/ChrisKempson/Tomorrow-Theme
[cd]: https://github.com/caseman
[amd]: http://requirejs.org/docs/whyamd.html


## Version 7.0

The reason for the new major version update is a global change of keyword syntax
which resulted in the library getting smaller once again. For example, the
hosted build is 2K less than at the previous version while supporting two new
languages.

Notable changes:

- The library now works not only in a browser but also with [node.js][]. It is
  installable with `npm install highlight.js`. [API][] docs are available on our
  wiki.

- The new unique feature (apparently) among syntax highlighters is highlighting
  *HTTP* headers and an arbitrary language in the request body. The most useful
  languages here are *XML* and *JSON* both of which highlight.js does support.
  Here's [the detailed post][p] about the feature.

- Two new style themes: a dark "south" *[Pojoaque][]* by Jason Tate and an
  emulation of*XCode* IDE by [Angel Olloqui][ao].

- Three new languages: *D* by [Aleksandar Ružičić][ar], *R* by [Joe Cheng][jc]
  and *GLSL* by [Sergey Tikhomirov][st].

- *Nginx* syntax has become a million times smaller and more universal thanks to
  remaking it in a more generic manner that doesn't require listing all the
  directives in the known universe.

- Function titles are now highlighted in *PHP*.

- *Haskell* and *VHDL* were significantly reworked to be more rich and correct
  by their respective maintainers [Jeremy Hull][sr] and [Igor Kalnitsky][ik].

And last but not least, many bugs have been fixed around correctness and
language detection.

Overall highlight.js currently supports 51 languages and 20 style themes.

[node.js]: http://nodejs.org/
[api]: http://softwaremaniacs.org/wiki/doku.php/highlight.js:api
[p]: http://softwaremaniacs.org/blog/2012/05/10/http-and-json-in-highlight-js/en/
[pojoaque]: http://web-cms-designs.com/ftopict-10-pojoaque-style-for-highlight-js-code-highlighter.html
[ao]: https://github.com/angelolloqui
[ar]: https://github.com/raleksandar
[jc]: https://github.com/jcheng5
[st]: https://github.com/tikhomirov
[sr]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://github.com/ikalnitsky


## Version 6.2

A lot of things happened in highlight.js since the last version! We've got nine
new contributors, the discussion group came alive, and the main branch on GitHub
now counts more than 350 followers. Here are most significant results coming
from all this activity:

- 5 (five!) new languages: Rust, ActionScript, CoffeeScript, MatLab and
  experimental support for markdown. Thanks go to [Andrey Vlasovskikh][av],
  [Alexander Myadzel][am], [Dmytrii Nagirniak][dn], [Oleg Efimov][oe], [Denis
  Bardadym][db] and [John Crepezzi][jc].

- 2 new style themes: Monokai by [Luigi Maselli][lm] and stylistic imitation of
  another well-known highlighter Google Code Prettify by [Aahan Krish][ak].

- A vast number of [correctness fixes and code refactorings][log], mostly made
  by [Oleg Efimov][oe] and [Evgeny Stepanischev][es].

[av]: https://github.com/vlasovskikh
[am]: https://github.com/myadzel
[dn]: https://github.com/dnagir
[oe]: https://github.com/Sannis
[db]: https://github.com/btd
[jc]: https://github.com/seejohnrun
[lm]: http://grigio.org/
[ak]: https://github.com/geekpanth3r
[es]: https://github.com/bolknote
[log]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commits/


## Version 6.1 — Solarized

[Jeremy Hull][jh] has implemented my dream feature — a port of [Solarized][]
style theme famous for being based on the intricate color theory to achieve
correct contrast and color perception. It is now available for highlight.js in
both variants — light and dark.

This version also adds a new original style Arta. Its author pumbur maintains a
[heavily modified fork of highlight.js][pb] on GitHub.

[jh]: https://github.com/sourrust
[solarized]: http://ethanschoonover.com/solarized
[pb]: https://github.com/pumbur/highlight.js


## Version 6.0

New major version of the highlighter has been built on a significantly
refactored syntax. Due to this it's even smaller than the previous one while
supporting more languages!

New languages are:

- Haskell by [Jeremy Hull][sourrust]
- Erlang in two varieties — module and REPL — made collectively by [Nikolay
  Zakharov][desh], [Dmitry Kovega][arhibot] and [Sergey Ignatov][ignatov]
- Objective C by [Valerii Hiora][vhbit]
- Vala by [Antono Vasiljev][antono]
- Go by [Stephan Kountso][steplg]

[sourrust]: https://github.com/sourrust
[desh]: http://desh.su/
[arhibot]: https://github.com/arhibot
[ignatov]: https://github.com/ignatov
[vhbit]: https://github.com/vhbit
[antono]: https://github.com/antono
[steplg]: https://github.com/steplg

Also this version is marginally faster and fixes a number of small long-standing
bugs.

Developer overview of the new language syntax is available in a [blog post about
recent beta release][beta].

[beta]: http://softwaremaniacs.org/blog/2011/04/25/highlight-js-60-beta/en/

P.S. New version is not yet available on a Yandex CDN, so for now you have to
download [your own copy][d].

[d]: /soft/highlight/en/download/


## Version 5.14

Fixed bugs in HTML/XML detection and relevance introduced in previous
refactoring.

Also test.html now shows the second best result of language detection by
relevance.


## Version 5.13

Past weekend began with a couple of simple additions for existing languages but
ended up in a big code refactoring bringing along nice improvements for language
developers.

### For users

- Description of C++ has got new keywords from the upcoming [C++ 0x][] standard.
- Description of HTML has got new tags from [HTML 5][].
- CSS-styles have been unified to use consistent padding and also have lost
  pop-outs with names of detected languages.
- [Igor Kalnitsky][ik] has sent two new language descriptions: CMake & VHDL.

This makes total number of languages supported by highlight.js to reach 35.

Bug fixes:

- Custom classes on `<pre>` tags are not being overridden anymore
- More correct highlighting of code blocks inside non-`<pre>` containers:
  highlighter now doesn't insist on replacing them with its own container and
  just replaces the contents.
- Small fixes in browser compatibility and heuristics.

[c++ 0x]: http://ru.wikipedia.org/wiki/C%2B%2B0x
[html 5]: http://en.wikipedia.org/wiki/HTML5
[ik]: http://kalnitsky.org.ua/

### For developers

The most significant change is the ability to include language submodes right
under `contains` instead of defining explicit named submodes in the main array:

    contains: [
      'string',
      'number',
      {begin: '\\n', end: hljs.IMMEDIATE_RE}
    ]

This is useful for auxiliary modes needed only in one place to define parsing.
Note that such modes often don't have `className` and hence won't generate a
separate `<span>` in the resulting markup. This is similar in effect to
`noMarkup: true`. All existing languages have been refactored accordingly.

Test file test.html has at last become a real test. Now it not only puts the
detected language name under the code snippet but also tests if it matches the
expected one. Test summary is displayed right above all language snippets.


## CDN

Fine people at [Yandex][] agreed to host highlight.js on their big fast servers.
[Link up][l]!

[yandex]: http://yandex.com/
[l]: http://softwaremaniacs.org/soft/highlight/en/download/


## Version 5.10 — "Paris".

Though I'm on a vacation in Paris, I decided to release a new version with a
couple of small fixes:

- Tomas Vitvar discovered that TAB replacement doesn't always work when used
  with custom markup in code
- SQL parsing is even more rigid now and doesn't step over SmallTalk in tests


## Version 5.9

A long-awaited version is finally released.

New languages:

- Andrew Fedorov made a definition for Lua
- a long-time highlight.js contributor [Peter Leonov][pl] made a definition for
  Nginx config
- [Vladimir Moskva][vm] made a definition for TeX

[pl]: http://kung-fu-tzu.ru/
[vm]: http://fulc.ru/

Fixes for existing languages:

- [Loren Segal][ls] reworked the Ruby definition and added highlighting for
  [YARD][] inline documentation
- the definition of SQL has become more solid and now it shouldn't be overly
  greedy when it comes to language detection

[ls]: http://gnuu.org/
[yard]: http://yardoc.org/

The highlighter has become more usable as a library allowing to do highlighting
from initialization code of JS frameworks and in ajax methods (see.
readme.eng.txt).

Also this version drops support for the [WordPress][wp] plugin. Everyone is
welcome to [pick up its maintenance][p] if needed.

[wp]: http://wordpress.org/
[p]: http://bazaar.launchpad.net/~isagalaev/+junk/highlight/annotate/342/src/wp_highlight.js.php


## Version 5.8

- Jan Berkel has contributed a definition for Scala. +1 to hotness!
- All CSS-styles are rewritten to work only inside `<pre>` tags to avoid
  conflicts with host site styles.


## Version 5.7.

Fixed escaping of quotes in VBScript strings.


## Version 5.5

This version brings a small change: now .ini-files allow digits, underscores and
square brackets in key names.


## Version 5.4

Fixed small but upsetting bug in the packer which caused incorrect highlighting
of explicitly specified languages. Thanks to Andrew Fedorov for precise
diagnostics!


## Version 5.3

The version to fulfil old promises.

The most significant change is that highlight.js now preserves custom user
markup in code along with its own highlighting markup. This means that now it's
possible to use, say, links in code. Thanks to [Vladimir Dolzhenko][vd] for the
[initial proposal][1] and for making a proof-of-concept patch.

Also in this version:

- [Vasily Polovnyov][vp] has sent a GitHub-like style and has implemented
  support for CSS @-rules and Ruby symbols.
- Yura Zaripov has sent two styles: Brown Paper and School Book.
- Oleg Volchkov has sent a definition for [Parser 3][p3].

[1]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/6612/
[p3]: http://www.parser.ru/
[vp]: http://vasily.polovnyov.ru/
[vd]: http://dolzhenko.blogspot.com/


## Version 5.2

- at last it's possible to replace indentation TABs with something sensible
  (e.g. 2 or 4 spaces)
- new keywords and built-ins for 1C by Sergey Baranov
- a couple of small fixes to Apache highlighting


## Version 5.1

This is one of those nice version consisting entirely of new and shiny
contributions!

- [Vladimir Ermakov][vooon] created highlighting for AVR Assembler
- [Ruslan Keba][rukeba] created highlighting for Apache config file. Also his
  original visual style for it is now available for all highlight.js languages
  under the name "Magula".
- [Shuen-Huei Guan][drake] (aka Drake) sent new keywords for RenderMan
  languages. Also thanks go to [Konstantin Evdokimenko][ke] for his advice on
  the matter.

[vooon]: http://vehq.ru/about/
[rukeba]: http://rukeba.com/
[drake]: http://drakeguan.org/
[ke]: http://k-evdokimenko.moikrug.ru/


## Version 5.0

The main change in the new major version of highlight.js is a mechanism for
packing several languages along with the library itself into a single compressed
file. Now sites using several languages will load considerably faster because
the library won't dynamically include additional files while loading.

Also this version fixes a long-standing bug with Javascript highlighting that
couldn't distinguish between regular expressions and division operations.

And as usually there were a couple of minor correctness fixes.

Great thanks to all contributors! Keep using highlight.js.


## Version 4.3

This version comes with two contributions from [Jason Diamond][jd]:

- language definition for C# (yes! it was a long-missed thing!)
- Visual Studio-like highlighting style

Plus there are a couple of minor bug fixes for parsing HTML and XML attributes.

[jd]: http://jason.diamond.name/weblog/


## Version 4.2

The biggest news is highlighting for Lisp, courtesy of Vasily Polovnyov. It's
somewhat experimental meaning that for highlighting "keywords" it doesn't use
any pre-defined set of a Lisp dialect. Instead it tries to highlight first word
in parentheses wherever it makes sense. I'd like to ask people programming in
Lisp to confirm if it's a good idea and send feedback to [the forum][f].

Other changes:

- Smalltalk was excluded from DEFAULT_LANGUAGES to save traffic
- [Vladimir Epifanov][voldmar] has implemented javascript style switcher for
  test.html
- comments now allowed inside Ruby function definition
- [MEL][] language from [Shuen-Huei Guan][drake]
- whitespace now allowed between `<pre>` and `<code>`
- better auto-detection of C++ and PHP
- HTML allows embedded VBScript (`<% .. %>`)

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/
[voldmar]: http://voldmar.ya.ru/
[mel]: http://en.wikipedia.org/wiki/Maya_Embedded_Language
[drake]: http://drakeguan.org/


## Version 4.1

Languages:

- Bash from Vah
- DOS bat-files from Alexander Makarov (Sam)
- Diff files from Vasily Polovnyov
- Ini files from myself though initial idea was from Sam

Styles:

- Zenburn from Vladimir Epifanov, this is an imitation of a
  [well-known theme for Vim][zenburn].
- Ascetic from myself, as a realization of ideals of non-flashy highlighting:
  just one color in only three gradations :-)

In other news. [One small bug][bug] was fixed, built-in keywords were added for
Python and C++ which improved auto-detection for the latter (it was shame that
[my wife's blog][alenacpp] had issues with it from time to time). And lastly
thanks go to Sam for getting rid of my stylistic comments in code that were
getting in the way of [JSMin][].

[zenburn]: http://en.wikipedia.org/wiki/Zenburn
[alenacpp]: http://alenacpp.blogspot.com/
[bug]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewtopic.php?id=1823
[jsmin]: http://code.google.com/p/jsmin-php/


## Version 4.0

New major version is a result of vast refactoring and of many contributions.

Visible new features:

- Highlighting of embedded languages. Currently is implemented highlighting of
  Javascript and CSS inside HTML.
- Bundled 5 ready-made style themes!

Invisible new features:

- Highlight.js no longer pollutes global namespace. Only one object and one
  function for backward compatibility.
- Performance is further increased by about 15%.

Changing of a major version number caused by a new format of language definition
files. If you use some third-party language files they should be updated.


## Version 3.5

A very nice version in my opinion fixing a number of small bugs and slightly
increased speed in a couple of corner cases. Thanks to everybody who reports
bugs in he [forum][f] and by email!

There is also a new language — XML. A custom XML formerly was detected as HTML
and didn't highlight custom tags. In this version I tried to make custom XML to
be detected and highlighted by its own rules. Which by the way include such
things as CDATA sections and processing instructions (`<? ... ?>`).

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6


## Version 3.3

[Vladimir Gubarkov][xonix] has provided an interesting and useful addition.
File export.html contains a little program that shows and allows to copy and
paste an HTML code generated by the highlighter for any code snippet. This can
be useful in situations when one can't use the script itself on a site.


[xonix]: http://xonixx.blogspot.com/


## Version 3.2 consists completely of contributions:

- Vladimir Gubarkov has described SmallTalk
- Yuri Ivanov has described 1C
- Peter Leonov has packaged the highlighter as a Firefox extension
- Vladimir Ermakov has compiled a mod for phpBB

Many thanks to you all!


## Version 3.1

Three new languages are available: Django templates, SQL and Axapta. The latter
two are sent by [Dmitri Roudakov][1]. However I've almost entirely rewrote an
SQL definition but I'd never started it be it from the ground up :-)

The engine itself has got a long awaited feature of grouping keywords
("keyword", "built-in function", "literal"). No more hacks!

[1]: http://roudakov.ru/


## Version 3.0

It is major mainly because now highlight.js has grown large and has become
modular. Now when you pass it a list of languages to highlight it will
dynamically load into a browser only those languages.

Also:

- Konstantin Evdokimenko of [RibKit][] project has created a highlighting for
  RenderMan Shading Language and RenderMan Interface Bytestream. Yay for more
  languages!
- Heuristics for C++ and HTML got better.
- I've implemented (at last) a correct handling of backslash escapes in C-like
  languages.

There is also a small backwards incompatible change in the new version. The
function initHighlighting that was used to initialize highlighting instead of
initHighlightingOnLoad a long time ago no longer works. If you by chance still
use it — replace it with the new one.

[RibKit]: http://ribkit.sourceforge.net/


## Version 2.9

Highlight.js is a parser, not just a couple of regular expressions. That said
I'm glad to announce that in the new version 2.9 has support for:

- in-string substitutions for Ruby -- `#{...}`
- strings from from numeric symbol codes (like #XX) for Delphi


## Version 2.8

A maintenance release with more tuned heuristics. Fully backwards compatible.


## Version 2.7

- Nikita Ledyaev presents highlighting for VBScript, yay!
- A couple of bugs with escaping in strings were fixed thanks to Mickle
- Ongoing tuning of heuristics

Fixed bugs were rather unpleasant so I encourage everyone to upgrade!


## Version 2.4

- Peter Leonov provides another improved highlighting for Perl
- Javascript gets a new kind of keywords — "literals". These are the words
  "true", "false" and "null"

Also highlight.js homepage now lists sites that use the library. Feel free to
add your site by [dropping me a message][mail] until I find the time to build a
submit form.

[mail]: mailto:Maniac@SoftwareManiacs.Org


## Version 2.3

This version fixes IE breakage in previous version. My apologies to all who have
already downloaded that one!


## Version 2.2

- added highlighting for Javascript
- at last fixed parsing of Delphi's escaped apostrophes in strings
- in Ruby fixed highlighting of keywords 'def' and 'class', same for 'sub' in
  Perl


## Version 2.0

- Ruby support by [Anton Kovalyov][ak]
- speed increased by orders of magnitude due to new way of parsing
- this same way allows now correct highlighting of keywords in some tricky
  places (like keyword "End" at the end of Delphi classes)

[ak]: http://anton.kovalyov.net/


## Version 1.0

Version 1.0 of javascript syntax highlighter is released!

It's the first version available with English description. Feel free to post
your comments and question to [highlight.js forum][forum]. And don't be afraid
if you find there some fancy Cyrillic letters -- it's for Russian users too :-)

[forum]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6
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# Highlight.js

[![Build Status](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js.svg?branch=master)](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js)

Highlight.js is a syntax highlighter written in JavaScript. It works in the
browser as well as on the server. It works with pretty much any markup,
doesn't depend on any framework and has automatic language detection.


## Getting Started

The bare minimum for using highlight.js on a web page is linking to the library
along with one of the styles and calling [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

This will find and highlight code inside of `<pre><code>` tags trying to detect
the language automatically. If automatic detection doesn't work for you, you can
specify the language in the class attribute:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

The list of supported language classes is available in the [class reference][8].
Classes can also be prefixed with either `language-` or `lang-`.

To disable highlighting altogether use the `nohighlight` class:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Custom Initialization

When you need a bit more control over the initialization of
highlight.js, you can use the [`highlightBlock`][2] and [`configure`][3]
functions. This allows you to control *what* to highlight and *when*.

Here's an equivalent way to calling [`initHighlightingOnLoad`][1] using jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

You can use any tags instead of `<pre><code>` to mark up your code. If you don't
use a container that preserve line breaks you will need to configure
highlight.js to use the `<br>` tag:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

For other options refer to the documentation for [`configure`][3].


## Getting the Library

You can get highlight.js as a hosted or custom-build browser script or as a
server module. Head over to the [download page][4] for all the options.

Note, that the library is not supposed to work straight from the source on
GitHub, it requires building. If none of the pre-packaged options work for you
refer to the [building documentation][5].


## License

Highlight.js is released under the BSD License. See [LICENSE][10] file for
details.


## Links

The official site for the library is at <https://highlightjs.org/>.

Further in-depth documentation for the API and other topics is at
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Authors and contributors are listed in the [AUTHORS.en.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.en.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! highlight.js v9.2.0 | BSD3 License | git.io/hljslicense */
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/LICENSE
Copyright (c) 2006, Ivan Sagalaev
All rights reserved.
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

    * Redistributions of source code must retain the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer.
    * Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
      documentation and/or other materials provided with the distribution.
    * Neither the name of highlight.js nor the names of its contributors 
      may be used to endorse or promote products derived from this software 
      without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND ANY
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS AND CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
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OEBPS/Common_Content/scripts/utils.js
var work = 1;

function pop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popper/,"popped");
	}
}
function unpop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popped/,"popper");
	}
}

function siblings(entity){
	var r = [];
	for ( var n = entity.parentNode.firstChild; n; n = n.nextSibling ) 
		if ( n.nodeType == 1 && n != entity)
			r.push( n );		
	return r;
}

/* This activates an element and deactivates all it's siblings */
function activateElement(id) {
	var entity = document.getElementById(id);
	if(entity.className.indexOf("active") == -1) {
		entity.className = entity.className + " active";
	}
	var sibs = siblings(entity);

	for(var i=0; i < sibs.length; i++) {
		if(sibs[i].className.indexOf("active") != -1) {
			deactivateElement(sibs[i]);
		}
	}
}

function deactivateElement(entity) {
	if(entity.className.indexOf("active") != -1) {
		 entity.className = entity.className.replace(/[ ]*active/, '');
	}
}

function getCookie(name) {
	var name_c = window.location.hostname + '-' + name;

	if(document.cookie) {
		var cookies = document.cookie.split(/ *; */);
		for(var i=0; i < cookies.length; i++) {
			var current_c = cookies[i].split("=");
			if(current_c[0] == name_c) {
				return(current_c[1]);
				break;
			}
		}
	}
	return('');
}

function setCookie(name, value, expires, path) {
	name = window.location.hostname + '-' + name;

	var curCookie = name + "=" + value + 
		((expires) ? ";expires=" + expires.toGMTString() : "") + 
		((path) ? ";path=" + path : "");
	document.cookie = curCookie; 
}

function setDefLangCookie(entity) {
	setCookie('switchery', entity.options[entity.selectedIndex].value, '', '/');
}

function initSwitchery() {
	var divs = document.getElementsByTagName('div');
	for(i in divs) {
		if(typeof(divs[i].className) != 'undefined' && divs[i].className.indexOf("switchery") != -1) {
			var lang = getCookie('switchery');
			if(lang != '') {
				var entity = document.getElementById(divs[i].id + '-' + lang);
				if(entity) {
					entity.onclick();
					entity.parentNode.lastChild.value = lang;
				} else {
					divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
				}
			} else {
				divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
			}
		}
	}

}

function showhide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("hidden") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/hidden/,"visible");
			}
			else if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	}

	return false;
}

function hide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	} else {
		work=1;
	}
}

var preventReset = 0;

function dehighlightTarget(entity) {
	if(preventReset == 0 && entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		var target = document.getElementById(id);
		if(target) {
			deactivateElement(target);
		}
		}
}

function highlightTarget(entity, norefresh) {
	if(entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		activateElement(id);
		preventReset = 0;
	} 
	if(norefresh == 1) {
		preventReset=1;
	}
}
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